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昭和 30. 年 3 月 (1955) 


負 虫 物質 に よる 腸 肺 及び 上 度 の 
アレ ルギー 性 反 鷹 の 研究 
IV 顕 虫 感染 時 の 肺 の アレ ルギー 性 反 應 


小 宮 町 


隆 三 


塵 応 義 塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 29 年 9 月 20 日 受領 ) 


緒 言 
経口 的 に 顕 虫 体 物質 を 投与 し , 又は 顕 虫 成熟 卵 を 摂 食 
させ 感 作 し た 動物 に 再び 昌 卵 を 与え て 感染 させ る 際 に 起 
る 変化 に 関す る 研究 は 古く か ら 多 く の 報告 が ある が その 
主 な も の を 拳 げ る と , 妊 投与 し た 感 朱 仔 虫 の 体内 へ の 侵 
入 の 状況 に つい て は , 佐伯 (1929) は 犬 顕 虫 抗原 を 投与 し 
後に 成熟 卵 を どど える と 感染 に 対し て 抵 撤 性 が 強く な り 仔 
虫 の 発育 は 遅れ , 田村 (1932) は 豚 題 虫 抽出 液 を 飲ま せ た 
モル モッ ト の 硬 出 腸管 衣 は 仔 虫 の 透過 性 を 妨げ る と 迷 
べ , Wagner (1933) は マウ ゥ ス に 数 回 六 虫 仔 虫 卵 を 与え る 
と 次 回 か ら の 感染 は 減 す る と 報じ た 。 松島 (1984, 
1935) は 渦 に 体腔 液 を 経口 投与 し 又は 顕 虫 卵 を 与え て 感 
抹 さ せ た も の は 再び 仔 昌 卵 を 与え る と その 膝 器 へ の 仔 虫 
移行 は 阻害 され る と 述べ , 藤瀬 (1938) は 騙 虫 飼養 液 を 経 
曲 的 に , 石 氏 (1943) は 顕 虫 乳剤 及び 抽出 液 を 腹腔 内 注射 
で 何れ も る 白 汽 に 与え て 各 臓 器 へ の 仔 虫 移行 率 の 抑制 され 
る こと を 見 て いる 。 又 侵 入 し た 仔 虫 の 為 に 肺 に 起 さ れ た 
変 伯 に つい て は , 平田 (1985) は 自然 に 普 虫 に 感染 し た 野 
犬 と 生後 問 も な い 未 感 菜 の 幼 犬 と を 比較 する と , 犬 普 虫 
成熟 卵 を 与え た 場合 の 肺 の 変化 は 後者 の 方 が 早期 に 閉 明 
に 現われ 肺 秋 像 , 結節 形成 , 仔 虫 の 検出 等 の 組織 像 は 何 
れ $ ゃ 高 許 で も あつ た と 述べ , Kerr (1938) は そ モルモット 
豚 虫 卵 を 与え て 感染 させ 抵 手 を 持た せ た も の で は 次 
回 感染 時 の 肺 は 浮腫 が 強く 侵入 仔 貝 周囲 の 細胞 反応 が 著 
明 で ある 反し, 前 処置 を 行わ な い 非 抵 撤 性 の も の は 則 
血 と 仔 昌 の 発育 促進 と が 見 られ た と 述べ て いる 。 Sprent 





7 を gzo 共 の yg の が 4: Experirnental studies on al- 
lergic reactions of intestine, lung and skin due 
to ascaris substance. IV. Allergjc reactions in 
the Jungs by the mmigration of ascaris 1arvae.(De- 
partment of (Parasitology。 School of Medicine, 
Keio University, Tokyo, Jaapn.) 


and Chen (1949) は 豚 顕 虫 卵 を 飲ま せ て 感染 感 作 し た マ 
ッ ウス に だ 再び 虫 卵 を 与え る と , 初回 感染 の 時 より も 仔 虫 は 
長く 肝 に 停滞 し 肺 に 移行 し 難く , 発育 は 阻害 され , 仔 昌 
周囲 の cellular encapsuation が 起 る こと は 注目 すべ き 
で ある と 述べ , 宮川 (1952) は 顕 虫 体 成分 で 注射 感 作 し た 
モル モッ ト 人 に 仔 虫 卵 を 摂 食 さ せる と 対照 に 比 し 肺 重量 は 
大 と な り , 結節 形成 , 出血 , 浮腫 , テオ ジン 球 の 浸潤 が 
高度 で あり , 之 は アレ ルギー 性 反応 の 結果 に 外 な ら ぬ と 
説明 し て いる 。 

以上 の 報告 の 中 で 肺 の 病理 変化 を 追求 し た 実験 は その 
感 作 の 方 法 が 仔 虫 の 感染 エ た よる も の , 又は 顕 虫 物質 の 注 
射 に よる も の で あつ て 実際 に 則 し な い 点 が 考え られ る の 
で , 私 は も うぅ 一 歩 進ん だ 自然 に 近い 方 法 で , 即ち 顕 虫 乳 
剤 の 経口 投与 で 感 作 し た 重 に 顕 虫 を 感染 させ , その 際 に 
肺 は どの 様 な 態度 を と る か と いう 5 点 に 関し 次 の 様 な 小 実 
験 を 行 つ た の で 喜 に 報告 する 。 

実験 材料 と 方 法 

顕 虫 の 感染 に は 豚 顕 虫 仔 虫 卵 を 用 いた 。 層 場 よ り 持参 
し た 新鮮 な 久 虫 の 子宮 末端 よ り 約 2cm 以内 に ある 受精 
卵 を 取り 出し , 10 を アン チ ホ ルミ ン で よく 混和 振 湯 し , 
後 蒸溜 水 で 数 回 遠 沈 洗 光 し た 。 之 を 27“C 負 卵 器 内 で 30 
50 日 間 瓦 塔 養 し た 。 感染 に 用 いる 際 に は マウ ス に 試食 
させ , 2 日 後に その 肝 を 検 鏡 し 感 菜 仔 虫 の 存在 する こと 
を 確 め た 。 虫 卵 数 は 倍数 笑 釈 で 算定 し た 。 

動物 は 各 で 前 報 (1954) に 記載 し た 実験 の 場合 と 同様 な 
方 法 で 普 虫 乳剤 を 経口 投与 し て 感 作 し た も の で 毎日 20 
匹 宛 2 週間 連日 投与 し , 総 量 280 匹 分 に 達し , 2 週間 後 
の 皮膚 反応 が 陽性 を 示し た も の と , 対照 群 は 何等 穫 置 を 
施さ な いで 皮膚 反応 陰性 で あつ た も の と を 用 いた 。 体重 
は 何れ も 1300 王 2000 g の も の を 用 いた 。 

上 記 の 処置 を 経た 利 の 各々 に 顕 虫 仔 虫 卵 約 5 万 個 を V 
号 カ テー テル で 胃 に 直 達 経口 投与 し , 12 時間, 1 日 , 2 
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2 
策 1 表 肺 , 肝 の 重量 及び それ ら の 体重 比 第 2 表 肺 の 肉眼 的 及び 組織 学 的 所 見 
投 投 
体言 和香 な 
性 後 体重 是 0 性 後 肉眼 的 所 見 起 織 学 的 所 見 
3 二手 > 人 、eegd 年 す 
感 1 ? 1500 8.0 0.58 47.0 3.13 外観 生 浮 性状 を 呈し 
2 9 1 1480 5.6 0.38 60.0 4.05 1 っ 語 且 門 附 近 に 。 條 束 発見 出来 な い 
作 3 ? 2 1300 8.0 0.62 36.0 2.77 感 み ca 
4 5 1620 14.2 0.88 50.0 3.09 仔 虫 の 周り の 反応 及 
表 割 面 共に 出血 点 中 
群 。 。 sg 1800 28.5 1.58 60.0 3.33 2 1 代 放 cao 
半 6 8 1600 10.0 0.63 50.0 3.13 3 e 2 表 抽 面 共に 山 上 同 上 
感 7 % 1 1480 7.9 0.53 70.0 4.23 作 SS 
2 の 応 
作 8 る 2 1440 10.2 0.71 50.4 3.50 外観 浮腫 状 を 星 し , も 高度 で 肉芽 腫 様 像 
9 ? 5 r7700 9.0 0.53 39.0 2.29 人 を る 5 表 割 面 区 出血 章 を 形成 する 。 その他 
群 10 。 6 1750 23.5 1.34 47.0 2.69 ま 伴う た 用 像 
卵 な 11 e ン / 1440 6.0 0.42 47.0 3.26 も 浮 砂 状 を 呈し , 仁 字 の 周り の 反応 は 
投 い 和 家 拓 面 共 清 人 由 回 度 と な り , その 他 
な 12 @ / 1900 9.5 0.50 70.0 3.68 5 9 8 生 半 最 t 攻 明 で 健康 部 の 肺 胞 は 張 い 浮 
し の 13 ? / 2000 8.5 0.43 46.0 2.30 色 を 殆ど みな い oct 
ラベ < 
第 1 図 肺 重量 の 体重 と の 比 6 s ヵ ) 表 着 面 英 点 殆 ど 仔 足 償 梨 田 来 な い 
非 7? 1 表 割 面 共 出 血 点 少 い 同 胡 
200 仔 虫 の 周り の 反応 及 
3 出血 点 表 面 少く , 割 世 
感 8 2 大 中 等 度 Cc 











多 
人 5 6 
経過 日 数 一 > 
ー 一 根 一 一 感 作 群 
・ < 〇 ・…・ 非 感 作 群 
いく 著 投 与 し な いも の 


日 , 5 日 , 8 日 後に 失血 致死 せしめ , 投与 後 5 日後 ま で 
の も の は その 肝 に , 5, 8 日後 の も の は 肺 に 感染 仔 虫 の 存 
在 す る 用 を 確 め た 。 


(2) 


Me 外観 和 肖 用 伏 を 呈し 語 。 上 

表 制 面 共 出血 点 著 明 3 

仔 虫 の 周り の 反応 は 
殆ど な く , 浮腫 , 出 


g 外観 仁 腫 状 を 呈し 。 
血 を 伴 つ た 肺 笑 像 


10 ? 8 委 着 面 共 出血 斑 著 明 





肺 と 肝 は 取り 出し 笑 量 の 上 , その 表 割 面 を 肉眼 的 に 検 
査 し た , 之 等 の 肺 は 更に ホル マリ ン 固 定 の 後 , 連続 切片 
標本 を 作り , ヘマ トキ シリ ン ・ エ オジ ン 重 楽 色 を 施し , 
仔 虫 の 存在 する 部 及び その 他 の 部 を 組織 学 的 に 検索 し 
た 。 

成 績 


顕 虫 仔 虫 卵 を 投与 し て か ら 各 時 間 経 過 後 の 肺 重量 は 第 
1 表 に 示す 通り で あり , その 体重 比 は 第 1 図 に 見 る 通り 
で あつ て 時 間 の 経過 と 共に 上 昇 し , 初期 の 中 は 感 作 し た 
も の は 非 感 作 の も の より 寧ろ 低い の に 反し 8 日 後に は , 
1.58 巡 に 達し 最高 価 を 示し た 。 他 方 非 感 作 の も の は や は 
り 時 間 と 共に 上 昇 は する けれ ども , 5, 8 日 後 頃 に は 感 作 
群 より 明か に 低 か つ た 。 

肝 と 体重 と の 比 は 第 1 表 に 示す 如く 投与 後 1 日 の も の 
が 最も 高く な つて いる 。 これ は 仔 虫 が 体内 移行 の 際 に 肝 


り 
Pe 


"は 
% 作 
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第 2 図 感 作 し た も の に 上 昭 虫 仔 虫 卵 を 投与 
し て か ら 5 日 後 の 肺 ( 強 拡大 ) 
取 欠 いて 肉 


感染 仔 虫 を 
ei 見 和え る 。 





筑 3 図 非 感 作 の も の に 仔 中 卵 を 投与 し て か ら 
5 日 後 の 肺 ( 張 拡大 )。 仔 虫 は 第 2 図 よ り も 大 き 
《 発育 し , 周囲 の 細胞 反応 は 見 られ な い 

 。 








LA 
に 多数 に 党 留 する 為 で も つて 肝 を 離れ る に 従い 低く 本 

て いる が , 1 及び 2 日 後 ま で で は 感 作 群 は 非 感 作 群 よ 
低 か つ た 。 

肺 の 肉眼 的 所 見 は 第 2 表 に 示す 通り で あつ て , 時 間 の 
経過 と 共に 滞 次 外観 浮腫 状 を 呈し , 表 割 両 の 粟 粒 大 カ 至 
帆 針 頭 大 の 出血 斑 は 急激 に 増加 し , 8 日 後に は 最も 変化 
が 強 か つ た . 

肺 の 組織 学 的 所 見 は 第 2 表 に 見 る 通り で あつ て 投与 後 
2 日 まで の も の は 大 き な 変 化 は な か つた が , 5 日 後 で は 
感 作 し た も の に は 第 2 図 に 示す 様 に 感染 仔 昌 を 中 心 と し 
Merzs 巨大 細胞 , エ オ ジン 嗜好 性 販 血 球 が 集 狭し , 

肉芽 腫 様 細 胞 被 包 を 形成 し て いて 下 体 の 若 忠 する 反応 が 
極め て 高度 で あり , 又 虫 体 の 大 さ を 比 較 す る と 対照 より 
も 小さ く て 発育 の 遅れ て いる こと が 認め られ る 。 仔 昌 の 


み ら れ な い 部 分 は 出血 が あり 肺 災 の 像 を 呈し て いた 。 之 
に 反し 非 感 作 の も の は 第 3 較 に 見 る ょ よ うに 上 記 の 如き 綱 
胞 反応 は 見 当ら ず , 又 仔 虫 の 発育 の 促 依 し て いる の が 見 
られ た . 

8 日 後 の も の で は 仔 昌 は 可 成 り 大 きく 発育 し , 感 作 群 
の 仔 虫 周囲 の 反応 は 5 日 後 の も の より 軽度 と な つて いる 
が , 虫 体 の み ら れ な い 部 分 は 潮 慕 性 の 肺炎 像 が 閉 明 と な 
り 浮 腫 , 出血 は 極め て 強く な つて いる 。 非 感 作 群 は 仔 昌 
の 周囲 の 反応 は 殆 ん ど な く な つて いる が , 発育 の 遅れ た 
小さ い 仔 昌 の 周 朋 に は 可 成り の 反応 が 見 られ , 虫 体 の 存 
在 し な い 部 分 は 浮腫 , 出血 が 極め て 強く 見 られ た 。 

総括 と 考 接 

怠 虫 乳剤 を 経口 抽 与 し て 感 作 し た 各 に 顕 虫 仔 虫 卵 を 経 
口 投与 し て 感染 させ る と , その 肺 の 体重 比 は 無 外 置 の も 
の に 比 し て 大 きく な り 8 日 後に は 極大 と な つた . 居 殺 の 
都度 生 の 標本 で 仔 虫 を 調べ る と 肺 に は 5 日後 の も の より 
見 られ 始め 以後 は 尊 次 多く 見 られ る の で , 仔 虫 の 肺 侵 入 
の 為 の 影響 は 一 層 大 きく な り 8 日 以降 も 重量 比 は 一 層 増 
大 する も の と 思わ れる が , 投与 後 34 日 で 動物 は 食欲 
條 振 , 元気 が な く な り , 5 日 後 頃 より 死亡 する も の が 現 
われ 始め , 8 日後 頃 に は 殆 ん ど 頻 死 の 状態 と な り そ れ よ 
り 以降 の 実験 は 不可 能 で あつ た 。 こ れ は 仔 虫 の 肺 侵入 に 
よる 肺炎 の 為 で あろ 5。 

肺 の 肉眼 的 所 見 は や は り 8 日 後 が 最大 の 出血 斑 を 示 
し , 最も 病変 が 強 か つ た が , 対照 と の 差 は あま り 認 め ら 
れ な か つた 。 

組織 学 的 所 見 で は 虫 体 の 周囲 の 変化 は 5 日 後 の も の が 
最も 反応 が 強く , 各種 炎症 細胞 を 主 と す る 綱 胞 被 包 の 多 
く 見 られ る 点 が 注目 すべ き 所 見 で も つた 。 こ の 肉 非 腫 様 
洒 胞 被 包 は 5 日 後 で は 対照 と の 差 が 明確 で も つた が , 8 
日後 で は それ ほ と 差 虹 が な く , 興味 ある こと は 8 日 後 の 
対照 に も 比較 的 小さ い 発育 の 遅れ た と 思わ れる 虫 体 の 周 
翔 に は や は り 相 当 度 の 肉 式 腫 様 反応 が み ら れ た こと が あ 
る 。 こ の 事実 は 発育 の 進ま な い 小さ い 仔 虫 は 何 か 特 別に 
為 害 的 な 産物 を 排 注 し て 周囲 の 組織 に 反応 を 与え る も の 
で あろ 5 か 。 投与 後 2 日 以前 の も の に は この 様 な 反応 は 
感 作 群 に も 非 感 作 群 に も 見 られ な か つた 。 要する に この 
感染 仔 虫 を 中 心 と する 肉芽 腫 様 細胞 被 包 の 形成 は 感 作 群 
で は 早期 に 5 日 後 項 発 現し , 8 日 後 頃 に は 非 感 作 群 に も 
遅れ て 出現 する も る の で ある と いえ る 

仔 貝 の 周囲 以外 の 部 位 に 訟 て は 2 日 後 ま で は 何等 変化 
な く , 5 日 より 8 日 後に 至 つ て 最も 甚 し く 浮 腫 , 出血 を 
伴 つた 潮 農 性 の 肺 災 像 を 呈し て いて , 何れ も 対照 群 よ り 





は や ゝ ヽ 強い 所 見 が 得 ら れ た 。 
肝 の 体重 多 が 1, 2 日 後 で は 対照 より も 低く な つて いる 


の は 生 の 標本 の 検 午 で も 判る 通り この 期間 は 最も 多数 仔 


上 記 諸 家 の 報 『 の 様 に 感 作 
と いう 事 実 に よる も の 


虫 が 停滞 する 時 期 で も る が , 
し た も の は 仔 昌 の 侵入 を 阻害 する 
で あろ うか. 

結 

1) 顕 虫 体 乳剤 を 経口 援 与 し 
外 を 経口 抜 与 し て 感染 させ る 
非 感 作 の 対 隊 大 よ り は 大 で あつ た 

2) その 組織 学 的 所 見 で は 仔 貝 周 赦 の 肉芽 腫 様 細胞 被 
9 は 感 作 群 は 非 感 作 群 より も 早期 に 現われ た 。 

3) これ 等 の 事 突 か ら 肺 に アレ ルギー 性 反応 を 起す こ 
と が 過 来 た と 積極 的 な 断定 を 下す こと は 出来 な い が , そ 
の 事実 を 想像 する こと は で きる 

稿 を 終る に 当り , 終始 御 指導 と 御 校 闘 を 賜 つ た 松林 教 
授 に 深 護 致し ます 。 

(本 論文 の 要旨 は 昭和 29 年 11 月 


会 東日本 支 


感 作 し た 和束 に 魚 虫 仔 虫 
その 肺 重量 の 体重 比 は 


第 14 回 目 本 寄生 下 学 
部 大 会 に 於 て 発表 し た 。〉 


文 沢 

1) 藤瀬 直孝 (1938): 顕 虫 「 リ ン ゲル 」 氏 飼 養 液 の 経 
口 的 投与 の 占 虫 感 染 に 対す る 影響 , 慶応 医学 , 18(11) 
1229-1240. 一 2) 平田 清 人 (1935) : 画 虫 免疫 の 実験 
的 研究 , 病理 組織 学 的 観察 , 日 本 医科 大 学 誌 , 6(6) , 
ea 3) 石 氏 三 郎 (1943) : 豚 虫 々 体 物 質 の 

度 豚 部 虫 感染 に 及ぼ す 影 響 , 慶 応 医学 , 18(11) , 1229 
ms ー4) Kerr, KK. B. The cellular response 
in acquired resistance in guinea pigs to an inie- 
ction with pig ascaris. Amer. Jour. Hyg., 27 (1), 
28-51. 一 5) 小宮 山 隆 三 (1954) : 顕 虫 物質 に よる 腸 
肺 及 び 皮 膚 の アレ ルギー 性 反 応 の 研究 , JI. 遇 虫 馳 
剤 経口 感 作 に よる 皮膚 及び 腸 壁 象 の Arthus 現象 , 寄 
生 忠 誌 。 3(4), 270-277. 一 6) 松島 実 (1934): 名 中 
重複 感染 に 関す る 研究 , 慶応 医学 , 14(8), 1119-1134. 
ー7) 松島 実 (1935): 頭 皿 価 腔 液 の 画 仔 虫 感染 時 移 
行 に , 胡 ぼ す 藤 人 。 慶応 医学 , 15,10), 1405-1422。 一 
8) 宮川 逸 Ar 映 虫 体 成分 に よ つ て 起 る 内 臓 
の アレ ルギー こ 関す る 研究 , 臨床 内 科 小 児 科 , 
7 (10), 454- 2 ee 佐伯 天 助 (1929): 昭 虫 免疫 
の 実験 的 研究 , IT. 拓 体 元 の 皮下 摂取 法 及 経口 的 摂取 
法 並 に 二 重 感染 試験 に よる 遇 虫 刈 疫 の 実験 的 研究, 


【 寄 生 忠 学 雑誌 ・ 第 4 徐 ・ 第 1 号 


微生物 病理 学 誌 , 23(8), 1527-1592. -- 10) Sprent, 
J.F.A. 芝 Chen, 本 H. 本 . (1949) : Hmmunological 
Studies in mice infected with the larvae of 4s- 
cG77S 7 の 77co77es、T.。 Criteria of immunity and 
immunizing effect of isolated worrmn tissues. Jour. 
Infect. Disease, 84(2), 111-124. 一 -11) 田村 治 
G992) : ・ 顕 虫 経口 免疫 を 受け た る 痕 腸管 壁 の 当 
該 融 虫 通過 防 禁 能力 ( 岬 虫 の 経口 免疫 に 就 て ), 大 阪 
医事 新 誌 。 3(11) , 1447-1474. 一 12) Wagner, O. 
(1933) : Hmmunisierungsversuche bei experirn<- 
entleler Askarisinfektion der Maus. Zeitschr. f. 
Hmmun.。 u. exp. Therap., 78(314), 372-382. 


SimmrmarY 


Emulsion of ascaris body was administered per 
os to 20 rabbits daily for 2 weeks。 They were 
then fed with 50,.000 embryonated eggs of ascaris 
and were Sacrificed 12 hours, 1, 2, 5 and 8 days 
after the feeding. Lungs and liver were weighed 
and their ratio to body weight was determined. 

The ratio of the ung weight to the body weight 
became gradually arger as day passed on and was 
largest on 8th day after the feeding when most 
of the rabbits were dying or died, probably due 
to pneumonia. In the section preparation of the 
lung, a granulomateous cell infiltration was seen 
around the migrating larva.。 This cellular enve- 
lope appeared 5 days after the feeding in the 
sensitzed animals while it appeared 8 days after 
the feeding in control animals. Lung tissue apart 
from larvae showed no pathological change until 
the second day after feeding, but on 5-8th daySs, 
an aspect of di 圧 use pneurmonia accornpanied by 
oedema and haemorrhage becarme prominent. 
These changes were more remarkable than those 
in control animals。 

All of these fndings suggest that some allergic 
reaction was provoked jn lungs by the feeding of 


embryonated ascaris eggs to rabbits which had 


been sensitized by the oral administration of 


aSCariS SubStanCeS. 
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ネ ォ デ ク ロ ン 及 び 二 硫化 炭素 に よる 
融 ・ 包 昌 誠 の 殺 洪 試 務 


久 涯 見 晴 間 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
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裕 


川崎 市 高津 保健 所 稲田 支所 
(昭和 29 年 11 月 2 日 受領 ) 


最近 和泉 (1954) は 各種 消毒 楽 の 虫 卵 殺 滅 効果 を 調べ 
て , 市 販 殺 期 剤 ネオ ヂ ク ロン が か な り 著 し い 殺 罰 効 果 の 
ある こと を 発表 し て いる 。 そ こ で 我々 は ネオ ヂ ク ロン 
つい て , 実験 的 に 鯛 ・ 釣 虫 卵 の 殺 罰 効 果 を 追試 し , 併せ 
て 二 硫 化 炭 素 及 び ネ オ ヂ クロ ン よ る 普 虫 卵 殺 滅 の 野外 
試験 を 行 つ た 。 

Il. 実験 室内 試験 


AA. 普 虫 卵 殺 滅 試験 

1) 試験 材料 及び 方 法 

G) 供 試薬 品 及 びそ の 組成 : ネオ ヂ ク ョ ロン (明治 楽 品 
工業 株 式 会 社 製 ) は 市 販 さ れ て いる 1 ポン トド 電 入 を 使用 


し た 。 こ の 組成 は 。 パラ ヂ ク ロー ル ・ ベ ン デ ジール 10.56 
究 , プロ ー ム ・ エ チレ ン 9.55 守 , 
39.44 用 . な ど を 主剤 と する も の で , 濃 茶 色 の 原液 に 水 
道 水 を 加え て 充分 提 挫 する と 白色 の 乳化 液 と な る 。 

() 被 検 材料 及び 試験 方 法 : 玉 虫 卵 は 数 匹 の 新鮮 な 
豚 六 虫 虫 の 子宮 内 端 部 2cm 内 の 成熟 し た 豚 顕 虫 受精 
卵 を 用 いた 。 由 卵 液 の 作り 方 は 次 の 如く で 

(a) 直接 薬液 に 接触 せしめ た 場合 : 虫 卵 に 基 干 の 水道 
水 を 加え て 良く 混和 し 東 卵 流 を 作り 之 に 薬剤 を 加え た 。 
楽 剤 ま ネオ ヂ ク ロン は 水道 水 で 500 倍 , 1000 倍 , 2000 倍 
に 稀 駅 し , 夫々 40cc 宛 前 記 下 卵 液 に 加え 売 分 混和 し て 
室温 (18 一 25^C) に 置い て 作用 させ た 。 

(b) 虫 卵 を 人 則 中 に 混入 し , 次 で 薬液 を 作用 させ た 場 
合 : 予め 寄生 虫 卵 を 含ま ぬ 新 鮮 な 人 ( 尿 を 含ま ず ) に 5 
倍 量 の 水道 水 を 加え て 綱 砕 し , 1 枚 の ガー ゼ で 妙 過 し 洗 
汰 せしめ 約 2 倍 に 稀 駅 され た 展 液 を 作る 。 之 に 虫 卵 液 を 





万 2 を oz が sg, 万 7Zos/7 OZ : Ovocidal effects 
of Carbon disulphate and Neo-Gikuron on the 
ascaris and hookworm ova。 (Division of Parasi- 
tology, National Institute of Health。 Takatsu 
Health Center) 


トリ クロ ー ル エチ レン 


加え て 混和 し 顕 虫 卵 含 膝 液 を 作り , 次 いで 楽 剤 を 加え 
た 。 こ の 場合 ネオ ヂ ク ロン は 先 づ 250 倍 , 500 倍 , 1000 
倍 に 稀 駅 し た 液 を 作 つ て , その 2cc を 殿 液 2cc に 加え 
て 充分 提 振 し 所 定 の 500 倍 , 1000 倍 , 2000 倍 稀 選 に お 
いて 作用 させ た 。 作用 温度 は 室温 (21 一 27"C) で ある 。 
別に (4) (b) 共に 薬剤 を 入れ な いで 水道 水 だ け を 加え た 
対照 を 置い た 。 


( 肖 ) 効果 判定 の 方 法 : 所 定 日 数 作用 な し め た 虹 液 * 


又は 虫 卵 含有 果 液 を 洗 湯 管 に 移し て 充分 量 の 水道 水 で 数 
回 洗 癌 し て 楽 液 を 除き , 瓦 培 養 法 に より 1 一 2 週間 幸 養 
を 行い , その 各 時 期 に お いて 培養 曳 卵 100 = に つい て そ 
の 発育 状況 し ら べ た 。 観察 の 結果 は 和泉 (1954) の 判 室 
方 法 を 用 い , 単細胞 期 , 初期 分 再 期 , 桑 実 期 , 映 射 期 , 
仔 虫 期 , 退化 に 分 類 し た 。 退 化 卵 と は , (1) 罰 細 胞 が 微 
小 巴 粒 状 と な つて 固有 の 形 の 崩れ た も の 。 こ れ は 退 公 の 
直前 の 状態 で も る と 考え られ る も の で ある 。(2) 更 退 
化 が 進ん で 粗大 な 油 滴 状 物 が 細 胞 内 又は 罰 穀 内 に 満た 
され た も の , (脂肪 球 変性 卵 ) 等 の 種類 が ある 。 単 細胞 期 
卵 と は 外見 上 正常 な 単細胞 期 卵 と , 罪 細胞 が 片側 区 転位 
し た も の ( 単 綱 胞 変位 罰 ), 細胞 外 空 隙 即ち 半月 形 部 区 倫 
足 様 物質 が 現われ た も の (単細胞 変性 卵 ) 等 正常 と 認め ら 
れ な いも の る 含ん で いる 。 つ まり 全く 正常 で な く で る 退 
化 と 決定 出来 な 場合 単細胞 期 卵 に 含め . この 変性 が 著 
し く な つた も の の み を 退化 卵 と し て いる 。 従来 正常 単 綱 
胞 卵 と す で し 死滅 し た 由 卵 と を 形態 的 に 区 別 す る こと は 
困難 と され , 薬 色 そ の 他 の 方 法 が 考案 され て いる が 未だ 
確定 的 な 方 法 は 見 当ら な い 。 こ の 試験 計 於 て は , と の 間 
題 の 解決 の た め 1 ヵ月 余 (35 一 40 日 ) 養 を 行 つて 観察 
し た が , な お 上 述 の 如く 形態 的 に 両者 を 売 分 区 別 す る 
至ら な か つた 。 こ の 解決 に つい て は 更に 後 章 で 取上げ る 
の で , こ ヽ で は 上 述 の 記載 に 従 つ た 分 類 を 行う だ 止め 
容 ぉ 


(5) 


を 
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第 1 表 豚 問 虫 卵 に 対す る ネオ ヂ タ ロン の 殺 卵 作用 (作用 室温 18 一 25?C) 
稀 釈 作用 二 養 観察 発 育 卵 未 発育 卵 
倍 数 日 数 日 数 卵 数 色 補 楽 実 期 時 期 仔 期 単細胞 透 化 
10 日 100 と pm ー ーー 36 64 
9 日 
15 ヶ wa ーー と 6 89 11 
500 倍 7 ヶ 9 9 6 74 26 
17 晶 14 ヶ es 和 ー* me 75 25 
25 ヶ ピー em an 38 62 
10 ク ーー ーー ーー ーー 46 54 
9 日 15 ヶ ad 0 ea 63 37 
35 84 aa we ee 64 20 
1000 倍 ・ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
7 100 Pa ep 1 1 85 13 
17 晶 14 ヶ 0 1 6 we 56 43 
25 ヶ ーー ーー ーー ーー 72 20 
10 ヶ 6 2 5 24 49 20 
9 日 15 ヶ We 5 4 7 78 6 
35 45 WP eme な 13 ap 32 
2000 倍 6 2 い 
7 100 43 20 15 1 14 7 
17 晶 14 ヶ As 8 4 63 9 16 
25 ヶ ーー ーー ーー 83 ーー 17 
10 ヶ ea 1 ke 96 he 3 
9 日 
35 ヶ mp ae 0 97 ee 3 
水道 水 7 ヶ 一 4 1 90 aa 5 
17 晶 14 ヶ mA 0 Bi 96 mw 4 
25 ヶ Me 9 ae 100 aw aa 
(2) 試験 成績 る よう に 思わ れる 。 


表 1 一 2 に 示し た 如く で ある 。 

(3) 殿 を 混入 し な い 場合 : 500 倍 で は 9 日 及び 17 日 
作用 例 で 発育 する も の 全く な く , 1000 倍 に お いて も 殖 ん 
ど 同 様 で , 9 昌 及 び 17 日 間 作用 例 の 何れ に お いて も 培 
養 25 一 30 日 後に 発育 する も の を 認め な か つた 。2000 倍 
に お いて は 9 日 間 作 用 例 で 一 部 発育 す る も の が 認め ら 
れ , 17 日 で も 発育 卵 を 認め た 。 し か し その 発育 は 対 有 照 に 
比べ る と 遅く , 対照 は 3 一 5 の 退化 卵 が あつ た だ け で , 
その 他 は すべ て 有 既に 1 週間 で 仔 昌 包 蔵 卵 に 達し て いた 。 

(b) 選 を 混入 し た 場合 : 500 倍 7 日 作用 例 で は 培養 32 
日 目 の 観 察 で 10 辺 が 仔 虫 期 に 達し , 他 は 単細胞 期 に 止 
まつ た 。14 日 作用 例 で は 41 日 目 の 観 察 で 39 之 が 発育 し 
他 は 単細胞 期 で も つた 。 1000 倍 以 上 の 稀 局 で は 大 部 分 刀 
至 全部 発育 する が , 対照 と 比べ て みる と 若干 発育 が 遅れ 


(6) 


以上 (a) (b) の 結果 を 和泉 (1954) の 成績 と 比較 し て みろ 
る と 概ね 一 致し た 成績 で あつ た 。 

B. 釣 虫 卵 殺 滅 試験 

(1) 試験 材料 及び 方 法 

G⑪) 供 試 薬品 : ネオ ヂ ク ロン を 使用 し , A の 場合 と 同 
一 製品 を 用 いた 。 

G) 被験 材料 : 若干 の 鋼 虫 感染 者 か ら 得 た 新鮮 な 釣 
虫 卵 含 有 尿 に , 10 倍 の 水 を 加え て 細 砕 し 1 枚 の ガー ゼ で 
演 過 し て 静 置 上 , 1 時 間 後 上 澄 を 乗 て 沈 溶 を 含む 半量 を 
残し , 約 5 倍 に 稀 秋 さ れ た 由 卵 含有 殿 液 と し て 使用 し 
た 。 忠 卵 は ヅ ビ = ニ , アメ リカ (2 : 1) の 両 種 で あつ た 。 

(iii) 試験 方 法 : ネオ ヂ ク ロン は 忠 卵 含有 尿 液 と 1 : 4 
の 比 で 混合 する た め 稀 選 さ れる の で , 予め 100 倍 , 200 
音 。 1000 倍 に 稀 駅 し その 1cc を 殿 液 4cc に 加え て 充分 





9 
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第 2 表 人 殿 内 豚 問 虫 卵 に 対す る ネオ ヂ ク ロン の 殺 卵 成績 (作用 室温 21 一 27?C) 


培養 











稀 釈 作用 観察 
倍 数 日 数 日 数 卵 数 匠 
うー 。 ンコ 0 と の WS 
『。 100 9 
7 日 14 ケ 10 
32 ク 一 
500 倍 ーーーーー ーー ーー ーーーーーーーーー ーー 一 - ーー - 
7 ヶ 25 
14 日 14 ケ 17 
41 ヶ ーー 
7 ヶ 20 
7 日 14 ヶ 7 

32 ヶ 

1000 倍 
ケ 72 
14 日 14 ヶ ーー 
41 ヶ Cs 
7 ヶ 23 
7 日 14 ケ 10 
32 ヶ ィ 
滑 凍 際 
7 ケ 11 
14 日 14 ヶ 一 
41 ク 一 
7 ヶ ーー 
7 日 14 ク ーー 
32 ヶ ーー 
水道 水 ーー 

7 ク ーー 
14 日 14 ケ ーー 
41 ケ ーー 


其 
期 


未 発育 卵 


発 育 卵 
柔 実 期 昭 計 期 仔 虫 期 単細胞 退化 
- ー ー 90 1 
ーー ー ー 86 4 
ー 11 63 26 
ー ー - 68 7 
13 3 ー 65 2 
ー ーー 9 56 5 
80 ー - ー ー 
23 4 63 3 一 
ー ー 95 ーー 4 
25 ーー ー 3 ーー 
6 12 82 一 ー 
ーー - 98 一 2 
31 37 ー 9 ー 
12 7 64 8 ー 
2 90 4 2 
89 っ = デー = 
ーー 5 95 ー ー 
ー ー 96 ー 4 
11 35 54 ー ー 
2 3 95 ー ー 
に = 100 ーー ご 
100 - - ー ー 
1 ーー 99 ー ーー 





1000 倍 , .5000 倍 預 生 に し 


提 捧 し , 夫々 所 定 の 500 倍 , 
て 作用 せしめ た 。 作用 日 数 は 24 時間, 
度 は 室温 (25 一 31"C) に 置い た 。 

(iv) 昌 卵 の 生死 判定 : 所 定 日 数 を 経た 虫 卵 含有 展 液 
は , 直ちに 充分 量 の 水 を 加え て 遠心 沈 滅 し , 沈 溶 を 同様 
2 同 水 洗 し , 楽 液 を 除い た 沈 溶 約 2 瓦 を 瓦 培養 法 に より 
27 一 28"C で 培養 し た 。 同 時 に 培養 直前 の 沈 溶 の 一 部 を 
採 つて , 上 貝 卵 の 発育 , 変性 の 程度 を 調べ , 2 週間 後に 流 
出し た 全 仔 昌 数 を 算 え て 効果 を 判定 し た 。 釣 虫 卵 の 観察 
は , 顕 虫 卵 の 場合 の 如く 培養 四 上 の 材料 を 採 つ て 発育 退 
化 の 退化 の 比率 を 観察 する より も る も, 培養 し た 場合 の 発育 
卵 の 最終 過程 が 培養 幅 を 浸し た 水 に 渡 出 する 被 博 仔 昌 で 
ある こと か と, 洛 出 仔 虫 を 算 え る 方 が より 容 和 で 丸 確 実 


と 考え られ る 。 勿論 それ に は 個々 殿 液 中 の 銘 虫 卵 数 が 分 
つて お り , 是 概ね 等 し い 前 提 が 必要 で ある が , 今 の と こ 
ろ 之 を 正確 に 求め ある こと は 困難 で ある 。 徒 つて 同一 例 を 
2 例 づ ヽ 置 き , 対照 は 各々 * 3 例 づ 、 と し 貝 卵 数 の 変動 に 
よる 誤差 を 防い だ 。 

(2) 試験 成績 

表 3 に 示し た 。 500 倍 稀 生 で は 24 時 間 作 用 で 効果 な 
く , 5 日 間 作用 で は 培養 直前 の 観察 に よる と , 虫 卵 は 卵 
細胞 が 骨 壌 し て 微小 頼 粒状 に 変化 し た も の が 最も 多く 
85 を 占め , 僅か の 多 細 胞 期 卵 が 見 られ た 。 培養 に よ つ 
て 渡 出 し た 仔 虫 数 は , 対照 例 の 36 2 で あつ た 。 10 日 
作用 例 で は , 何れ も 卵細胞 は 変性 し 卵 帝 は 光線 の 屈折 弱 
く , 固有 の 大 き さ よ り 策 ょ 膨大 する の が 見 られ た 。 正常 


(の ) 
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第 3 表 怪 内 人 多 虫 卵 に 対す る ネオ ヂ ク ロン の 殺 卵 海 績 (作用 室温 25 一 31”C) 





作用 直後 の 昌 卵 の 性 状 


























稀 釈 作用 番 ーーーーーーーーー ーーーーーーーーー- 玉生 克 ま 人 
正常 と 認 む も の 異常 と 認 む も の 
倍 数 日 数 = 訓 0 ー 一 皇 一 ーー 水 出 仔 昌 数 
ie 1 15 15 15/」s 0 521 
2 656 
500 倍 ek 3 48 2 2/s ま * 0 1/1。 18 
ーー 4 ミ 1/7 37 
1 14 14 397 0 
1 = 
0 日 2 0 明 
さま 衝 7js 0 660 
ぎ 2 682 
1 22 10 5 15/gs 7 7/ ぁ 。 2 
1000 倍 5 日 人 な ma 
ク 2 。23 40 5 15/5 6 72: 283 
1 時 7 。 1 9 17 9 
0 ' /j7 
2 40 
1 15 15 15/」5 0 549 
24 時 
2 518 
1 17 15 1 16/ 1 438 
5000 千 5 日 の 0 
2 400 
9 3 5 1 5 11/」。 432 
10 日 is 4 
2 375 
1 15 15 15/1。 0 645 
24 時 2 858 
662 
1 9 7 7/。 の 2/。 554 
水道 水 5 日 2 449 
3 565 
6 1 463 
10 日 み 。 有 。 引 7 の 1 リ s 560 
3 まみ. 。 斉 017 1 1 リ s 742 





分 : 分 裂 期 , 柔 : 柔 実 期 照 : 昭 時 期 
他 : 仔 忠 期 


卵 は 認め られ ず 分 裂 期 , 桑 実 期 に ある も の も 変性 の 状態 出 仔 虫 数 は 対照 の 略 ょ 半数 で あつ た 。10 日 間 作 用 例 で は 
に あつ た 。 培養 に よ つ て も 仔 虫 の 済 出 は 全く 見 られ な か 殆 ん ど が 変性 卵 と な り , 培養 に よる 流出 仔 虫 数 は 対照 例 
つた 。 1000 倍 で は 24 時 間 で 作用 が 認め られ ず , 5 日 半 の 1 一 7 用 で あつ た 。5000 倍 で は 24 時 間 , 5 日 , 10 日 と 
で は 二 養 直前 の 観察 で '/s 前 後 の 変性 卵 が 認め られ , 変 も 菩 養 直前 で は 変性 卵 と 認め られ る も る の が あつ た が , 菩 
性 の 状態 は 500 倍 の 場合 の それ と 同様 で , 培養 結果 で 流 養 し て 得 た 仔 虫 数 は 対照 の それ と 有意 差 な く , 顕著 な 効 
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第 4 表 薬剤 投入 前 の 展 尿 内 虫 卵 の 性状 培養 月 日 :11 月 21 日 





















































醒 培 観 を > gm ーー 
正常 と 認め あら れる 忠 卵 異 常 卵 投入 薬剤 別 
単 奏 脂 
日 卵 細 裂 実 時 束 計 細 息 生還 
級 連 5 数 数 胞 期 其 期 期 胞 性 性 
1 21 50 6 7 6 6 18 43 2 5 7 ネ 250 x 
グ ケ ん 4 4 4 9 23 44 と - 4 6 ネ 2000※ 
3 / ヶ 16 5 4 6 48 0 2 2 ネ 1000※ 
4 ク ヶ 17 2 4 2 41 3 6 9 対 昭 
5 ヶ ヶ 4 1 10 2 29 46 4 0 4 ネ 500※ 
6 ケ ヶ 6 0 に - 2 41 0 9 9 対 照 
の ク ヶ 3 0 に シー 46 0 4 4 CSs 2000 ※ 
8 ヶ ク 2 6 5 ま 46 1 3 4 CS。 250※ 
9 ヶ ヶ ク 2 5 2 45 0 5 5 CS。 500※ 
10 ヶ ヶ を 4 11 3 44 0 6 6 CSs 1000 ※ 





果 は 認め られ な い 。 
TI. 岩 尿 中 虫 雅 の 野外 殺 江 試験 

1 の 実験 室内 試験 に お いて , ネオ ヂ ク ロン が 豚 虫 卵 
殺 減 に 或 る 程度 の 効果 が ある こと が 確認 され た の で , 続 
いて 和信 虫 卵 に つい て 野外 モデ ル 殺 減 試験 を 行 つた 。 

(1) 試験 材料 及び 方 法 

川崎 市 高津 保健 所 稲田 支所 構内 に 約 70 立 入り の 陶器 
製 水 導 10 ュ を 設置 し た 。 末 は 土 中 に 埋め 上 部 10cm を 
地上 に 出し , 木製 の 区 に 重 し を 置き 雨水 の 流入 と 應 瑞 の 
混入 を 防い だ 。 有 央 和 28 年 11 月 10 日 市 内 の 市 民 寮 か ら 
人 照 虫 卵 を 含む 殿 尿 を 流入 れ , 上 記 氷 胡 内 に 各 15 一 30 
立 宛 分 け 入 れ , . 1 週間 後に 薬剤 を 投入 し た 。 投入 に 先 立 
ち 各 展 尿 槽 か ら 内 容 を 提 拓 し つ ヽ 100 cc 宛 の 殿 尿 を 採 
取 し , 数 倍 の 水 を 加え て 光 過 , 遠心 沈 滅 を 繰返し 洗 溶 を 
瓦 培 約 し て 顕 虫 卵 の 変性 状況 を 調べ た 。 そ の 結果 , 表 4 
に 示す 如く 不 受精 卵 を 除き 受精 卵 に つい て 調べ , 退化 卵 
と 認め られ る も の が 10 錠前 後 で も る こと を 確か め た 。 

⑪⑬ 供 試 楽 品 : 1. と 同様 の ネオ ヂ ク ロン (明治 薬品 
製 ) と , 更に 二 硫 化 炭 素 試薬 一 級 (純正 化学 株 式 会 社 製 ) 
も 併せ て 使用 し た 

(ii) 試験 方 法 : ネオ ヂ デ ク ロ ン は 使用 前 水 に 溶かし 後 
者 は その ま ょ ヽ , 夫々 55o, 75oo, 71ooo, 70 に 相当 する 
量 を 投入 し 直ちに 充分 所 捧 し た 。 別に 無 多 置 の 対照 を 2 
例 置 いた 。 作用 期間 は 11 月 18 日 か ら 12 月 15 日 迄 の 28 


《 ま ) 


日 間 , 気温 は 最高 19?C, 最低 一 1.5?C, 日 中 平均 気温 は - 
15*C 前 後 で も つた 。 

(所 ) 効果 判定 の 方 法 : 所 定 の 作用 日 数 を 経た 時 , 恋 
殿 尿 を 提 捧 し つ ヽ 200 cc( 作 用 1 週 の 60 一 120 cc) 宛 を 
採取 し , 之 を 水洗 し て 沈 溶 を 瓦 培養 し た 。 所 定 の 培養 日 
数 に 達し た 材料 の 検査 に 際 し て は , 小豆 大 の 材料 を 水洗 . 
し て 洗 演 に 50 タダ アン チ ホ ルミ ン 数 滴 を 加え て 卵細胞 の 
変化 を 観察 し た 。 卵細胞 の 変化 は , 発育 卵 は 1.A に お 
ける 分 類 と 同様 で も る が , 単細胞 期 卵 で 異常 と 認め ち れ 
る も の に つい て , 単細胞 変位 卵 , 単細胞 変性 卵 , 脂肪 球 
変性 卵 の 三 つ (何れ も 1.A 参照 ) に 分 類 し た 。 更 に この 
試験 に お いて は , 上 記 諸 種 変性 卵 の 確実 な 生死 の 判定 は 
肉眼 的 判定 や 柴 色 に よる 方 法 は 適当 で な く , 駐 従 来 の 如 
く 正常 な 虫 卵 の 発育 期間 を 基準 に し た 1 一 4 週間 の 培養 
で は 判定 日 数 と し て 不 充 分 と 考え られ た 。 従 つて すべ て 
の 忠 卵 が 仔 虫 包 蔵 卵 と 脂肪 球 変性 卵 の 2 種 に 分 れる まで 
即ち 生死 不明 の 変性 卵 が 変性 最終 過程 の 脂肪 球 変性 卵 に 
退化 する に 至る まで 70 一 90 日 間 培 養 を 行い か ヽ ゝ る 退 
化 卵 の 百分率 を も つて 尊 卵 率 と し た 。 

(2) 試験 成績 

表 5 に 示し た 如く , 培養 70<90 日 の 最終 結果 に よる 
と , ネオ ヂ タ ロン の 殺 卵 率 は 250 倍 14 日 以上 作用 させ 
た 例 で 100 , 500 倍 14 一 21 日 で ほ ゞ 100 錠 , 28 日 で 
で あつ た 。1000 倍 と 2000 倍 で は 7 日 間 で は 対照 と 差 


































策 5 表 培養 70 日 目 (作用 3, 4 週 は 90 日) 
の 殺 卵 率 ( 任 の 5 一 19“C) 


1 _ へ 作 。 用 天 に の: 9 ーー 
週 誠 


ネ ク 250 倍 100 100 100 100 


3 週 4 週 











ォ 。 500 ヶ 24 96 98 100 
1000 ヶ 22 84 90 96 
ヂ ン 2000 ヶ 18 84 68 72 
ene4 250 ヶ 100 100 100 100 
を 。 500 ヶ 42 92 、96 100 
交 1000 ヶ 16 60 86 86 
素 5000 ヶ > 12 30 56 50 
対 。 A 12 20 24 20 
照 _B 14 16 24 26 
が た なく , 14 一 28 日 で は 夫々 84<90 , 68 一 84 の 殺 馬 
率 を 認め た 。 二 硫化 炭素 で は 250 倍 7 日 間 で 100 用 の 殺 
卵 率 を 示し , 500 倍 で は 14 一 21 日 で 95 湖 前 後 (92ー96 
錠 ), 28 日 で 100 用 で ある 。 1000 倍 ,2000 倍 で は 共に 7 
日 間 で は 対照 と 差 が な く , 14 一 28 日 で は 夫 * 60 一 86 宗 , 
30 一 56 の 殺 卵 率 を 示し た 。 対照 に つい て みる と , 何れ 
の 週 に お いて も 75 一 90 の 仔 虫 包 蔵 卵 を 認め , 脂肪 球 
変性 卵 は 対照 4 週間 で 1 週間 の 2 倍 (20 一 26 用 ) に 増加 
し た 。 2 種 楽 剤 を 比較 し て みる と , この 試験 で は 殆 ん ど 


弓 程 度 の 効果 を 認め た が , 250 倍 7 日 作用 で ネオ ヂ ク ロ 
ン で は の 仔 虫 包 蔵 卵 が ある が , 二 硫 化 灰 素 で は 100 用 
の 有 殺 卵 率 を 示 し た こと , 及び 2000 倍 14 一 23 日 作用 で ネ 
オ ヂ クタ ョ ロン 例 の 仔 虫 期 に 達する も の は 32 一 14 2 で , 二 
硫化 炭素 例 の それ が , 70 一 44 用 で ある の に 比較 し て 5 
で ある こと 等 の 差 が あつ た 。 

松村 (1952 a) に よれ ば 二 硫 化 過 素 に よる 顕 虫 卵 の 死 減 
率 は , 5"C の 展 尿 中 で 1000 倍 7 日 間 で 90 一 100 用 , 14 
日 間 で 100 用 で あり , 実験 肥 溜 中 で は 同じ く 5"C 前 後 
の 液 温 で , 2000 倍 7 日 で 90 狐 , 14 日 で 100 の 死 減 率 
で ある と いう が , 私 の この 結果 と の 差違 は , 或 は その 試 
験 方 法 の 差 に 基づく も の か , 又は 製品 自体 の 差 に 基く も 
の か に 関し て は 更に 検討 を 要 す 。 

な お , 尿 上 渡 液 の pH は 試験 前 8.1 一 8.3, 試験 後 
1 週間 目 8. 世 -8.3, 4 週間 目 8.3ー8.4 で あつ て 変動 を 
みな か つた 。 殿 尿 槽 の 内 容 は 日 を 経る に 従い 浮 渡 物 を 失 
い , 沈 汰 し た 固形 物 は 概ね 沙 け て お り , 茶褐色 の 内 容 を 
握 振 する と ネオ ヂ ク ロン 和 群 で は 固有 の 楽 品 泉 , 二 硫 化 炭 
素 群 で は 刺 戦 性 の 強い 悪 史 を 発し た 。 対照 は 黒褐色 を 呈 
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し ガス 泡 を 生じ て お り , 固形 浮 洪 物 を 認め た 。 
III. 林 約 

1. 豚 馴 虫 卵 に 対し て ネオ ヂ ク ロン は , 直接 作用 1000 
許 以下 の 稀 駅 で 作用 期間 を 1 一 2 週間 と する と , 25 日 間 
培養 を 行 つて 由 卵 の 発育 を 試験 し た が , 全く 発育 卵 を 認 
my 愉 に 混入 し た 帳 卵 で は , 同様 の 方 法 で 

音 稀釈 で も 若干 発育 する も の を 認め , 1000 倍 以上 の 
he で は 殆 ん と 効果 が な か つた 。 但し 著 干 発育 の 遅延 が 
見 られ る 。 (作用 時 室温 18 一 27。C). 

2。 人 釣 虫 卵 に 対す る ネオ ヂ ク ロン の 殺 卵 率 は , 殿 液 
内 で 500 倍 5 日 間 作 用 で 95 前後 , 10 日 間 作 用 で 100 
で あり , 1000 倍 で は 5 日 間 作 用 で 50 用 , 10 日 間 作用 
で 93 一 99 で ある 。 5000 倍 で は 対照 に 比 し て 著 有明 な 差 
は な か つた 。 (作用 時 室温 25 一 31"C), 

3. 信 虫 卵 に 対す る 野外 試験 は 実験 的 展 尿 槽 を 設置 
し , 平均 気温 157C (一 1.5 一 19*C) の 下 に お いて 試験 し 
た 。 ネ オ ヂ クタ ロン, 二 硫 化 炭 素 を リリ 25o, リ 5oo, リ ooo, 7500o 
量 投入 し , 1 一 4 週間 作用 させ , その 後 70 一 90 日 間 培 養 
し て 殺 卵 率 を 調べ た 。 ネ オ ヂ クロ ン は 250 倍 14 日 で 100 
狐 , 500 倍 14 一 21 日 で ほ ゞ 100 狐 , 28 日 で 100 の 殺 
卵 率 で あつ た 。 1000 倍 以上 の 稀 駅 で は 2 一 3 週 以上 作用 
させ て も る も, 獲 或 程度 の 虫 卵 は 生存 発育 し た 。 二 硫化 炭素 
で は 250 倍 7 日 で 100 錠 , 500 倍 14 一 21 日 で 95 SW 
28 日 で 100 宗 と 前 者 と ほ ゞ 同様 の 殺 卵 率 で , 1060 倍 ょ 
上 の 稀 和 択 で も 概ね 前 者 と 同様 の 成績 を 示し た 。 

拉 筆 に あたり , 御 指導 と 御 校 開 を 賜 つ た 小宮 寄生 昌 部 
長 及 び 石 崎 博 士 , 並び に 野外 試験 の 御 便宜 を 賜 つ た 川崎 
市 高津 保健 所 長 小宮 山 博士 に 深 甚 の 許 意 を 捧げ る 
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Summnary 


Ovocidal effects of carbon disuiphate and Neo- 
Gikuron on the ascariS and hookworm ova were 
Studied and。 





液 





昭和 30 年 3 月 (1955)〕 


1) No development of pijg ascariS Ova WaS Ob- 
served when immersed for 1 and 2 weeks in 
Neo-Gikuron solution diluted with in the ratio 
of 1 : 500 and 1 : 1000. (Room temperature 18-25“C) 

No ovocidal effects were observed when ova 
were treated .along with night soil, but in such 
cases their speed of the development were slightIly 
prolonged. (Room temmperature 21-27?C) 

2) In Neo-Gikuron solution with 1:500 and 1 : 
1000 along with night soil no larvae of hookworm 
(A. d : N. a. 王 2 : 1) were observed after cultivation 
for 2 weeks. (Room temprature 25-31?C) 

3) Model reservoirs for night soil was installed 
in the field and the practical ovocidal effect of 
the above mentioned was tested. 
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The ovocidal ef 左 ects were judged as follows : 
Observation of cultivated ova for 70-90 days, after 
these days ova either developed into larvae or 
denaturated with course in them. 

The latter was recognized as the dead。 

With 1 : 250 diluted Neo-Gikuron ova were corn- 
pletely killed for 2 weeks and with 1 : 500 diluted 
one for 4 weekS。. 

With carbon disulphate in 1:250 dilution for a 
week and in 1 : 500 dilution for 4 weeks ova were 
al1 destroyed as the forrmner. 

A few larvae were recognized with both chemi- 
cals diluted 1 :1000. (Atomospheric temprature。 
mean 15?C, maximum 19?C, minirnurm -1.5“C) 
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日 本 住 血 吸 虫 の 生体 外 飼育 に 関す る 研究 
1. 血液 成分 , 特に 血清 を 用 いた 合 育 


伊藤 二郎 


安 級 岡 一 男 小宮 義孝 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 貝 部 
(昭和 29 年 11 月 20 日 受領 ) 


住 血 吸虫 の 代謝 生理 に 関し て は Bueding 一 派 其他 に 
より 最近 著しい 進歩 が 認め られ , 呼吸 代謝 , 糖 代謝 , 蛋 
白 代謝 等 の 知見 が 加え られ て いる が , その 宿主 外 飼 育 の 
試み は Lee and Chu(1935) お よび Ross and Bueding 
(1950) 等 の 報告 を 見 る の み で あり , 現在 は 辛うじて その 
生存 期間 を 延長 せしめ る 事 に 留 ま つ て いる に すぎ な い 。 
且つ その 飼養 液 は 血清 を 用 いて の み 或 程度 の 成功 を 収め 
て いる も ゃ も の の , 人 工 合成 飼 伏 液 に つい て は 殆 ん と 成功 し 
て いな い 。 

筆者 等 は 血清 飼 杖 液 を 用 い , 他方 人 工 合成 飼養 液 を 考 
案 改 良し つ ヽ , 日 本 住 血 吸虫 の 生体 外 飼 育 に 関し 種々 の 
実験 を 試み た の で ある が , ここ で は 前 2 者 の 報告 の 追試 
の 意義 を も 含め て , 主として 健康 馬 血 清 を 用 い , 馬 の 個 
体 差 , 血清 濃度 , 飼育 温度 , 虫 体 の 雌 礁 差 等 の 結果 を 述 


べ , 飼養 液 更 新 の 有無 に お ける 夫々 の 忠 体 の 生存 期間 を 
明か に し た 。 以下 その 成績 を 報 吾 する 
材料 及び 方 法 


飼育 容器 は 飼 槍 液 の 蒸発 , 雑菌 の 混入 を 可 及 的 防止 し 
且つ 装 作 観 察 に 便 な る た め , 直径 4cm, 高 さ 2cm, ロ 
筆 1 cm, 容量 約 10 cc の 硬 覧 硝子 製 カ ー レ ル 瓶 を 用 い , 
その 開口 部 に は 二 重 ム 栓 を 施 し た 。 之 等 の 器具 類 は 総 
べ て 厳重 な 化学 的 微生物 学 的 清浄 を 必要 と する た め に , 
使用 に 際 し て は 次 の 処理 を 行 つた 。 硝子 器材 は 硫酸 液 
洗 , 水洗 , 石上 液 (Tvory soap) 煮 沸 , 湯 洗 , 共 汐 水洗 , 
乾燥 , 乾 熱 滅菌 を 行い , エム 製品 は 革 性 ソー ダ 液 者 沸 , 
水洗 , 塩酸 液 者 沸 , 水洗 , 蒸溜 水洗 , 蒸気 滅菌 を 施し 
た 。 

飼養 液 に 用 いた 血液 は 総 べ て 健康 馬 の 頸 動脈 より 無菌 
採血 し へ バ リン 加 全 碧 液 , 脱 織 血 , 血球 浮 江 液 , 清 
Studies on the survival of Sc/Zs7Os の 2 7 の の 222CZ4772 
in vitro. Survival in blood or serum media. /z7 の 
7 の , Zzz の YY2S2720 を 2 2 の os/Z72gZ の 72776 : 
(Parasitology Division, National Institute of He- 
alth, Tokyo, Japan ) 


の 4 種 を 調製 し , その 各々 を 上述 カ ー レ ル 拒 に 6cc 多 
分 注 し た 。 へ パリ ン は リン ガー 氏 液 に 1.000 倍 に と か し 
その 1cc を 血液 20cc の 割合 に 添加 し て 凝 血 防止 の 目 
的 に 用 いた 。 脱 繊 血 は 硝子 球 の 振 肖 に より 調製 し , 血球 
肖 渡 液 は リン ガー 氏 液 を 用 いて 1 cc 当り の 血球 数 約 500 
万 に 調製 し た 。 こ れ ら の 各 液 を 各々 0.2 多 加 糖 リ 9 ン ガ ー 
氏 液 を も つて 原液 , 75 用 , 50 妹 , 25 の 稀 液 と な し て 
実験 に 供し た 。 そ の 他 米 国 Arrmour 社 製 邊 血清 アル ブ 

ミン の 50 用 リン ガー 氏 溶 液 , 豚 了 抽 出 液 添 加 の 血清 50 
稀釈 液 等 を 飼 袋 液 と せる 実験 を も 試み た 。 

上 述 各 飼 全 液 に は 雑菌 繁殖 防止 の 目的 の た め , 1cc 当 
り ベ ペニシリン 500 単位 スト レプ トマ イシ ン 5007 づ ょ ヽ 
深 加 し た 。 予備 実験 で は これ ら の 抗生 物質 は 虫 体 に 対 し 
認め うべ き 有 需 作 用 を 示さ な か つた 。 ま た 飼育 期間 の 前 
後に は Beckmann の pH 測定 器 で pH を 測定 し て 記 
録 し た 。 日 本 住 血 吸 虫 の 飼養 液 の 至 適 pH に つい て は 第 
2 報 で 記述 する 。 ま た 稀釈 液 の 調製 に リン ガー 氏 液 を 用 
いた 理由 も 第 2 報 に ゆ づ る 。 

供 試 虫 体 は 抱合 成 吉 せ る 雌雄 虫 体 を 用 いた 。 山梨 県 産 
宮入 具 よ りえ た セル カリ ア を 家 重 及び モル モッ ト に 注射 
感染 せしめ , 感染 後 6 一 11 週 目 に 解 害 し て 虫 体 を 採取 し 
た 。 採取 に 際 し て は 室内 を 可 及 的 無菌 状態 に し , 是 つ 解 
割 局 所 を 38 C に 保つ た め に 赤 外 ラ ンプ の 照射 下 で 解剖 
を 行 つ た 。 家 各 は 空気 栓 塞 死 , そ モルモット は エー テル 麻 
本 多 を 施し , 台 上 に 固定 開腹 後 門 脈 本 幹 を 切開 し , 血液 
と 共に 流出 する 虫 体 を ピンセット で 速 か に 取り 上 げ , 一 
旦 38"C 加 温 減 貢 リン ガー 氏 液 中 で 附 道 せる 余分 の 血液 
を 洗 つ た 後 , 上 述 カ ー レ ル 六 に 3 対 宛 履 容 し た 。 即 ち 昌 
体 1 匹 当 り の 飼養 液 は 1cc で も る 。 この カー レル 導 を 
速 か に ム 栓 を な し , 所 定 温 度 の 恒温 器 内 に 入れ て その 
生存 状況 を 観察 し た 。 

飼育 虫 体 の 生死 判別 は 専ら その 運動 の 有無 に よ つ た 。 
養 液 中 の 虫 体 を その ま ヽ 観察 する た め に , カー レル 折 
の 下面 か ら 拡 大 透視 で きる 様 に 双 妥 解 割 顕微 鏡 を 装置 
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り 


し , 20 一 50 倍 に 拡大 し て 運動 状況 を 観察 し た (附図 参 
照 )。 そ の 運動 状態 乃至 生活 状態 に つい て は 後述 する が , 
生存 期間 の 末期 に お いて 運動 有無 判定 の 困難 な 場合 は , 
5 分 間 以 上 連続 観察 , 45*C 前 後 迄 徐々 に 加 温 , 液 の 振 
紳 な どの 刺 載 を 与え , な お 不動 の 際 に これ を 死 と 認め 
た 。 死 と 確認 され た 虫 体 は カー レル 瓶 よ り と り だ し て 石 
井 氏 法 (1954) の 昔 性 ヵ り ・ 中 性 赤 の 反応 に よ つ て 更に 生 
死 の 判別 を 行 つ た が , すべ て 玩 と し て の 反 成 を 呈 し た 。 
同一 条件 下 に お ける 虫 体 の 生存 期間 に は 個体 差 に より 
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か た なり の 長短 の 差 は 免 が れ な か つた が , 和 術 平均 に よ つ 
て 各々 の 平均 生存 日 数 を 算出 し た 。 
実 験 結 果 

1. 各種 血液 成分 内 に お ける 生存 期間 

上 述 の ご と く 馬 全 血 液 , 脱 繊 血 , 血 球 浮 液 お よび 血 
清 の 4 種 を 調製 し , 38C に お いて 飼育 比較 し た が , 血 
清 に つい て は 後述 に ゆ づ り , ここ で は 前 3 者 に つい て 記 
述 す る ( 表 1 参照 ) 。 

へ パリ ン 加 全 血 液 で は 原液 と 75 狐 稀釈 液 の 両者 間 に 
顕著 な 差 が 認め られ ず , 虫 体 の 生存 日 数 は 最低 1 日 最高 
3 日 平均 1.7 日 で も つた 。 同じ く 50 及 び 25 稀釈 液 
で は 両者 間 に 有 意 差 は 認め られ な か つた けれ ども , 高 濃 
度 の 場合 と 比較 する と 予想 に 反 し て 長期 間 の 生存 が 認め 
られ , 最低 2 日 最高 10 日 平均 6.0 日 で あつ た 。 然し 一 
般 に 単なる 加糖 リン ガー 氏 液 より は すぐ れ て いる けれ ど 
も , 後述 の 血清 単独 の 飼養 液 と 比較 する と 伯 か に 劣る 
成績 を 示 し た 。 即ち 当面 の 飼育 の 目的 の た め に は 全 血 液 
その ま ヽ で は 不適 当 で あつ た 。 脱 繊 血 を 使用 せる 成績 
は , 各 濃 度 共 全 血 液 の 場合 と 殆 ん と 同様 の 成績 を 得 た 。 
即ち 血 中 の 繊維 素 は 虫 体 の 生存 に 対 し て 積極 的 な 意味 を 


筑 1 表 馬 陳 液 成分 内 に お ける 虫 体 の 生存 数 








忠 体 : モ シ モッ ト 6 週 目 : 飼育 温度 : 38C 
村 生 存 日 数 平均 生 
飼養 流 gk 更 体 数 - 備 考 
約 # せ | き $ @ き S 3 夫 12 存 月 半 
全 血 液 9 3 3 1 0 0 
7. を 7.7 @? 3 3 2 1 0 1.7 日 へ バリン 加 
976 時 @G @ ま ?} 6@ 
ei 人 
7.5--6.6 @ 6 6 6 5 4 3 1 0 6.0 日 へ ペリ ン 加 
の 計 12 12 12 10 8 8 6 1 0 
脱 幾重 生計 
7.5<7.8 9? 6 先導 1.6 日 
9 計 12 12 6 1 0 
有機 箇 は 者 和 吉 凍 和 交 名 肖 
。 7.5-6.5 ? 6 6 6 6 3 六 3 5.5 日 
50 一 25 多 計 12 12 12 12 6 6 4 2 0 
eo 7 次 E 生 
500 一 125 万 7.4-6.8 ? 16 7 1 0 0 0.8 日 
時 丘 鈴 。 人生 3 9 
に は [ 生 の 
inge に 
0.2 を 拓 導 7. を 8.0 * 9 2 0 0.6 日 対 婦 
0 
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策 2 表 3 頭 の ・ 清 の 比較 
血清 稀釈 濃度 : 50 狐 飼育 温度 : 38。 じ 
忠 体 : 家 兎 11 か coco ッ ト 59 週 目 
co し 下 体 数 邊 を 存 PE 数 平均 生 
番号 初 一 終 7 。 9 11 13 15 17 19 21 23 25 存 月 数 
8 補間 論語 間 まや も 2 
I 7.6-7.2 「 間 (00 Y C 2 隊 ..、. 1 入 1 0 16.5 日 
間 「 s 導 本 姜 生 ./ 笑 - 導 ' 生 し ul 者 た 、 才 0 G 縛 
8 2 
II 7.0<>7.3 ye 2 10.0 日 
導 半 3 挫 まま 。 -W まき 
まま 
eS 将 邊 まま 4 まき ま きま 埋 12.1 晶 
計 。 24 24 22 20 11/ 4 2 0 
第 3 表 選 血 清 濃度 の 比較 第 4 表 飼育 温度 の 比較 
虫 体 : モル モッ ト 5 週 目 : 飼育 温度 : 38?C 飼養 液 : 50 完 馬 馬 消 pH 7.27.8 
pH : 7.2 一 7.8 : 稀釈 液 0.2 狐 加糖 リン ゲル 正 件 > ei 11 過 月 
稀釈 濃度 束 体 数 一 ーー 平均 生 飼育 温度 中 体 数 和 ま を っ 平均 
9 13 17 21 25 29 存 日 数 9 13 17 21 25 存 昌 数 
2 3 3 3 3 3 2 0 8 5 5 4 0 0 
100 を ? 3 3 3 3 3 2 0 25.0 昌 382C 9 5 5 5 2 0 10.0 晶 
計 6 6 6 6 6 4 0 計 10 10 9 2 0 
作 半 送 : 導 便 - 姜 。 間 ぉ 。 9 9 9 7 3 1 0 
25 を ? 3 3 3 3 2 1 0 23.8 晶 28CC e 9 9 9 7 3 0 0 14.5 日 
計 6 6 6 6 4 3 0 計 18 18 18 14 6 1 0 
ぁ 8 4 4 2 2 1 0 の ま 天 浴 
50 衝 ? 4 4 3 3 1 0 17.5 日 182C ? 9 9 9 1 0 9.9 日 
計 8 8 5 5 2 0 計 18 18 18 2 0 
8 3 3 0 0 8 9 4 0 0 
25 を " 3 3 1 0 11.1 日 8C 9 5 4 0 4.6 日 
計 6 6 1 0 計 18 9 4 0 








| 
| 





見 出し 難い 、 も の と 認め られ た 。 血球 の り リン ガー 浮 渡 液 は 


正常 馬 血 液 中 の 血球 数 と ほ ゞ 一 致 さ せ て 原液 を 500 万 


percc に 調製 し , これ を 最低 125 万 percc 迄 4 段階 に 稀 
駅 し て 実験 に 供し た が , その 何れ に お いて も 下 体 の 生存 
期間 は 甚だ し く 短 か く , 最高 3 日 平均 0.8 日 で も あつ た 。 
対照 と し で の 加糖 リンガ ー 氏 液 に お ける 0.6 日 と ほ ゞ 同 
様 の 成績 で あつ た 。 

2。 液 不 換 馬 血清 内 に お ける 生存 期間 

Standen (1952) の cercaricidal factor の 研究 に お い 
て , 住 功 明 虫 セル カリ ア に 対す る 馬 血 清 の 影響 は , 馬 の 


個体 に より 相当 の 差 の ある 事 が 知ら れ て いる 。 成虫 に 対 
し て も その 様 な 差 の ある 事 が 当然 予想 され た の で , 50 2 
稀釈 38*C の 同一 条件 下 で 3 頭 の 馬 血 清 の 比較 を 行 つ 
た 。 そ の 結果 は 表 2 に 示し た 如く , 平均 生存 日 数 に お い 
て 16.5 日 , 10.0 日 , 12.1 日 の びと き 差 を 示し た 。 こ の 
問題 は それ 自体 興味 の ある 問題 で は ある が , ここ で は 単 
に この 事実 を 指摘 する に 留め る 。 

同一 馬 血 清 の 濃度 の 差 に よる 生存 日 数 の 影響 は , 表 3 
に 示し た 如く , 濃度 の 高い 程 好 結果 を も た らし た 。 即ち 
その 平均 生存 日 数 は 100 辺 で 25.0 日 , 75 狐 で 23.3 日 , 
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第 5 表 各種 条件 下 の 38"C ェ 28"C の 飼育 温度 の 比較 





AA: 100 用 馬 清 , 忠 体 家 兎 7 週 目 
B: 他 個 体 の 50 辺 馬 清 , 虫 体 モア モット 9 週 目 
C: 他 個 体 の 50 多 馬 血清 , 虫 体 家 兎 11 週 目 (再掲 ) pH 7.2 一 7.8 
過 育 条件 体 数 ea ーー 
] 育 条 東 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 垢 年 。 贅 率 
9 17 25 33 ah 49 存 且 数 
8 8 二 生ま 評 を 人 
| 5 まき きき # $ @ $ ゅ 等 間 
| " 
A ( 
| まま 。 生 :' い 林寺 | 9 
し ae e きき きま 。 まき  @ 生生 
計 ” 玩 8 E t 8 
8 災 全 "まま 4 
2 
| 38 て e 。 12 11 1 0 12.1 日 
| 計 24 22 2 0 | 
B ( 1.8 倍 
| @ 13 13 11 9 4 2 0 | 
し aa * 緒 称 本 先生 
錠 生業:。 森 。 を すず きま きる 
8 生 
| 38“C o > > 0 10.0 日 | 
| 計 10 9 0 | 
C ) 1.4 倍 
8 各部 
28*C * し 14.5 晶 
証 18 18 6 0 





※ 液 不 換 馬 血清 の 最良 の 成績 を 示し , 最短 22 日 


50 で 17.5 日 , 25 で 11.0 日 で も つた 。 こ れ と 関 陽 
し て 飼養 液 量 と 虫 体 数 の 関係 に つい て 実験 を 行 つ た が , 
その 結果 は 50 2 稀 和 38*C 同一 馬 血 清 6cc 6 匹 で 平均 
13.1 日 の 場合 に , 6cc 中 18 匹 で 平均 7.8 日 に 短縮 され 
た 。 次 に 飼育 温度 と 生存 日 数 の 関係 を 牧 る た め に , 同一 
馬 血 清 50 欠 稀 釈 液 を 用 いて 38?C, 28*C, 18?C 及び 8*C 
の 各 温 度 下 で 飼育 し た 。 8"C で は 忠 体 が 殖 ん ど 不 動 で あ 
る た め に , 観察 時 に は 策 ょ 温度 を 上 昇 せ し め る 必要 が あ 
つた の で , 各 観 察 毎 に 新しい 材料 を 用 いた 。 以 上 の 結果 
を 表 4 に 示し た が , 38?C で 10.0 日 , 28?C で 14.5 日 , 
18?C で 9.9 日 , 8"C で 4.6 日 と な り , 28*C の 飼育 が 
最良 の 条件 で も る 事 が 明か と な つた 。 38*C と 28^C の 
関係 を 更に 他 の 馬 血 清 及 び 100 の 原 血清 等 で 追試 せる 
粘 果 は , 表 5 に 見 る ご と く 常 に 28*C に お いて 生存 期間 
の 延長 が 認め られ , 38*C に 比 し て 1.3 倍 乃至 1.8 倍 と 
な つた 。 


上 述 の 諸 結果 に より , 日 本 住 血 吸虫 の 生体 外 飼育 の 最 


, 最長 45 日 で あつ た 


良 の 条件 は , 馬 血 清 の 原液 を 用 いて 28"C で 飼育 する 時 
に 得 ら れ , その 生存 日 数 は 最短 22 日 , 最長 45 日 , 平均 
33.0 日 で も つた 。 

3. 液 更新 馬 碧 清 内 に お ける 生存 期間 

実験 例 数 が 少 い た め に 充分 な 結論 を 得る こと は で き な 
か つた が , 前 後 2 回 に わた る 結果 を 示せ ば 表 6 の ご と く 
で ある 。 液 は 4 て 7 日 毎 に 更新 し た 。 第 1 例 は 血清 濃度 
50 錠 , 飼育 温度 38*C, 第 2 例 は 血清 濃度 100 多 , 飼育 
温度 28*C と し て 条件 を か な り 変更 し て いる に も 拘ら ず 
両者 間 に は 殆 ん ど 差 が 認め られ ず , 最短 17 日, 最長 64 
ー62 日 , 平均 31.7 一 34.2 日 で も や つた 。 な お ここ で 雌雄 
昌 体 の 差 に よる 生存 期間 に 就 いて 述べ る と , 表 6 に 見 る 
如く 雄 虫 が 最長 60 日 以上 迄 生存 し た が , 雌 昌 は 30 日 前 
後 で 惑 く 死滅 し た 。 黄 雄 別 に その 平均 生存 日 数 を 算出 す 
る と 雄 虫 42 日 , 雌 虫 27 日 で も つた 。 こ の 様 な 性 別 の 差 
は , 既 述 表 5 の 100 完 血 清 38*C, 28"C, 及び 50 錠 碧 清 
28?C の 3 例 に も 認め られ た が , これ ら の 例 は いづ れ も 
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策 6 表 馬 血 清 飼養 液 更新 の 場合 の 虫 体 の 生存 日 数 
A: 50 央 稀 釈 馬 血清 38*C, 
中 体 モ シル モット 5 週 目 pH 7"5 一 8.6 
B: 100 用 馬 血 清 28"C, 
忠 体 家 兎 7 週 目 pH 7.5 一 8.3 











ーー 

条件 17 25 3341 49 5765 存 晶 数 存 日 数 
8 15 1512 9 6 5 4 0 

A ゃ e 15 15 9 5 0 0 0 0 31.7 日 64 昌 
計 30 302114 6 5 4 0 
。 9 9 985s320 

B ? 8 85sOO OO0O 0O 34.2 日 62 晶 
計 17 1714 8 5 3 2 0 





雄 虫 の 生存 期間 が 1 ヵ月 以上 に 及 ん だ 場合 で も つた 。 そ 
の 他 の 例 で は 性 別 の 差 は 顕著 で な か つた 。 「 

4. その 他 の 飼養 液 を 用 いた 飼育 試験 

血清 成分 の 一 つと し て 米国 Armour 社 製 の 和牛 血清 ア 
ルプ ミン 粉末 を 加糖 リン ガー 氏 液 に 50 用 に 溶解 し て 飼 
養 液 と し た 例 で は 最高 10 日 , 平均 4.0 日 の 生存 期間 で あ 
つた 。 この 例 で は 雄 虫 の 生存 期間 が 著しく 短 か か つた 
が , その 理由 は 目下 不明 で ある 。 次 に 組織 培養 液 と 同様 
に ハン クス 氏 液 45 用 に 血 馬 清 45 用 及び 豚 駅 抽出 液 10 
劣 の 混合 浴 液 を 用 いた 例 と , ハン タス 氏 液 の 代り に 加 精 


リンガー 氏 液 を 用 いた 例 で は , その 平均 生存 日 数 は 各々 


17.0 日 及び 20.6 日 で も つた が , 対照 と し て の 50 血 
清 に お ける 18.0 日 と 比較 し て 見 る と , 何れ も 有意 の 差 を 
認め 得 な か つた 。 

5. カー レル 瓶 内 に お ける 忠 体 の 生存 状態 

個々 の 貝 体 に よ つ て か な り 差 は ある が , 一 般 に 全 生 存 
期間 を 三 等 分 し て 前 期 , 中 期 , 後期 と 名 付け る 事 が 出来 
る 。 門 脈 よ り 取 出し て カー レル 瓶 に 入れ た 当座 は , 忠 体 
は 抱合 し た ま ヽ 雄 虫 の 強大 な 吸盤 に よ つ て 器 忌 に 吸 昔 
し , 耳 つ 両 吸盤 を 交互 に 用 いて 可 成 り の 移動 を 行う 。 体 
の 伸縮 は 専ら 口 吸盤 と 腹 吸盤 と の 間 に 見 られ , 腹 吸盤 以 
後 の 体 部 は 伸縮 は 殆 ん ど 見 られ ず , た ゞ 屈曲 する の み で 
ある 。 雌 虫 は その 間 抱 合 さ れ た ま ょ 頭 部 の み 出 し て 模索 
運動 を 行い , 随時 産 門 か ら 数 個 づ ヽ ゝ 連続 し て 産卵 する の 
が 認め られ だ 。 た ぶし 久 形 成 腔 で 新た に 卵 が 形成 され て 
いる か どう か は 不明 で あつ た 。 上 昌 の 両 吸 盤 は 甚だ 繊 弱 
で , 吸 落 , 移動 等 は 専ら 雄 虫 に 依存 し て いる 如く で あつ 
た 。 こ の 様 な 状態 は 血清 内 で は 全 生 存 期 間 の ほ ゞ 5』 の 
済 続き , 前 期 と 名 付け 得る 。 中期 !s に お いて は 虫 体 は 
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第 に 吸 普 力 を 失い , 血清 中 に 沈ん で 体 を 伸縮 屈曲 する 
に と ゞ ヾ まり, 雌 虫 の 産卵 は すでに 停止 し て 遂に 抱合 由 体 
が 分 離し て し ま うぅ 。 後期 に お いて は これ ら の 分 離し た 上 虫 
体 は 血清 中 で 僅か に 体 を 屈曲 し , 間 け つ 的 な 吸盤 の 必 縮 
伸張 ある い は 腸管 の 螺 動 に 伴 5 内 容 の 移動 等 が 認め られ 
る に 過 き ず , 最後 に は それ ら の 総 べ て の 往 候 を 失 5 に い 
た る 。 後期 に お ける 雌 虫 の 卵黄 巣 は 一 般 に 著しく 愚 変 耳 
つ 骨 壊 の 観 を 呈し , 雄 虫 の 場合 は 長期 間 生 存 せ る 例 に お 
いて , る い 痩 の 観 を 呈し て いた 。 
考 察 

以上 の 諸 結 果 に より 日 本 住 血 吸虫 の 生体 外 飼 育 に 際 し 
て は 血清 が 最も 優秀 で あり , 全 血 液 , 脱 織 血 が 中 位 で , 
血球 浮 渡 液 が 最低 の 成績 で ある 事 が 明か と な つた 。 然し 
な が ら 血 球 が 虫 体 の 生存 に 重要 で な いと いう こと は , こ 
れ か ら だ け で は 明言 出来 な い 。 む し ろ 反 対 に , 忠 体 腸 内 
容 に は へ モグ ロビ ン が 存在 し , 腸 未 端 で は へ マチ ン と な 
り , 明か に 血球 成分 が 虫 体 に 摂取 消化 され て いる こと が 
Bueding and Charms(1951) 等 に より 報告 され て いる 。 
即ち 血球 は 宿主 血管 内 で は 虫 体 の 重要 な 栄養 源 で ある と 
し て も , 生体 外 で は 充分 利用 され ず , その ま 、 ヽ で は 器 底 
え の 沈 滞 , 崩壊 , pH の 低下 等 の 原因 で 却 つ て 有害 に な 
つて いる も の と 考え られ る 。 そ れ 故 に また , 血球 成分 を 
生体 外 で 利用 し う る 様 に 形 を 変え て 血清 に 添加 で きる な 
ら ば , 更に 良好 な 結果 が 得 ら れる か と も 考え られ る 。 
虫 体 の 雌雄 に よる 生存 期間 の 差 は , Lee and Chu 
(1935) の 表 に も その 傾向 が 認め られ た が , 筆者 等 の 結果 
で は 更に 明 上 央 で あつ た 。 す な わ ち 血清 内 で 本 虫 を 飼育 す 
る 際 , 惹く の 虫 体 が 1 ヵ月 以内 で 死滅 する 例 で は 雌雄 の 
差 は 顕著 で な い が , 1 ヵ月 以上 に 及ぶ 例 で は その 殆 ん ど 
が 雄 虫 で も り , 換言 すれ ば 雌 虫 は 血清 内 で は 1 ヵ月 以上 
生存 せしめ る こと が 困難 で あつ た が , 雄 虫 は 2 ヵ月 以上 
も 生存 せしめ 得 た 。 感染 動物 解 害 所 見 で は 相当 末期 に 及 
ん で も ほ ゞ 同数 の 雌雄 虫 体 が 得 ら れ , この 様 な 差 は 認め 
られ な い 事 実 か ら す れ ば , これ は 明らか に 血清 単独 の 不 
自然 な 環境 に ょ る 影響 と 考え られ , ひい て は 幅 虫 と 雄 虫 
で は その 代謝 機構 に 差 の ある 事 を 暗示 する も の と も 考え 
られ る 。 第 2 報 の 人 工 合成 飼養 液 で は 最長 12 日 間 の 生 
存 成績 を 得 て い る が , その 範囲 内 で は 殆 ん と 常 に 雄 虫 の 
生存 期間 の 短 か か つた 事実 と 関 対 し て , 将来 の 興味 ある 
問題 と 考え られ る 。 

血清 測度 の 高い 程 昌 体 の 生存 日 数 が 延長 され る 事実 
は , 虫 体 の 生存 に は ある 一 定量 以上 の 血清 成分 が 必要 で 
ある こと を 意味 する も の と 考え られ る 。 血清 飼養 液 を 一 
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定期 間 毎 に 更新 する こと は , OM NMe 
れ た 血清 成分 を 補給 する と の 考え に 立て ば , 液 更新 飼育 
例 で は 血清 濃度 は それ ほど 大 き な 2 いと 思わ れ 
る 。 飼育 温度 28*C が 最良 の 結果 を も た らし た 事実 は , 
粗 織 沙 差 や 原 下 鯛 育 そ の 他 の 例 と 一 - 致 し て いる が , この 
様 な 温度 の 影響 は 僕 な どの 不良 条件 下 で 顕著 で あり , 
次 第 に 好 条 件 と な る に 従 つて , 不明 瞭 に な る も の と 考え 
られ る 。 表 6 の ご と く 液 更新 の 実験 2 例 で は , 血清 濃度 
飼育 温度 共に 異な る 条件 下 に ぉ 拘ら すず , ほ ゞ 同様 の 結果 
が 得 ら れ た の は , 上 述 の 様 な 理由 に 基く も の と 思考 され 





Ross and Bueding (1950) は マウ ス 感 染 後 6 一 8 週 目 の 
mp ン 住 血 吸虫 を 用 い , 馬 全 血清 37"C の 条件 下 で 14 


18 日 間 生 存 せ し め , Lee and Chu (1935) は 家 束 感染 
後 8 一 10 週 目 の 日 本 住 血 吸 虫 を 用 いて , 馬 全 血清 37“C 
で 平均 13.4 日 生存 せしめ , yedfOs eu 
迄 生存 せしめ て いる が , その 平均 生存 日 数 は 示し て いな 
い 。 箕 者 等 の 結果 に よれ ば, 寺本 い で Ok 
と 略 同一 条件 下 に て 既に その 生存 日 数 は 2 倍 に 延長 さ 
れ , さら に 全 血 清 28?C の 好 条 件 で は 最短 22 日 最長 45 
日 平均 33.0 日 の 生存 日 数 で あつ た 
トレ プ ト マ イシ ン を 添加 せる 以外 は ほ ゞ 同様 の 飼育 方 法 

で ある に も 拘ら ず , 筆者 ら の 成績 が 良好 で ある 理由 は 目 
下 の と ころ 不明 で ある 。 

住 血 吸虫 の 飼育 実験 は , (1) 無菌 的 環境 に 醒 息 , (2) 
拉 時 の 比較 的 容 電 、 (3) 門 了 血 と い ぅ 時 一 定 の 環 
境 に 棲 島 な どの 理由 か ら す れ ば , 由 虫 類 に 
比 し て その 生体 外 飼 育 は 比較 的 容 直 な も の と も 考え られ 
る 。 既 述 の 実験 成績 は 馬 の 頸 動脈 血 を 用 いた も の で ある 

, 門 脈 血 の 特性 を 寺 か し て その 失 栓 液 を 改良 する な ! 
ば さら に 良好 な 成績 を あげ うる も の と 思考 され る 。 
要 約 

1. 日 本 住 血 吸虫 の 生体 外 飼 育 に さい し て , その 飼養 
液 に 馬 全 血液 , 腕 級 血 , 血球 浮 渡 液 お よび 血清 の 4 種 
比較 し , 血清 が 最良 の 成績 を 示す こと を 明か に し た 。 

2. 碧 清 は 馬 の 個 体 差 の 影響 が 大 きく , 液 不 換 の 際 は 
測度 の 高い 程 生 存 期間 が 延長 され , 飼育 温度 は 28C が 
最良 で あふ つた 。 

3. 液 不 換 馬 血清 原液 28*C の 条件 下 で は , その 生存 
日 数 は 最 各 2 日 最長 45 日 平均 33.0 日 を 示し 液 更新 
例 で は 最短 17 日 最長 64 日 平均 約 34 日 を 示し た 。 

4. 血清 飼養 液 内 で は 雄 虫 が 1 ヵ月 以上 生存 する 場合 
で も ゃ 見 虫 は 最長 1 ヵ月 以内 で 死滅 し た 
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5. 和牛 血清 アル プ ミ ン 溶 液 内 で は 平均 4.0 日 の 生存 日 
数 を 示し た 。 血清 に 豚 有 抽 出 液 を 添加 せる 例 で は 血清 と 
比較 し て 有意 の 差 は 認め られ な か つた 。 

謝辞 一 宮入 内 の 郵 攻 を 蔵 いた 山梨 県 医学 研 完 所 地方 
病 部 , 抗生 物質 を 分 与 さ きれ た 予 研 抗生 物質 部 , 豚 腕 抽出 
液 及 び へ パリン を 分 与 さ れ た 予 研 り ケッ チア ビー ルス 
部 , 邊 血 消 ア ルプ ミン を 分 与 さ れ た 予 研 血 清 部 の 各位 に 
厚く 御礼 を 申 上 げ る 
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SurmmmarY 


Information about the survival of adult schisto- 
somes in vitro has been limited to the reports 
of Lee and Chu (1935) and Ross and Bueding 
(1950). Similarly we have studied on the sur- 
vival of them in Carrel flasks。 Each 3 pairs of 
schistosomes were removed from rabbitS and 
guinea pigs to each Carrel flask containing 6mml 
of medium. In order to secure the rigid axenic 
condition, antibiotics were added to the mediurn. 
Mortility of worms was used as the criterion of 
SurViVval. 

Whole blood, defibrinous blood, corpuscle SuS- 
pension and serum of horse were applied as the 
medium. Among them the serurn waS the most 
efcient for the survival of worms. The survived 

riod of worms became longer as the serurm 
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was more concentrated。 The most effective tem- 
perature for maintaining the ]ife of worrns was 
28“C. The worrms were found Survived in Serurm 
for 33 days (22-45) under the best condition 
without changing the rmedium. With changes of 
fresh medium at intervals the life of WorrnS DrO- 
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longed for 64 days at the maxirmum.。 The rnale 
Survived for over a rmonth, whereas the fernale 
died within a mmonth. Addition of pig embryo 
extract to the serurm had no effect for survival 


of thiS worrn. 
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ハタ ネズ ミ 銘 頭 昌 * の 生活 環 の 研究 , 特に 







その 目 


然 界 に お ける 中 間 宿 主 ( コ ウロ ギ 2 種 ) の 決 在 


田 中 寛 


緒 方 ーー 可 


東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 (指導 佐々 学 助教 授 ) 


(昭和 


ま 。 本 。 二 考 

銘 頭 虫 屯 に は 今 ま で 2 種類 が Wh する 事 が 報 吾 
され て いる 。 1 つ は 壮 と し て 豚 に 見 出さ れる 442cz2co- 
7 の ZS 27 の 274674S (Pallas, we で , 他 の 1 つ は 
主 に 渦 類 に 見 出 
mser, 1811) で も る 。 こ ょ で 云 う ハ タネ ズミ 銘 頭 虫 は 当 
研究 室 に お いて 大 島 (1953) の 記載 し た 446zz/ が oyzz/5 
Sp。 で 7. oz277oZ222S ( こ か な り 似 て いる も の で ある 。 
この ハタ ネズ ミ 鋼 頭 虫 は 日 本 の 野 厳 に 高 率 に 又 多 数 寄生 
し , 明か に その 寿命 や 醒 息 数 に も 影響 が ある 所 か ら , 間 
接 に も 人 間 に 関 係 の ある も の で ある 。 所 が この 銘 頭 虫 の 
自然 界 で の 発育 環 は 未だ 知ら れ て いな か つた 。 実験 的 に 
は チ ヤ バネ ゴキ ブリ gg/277e/2 ge7777cg Linne6, 1767 が 
中 間 宿 主 に な る こと が 大 島 に よ り 明らか に され て いた 
が , 今回 , 野外 で 採集 し た コウ ロ ギ 2 種 Cy/Zzzs 227772775 
de Saussure, 1838* oo7/ezz24S の oe22<2 Stein, 1881 2 ヽ 
ら 多 数 の Acanthella を 発見 し , さら に これ を ラッ テ に 
経口 注入 し , 1 ヵ月 後に ハタ ネズ ミ 釣 頭 虫 の 成虫 を 得 
て , 少く も この 2 種 の コウ ロ ギ が 自然 界 で の 中 間 宿 主 で 
ぁ ある こと を 証明 し 得 た 。 

2. 実験 方 法 
生生 加納 六郎 博士 が 1953 年 9 月 , 赤 
に 近い , 戸田 橋 附 近 の 荒川 の 川原 で 野 肖 抽 林 作 業 中 , 

和 DMSeeroo TS 

出入 する の ? を 見 て て , さ も ウロ キ ギ は 直 麹 目 に 属し , こ 


され る 72677 が 792S 7 の 72777 の Z2727S (Bre- 


万 zos/7 72z2 を 2 2 の 散 2zz/ を 7 の gz72: Department 
of Parasitology, Institute for Infectious Diseases 
University of Tokyo (Chief : Dr. Manabu Sasa) 
Studies on the two species of crickets as the 
new natural intermediate hosts of 52/ が 07727S 
PP・ (Ah jn Japan 

新 称 : 大 島 (1953) の 記載 し た Ag SD. 
* 本 種 の 学名 に つい て は 種々 の 論議 が ある が , 本 報 

女 で は 大 町 文 衛 朝 士 に 従 つ た 。 


30 年 1 月 10 日 受領 ) 


の 中 に は 既に アア ez の ZZe72 7677C62 の や 万 /277e/2 ge ゲ - 
2467c の カバ 27oz27 が 7o7222S 属 の 中 間 宿 主として 知ら れ て 
お り , か つ ュ ウロ ギ の 食性 か ら 考 えて , 野 汽 の 養 中 に 排 
出さ れ た 忠 卵 を 食 する こと も 推定 され る の で これ が へ 
タネ ズミ 多頭 昌 の 中 間 宿 主 で は な か ろ お か と 推定 され , 
我々 * に 教示 され た 。 同 年 10 月 4 日, 緒方 , 田中 は 同 地 
域 で コウ ロ ギ 2 種 を 多数 採集 し た 。 こ の コウ ロ ギ 2 種 は 
エン マコ ウロ ギ Cs 27 か gs de Saussure, 1838 と 
ツ ッ ツ カ ドコ ウロ ギア ozo//ezzS の oez7Z2 Stein, 1881 と 
同定 され た 。4canthella を 得る に は , 生き て いる ュ ウ 
ロ ギ の 後 脚 を 切 つ て , 0.9 欠 食 塩水 の 入 つ た シャ ヤー レ の 
中 へ 1 匹 つ つ 入 れ , は さろ み で 細か く 腹 部 を 切り , その 組 
織 片 を ビン セッ ト で 摘ん で 液 中 で 減 し く 振り 大 き な 組 織 
片 を 除去 し て か ら , グリ ノー 式 双 有 眼 顕 微 鏡 で Acanthella 
を 探し た 。 そ の 結果 第 1 表 に 示す よ うに 2 種 11 史 の ュ 
ウロ ギ よ り Acanthelja が 191 匹 取 れ た 。 其 の 中 68 匹 
を 注射 筒 で ひろ い 3 匹 の ラッ テ の 胃 内 に 注入 し , の こり 


を 標本 用 に 保存 し た 。 こ れ ら を 1 ヵ月 後 解剖 し その 腸 を 
切開 き , 6 匹 の 26z/ が Zzzs の 成虫 を 得 た 。 双 方 死 
ん で 乾燥 し , 腹部 が ソー セー ジ 様 の 硬 さ に な つて いた エ 
ンマ コウ ロキ ギ 4 二 和 pg と ころ 2 匹 が 幼虫 を 保有 し , 
Acanthella 数 は 1 匹 , と 9 贅 で 計 10 匹 を 得 た 。 前 記 


同様 マウ ス に 注入 し, 
成虫 は 得 ら れ な か つた 。 
3. 実験 結 果 

ュ ウ ロキ の Acanthella 保有 状況 (第 1 表 ) : 生き た 
エン マコ ウロ ギ Cyzy/7zs gs 6 匹 中 2 正 の 雄 が 
Acanthella 計 40 ュ を 保有 し て いる こと を 認め た 。 ま た 
生き た ミツ カド コウ ワ ロ ギ oxo の /ezZS の oeZ722 5 忠 中 4 
匹 の 雄 に 計 151 匹 の Acanthella を 発見 し た 。 

Acanthella の 形 能 : コウ ロキ 体内 の 幼虫 は 70 ェ 
チル アル ュー ル で 固定 保存 し , 顕微 鏡 観 察 に は ラク ト フ 


ェ ノ フー ル で 封入 し , デッキ グラ ス の 緑 を ワケ ゼ リ ン で 固め 


20 日 後に 解剖 し た が , これ か ら は 









































ルン デー 


\ 





て 標本 を 作製 し た 。 こ れ ら の コウ ロ ギ に 見 出さ れ た 
の 幼虫 は Acanthella の 時 期 に な つて お り , か な り 大 き 
な 透明 な ゲラ チン 様 の 翼 子 に 包ま れ て いて , その 大 き さ 
は 長 従 800 一 500 。, 平均 640 み , 幅 400 一 299 ん 平均 373 
〆 で 内 部 の Acanthella の 大 き さ は 長径 434 一 175 ん み , 
平均 334 ん 幅 284 一 110 み , 平均 2404 メ で あつ た 。 
Acanthella の 特徴 ( 


を み 
ンマ ンコ 導 


この 
+ 了 が 反転 し て 了 珍 に 入り 込ん で い 
て , その 後部 に 垂 根 の 大 き な 細 胞 が 多数 見 られ る 。 体 の 
後部 に は 擬 体腔 が 見 え , 最後 部 に 開口 が あり , その 直前 に 
小さ な 多く の 生殖 原 基 細 胞 が 見 られ る (A 図 ) そ の 外 , も 
つと 幼 若 期 の 細長 い 幼 下る 少数 もり, 工 子 一 ば ざい に な つ 
て いて , 了 葬 は 多く は 反転 せ ず に 笑 山 し て いて 折 還 か ら 後 
方 へ 一 対 の 一 列 に 並ん だ 大 き な 綱 胞 か ら な る 垂 根 が 見 ら 


( 20 ) 


生き て いる コー ロキ の Acanthella 





コー ロ ギ 種 名 番号 性 Acanthella 数 コー ロ ギ 種 名 番号 性 Acanthella 数 
ozo の 7e2zS oezz7 No.1 ン 0 Cy の 7zs 747zs No 1 0 
ル 2 6 みみ 2 ク @ 0 
ヶ 3 36 / 3 8 
ゲ 4 ^ 2 7/4 4 32 
ケ あゆ 信 91 ヶ 5 ? 0 
/ 6 ロ 0 
計 5 「『 151 6 40 
A 図 B 
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保有 状況 
実験 日 1953 年 10 月 11 日 





れる 。 双 撰 体腔 , 生殖 原 基 も 見 られ る 。(B 図 ) 又 少数 な が 
ら , さら に 発育 初期 の 綱 長 く , 衣 子 の 中 で , 3 一 4 回 折れ 


曲 つ て いる も の も あり , これ は 了 の 釣 の 発育 が 十分 で な 
い 。 最 大 の も の で は 長 さ 1.98 mm, 幅 0.11 mm で あつ 
た (C 図 )。 中間 宿 主 内 の 発生 時 期 を 山口 (1933) は 形態 学 
的 に 5 期 に 分 け て いる が , それ に よれ ば , A 図 は , V 番 
目 の Cystenstadium rmnit eingestilpten Russel に 当 


り , B,C, は IV 期 の Cystenstadium mit vorragenden 
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第 2 表 446z2772722s 成虫 の 比較 








7. 2777 の 7727S 















{ 十 2 還 * と [生ま 】 
種 各 227797227S SD. ルル 702277o7227S SD. 77027 が げ o7272S SD。 type B 4. の 67 
自 実験 別 野 太 よ り 実験 的 , ラッ テ 実験 的 , ラッ テ 自然 界 よ り 
い し Grassi calan- 
) ] を 2 g 
て 島 1952 田中 , 緒方 1953 大 島 1952 duccio 1881 Chandler 1947 
最 大 体長 230 mm 
体 長 18 一 36 mnm 80120 mm 
史 長 325->420 398--444 ん 430 425 ん 286 一 420 
了 最 大 幅 97-155 ん 121- ン 150.4 138->175 ん 190 110 一 145 み 
銘 数 12 x7-8 12X6ー8 12X7 14X8 一 7 95--108 
鉛 の 大 き き 10 一 36 み 16.0 一 25.9 16->21 
銘 萌 長 550 ン <770 492- ン 519 670 一 840 ん 
垂 根 長 2.7>3.8 mm 2.7 一 4.56 mm 3 と 3.4 mm 8 一 13 mm 
斑 村 訪 70-120 67 一 150 66 一 100 
76 一 82 x41 一 46 / 85 x 45 ん 65 70z 
1) 3) は ト 同一 種 で ま 了 必 か ら 得 た 物 と ラッ テ に 感染 後 の 物 と の 差 の み 
2) 本 楽 後 30 日 後 の 4 臣 か ちの 計測 
3) は プッ テ チ で パ 人 後 40 } ] 後 の 2 匹 か ら の 計 測 
Rissel に 当り , C, は その 中 で も 初期 に 当る 物 と 考え ら Van Cleave(1946), Moore (1946) に よ つ て 指摘 され て 


れる 。 婦 Moor (1946) 
C, は Pre-acanthella に 当る 
テ No.1 と 


感染 実験 sc 芝 


と 思わ れる 
No. es 


(こよ れ ば A,B, は Acanthella, 


ト り 得 た 計 38 匹 の Acanthella を 経口 投与 し , No. 1 
は 30 日 後 , No. 2 は 31 日 後に 解剖 し て 各々 2 匹 の 成虫 


を 得 , No.3 は 


anthella を 与え て 


2747 が の 7727S 人 E : 
その 中 4 { 測 を 第 2 表 に 挙 け る 
いえ 非常 に 小さ く , 
第 2 表 に 示し た 如く , 

ル 4252 が げ o7722S SD.。 の 成績 に 


得 た の で , 


gz777 げ 726S は 成虫 と は 
震 あ 4 匹 し か 測定 1 
他 の 何れ より る 大 島 の いう 


31 日 後に 


『 ナチ 


来 な か つた が 38 


ミツ カド コウ ロ ギ よ り 得 た 30 匹 の Ac- 
2 匹 の 成虫 を 得 た 
前 期 の 如く , 成虫 6 匹 を 


。 この 
18<36 mm 


近く , 大 島 の 実験 的 に 得 た 成 昌 よ り 了 最 大 幅 が ほん の 少 


し 狭く 
い だ け で あ る 。 1 引 


ハタ ネズ 


宿主 な る 事 が 明 


駐 大 島 の 野 洗 より 得 た 成虫 より , 
と の 如く 計測 値 や 形態 
銘 頭 中 の それ と 一 番 近 く , 又 著 者 等 の ュ ウ ロ 
ギ 採 集 地 は 大 島 の 野 貞 捕 失地 と 同 
] 一 種 と 考え られ る 。 
goe72Z7。。 CZ7772S 727774S, 
ら か と な つた 。 


4。 考 察 


- で ある の で , 
こ ゝ に コウ ロ ギ ク 2 種 oxo7/eZzZzs 
は ハタ ネズ ミ 銘 


や ヽ 天 長 が 長 
(は 大 島 が あけ 1 5 


それ と 


明 虫 の 中 間 


佐 来 覆 . oz2/ が ozzz2S と 報告 され て 居 た も の は 多 
7. Zzzzs の 誤り で あつ た 事 が Chandler (1941, PD 


( 23 ) 


いる 。 そこ で これ を 訂正 され た 名 称 に よ つ て , Aozz77- 
げ cZ72S 属 の 各種 に つい て 判明 し て いる 中 間 宿 主 を 上 げ る 
と , 7. Zzzs に つい て は 自然 界 
1898, リオ デジ ィ ャ ネイ ロ : 
: Southwell, 1922, 
リカ : Moore, 1946. 米国 テキ サス 州 ), 実験 的 に ! 
767Z2CG2 の (Chandler 1941, Moore 1946) と /277e/g 
ge7277c の Linne, 1767 (山口 1942) が 絡 ら れ て いる 。 


7. oo の 7222S に つい て は 自然 界 


で は ア e77 の 47 の 77@- 
77C の 7 が バ , 
ravassos, 1917, 


(magalhaes, 


ブラ チ ヂ 本 アフ 


で 2 の 5 24C7 の 72672, 
Grassi 層 Calandruccio, 1888, シシ リー 島 ) が 知ら れ 

て お り , その 外 は Faust (1949) は 刀 /2 カ s gzggzs, C7g- 

2 の 77 077Zg6, ア e77 の 7272677 272672C の 26 を 上げ て いる 。 ル 7 
* 知 られ て いな い (Chandler 

1947) 。 ミ 鉛 頭 虫 で は 実 的 験 (に 7/277e/2 ge7- 
22 が その 中 間 和 宿主 に な る こと が 分 つて いた が (大 島 
1953), 今回 コウ ロ ギ 2 種 oo の eZ4S の gez2z7。 の 7zxs 
了 
。 双 コウ ロ ギ 科 の 昆虫 が 476z27 が os 属 の 中 間 宿 

で ある こと は これ が 最初 の 記録 で ちる 。 
ゅ 。 まま 宮 

1. 東京 都 赤 羽 の 近く の 戸田 橋 附 近 の 荒川 川原 で 採集 
し た ュ ウ ロ ギ 2 種 か ら Acanthella が 多数 得 ら れ ox- 
ミツ カド コウ ロ ギ 5 区 中 4 匹 の 


e7g7 を 7 に つい て は 中 間 宿 主 カ 


ハハ ダネ 


の ezS の oe22Z7 SOtein, 
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雄 よ り Acanthella 151 個 , CS が 7 が 272kS de SausSure 
エン マエ ウロ ギ 6 匹 中 2 匹 の 雄 よ り Acanthella 40 個 を 


の 


得 た 。 

2. この Acanthella 68 個 を 3 匹 の マウ ス に 経口 的 に 
感染 せしめ 1 ヵ月 後に ル 476z27 が 2 の 2S 属 の 成虫 匹 を 得 た 。 

3. この 成虫 は ハタ ネズ ミ 釣 頭 虫 と 同一 と 判定 され ハ 
タネ ズミ 多頭 虫 の 自然 界 に お ける 中 間 和 宿主 が この 実験 に 
より 始め て 決定 され た 。 な お ユウ ャ ロ ギ 科 の 長 虫 が 6- 
7 が 7oz み 27S 属 の 中 間 宿 主 で ち も る こと は 最初 の 記録 で も 
の o 
稿 を 閉 ず る に 了 臨み, 種々 御 指導 を 頂い た 佐々 学 助教 
授 , 加納 六郎 博士 (東京 医科 歯科 大 学 医 動物 学 教室 主任 ) 
大 島 智 夫 学 土 (公衆 衛生 院 寄生 虫 学部 ) に 深 て 感謝 し , 府 
交 を 検討 し て 下さ つた 林 滋 生 博 士 に 感謝 し , コウ ロキ ギ 探 
集 に 協力 され た 佐藤 金 作 氏 に 謝意 を 表す る 。 

と 6 EN 
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SurmrmnarY 


Two species of 262 が o7227S (Acanthocephala) 
of rats and voles were reported by S. Yamaguti 
(1933, 1938, 1942) and 〒. Oshima (1953) from 
Japan. These were Mo277/ が 2777S zz の Zs (Meyer, 
1933) frorm 77zS 207 の 6g2CZ2S and 7 の 77 の Z22S SD- 
of Oshima (1953) from 77czoZzzs 2 の 7e の e/77 and 
ZS 707 の 6g7c2S。 The latter species ijS closely 
related to 47. zoz27/ が 97227S (Bremser, 1811) and 
7. c7z7%7 (Word, 1917) . 
authors present the results on the natural inter- 
mediate hosts of this parasite. According to the 


In present paper, the 


suggestion of Dr. Rokuro Kano, the authors exa- 
mined the two prevailing species of crickets in 
the natural habitat of the hostSs. 

In October, 1953 we collected a number of cri- 
ckets in the grassy areas along the Arakawa 
River near Toda bridge in the northern dijstrict 
of Tokyo. These crickets were identifed as C ァ y/- 
7zS 272777272S de SausSSsure, 1838 and oo の 7cZ22zS 
goeZ7zz Stein, 1881. By dissecting cricketS, we 
found 151 Acanthellas and Preacanthellas in the 
abdomina! part of four males out of ve SpecirmenS 
of と . goezz7 and 40 Acanthellas fromm two males 
out of six 選 . 2 の 67zs。 68 of these acanthellas 
were given perorally to three Jaboratory ratS. 
After 30 and 31 days, we obtained 6 adult worms 
of 4MZoz277 げ 772S SD.. By meaSuring DrODbOSCiS, 
hooks of it, probosciSs receptacle and leminisci of 
these worms and comparing with mneasurments of 
related species of 772z277ozS (Table 2), we 
identified these were the same as those seen in 
natural hoStS. 

This seemsxto be the first report that the crij- 
ckets. Family Gryliidae were found to be the 
natural intermediate hosts of acanthocephalan 


genuS 777/ が 2722S。 
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虫 の 自然 感染 及び 実験 的 感染 に 関す る 研究 
(一) 名 豆 の 自然 威 楽 


矢島 
農 応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 


敏夫 
教室 (主任 松林 久吉 教授 ) 


(昭和 30 年 1 月 12 日 受領 ) 


| 高い *o > 央 虫 


天 ら れ て いる 所 で あり , 従 


生生 
に 自然 排出 の 多い こと は よ 
つて 顕 虫 の 感染 率 な る も の は , 新 に 感染 し て 陽 村 と な る 
も の と , 自然 排出 や 駆虫 に ょ っ て 険 性 に 転化 する も の と 
の 甘 史 よそ 右 さ れる 管 で ある 。 即ち 感染 率 の 高い と 
こと は 絶え ず 頻 繁 に 感染 が お こつ て いる こと を 意味 


I 
| 


っ 
この 感染 が 如何 な る 速度 で 拡 つて 行く か , 或 は この 感 
染 に 季節 的 な 消長 : が ある か を 式 5, 点 に 関し て 6 は 殖 ん ど 別 ) 


られ て いな い 様 で ある 。 起 に は , 之 等 の 点 を 明らか に す 
の 人 々 を 完全 駆虫 し て , それ 等 
如何 な る 季 婦 に 感 


る 目的 で ,・ な る べく 多く 
の 信 々 が 如何 な る 速度 で , 駐 主 と し て 
染 を 和 被る か を 出来 得る 限り 詳細 に 調査 し 
1. 材料 及び 方 法 
昭和 23 年 2 月 より 東京 都内 及び 近郊 の ほ ゞ 中 位 の 生 
活 を 営み , 長期 の 実験 と 協力 を 諸 し まめ 家庭 を 毎月 数 未 
宛 選 定 し , 基本 検査 を 行 つ た 。 こ の 様 な 検査 で は 昌 卵 険 
本 あつ て 「 卵 す る 人 迄 に 至ら な い 幼 若虫 , 或 は 雄 昌 
あり 得る わけ で ある 。 こ の 様 な 感染 を 此 『 
る 限り 取 除 く く 目 的 で 排卵 の 有無 に 拘ら ず 一 応 家 族 全 
(に サン トニ ン , へ ヘ ノ ボ ポチ ヂ 油 , へ ヘ キ シ ー ル レゾ ル シ ン , 
人 草 出 剤 等 を 投与 し , 虫 久 陽 時 で ちあ つた も の は それ が 陰 
性 と な る 人 迄 反 揚 治療 し た 。 投薬 終了 彼 2 週間 目 , 3 週間 
目 の 検査 に 虫 卵 陰性 と な つた 者 を 被 検 者 と て 選定 し , 





投 楽 日 より ー つ ee て 10 日 目 毎 に 検便 を 実施 し , 人 
に つい て 1 年 間 の 観 窪 を 行 つ た 。 この 生計 よ , 10 日 


する 顕 虫 卵 新 排卵 3 』 の 汰 玩 を 語 知 
る に と 池 つ た 者 に つい て は 何時 の 1 
すべ て 次 抹 法 矢尾 


SE M 
る 事 が 出来 た 。 休 排 卵 す 
継続 排 族 する 2 か を 詩 査 し た 。 検 蛋 * は す 





os の T272226: Studies on the natural and GX- 
perimental infection of 44scgzzs 7z2 の 77C の 2 の eS in 
man. TI. Studies on the natural infectiOon of aSc- 
aris in man. (Department of Parasitology, Schoo1l 
of Medicine, Keio University,、Tokyo, Japan) 


遠心 沈 汰 集 卵 法 と を 併用 し た 。 
2. 実験 成績 

I. 基本 検査 成績 

昭和 23 年 2 月 より 昭和 25 年 5 月 迄 に 顕 虫 駆 除 を 終え 
実験 に 供し た 46 家庭 224 5 * て みる と , 投 楽 前 の 
鯛 虫 寄生 者 は 164 名 (73.1 用 ) で あつ た 。 之 を 性 別に み 
る と 男子 96 名 中 62 名 (64.5), 女子 128 名 中 102 名 
(79.6 多 ) で , その 他 の 鍋 遇 寄生 を 炎 合 する と 男女 合 
182 名 (81.2 2) で あつ た 。 (第 1 表 ) 





EN 豆 。 164 (73.1) 62 102 
団 』 34 (15.1) 14 20 
釣 下 15 ( 6.6) 5 10 
東洋 毛 様 線 中 4 ( 1.7) 1 3 
守 小 条 束 1 ( 0.3) 0 1 
丹 虫 感 栄 者 82 (81.2) 71 111 
検 査 人 員 224 96 128 








II. 人 年間 % 染 速度 

被 検 考 人 員 は 上 記 基 礎 検 査 及 び 駆 虫 に よ つ て 虫 卵 陰 価 
と な つた 46 家庭 224 名 で も ある 。 こ れ 等 の 人 々 を 10 日 目 
毎 に 検査 を 行 つて 満 1 ヵ年 間 を 経過 する と , 第 2 表示 
す 如 く , 224 名 の 中 の 167 名 が 新た に 感染 し た 。 感 菜 率 

+ 74.5 用 を 示し , 有 昌 前 の 感染 率 を 座 家 し た 。 又 除 前 
肖 164 名 (73.1 2) の 中 より 85.9 に 当る 141 
名 が 再 感染 し , 残り 23 名 4 0 ) は 年 間 を 通じ て 昭 昌 
の 感染 か ら 免 れ て いる 。 之 に 対し 双 除 前 遇 虫 陰性 者 60 
名 (26.8 ) の 中 で 感染 し 排 暫 を 始め た 者 は 60 名 (43.3 
多 ) で , 残り 34 名 (56.6 用 ) は 販 除 前 同様 その 後 1 カ年 の 
避 に も 顕 虫 の 感染 より 免れ て いた わけ で ある 。 

再 感 菜 者 の 率 と 初 感染 者 の 率 と の 聞 に は 相当 の 懸 宙 が 
あつ て , 試み に 理論 的 百分率 PA-Pm> 3 ソ zPAs 二 oPp* 
を 求め た と ころ , 4.33<3 と な り 有意 な 差 を 認め た 。 服 



















































































楽 前 後 を 通じ て 顕 虫 の 感染 か ら 先 れ て いた 33 名 は 感染 
し 難し 条件 を 持つ て お り , これ 等 の 考 だ け で 直さ れ て て 
いる 家族 は 感染 し 難い 環境 に ある 家族 と も いえ る 。 双 多 
数 の 再 感染 者 を 有 す る 家庭 内 に 1 一 2 名 の 非 感染 者 が 長 
期 に 也 つ て 見 られ る 場合 は 個体 差 と いう 事 も 考え られ る 
。。 E 1 回 の 販 除 の み 
で は 1 4 


何れ に し て も 全体 と し て 
に 旧 に 復 し て し まう 事 が わか つた 
第 2 表 脳 虫 


駆虫 選 薬 投 - 互 理 i 
基本 松 る 会 杏 成 万 








計 際 條 者 








陽性 者 164 (73.12) 141(85.9 ぢ ) 23 3 (14. 0 ジ ) 
陰性 者 60 (26.8 用 ) 21 (43.3 用 ) 34 (56.6) 
167 (74.5) 57 (25.4 用 ) 


計 224 


III. 年 齢 及び 性 別 と の 関係 
1) 自然 感染 と 性 別 と の 関係 (第 3 表 ) 
駆除 前 の 基本 検査 成績 で は 男子 96 名 の 中 62 名 (64.5 
) が 顕 虫 に 感染 し 子 は 128 名 中 102 名 (79 
錠 ) が 感染 し て いて , 女子 の 方 が 男子 に 比較 ッ ーm 
が 生 々 高 か つ た 。 之 等 の 人 々 を 一 旦 駆虫 し て 約 1 年 間 自 


で て おり 、 


性 別 人 上 員 





男 子 96 62 (64.5) 70 (72.9) 
女 子 128 102 (79.6) 97 (75.7) 
計 224 164 (73.1) 167 (74.5) 


然 感染 に まかせ る と , 男子 は 96 名 中 70 名 (72.9 辺 ) が 新 
に 排卵 し , 女子 は 128 名 中 97 名 (74.5 を ) が 排卵 する に 
至 つた 。 そ の 感染 : Sh 異 は 認め ら 
れ な か つた 。 

2) 自然 感染 を 年 齢 と の 関係 (第 4 表 ) 

年 齢 は 第 4 表 に 示 し た 如く , 1 一 2 歳 の 幼児 と 3>10 歳 
の 小児 , 以下 10 年 の 間 了 を 以 て し た 。 駆除 後 年 間 の 感染 
幸 は 1 一 2 歳 の 幼児 は 少数 例 で も る が 50 2 の 感染 系 を 示 
し 最も 低い 。 之 に 対し 3 一 10 上 迄 の 小児 は 35 名 中 30 名 
が 感染 し , 85.7 用 の 感染 率 を 示 し 最も 高い 。 次 いで 11 
ー20 歳 迄 の 者 が 高く , 44 名 中 35 名 が 感染 し , 感染 
79.5 を 示 し た 。 以下 表 に 示さ れ て いる 様 に 1 年 間 に 
けた 感染 の 率 は 年 齢 の 多い 者 程 低 い 様 な 峰 向 を 示 し た 。 


この 点 に つい て は 更に 例 数 を 増加 し て 観 窪 する 必要 が あ 


に 
忌 と 
ッ - 


家庭 で は 半数 の 感染 者 を 出し , 残り 1 家庭 は 感 》 


(24 ) 
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第 4 表 自然 感染 と 生生 








駆除 1 基本 検 査 成績 駆除 後 自 1 佑 ン 績 
と 間 栓 査 EE スー 
生 秋 ar 」 門 具 用 ( 百 分 率 ) 1 感染 者 ( 百 人) 
1 2 の 2 (28.5) 4 2 (50.5) 
3->10 32 26 (81.2) 35 30 (85.7) 
11 >20 44 3 の (2 ダ ) 44 35 (79.5) 
21--30 44 31 (70.4) 44 34 (77.2) 
31 一 40 40 36(90.0) 40 30.(75.0) 
4150 27 21. (472 の ) 27 18 (66.6) 
51-60 14 8 (50.0) 14 8 (57.1) 
61-- 16 8 (50.0) 16 10 (62.5) 
計 224 164 09。 リ 224 167 (74.5 
る < 


IV. 田 家庭 別に みた 自然 感染 の 態度 
駆虫 楽 投与 前 の 基本 検査 成績 か ら , 各 家 庭 を 虫 卵 排出 
者 の 多 宴 に より り 区 分 する と , 全員 虫 卵 陽性 者 又は 大 多数 
の 者 が 虫 卵 陽 粒 者 の 家庭 は 夫々 18 組 宛 で , 46 家 庭 の 中 
36 家庭 を 占 > ら て いる 昌 卵 陽 作者 が 略 半数 を 占め る 家 
庭 は 6 組 で 之 に 次 ぎ , 全員 昌 卵 陰性 者 又は 大 多数 が 忠 卵 
険 性 者 の 家庭 は 各 2 組 宛 で 僅か 4 家庭 に 過ぎ な か つた 。 

以上 46 家庭 に 付き 略 1 ヵ 年 間 , 自然 感染 の 観察 を 行 
つた と ころ 次 の 様 な 結果 に な つた (第 5 表 )。 

提 の 検査 で 家族 全員 が 忠 卵 陽性 の 18 

庭 で は 全員 が 再 感染 し , 残り 4 家庭 
、 ye 者 が 再 感染 し て いる 。 即ち こ の 組 は 74 名 
の 中 68 名 が 再 感 染 し , 感染 率 は 91.8 を 示 し た 。 

j の 検査 で 家族 の 大 多数 が 忠 卵 陽 位 者 
の 18 組 の 家庭 で は 6 家庭 が 全員 感染 し , 4 家庭 で は 家族 
の 大 多数 の 者 が 感染 し て お り , 3 家庭 で は 半数 が 感染 し 
1 家庭 で は 6 名 中 ! 名 が 感染 し て いる 。 残り 4 家庭 で は 
家庭 の 中 虫 卵 陽 和 ほ で あつ た 者 の み 全 部 再 感染 し , 陰性 で 
あつ た 者 は 再び 感染 を 免れ て いる 。 この 組 で は 106 名 中 

右 が 感染 し , 感染 率 は 74.5 を 示 し た 。 

9 原虫 薬 投 テ 前 の 検 食 で 家族 の 略 半数 が 虫 卵 陽 者 
の 4 組 の 家庭 で は 1 家庭 で 大 多数 が 感染 し , 2 家庭 で は 
半数 の 者 が 感染 , 残り 1 家庭 で は 4 名 の 中 1 名 が 感染 し 
て いる 。 こ の 組 は 19 名 の 中 10 名 が 感染 し , 感染 系 は 
52.6 を 示 し た 。 

4) 駆虫 楽 投与 前 の 検査 で 家族 の 大 多数 が 虫 卵 陰性 者 
の 4 組 の 家庭 に 於 て は , 2 家庭 で は 共に 全員 感染 し , 1 
< 者 を 出 
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昭和 30 年 3 月 (1955)〕 


さなか つた 。 この 組 の 感染 者 は 14 名 中 9 名 で , 感染 率 
+ 64.3 辺 を 示 し た 。 

5) 又 虫 薬 投 与 前 の 検査 で 家族 が 全員 虫 卵 陰性 者 で あ 
つた 2 家庭 で は 11 人 中 1 名 の 感染 者 を 出 し た に 過ぎ な 
か つた 。 

以上 各 家 庭 の 自然 感染 成績 に よる と , 家族 の 中 半数 以 
上 の 者 が 顕 虫 の 感染 を 彼 つ て いる 場合 その 家庭 は 早晩 感 
染 か ら 免 れ 得 な た な いこ と を 示 し て いる 。 双 之 等 の 感染 し 旬 
い 人 々 の 間 に あ つ て 常に 感染 か ら 先 れ て いる 者 が あり , 
個体 差 が ちあ る の で は な いか と 考え ん られ る 人 々 が いる 。 之 
に 対し 家族 の 大 多数 の 者 が 虫 卵 除 性 で ある 場合 , その 家 
庭 の 再 感染 率 は 低い こと を 示 し て いる 。 


本 栓 胡 成 績 と 有 際 後 








の 許 検 査 








も 数 数 人 員 
18 74 724(100.0) 6891.8) 
18 104 77(72.6) 79(74.5) 
19 9(47.3) 10(52.6) 
4 14 4( 28.5) 9(64.3) 
2 11 0(O) 1( 9.0) 
計 46 224 164( 73.1) 167(74.5) 





V. 自然 感染 の 季節 的 消長 

虫 感染 の 頻度 に 季節 的 消長 が ある か 否 か を 知る こと 
は CIW 予防 方 策 を 考え る 上 に , 牙 
吸 虫 を 実 所 に 必要 な 知識 で あ そこ で 怒 
た 基本 検査 に 於 て , 虫 卵 陰性 で もつ た も の , 或 は 駆 
よ つ て 忠 卵 中 と の を 長期 間 観 窪 し て , そ 
れ 等 の 人 る が どの 様 な 速度 で , 及 各 何たる 季節 に 主 と し 
く か を 検査 し た 。 こ の 検査 た ちあ た つて は , 
成 惑 卵 距 下 後 何 日 目 位 に 排卵 が 始ま る か が , 逆 に 計 
算 し て , 感染 ( 虫 卵 距 下 ) の 時 期 を 従 つ て 又 自 
然 感染 の 季節 的 消長 を 推定 する 上 に 基 非 共 必 要 な 数 字 で 
っ いて は 先輩 諸氏 の 人 体感 染 実験 の 報告 
又 最 近 高田 氏 (1951) は 7 名 の 人 魚 虫 卵 試食 試 
Same 
10 週間 乃至 11 週間 で 排卵 を 開始 し た と 述べ て いる 。 私 
の 行 つ た 実験 で は , 貧 成 熟 卵 を 距 下 し た 13 名 の 中 11 
名 が 感染 し 排卵 する や う に な つた 。 之 等 の 人 々 の 中 に は 
排卵 日 が 特に 早い も の を も 認め た 。 し か し 安定 し 継続 し 
た 排卵 が 始ま る の は 感染 後 第 9 週 朋 に 人 つて か ら で あ 








る 。 





な つた も 





と 知る 上 に, 


地 。・ 


に の っ る 。o の この 点 に 


* あ る 。 


り , 第 10 週 に 
で 多い * の ! は 第 11 週 に 始ま 


る 。 爽 \ 


週 は 寧 


び 第 13 


以上 の 成 





し て 2 ヵ月 を 


の ある 者 と し て , 
の 被 検 者 と する こと が 出来 る わけ で ある 


10 日 目 毎 に 検査 し , 新た に 排卵 を 始め た 者 が あれ ば , 被 


る と 揃 つ て 多 


R 者 ) 選 


経過 3 


ろ る 少な か つた 。 
駆虫 後 卵 陰 作者 は 
感染 し 排卵 を 起 し 得 
消長 を 


仙 す れず , 


新 排卵 者 の 


季節 的 


く の 者 が 排卵 を 
る も の で , 










観察 
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と 始め で て ハ いい 


第 12 週 及 


より 換算 
る 可能 性 
する 試験 


Po 人 々 を 


検 者 総数 で 除 し 新 排卵 者 率 を 算定 し た 。 そ の 成績 は 第 6 


表 及 び 第 1 図 


に 示 < 


毎月 3 回 の 検査 を 行 つ た の で は 


ある が 第 6 表 に は その 1 ヵ月 分 を 合計 し た 数 値 を 示し 


1 


( 昭 24) 


( 昭 25) 


月 に 於 ける 検 旭 
卵 者 数 及び その 
彼 検 者 
37 
49 
54 

51 
100 
112 
111 
100 


中 
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/* 
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11 
23 
25 
11 
10 


14 


〔 ら ビ 6 
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た 。 双 第 1 図 に は 1 ヵ月 間 3 回 の 検 鈴 
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用 月 プ 、 ミ 
| 月 」 ロ 引 


第 6 表 の 被 検 者 数 が 各 相 


新 排卵 者 


ご 1 


百 分 
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* の 数 値 と (細線 ), 
「 の 持 ( ポ 計 とら よる 肖 陣 和 才 肖 半 
仙 時 期 に よ つ て 変動 する の は , 


政 新 拓 肖 者 を 次 回 の 検査 で は 被 検 者 か ら 除外 し 又 駆 


虫 後 2 ヵ月 を 経過 し た 


つた 為 で ある 。 


昭和 23 年 2 月 よ 


り 毎月 数 家庭 の 駆除 , 
た が 未だ 日 浅く 検査 人 員 も 少数 の 為 か , 


4 月 , 


も の を 洛 次 被 検 者 群 に 追加 し て 行 


検査 を 開始 し 


5 月 。 6@ 


月 は 共に 1 名 の 排卵 者 も な く 経 過 し た 。 7 月 中 旬 に な る 
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と 44 名 中 10 名 (22.7 用 ) が 排卵 を 開始 し た 。 7 月 中 の 
感染 者 は 49 名 中 12 名 (24.4 ) と な つて いる 。 以下 同 
様 な 観察 を 2 ヵ年 に 奄 つ て 続け , その 成績 は 全く 第 6 表 
に 示 し た 。 

以上 2 09 結 する と , 排卵 者 の 現われ 
方 に 主 期 が ある 事 を 知 つ た (第 1 図 )。 即 ち 6 日 下旬 か ら 
7 月 中 旬 に 互 り へ 遇 呈 を 作り 。 7 月 中 旬 以 後 軌 激 に 減 
少し , 8, 9, 10 月 及び 11 月 の 中 旬 に 至る 迄 小 起伏 の 連 
続 と し て 現われ , 排 卵 者 は 少な か つた 。11 月 の 下旬 より 


第 1 図 各 月 の 新 排卵 者 率 
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徐々 に 増加 し て 高度 を 増し , 1 月 を 頂上 に 比較 的 高い 山 
を 作り , 2 月 , 3 月 と 低下 し て 融 後 6 月 中 旬 迄 に 至る 小 
起伏 の 連続 と な つて 現われ た 。 然 ふ この 新 排卵 者 率 の 消 
長 は 昭和 23, 24 の 両 年 に わた つて 殆 ん ど 同 拉 で も る こ 
と が 曲線 に よ つ て も 知ら れる 。 即ち 顕 虫 の 感 
な 季節 的 消長 の ある こと が 明らか と な つた 。 
人 此 成 誤 卵 試食 試験 に よれ ば , 安定 し 継続 し た 排卵 は 
第 9 週 に 入 つて wi まる や う で ある 。 そし て 第 10 週 に 最 
も 多く 第 11 週 が 之 に 次 ぎ , 
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の 和信 々 が 第 12 週 か ら 第 








3 
13 週 に か け 4 し た 事 を 述べ た 。 人 従 つ て , 忠 卵 を 初め 
て 排 注 し レ 日 か らら 8 EE 8 93 周 ケ 到 第 10 週 る ダダ 遡 れ ( よ 銅 虫 成 甘 
卵 を 叶 下 し た 週 吉 大 体 に 於 て 推定 出来 る 空 5 に 思わ れ 
る 。 


この や うに 推定 を 進め る な ら ば , 6 月 下旬 の 排卵 者 
増加 は 。 4 月 上 旬 か ら 4 月 下旬 の 間 に 成 歌 卵 を 距 下 し た 
こと な る 。 YASaea の 排 誠 3 Sd 同 か ら 
5 月 上 旬 の 間 に 了 虫 卵 を 距 下 い 々 な の で ある と いえ 
る 。 以 GA 者 が 多く あか 10 
週 を さか の ぼ つ て 述べ る な ら ば , 5 月 ] 上 旬 に は 忠 卵 距 下 
の 機会 が 激減 し て 9 月 中 旬 に まで 及び , 9 月 下旬 より 再 


び 増 加 し 始め , 10 月 11 月 に 距 下 の 機会 が 多く な り , 











12 月 に 入 つ て 減少 し 始め , 年 末 か ら 1 月 の 始め た 一 寸 増 
加 し た 他 は , 3 月 下旬 迄 虫 卵 路 下 の 機会 が 減少 し て い 
る 。 4 月 中 旬 か ら 5 月 上 旬 迄 の 短期 間 は 年 間 を 通じ 最も 
多数 の 感染 者 を 届 し て いる 。 即ち 顕 虫 感染 に は 季節 的 に 
年 2 回 の 主 期 が あり , その 一 つ は 4 月 中 旬 か ら 5 月 上 系 
に 互 る 間 で あり , 他 の 一 つ は 10 月 か ら 11 月 に 互 る 間 で 


ある 。 
以上 の 事実 は 顕 虫 の 集団 駆除 を 行 う 場合 に 主要 な る 参 
考 抱 料 と な る ふも の で あぁ る 。 即ち 感染 の 主 期 の 前 又は その 


最 中 に 集 ! 駆虫 を 行 つ て も , その 集団 の 多 く の 者 が ま も 
な MM 可能 性 が ある 。 集団 駆虫 は この 感染 の 
主 期 の 後に 行う こと が 効果 前 で ある 


VI. 了 体 自然 排 馬 に つい て 
顕 虫 に 自然 排出 の 多い こと は よく 知ら れ て いる 所 で あ 
展 ょ ロ 令 は 肛門 か ら 排 注 さ れる 。 従 つて 鯛 虫 の 感 菜 
ヨ 然 感染 の 観 窪 に 於 て も , 排卵 を 始め た 人 々 の 中 に 
が 自然 に 虫 卵 陰 仁 と な る も の が あつ た 。 此 の 様 な 例 
に 就 い て Otto (1930) は つ 5 の 場合 が 考え を られ る と し 
て いる 。 即ち ( ィ ) 材料 を - 





混同 し た 。( せ ) 検査 者 に 内 
緒 で 治療 し た 。( ハ ) 体 に 変調 が あつ て , その 為 に 虫 体 
が 排 注 さ れ た 。(=) 自然 治療 が 行わ れ た 。( ホ ) 虫 体 に 
媒 谷 が 来 て 死ん だ 。 以上 の 内 (イィ) は 10 日 目 毎 の 検査 
で あり , その や うな こと は お こら な か つた と 信 す る 。 
朋 際 希望 者 は 申し 出る や うに し , その 
で 駆除 楽 を 全 え る こと に し た 
ひそ か に 使用 する 人 は あつ て も る 極 く 少数 の 人 に 限ら れ て 
お る も の と 信ずる 。 以上 (?), (g) 人 注意 し , 自然 感 
染 者 167 名 の 中 より 96 名 を 選定 し 調査 し た 所 , 20 名 に 
於 て 排卵 が 自然 に 停止 し 虫 卵 除 人 性 と な つた 。 感染 者 の 


20. 8 に 当る 。 





ン /。 ンー て 全 っ 
人 つて 完 楽 を 





自然 排 浴 人 Ma 期間 内 に お こつ て お り , 採 
二 株 も の が 多 か つ た 。 最も 2 





8 月 biB 最も 遅 か つ た も の で 400 日 後に 虫 馬 
Os な つて いる (第 7 表 )。 こ の 20 名 の 中 17 ie 
に 観 窪 を 続け た 。 こ の 中 75.8 に 当る 12 名 の 人 々 
0 く 再び 排卵 が 認め られ た が , これ 等 の 人 の 中 に 
は 再 排 卵 迄 の 日 数 が 短 か く 重複 感染 を 考え られ る 人 が 少 
〈 な か つた 。 こ の 他 同 じ 年 内 に 2 回 弥 り 返す 人 も 名 あ 
つた 。 年 間 感 染 率 を 考え る 場合 , 以上 の 事 岳 も 合せ 考え 
られ な けれ ば な ら な いで あろ 3。 双 基 本 検査 に 昌 卵 陰性 
者 で あつ た 人 々 に 駆除 楽 を 服用 させ た 結果 , 31 AN 
名 即ち 19.3 に 当る 人 々 より 雄 虫 或 は 産 玉 す る 迄 に 至 
ら な い 幼 若虫 の 排 注 が あつ た 。 こ の 中 雄 虫 の ろ 排 注 し た 
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人 は 3 名 (9.6 用 ) で , 検査 結 人 員 の 3.9 妖 に 当る 。 双 


除 後 排卵 を 始め た 167 名 に 前 記事 項 を 参 融 する と 年 間 感 
染 率 は 73.3 と な り , 完全 に 駆除 前 の 状態 に 戻 つ て し 


まつ ② つ た 。 


第 7 表 自然 排 港 者 ( 素 卵 陰性 転化 者 ) の 
和 量 卵 消失 迄 の 日 数 及び 再 排卵 開始 日 数 





例 番 性 東 久 消失 凶 種別 4 迄 : 





1 る 1 1 一 0 受精 罰 
25 80 一 90 受精 卵 7090 不 受精 久 
80 一 90 不 受精 久 
60 
10 


る | 
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13 50 ン : 精 卵 140 一 150 受精 久 ニ 


ト S 

さ 
1 や 1 ね 

ト 5 

| 








受 
3/ トー 不 受精 卵 120 て 130 不 受精 卵 
4 e 21 240-250 受精 卵 80 ン 90 受精 卵 
5 40 10 一 20 受精 卵 
6 59 240 一 250 不 受精 卵 
7 8 22 210 一 220 
8 8 200>210 受 
9 @ 9 200>210 受精 卵 30 ン 40 受精 卵 
10 @ 44 40 一 50 受精 卵 150<160 受精 卵 
11 @ 44 10 一 20 受 
12 39 _ 1020 受 70 一 80 受精 卵 
13 6 170 一 180 受 
14 る 27 60 一 70 受精 卵 50 ン 60 受精 卵 
14/ @ 7 50 一 60 受精 卵 
15 ? 8 270 王 80 受精 卵 
16 ゐ 35 210 一 220 受精 卵 120<130 受精 卵 
7 3 20 40 一 50 受精 卵 120<130 受精 卵 
18 37 30>40 受精 卵 
19 * 34 210 一 220 受精 卵 30 て 40 不 受精 卵 
20 45 390 一 400 受精 四 40 ン 50 





3. 総括 並 に 考 投 

顕 昌 の 感染 に は 年 2 回 の 主 期 が ある 事 が 以上 の 観察 に 
より 明らか に な つた 。 PMP 年 に より 多 
少 の ずれ は ある が , 2 年 間 に 互 る 観 窒 に ょ つて , その 第 
1 の 期間 は 大 体 4 月 上 旬 か ら 5 月 の 始め で ある 事 が 判 つ 
た 。 こ の 期間 に 感染 し 易い 条件 に ある 人 々 を 多数 肛 除 し 
て 準備 し て お く な ら ば 恐らく 30 用 の 人 々 は 感染 か ら 免 
れ 得 な いで あろ う 。 他 の も ぅ 一 つの 主 期 は 10 月 か ら 11 
euawrexrWrotrkr Os 若 し こ の 時 期 に 前 局 

の 準備 を し て お く な ら ば , 恐らく 40 の 人 々 が こ 
こ 感染 する で あろ ぅ 。 然し この 主 期 の 推定 は , 成 難 
し た 忠 卵 を 叶 下 し た 場合 , 題 虫 が 性 的 成 歌 を 遂 び る の に 
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9 週 又 は 10 週 を 必要 と する と 仮定 し た 場合 の 事 で ある 。 
人 従 つ て 感染 実験 の 結果 , 測定 値 に は 人 に ょ り 多 少 の ずれ 
の あつ た 如く , 期間 に 多少 の ずれ が あつ て よい も の で あ 
る 。 又 こ の 主 期 は 東京 都内 及び 近郊 で の 観察 値 で も る 。 
気候 風土 の 異な る 所 で は 感染 の 主 期 も 異な る か も 知れ な 
い 。 

感染 の 消長 に この 様 な 二 つ の 主 期 の ある と 革 う こと の 
理由 を 明らか に する こと は 困難 な 問題 で も る 。 そ れ に は 
先 づ 日 本 で は 顕 虫 は 主 と し て 何 か ら 感染 する か と 云う こ 
と が 明らか に され ね ば た ならない 。 一 般 に 考 を えら れ て いる 
様 に 野 楽 に 附 苦 す る 虫 久 から も 感染 が 盛ん に お こる と す 
る な ら ば , この こと も , 上 記 年 2 回 の 感 肖 主 期 を 形成 す 

ーー つの 原因 と な り 得る 。 それ は 我々 の 教室 で 笛木 氏 
2 が 詳細 に 調査 し た 所 に よる と , 生 又 は me 
状態 (漬物 等 ) で 食用 に 供する 野 楽 で は , 春 及び 秋 に ] 
廻 わる 種類 の 野 en oita 附 苦 し て い 
と 球 う の で ある 。 礎 夏 の 候 の 野 茶 は き う り , と ま と 等 の 
野 茶 が 多く , 之 等 に は 了 卵 の 附 苦 す る こ Mo 
駐 冷 期 に は 気温 の 関係 上 , 成 吾 卵 の 附 蒼 は 少な い 。 更に 
Ya 原因 と 考え られ る も の に 履 卒 が 
。 同じ く 笛 木 氏 の 調査 に よる と , 東京 附近 で は 3 月 
De りか ら 4 月 末 迄 の 間 腰 ょ 吹く 強い 季節 風 は 昔 燥 し た 
土 を 吹き 上 げ て 黄 鹿 万 寺 の 観 を 呈し , 家屋 の 内 部 も その 
た め に 換 だ ら け に な る が , この 土 頑 の 1g 中 に は 平均 1 
個 の 割合 で 顕 虫 卵 が 含ま れ て いて , その 半数 が 成就 卵 で 
ある こと が 明らか に され た 。 こ の 頑 に よ つ て 一 時 に 多数 
の 人 々 が 感染 する と 球 うこ と が 想像 され る 。 

年 2 回 の 主 期 の ある 事 は 顕 虫 の 駆除 及び 予防 の 対策 を 
講ず る 上 に 上 基 た 問題 と な る 。 即ち 感染 の 主 期 に 駆虫 す 
る こと は , 文 急 ち 再 感染 し て し まう と 嘉 5 可能 性 が 大 き 
い 。 Neelev べ か か キス ん 思う 。 拓 
村 , 時 AS 駆虫 を 行 ぅ 場合 に は , 上 述 の 時 期 に 行 
うさ る よ っ や, の あか を 一 時 的 に MK 
リ ほ 了 予防 の 面 に も 或 る 程度 の 効果 を 期待 する こ 


自然 感染 の 失 せ , 注目 を 引い た 事柄 が ある 。 そ れ は 
よく 感染 する 人 と 送 に 免れ る 人 が いる 事 で ある 。 之 は 家 
庭 を 単位 と し て みる と き 更 に は つき り し て いた 。 感 者 
の 多 か つ た 家庭 は 駆除 し て 一 旦 陰性 と な し て も 脆 感染 
は 免れ 得 な い 。 1 年 内 に は 全部 又は 大 部 分 の 人 が 再び 陽 
性 と な つた 。 之 に 対し て 感染 者 が 居 な いか 又は あつ て も 
少数 の 家庭 で は 1 年 以内 の 感染 者 は 少数 に 限 ち られ て い 
ぷ 。 駐 感染 者 の 多い 家庭 内 の 少数 の 人 々 で , 同一 の 環境 



































































こ あ り 生 ら 仲 々 感染 し な \ MA あつ た 。 こ の や うな 感染 
の し か た に 差異 の ある こと は , 忠 卵 を 里 下 する 機会 が 多 
いと 少 い の 差異 の み と 考 えて は 説明 され な いと 思わ れ 
る 。 そ こ で 之 等 の 人 々 の 中 , 了解 を 得 た 13 人 の 人 に 感 
試 験 を 行 つ た 。 即 ち 自 然 感 茶 で 容易 に 感染 し た 4 人 を 
或 め て 駆除 し , 駐 別 に 自然 感染 の な か つた 人 9 人 を 選ん 
で , 夫々 下 卵 を 叶 下 せしめ た 。 そ の 結果 自然 感染 が 容 旬 
に お こつ た 群 で は 全員 再 感染 し た 。 又 自然 感染 の 見 られ 
な か つた 人 に も 7 和信 の 感染 者 を 見 た 。 然し 15.3 に 当 
る 人 々 は 忠 卵 試食 た こよ つて も 感染 か ら 免 れ て いる 。 
以上 の 実験 に より 内 多少 は 昌 卵 叶 下 の 機会 の 
頻度 が 影響 し て いる こと は 勿論 で も る が , 駐 感 染 に 個体 
差 が あつ て 感染 し 易い 人 , し 難い 人 が あつ て , それ も か 
な り 影 響 し て いる 様 に 思わ れる 。 更に 自然 感染 し た 人 々 
ーー SM に 有 虫 来 を 手 え な く て も 
東 卵 が 突然 陰性 と な る も が の 多い 。 即ち 167 名 の 感 菜 者 
か ら 96 名 を 選ん で 観察 し た と ころ , 半年 又は ヵ 1 年 内 
に 20.8 が 忠 罰 険 性 と な つた が , その 後 問 も な くそ の 
内 の 75.8 は 再び 人 と 始め た 。 従 つ て 一 般 の 業 便 検 
人 査 に よ つ て 現われ る 寄生 率 は , その 集団 に 於 ける 下 罰 距 
下 の 頻 度 , 貝 体 自然 排 注 の 頻度 及び 個体 の 感受 性 の 大 小 
の 三 要 素 の 総合 され た 結果 と 見 る 可 き で あろ う 。 
ドド NN Witeewecone 
特別 の 差 虹 は 認め ら れ な か つた 。 双 年 齢 的 に は 約 10 年 









の 間隔 で 平均 する と , 3 刀 至 10 計上 か - - 番 感染 率 
が 高く N タ } 年 齢 の 長 - ずる に 従 つ て 感染 率 少し づ ょ 低下 し 
て ゆく の が 認め られ た 


-4 結 論 

1) 頭 虫 の 感染 に 季節 的 消長 が あり , 1 年 に 春秋 2 回 
の 主 期 が ある 。 

2) 感染 速度 は 駆虫 する 月 に より 差異 が ある 。 慕 延 し 
て いる 地方 で は 1 年 以内 に 駆虫 前 の 状態 に 戻る 。 

3) 感染 の し か た は 3 球 許 に より 甚 し く 異 つて いる 。 又 
感染 に 個体 差 が ある や う に 思わ れる 。 

4) 性 別 は 特に 差 を 認め な か つた 。 

5) 年 齢 的 に は 年 少 者 が 感染 し 旭 く , 
感染 率 は 減少 する 。 





稿 を 終る に 臨み 終始 御 懇 切な 御 指導 並 に 御 見 つ 
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SurmrmmarY 


An investigation was mnade to elucidate what 
percentage of people would acquire infection of 
aScariS in a limitted period of tirme, SaY, One Ye3r 
or more and also whether there iS any seasonal 
wave in the frequency of the infection. Forty- 
eight families of moderate living conditionS were 
selected for this investigation. All members of 
these families were examined for the presence Of 
ascaris infection. They were then administered 
with anthelmintics, no matter whether they were 
poSitive for ascariS eggs or not, to eradicte ma- 
ture and inmature worms. After this preliminary 
treatment, stool examinations were Carried on 
every 10 days for more than a year to detect 
the first appearance of ascariS eggSs in the stool. 

The examnation extended from February, 1948 
to May, 1950 and persons investigated for mnore 
than a year during this period attained 224 in 
number. The incidence of ascariS infection befor 


the treatment was 164 (73.1 用 ) They were cormn- 
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petely erradicated of the infection by the treat- 
ment and during the course of one year, 167 


personS (74.5 用 ) became again infected by ascariS. 


That is to say, the original incidence of infection 
waSs restored during a Japse of one year. Farmni- 
jies having a low incidence of infection at the 
original examination Showed a tendency to acquire 
little infection during the period of investjgation. 

The number of persons who showed the frst 
appearance of ascarisS eggSs was totaled everY 
month and the percentage to the number of Der- 
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sons examined in each month was obtained. This. 
percentage Showed a defimite seasonal wave 
throughout a year. It showed two peaks, one in 
July and the other in December or in January. 
The curve of the percentage run quite a Similar 
course in 1948 and 1949 as shown in the figure 1. 
As it is generally believed that 9-10 weeks are 
necesSary for a ascaris in the hurnan infection to 
become mature from an embryonated egg, it iS 
concluded that the infection occur moSt frequentlY 
during April to May and October to November. 
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繰り 返し サン トニ ン を 以 て 鮮 虫 駆虫 を 行 つ た 場合 


に お ける 下 卵 非 陰 韓 者 の 陰 韓 率 に つい て " 
(サン トニ ン の 抵 抗 性 の 問題 1) 
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一 定 の 販 虫 剤 , 特に サン トニ ン を 以 て くり 返し 販 虫 を し , か よう な 操作 を 数 回 くり 返し て 行い , その 陰 転 率 の 
する と , 顕 虫 は それ に 対 し て 駆虫 され に くく な る , それ 変化 を 調べ た 。 
は 和 恐らく 普 虫 が サン トニ ン に 対し て の 抵抗 性 を 獲得 する 調査 対象 と し て は 埼 玉 県 春日 部 女子 高校 生徒 遇 虫 卵 陽 
た めで は ある まい か と いう 考え が , 漠然 と 考え られ て い 性 者 164 名 お よび 東京 都 下北 多摩 郡 府中 町 府中 第 3 小学 
る が , これ に 関し て の 検証 は 伯 等 た ない 。 た だ 赤木 (1950) 校生 徒 同 右 232 名 で ある 
は サン トニ ン 0.05 一 0.1g を 数 同 に わた つて 投与 し て 投与 サン トニ ン は 日 本 新 楽 株 式 会 社 製 サン ト = ニン 錠 
も , 虫 の それ に 対す る 抵抗 性 は 認め られ な いと し て い (1 錠 中 局 方 サン トニ ン 20mg 含有 ) を 用 い , NAK は 
る が , 現在 の と ころ この 問題 に 関す る それ 以外 の 文献 は 上 ル て 頓服 1 回 量 で あつ て , 小学 13 年 生 3 鐘 (サン トニ 
見 当ら な い 。 サ ント ニン 抵抗 性 に 関し て は , 森下 (1951) ン 60mg), 4 一 6 年 生 4 錠 (サン トニ ン 60mg), 女子 高 
も , 今日 の と ころ この 問題 は 倍 お 理論 的 な 推 窪 に 過ぎ な 校生 5 錠 ( サ ント ニン 100mg)。 投与 は 振 昌 朝食 後 午前 


いこ と を 指摘 し て いる 。 私 た ち は サ ント ニン 抵抗 性 に 関 1 一 12 時 の 間 に 担当 教師 令 は 准 護 教 基 の 目前 に て 行い 
する 研究 の 手 は じ め と し て , 繰り 返し サン トニ ン を 用 い 里 下 を 確認 せ し め た 。 後 下剤 は 与え な か つた 。 


て 集団 衣 虫 を 行う と き , 果して サン トニ ン の 駆虫 効果 が 検査 方 法 と し て は 前 後 検便 と も に 18X18mm デッキ 
つて くる も の か どう か と いう こと を , 集団 駆虫 時 に お グラ ス 直 接 浴 抹 を 同 - NMe 3 枚 検 鏡 し た 。 価 お こ 
ける その 陰 転 率 を 手がかり と し て 調べ て みた 。 の 場合 に お ける 陰 転 : Ce る その 相互 比較 を 問 
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試 験 we 法 中 と する の で ある が 故 に , 検便 の 方 法 を 常に 一 定 に 


寺 
や 
訳 」 


今 ま で サン トニ ン 駆 虫 を 行 つ た こと の な い 眼 是 卵 陽 粒 ご 用 引 り 芝 れ は 可能 で あ る と 考え て て ,「 見 か け の 険 
者 の 1 群 に 対し て , ま づ サン トニ ン の 一 定 基 を 用 いて 双 の 補正 を 行 つ て いな い 。 
昌 を 行い , その 場合 の 陰 転 率 を 明 に する , 次 いで この 場 後 検便 は 駆 忠 剤 投与 後 概ね 3 一 4 週 の 間 に 之 れ を 行 つ 
合 陰 転 し な か つた 東 卵 陽性 者 に 対 し て , 再び 同一 量 の サ た 。 
ント ニン を 同一 方 法 で 投与 し , この 場合 の 陰 転 率 を 検 検 査 成 精 





5 間 府 小学 た 校 。 生 徒 に お ける 成績 


7 の 77 の, 7 67SZ4S7 7S77z を 7 の の の - 
Yos/272 を 2 万 の 7277 の 7 6 が 24S7 7S7/z2 を 7 の 2 の Szeo の 夏生 和 の 古 を 1953 年 12 月 上 介 に 行 つて , 


2 の: The rate of the negative for ascariS ova 


among those positive for ova after successive ad- 顕 虫 卵 陽 作者 232 名 を 得 た 。 倫 お これ ら の 忠 卵 陽 位 
ministration of Santonin administrations.。 The その 大 部 分 は 陽 0 度 寺 の も の で あつ て , Np 
problem of santonin resistance of Ascaris lumbr- ら な か つた 。12 月 15 日 上 記 方 式 に し た が つて サン トニ 


icoides. (Department of Parasitology, National 


* 4 ン 投 与 第 1 回 の けい , 険 転 名 47 2) 
Institute of Heaith and Institute of Public Hea- テ 第 回 の 島 Ph い 険 転 者 109 名 ( 険 転 率 47 2) 
lth, Tokyo Noko Pe 


を 見 出し た 。 こ の 際 倫 お 鯛 虫 基 を 2 し て いた も の 123 名 
* 技術 面 担当 : 小鳥 邦子 , 1 ] 三 由 その 中 122 RG ヶ , 除 転 者 34 


IA 
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名 ( 陰 転 率 28 2) を 得 た 。 1 一 2 回 の サン トニ ン 投 与 で 何 


細 軸 性 者 は 68 名 , この うち 87 名 第 8 回 の 阪 
剤 投与 を 行 つ た と ころ , 陰 転 者 は 18 名 ( 陰 転 率 21 2), 

倫 お 顕 虫 卵 の 引 つ づき 陽 計 な る も の 69 名 残存 し た 。 こ 
の 69 名 更に 第 4 困 の 駆虫 を 行 つて 陰 転 者 14 名 ( 険 転 


率 20 ) を 得 た が , 引き つづ き 4 回 の 央 虫 で 谷 お 依然 と 
し て 忠 卵 陽 作 の も の が 55 名 残 つ た 。 丁度 3 月 中 旬 と な 


り , 被 検 者 中 に は 卒業 する も の も 出 て きた の で 試験 を 打 
切 つ た 。 い 3 まり 上 の 吉 果 を 表示 すれ ば, 表 1 の ど ご と る な 


表 1 連続 駆虫 に ょ 還 率 
7 を 本 徒 ) 











駆虫 回 検 年 人 員 除電 ェ 人 員 陰 転 率 
第 1 回 232 109 47 
第 2 回 122 34 28 少 
第 3 回 87 18 21 狐 
策 4 


回 69 14 20 用 


る が , この 場合 第 1 回 と 第 2 回 駆虫 の 場合 の 陰 転 率 
に は 人 危険 率 0.1 用 (⑦* ニ 12.13) 以下 で 有意 の 差 を 認め 
た 。 し か し 第 2 回 と 第 3 回 及び 第 4 回 の それ と の 間 の 危 
険 地 は 24 及 び 25 用 で も 有意 差 と は な ら な い 。 (?* は 
夫々 1.41 及び 1.32) 。 

2. 春日 部 女子 高校 生徒 に お ける 成績 

六 玉 県 春日 部 市 春日 部 女子 高等 学校 生徒 の 検便 を 昭和 
28 年 6 月 下旬 に 施行 し , 顕 虫 卵 陽 仁 者 164 名 を 得 た 。 何 
お 前 項 同様 その 大 部 分 は 感染 程度 キ の も の で あり , 世 の 
も の は 存在 し な か つた 。 同年 6 月 25 日 サン トニ ン 投 与 
第 1 回 駆虫 を 行い , 陰 転 者 92 名 (56 用) を 得 た 。 こ の 場 
合 筒 お 顕 昌 卵 の 検出 され た も の 72 名 の うち 63 名 に 再び 
サン トニ ン 同 量 を 以 て 駆虫 を 行 つ た と ころ 陰 転 者 23 名 
(42 多 ) で , 和 谷 お 虫 卵 を 検出 せる も の 37 名 で も つた 。 次 

可 目 の 駆虫 を この 37 名 に 行 つ た と ころ この 場 

合 の 陰 転 者 は 10 名 (27 22) となり , 何 お 27 名 の 保 卵 者 が 
残 つ た 。 こ の 27 名 の 保 卵 者 に 対 し 第 4 回 目 の 駆 虫 を 行 
つた と ころ 中 卵 陰 転 者 は 9 名 (33 2) で あつ た 。 第 4 回 目 
の 二条 便 は 10 月 下旬 で あつ た が , この 際 の 引き 

続き 則 卵 陽性 者 の 数 は わ づ か に 18 名 に な つた の で , こ 
れ ら の 人 々 に 洗 す る 再 肛 昌 は 一 ま づ 打 切 つた 。 い ま 以 上 
* す れ ば 表 2 の ご と く で ある 。 こ の 成績 に お 
いて も , 前 項 の それ と 同様 , 引き 続き 虫 卵 陽性 者 の 駆虫 
剤 投与 に よる 陰 転 率 ! 2 は ] K 下 し て いる 


ト ト し 
が , た だ 第 4 回 目 の 際 転 率 は この 場合 に あつ て は , 第 3 





上 EI テ = 
の 滞 呆 を 表示 
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表 2 表 連 続 駅 虫 に よる 陰 転 率 の 低下 
(春日部 女子 高校 生徒 ) 








駆虫 回 検査 人 員 陰 転 人 員 陰 転 率 
筑 1 回 164 92 56 狐 
第 2 回 63 26 42 内 
策 3 回 37 10 27 
第 4 回 27 9 33 究 





回 目 の そ れ を 上 名 つ て いる 。 こ れ は お そら く 《 第 4 回 目 に 
お ける 被 駆 虫 対象 数 が 少 い た め に 基く 偶 鈴 誤差 で もろ 3 
と 思わ れる 。 念 の た め , 2 検定 を 行 つ て みる と , 第 3 回 
と 第 4 回 と の 陰 転 率 の 間 に は 危険 率 60 2 で も 有意 差 が 
認め られ な い 。 休 お 第 1 回 と 第 2 回 と の 陰 転 率 の 間 に 
は , 危険 率 3.9 を , ニー4.38 で 有意 差 が 認め られ る 。 し 
か し 同 第 2 回 及び 第 3 回 の それ と の 間 に は 危険 率 16 名 , 
ゲー2.05 で 有意 差 が 認め られ な い 。 

か くし て この 場合 に は , サン トニ ン を 以 て 引き つづ き 
駆虫 を 4 回 行 つ た と ころ , 被 駆 虫 者 の 約 9 多 に 当る 18 
名 は 人 条 お 顕 虫 卵 を 保有 し て いた の で ある が ,  、 浅 

の 家族 の 顕 虫 卵 保 有 者 の サン ト ニン 投与 に よる 陰 転 率 
と , その 他 の も の 家族 の それ の 陰 転 率 に , 差 が ある か ど 
うか 。 と いう こと が , 新 な る 問題 と な つて くる 。 そこで 
この 点 に つい て 知ら ん と し て , SPIE 

3. 春日 部 女子 高校 生 家族 の サン トニ = ニン 肥 虫 に よる 陰 

転 率 

前 記 人 回 の 引き つづ き の 集 団 駆 虫 後 何 お 保 卵 せる 生徒 
18 名 の 家族 ほぼ 全員 66 名 に つい て , の 2 月 上 名 
検便 を 行い , 同時 に 之 の 対照 と し て , 本 調査 期間 (昭和 
27 年 6 月 一 昭和 29 年 2 月 ) を 人身 じ hm 卵 陰性 で あつ た 
生徒 11 名 と 最初 虫 卵 陽 作者 に し て 駆虫 に より 陰性 と な 
つた 生徒 35 名 を , それ ぞ れ の 群 より 年 意 に 抽出 し , 前 
者 の 家族 36 名 , 後者 の それ 97 名 に つき , 同様 の 方 法 で 
検便 を 行 つ た 。 そ の 結果 は 表 3 に 示す が 如く , 引き つづ 
き 東 卵 陽性 者 家族 の 昭 虫 卵 陽 性 率 638.7 2 に 対し て , 引 

きつ づき 陰性 者 の 家族 の それ は 33.3 , 駆虫 に より 虫 
卵 陰性 と な つた も の の 家族 の そ れ は 37.1 用 と い 5 興味 
ある 結果 を 見 た 。 即 ち 反 復 サ ント ニン 駆虫 に より 忠 卵 の 
の 転 し な い 生 人 徒 群 家 族 の 顕 虫 感 卵 率 (A) は も つと き 高 

, 顕 虫 に 全く 感染 し な い 生 人 徒 群 家 族 の それ (C) は も つ 
と る 低く , 虫 感染 を 受け る が サン トニ ン 有 虫 に より 容 
電 に 虫 卵 の 陰 転 を 見 る 生徒 群 家 族 の それ (B) は , その 両 

者 の 中 間 に 位 す る が 如く 見 受け られ る 。 人 和 何 お Z* 検定 を 
行 つ て みる と A,C 間 に は 危険 率 0.63 22 (“=8.35) で 










































各 生 徒 群 家 族 の 咽 忠 

























































AB 間 に は 危険 率 0.23 22 (%* 
B,C 間 に は 危険 率 63 
多 で 有意 差 が 認め られ な い 

次 に 右 の 各 群 の 外 9 
トニ = ニン 錠 を 用 いて 双 』 


隊 生 Mica 町 同様 (に サン 
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.3 狐 NR F 6 5 
iefKG 和 ワキ 
は 72.8 (11 名 中 8 
示し た も の の 2 KKCB 0 の Rh 
し て いた 。 い ま 無 相関 検 : 
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妥 が ある わけ で ある が , 
ERO は 不能 で も る 3 es 
与 の 場合 に お ける 継続 保 卵 者 
ま づ 調べ た の で ある が , 
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継続 保 卵 者 の 陰 転 率 は , 被 検 2 群 と も に サン トニ ン 
投与 を 重ね る に し た が つて か な り 著 し く 低 下す る 傾向 の 
ある こと を 知 つ た 。 即ち 第 1 回 の 有 激 虫 時 に あつ て は , 看 
の 2 群 と も に 約 50 少 内 外 の 陰 転 率 を 示す も の が , 第 4 
回 目 の 駆 昌 時 に は その 2 分 の 1 な いし それ 以下 の 陰 転 率 
し か 示し て いな い 。 こ の 場合 。 いつ た いか ょ る 陰 転 率 の 
低下 は 何 に よ つ て 招来 され る も の で あろ うか 考 えて みる 
これ は 種々 な 因子 が 考え られ る 。 第 1 に 陰 転 率 は 概 
し て 寄生 虫 数 の 多少 に 関係 する と い 5 事 に 基 因 する も の 
(小宮 等 , 1954) で は な いか , と も 考え られ る 。 し Me 

, いづ れ も そ の 顕 虫 感染 程度 

は , 軽 感染 ( 東 弁 測度 十 の も の ) の も の が 大 部 分 で あり , 

旦 つ 最後 に 至る まで の 忠 卵 非 陰 転 者 は 必ず し ゃ 濃厚 感染 
者 と は 限ら ない 。 即ち 例え ば 春日 部 高 女 に お ける 第 1 回 
有 虫 前 検便 時 に お ける 保 卵 総 人 員 164 名 中 の け 以 上 の 感 
染 濃度 の も の は 62 名 (38 妊 ) で , 最後 まで 忠 罪 非 際 転 者 
総 人 員 18 gt 名 (39 用 ) で , その 間 
有意 8 め な い 。 し た が つて 以上 の 陰 転 率 の 低下 が 感 
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た ちの 上 記 2 群 に あつ て は 


s【ー の の 









泉 漠 度 の 差 罰 に も と づく も の と は 考え られ な い 。 
第 2 に 考え られ る の は , 審 生 る 顕 虫 自体 の 側 に 


お ける 条件 で ある 。 即ち 寄生 し て いる ParapMtoeom 
いし Strain の 頻 る に L た が つて , 一 般 に 楽 剤 一 この 場 
合 に は 持 に サン トニ ン の 作用 に 対す る 抵抗 性 に 種々 の 差 


** た ー みく ッ > と ユカ みく 旨 の > と 
相 の ある こと が 考え られ る が , こう し た - 場 合 先天 的 に 


肖 


の 抵 0 \ も の は , 数 次 の サン トニ ン 投 与 に よ つ て 
, 休 お 豚 虫 され ず に 残存 する で あろ 5 こと が 一 応 考え 
ら 紀 あっ 5 だ だ し か > さ Ma い 
然 性 を 有する で あろ 3 か と いう 点 に 関し て は 更に 別途 攻 

完 す べき で ある が , boi N pin の 条件 が 一 定 
で ある と 仮定 する な ら ! か よう な 紀 個体 差 た な い し 了 虫 
Strain 差 に 基く 披 駆 了 者 体内 に あけ る 残存 虫 数 の 寄生 
総 虫 数 に 対す る 比率 は , 試験 管内 顕 虫 薬剤 抵 抗 試験 結果 
に 基く その 抵 撤 性 の 差違 比率 と 一 定 の 関連 を 有する こと 
が 考え られ る ( 証 1)。 和 何 : ye 1 に も 拘ら ず 宿 主体 


すん 





内 に 残存 する 虫 体 の 抵抗 性 が , 先天 的 に 強力 の まま 止ま 
つて いる も の か , それ と rrwee ン 作用 に よ 


後天 的 に 増強 され る も の で ある か と い 5 問題 ye 
こ ゝ で は そこ まで は 触れ な いこ と に する 。 

第 3 に は 和 宿主 の 側 の as に 基 因 し うる と いう こと も 考 
え う る の 和 て みる と , 私 た ちの 春日部 女子 高校 の 
+ ALB.C 早 の 家 放 に お ける 顕 虫 卵 保有 者 





庄 1 ooo て 論ずる 












wm| NR 


ょ 選 











則 に 
休 な 


の 場 











昭和 30 年 3 月 (1955)〕} 


の サン トニ ン 有 駆虫 に よる 険 転 率 の 差異 , 即ち 数 次 の サン 

トニ ン 有 駆虫 に も 拘ら ず , 何 お 虫 卵 陰 転 を 示さ な い 生 徒 の 
家族 内 の 玉 虫 卵 保有 者 の 陰 転 率 (A) は , その 他 の 生徒 の 
家族 内 の 昌 卵 保有 者 (B, C) の それ より も ゃ 低 率 で あつ た こ 
と は 種々 な 考 窪 を 可能 に する 。 

ま づ 最初 に この 差違 は 見 か け だ け の も の で ある と 考え 
て , 感染 濃度 の 差 に よる 陰 転 率 の 差 を 小宮 等 (1954) の 
文 貞 で し ら べ て みる と サン トニ ン に よる 陰 転 率 は 十 群 平 
均 54 用 , 廿 群 平均 35 で た し MWh る が 上 記 作 , 
B,C 群 の 感染 者 は 十 群 と サ 群 の 混合 で も る か ら , 見 か け 
Por 最低 35 用 
附近 で ある べき で ある 。 と ころ か 実際 の 陰 転 率 は 之 を は 
る か に 超え ん た も の で ある か ら , 之 は 実際 に 女 生徒 の 陰 転 
- の 事実 を 示す も の で ある 。 そ し て この 差 の 
伏 つ て も つて 生ずる 原因 と し て は 或 る 本 質 的 な 別 な 要素 
を 考 ん な けれ ば な ら な い 。 

そこ で 次 に 考え を られ る こと は , A,B,C 群 は 感染 率 及 
了 MaeeePaaa 
主たる 人 体 が 受け る 影響 は A>B>C の 順に 強い と い 5 
oO 

強く 駐 虫 寄生 の 影響 を 受け て いる の で , サン トニ ン の 
PWM この で は ある まい か と も 考え 得 ら れる 。 既 
に 森下 (1951) も 肝臓 機能 障 梨 に よる の で は ある まい か と 
妖 問 を 呈 出 し て いる が , 私 た ち は 之 を 肝臓 機能 に 止 ら ず 
更に 広汎 に 種々 の 生体 反応 を も 含め て この 句 問 を 残し て 
お きた いと 思う 
最後 に また か ヽ る 顕 虫 感染 率 及 び 感 染 濃度 の 差 は , 各 
種 の eo 
と すれ ば (実際 問題 と し て 生活 その 他 に 三 知 の 家庭 に 
が ある と は 考え られ な い ), 所 表 人 的 要 の 
差違 に よる も の で は ある まい か , と の 想像 も 一 応 成立 す 


率 の ) 圧 と 同 - 





何 お , サン トニ ン 連 続投 与 虫 卵 非 陰 転 群 の 陰 転 幸 が , 
例え ば 初め て サン トニ ン を 投与 し た 保 卵 者 群 の それ より 
も 著しく 低い と いう 事実 は , 従来 サン トニ ン を 以 て する 
駆虫 効果 が その 施行 者 な いし 被 投与 対象 群 に よ つ て 区 々 

で ある 事実 の 原因 の 説明 に 役立つ も の で ある と 同時 に , 

サン トニ ン 含 有 駆 虫 剤 効果 試験 時 に は , その 被 検 対象 群 
ci59 め っ 
重 性 が 必要 で ある こと を 売 分 に 物語 つて いる 。 







































結 語 

今 ま で サン ト ニン 駆 虫 を 行 つ た こと の な い 普 虫 卵 陽性 
者 に 一 定量 の サン トニ = ニン 投与 を 連続 施行 し , その 陰 転 謗 
を 見 て ゆく と , 答 次 駆虫 後 虫 卵 残存 者 の 陰 転 系 は 次 第 に 
低下 する 。 数 次 の 駆虫 に も 拘 は ら ず 中 罰 陰 転 を 示さ な 
いも の の 家族 の 此 虫 卵 保 有 者 の サン トニ ン 肛 虫 に よる 陰 
転 率 は , 然 ら ざる も の の 家族 の 虫 卵 保有 者 の それ より も 
低い 。 

以上 の 事実 は , サン トニ ン を 以 て する 顕 虫 肛 虫 の 難易 
性 に は , 単に 虫 体 の 抵抗 性 の 問題 の 外 に , 駐 虫 に よる 和 宿 
主 へ の 審 作 用 及び 体質 的 な いし 史 伝 的 な 何等 か の 要素 の 
千 与 が 存在 する も る の で は な いか と いう こと を 疑わ し め る 
と 同時 に , サン トニ ン 含 有 駆 虫 剤 の 効果 判定 試験 に 当 つ 
て は , 被 検 対象 に つい て 人 尼 重 な 調査 取扱 を 予め 準備 すべ 
き 必 要 を 示唆 する 。 
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SummrmarY 


Santonin preparationsS were administered to 
those positive for aScariS ova and the rate nega- 
tive for ova was culcurated : then the sarmme Dre- 
parationS were again adrmninistered to those still 
poSsitive for ova after the first treatmment : thus 
four successive administrationSs of santonin were 
archieved to those still positive for ova after everY 
treatment. The percentage of the rate of the nega- 
tive for ascaris ova waSs found to becorme lower 
as the number of santonin administrations was in- 
creased. On the other hand the percentage of the 
negative for ascariS ova among those from the 
families of those who showed successively positive 
for ova after each treatment was found lowion 
This fact 
Suggests that the damage of ascarjS infection owing 


than that of those from other families. 


to its toxin, diSposition or heredities Should play 
an important roll for the expelling aspect of the 
wornn after adminiStrating santonin preparationS。 
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口 的 摂取 に よる も の で あり , 忠 卵 が 腸 た 至り , 仔 昌 が 加 
化 脱 出し , 宿主 ( 2 ふも の で ある こと は 今更 詩 を 3 
し な い 事 で ある 。 そ し て その 身 化 脱 殻 に 関与 する 諸 種 条 
件 は 大 別して , 仔 虫 自体 の 持つ 内 的 な も の と , 周囲 か ら 
の 影響 肥 ち も 外 的 な も の と に 分 けら れる 。 仔 由 自 体 が 充分 
な 生活 力 を 有 し , 諸 刺 圭 に 反応 する 力 を 愉 備 する こと は 
無論 で ある が , PPPPRP の 人 に き な 
要因 で あり , これ を 実験 的 に 解明 せん と する 試み と し て 
動物 の 消化 管 に 於 ける 研究 は 勿論 , 動物 体外 で の 人 工 的 
Se それ は 吉日 Per 
ン 酸 カリ 水 に よる も の を 始め と し て , 大 場 (1923), 
(1929), 豊田 (1931, 1932), McRae(1935), 坂元 (1939), 
中 井 (1940), Pitts(1948), O'Connor (1951), 沢田 , 高 
橋 (1952) 等 の 研究 で ある 。 

井田 は 貴 液 , 人 工 胃液 , 人 工 腸 液 , 動物 の 膝 液 , 胆汁 
等 の 影響 並 に 試験 管 の 振 湯 等 に よる 機械 的 刺 neo 
つい て 実験 し , 膝 液 を 作用 させ た も の で は 高 率 に 脱 殻 
る の を 見 た と 報告 し て いる 。 

最近 高橋 (1953) は 動物 の 小腸 上 部 及び 大 腸 下部 を 結 茜 
し た も の に 直接 虫 卵 を 注入 し , その 成績 ょ り 腸 液 と の 接 
触 疎 は その 消化 酵素 の 直接 作用 が 脱 帝 を 起す 要因 で あろ 
うと 推測 し て いる 。 

赤 大 場 , 坂元 等 は 腸 の 蝶 動 束 は 試験 # 
機械 的 な も の ヽ 影 響 を 重要 視 し て いる 

一 方 豊田 は 和 蛋白質, 含水 炭素 , 脂肪 等 の 栄養 素 の 分 解 
物質 に よる 人 工 豚 イ し を 行い の 分 解 物質 の 存在 が 虫 
仔 昌 の 脱 殻 に は 重大 な 役目 と 滴 ず る 人 も 人 9 
し て は 義 除 さ プ トン 水 及び 多用 糖 水 を 用 う る こと を 推 


管 の 振 等 に よる 


7 の プア gigwc/ Observations on the hatching 


of ascariS larvae in vitro. IT. Effect of associated 
bacteria and molds. (Department of Parasitology, 
School of Medicine, Keio on Tokyoy, 
Japan.) 
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内 騰 殻 に 関す る 観察 


(を の 1}) 細菌 及び 微 の 影響 





士 雑 
色 室 (主任 松林 久吉 教授 ) 





し た 。 併 し 坂元 , 中 井 , Pitts 等 は 略 ょ 同様 の 方 法 に よ 
る 人 工 昧 化 を 行い , 僅か の 脱出 仔 昌 を 認め て いる に 過ぎ 
な い 。 赤 O'Connor は 適当 な 温度 , pH, 電離 度 等 と い 5 
条件 を 具備 すれ ば Ringer-Tyrode Mo 
脱 見 る と し て , 分 解 物質 が 存在 する こと の 必要 を 否 
下 し て いる 。 
こ 】 Ao 
卵 を 25 一 28?C で 培養 中 或 は 奥 化 脱 帝 液 中 に 混入 繁殖 
る 雑菌 の 賠 毅 に 及ぼ す 影 響 に つい て は 矢 細 な も の は 見 
ョ ヨ ら ず , 唯 単に 雑菌 に よる 奉 敗 が 仔 虫 に 悪影響 を 与え る 
の で は な いか と 考え て いる 様 で ある 。 
込 は 無菌 的 に 虫 仔 虫 を 得る 目的 で , 豚 顕 虫 卵 の 試験 
管内 脱 殻 を 種々 の 方 法 で 試み た が , その 際 操 作 中 に 混入 
た 雑 商 が 虫 卵 に 影響 を 及ぼ し , 顕 虫 仔 虫 の 脱 殻 を 誘起 
し た の で は な いか と 思わ れる 如き 所 見 に 相 退 し た の で , 
それ に つい て 2, 3 の 実験 的 観察 を 行 つた 。 
実験 材料 及び 方 法 
(1) 下 卵 の 採集 
豚 六 虫 の 雌 で 採取 後 問 も な いよ く < 発育 し た 忠 体 を 
Ringer-Dale 氏 液 で よく 洗 准 し , 体 歴 に 附 氷 し た 肉眼 的 
不潔 物 を 除去 し , 更に 数 回 減 苗 Ringer-Dale 氏 液 で 洗 
浴 し , 綱 苗 の 除去 に 努め た 。 こ の 忠 体 を 52 
液 , 1 用 Formalin 水 或 は 0.5 多 昇 来 水 等 の 中 で 開 体 
し , 子宮 礎 部 1 一 1.5cm で 切断 し , 同種 液 を 満 し た 減 
シ ャ ー レ に 移し, 昌 卵 を 取出 し た 。 受精 卵 で も や る こと 
を 確認 し た 後 , 遠心 沈 滅 堂 に 移し , 約 20 一 30 分 後に 
1, 8 や 分 間 遠 心 沈 滅 し , 減 菌 水 で 4 て 5 回 洗 交 し 
> 雑 画 の 混入 を 可 及 的 防ぐ 目的 で 用 いた Antiformin。, 
Formalin 昇 求 水 等 は 後 の 脱 殻 に 何等 か の 影響 を 及ぼ す 
の で は な いか と 考え た が , 豊田 は 防腐 剤 と し て 2 究 
Eormalin 水 を 使用 し て 居り , 赤 Antiformin に こつ いて 
も 鏡 検 し た 結果 は 形態 的 に 看 白 膜 が 除去 され た 以外 , 久 
帝 に は 大 し た 変化 を 認め な か つた 。 何 Formalin 或 は 昇 
未 水 を 使用 し た 貝 卵 は 操作 時 ピペット 或 は 試験 管 藤 に 附 
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着 し , 赤 培 養 時 虫 卵 を 均一 に 拡げ られ ぬ 不 便 が あつ た の 
で 突 験 に 用 ] い た 大 部 分 の 虫 卵 は 5 用 Antiformin 液 を 最 
初 防腐 剤 と し て 使用 し て ある 。 

(2) 東 卵 の 培養 

是 卵 の 培養 に は 以下 の 3 方 法 を 用 いた 。 

1) 瓦 幸 養 。 以前 か ら 当 教室 で 使用 し て いた の と 略 ミ 
同様 で , よく 清 拭 し た も の を 中 型 (3 寸 ) シャ ー レ に 入 
れ , 癌 熱 で 170*C 30 分 間 減 苗 し , 放 冷 後 , 処置 し た 晶 
卵 を 撤 布 し , 適当 量 の 減 菌 水 を シャー レヒ 満 し て 28C 
の 身 卵 器 で 培養 し た 。 赤 仔 虫 形成 後 虫 卵 を 採取 する の 
に 便利 に する た め 瓦 の 上 に 光 紙 を 表 い た も の も 用い 


ナ ェ 


2) 石 共 斜 面 減 紙 培養 。 シ ャ ー レ 内 瓦 上 に 培養 し た 虫 

卵 は 仔 虫 形 成 後 実験 に 数 回 使用 する と . 雑菌 で 汚染 され 
易い た め 試 験 管内 で 巨 の も の と 類似 の 培養 を する 2 
作製 し た 。 歯科 用 石 区 で 円 柱 を 作り , 一 定 度 硬化 後 , 
長 の 約 半分 を 削除 し て RA り , その 上 に 渡 紙 を 由布 
し た 。 24 時 間 放 置 し , 完全 に 硬化 後 , 大 試験 管 に 挿入 
し , 吉 封 滅 し , 昌 卵 を 養 し た 。 

3) 試験 管内 減 菌 水中 塔 養 。 中 試験 管 に 減 両 水 3ml 
を 分 注 し , 移 置 し た 虫 卵 を 入れ , 所 振 し , 磐 卵 器 内 に 約 
15 度 の 傾斜 に し て 静 置 し た 。 虫 卵 は 大 概 傾斜 し た 管 璧 に 
沈 滅 し た 。 水 の 深 さ は 最も 深い 所 で 1cm を 越 さ ぬ 程 度 
で あり , who の 報告 に も 見 られ る 通り , 由 卵 の 
発育 に は 差し て 影響 は な いと 思わ れる 。 10 日 目 毎 に 振 漫 
PTeeo - 化 を は か つた 。 

これ ら 3 方 法 に よる 虫 卵 の 発育 は 瓦 上 の も の が 最も 早 
く , 石 菅 州 面 沙 紙 上 , 試験 管内 滅菌 水中 の 順 で あつ た 。 
虫 卵 の 発育 は 虫 体 を 異 に する こと で , 赤 同 一 虫 体 か ら の 
虫 卵 で も 個々 に 多少 の 差 は ある が , 大 部 分 の 虫 卵 が 仔 虫 
形成 を 完了 する の は 瓦 上 の も の で は 1315 日 , 石 奪 斜 
面 沙 紙 上 の も の は 15 一 18 日 で あり , 試験 管内 減 菌 水中 
の も の は 稀 に 相当 数 の 虫 卵 が 30 日 後に "も 発育 し な か つ 
た り , 或 は 発育 の 途中 で ある 様 な 試験 管 も も ね つた が , 大 
概 発 育 程度 に は 余り 差 は な く , 18 日 に は 殆 ん ど 仔 昌 を 形 
成 し て いた 。 

(3) 脱 殻 液 

虫 卵 の 身 化 脱 殻 に は 次 の 如き 組成 の 各 溶液 を 用 いた 
各 液 を 夫々 減 菌 試験 管 に 4ml づ ヽ 分 注 し , 20 
の に つい て は 120“C 15pound 20 分 間 Autoclave で 減 
画 し た 。 


1) 人 工 胃液 及び 強 塩 酸 ペ プシ ン 液 
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10 塩 酸 5ml 
0.5gr ( ロ )《 Pepsin 
100 ml 蒸 信 水 


純 塩酸 10 ml 


0.5 gr 
100 ml 


( イ )? Pepsin 
蒸 信 水 
2) 人 工 腸 液 
塩化 ナトリウム 0.6gr 


炭酸 ナチ トリ ッ ウム 0.2gr 
Trypsin 0.5 gr 
蒸 劉 水 100 ml 





3) Ringer-Dale 氏 液 

Glucose を 除い た も の で , 10 シ 炭酸 ソー ダ 液 に より 
pH を 7.4 一 7.6 に 調製 し た 。 

4) Pepton-Ringer 氏 液 

Pepton を 0.05 , 0.1 及 び 0.5 少 の 割 に Ringer- 
Dale 氏 液 に 加え た も の で ある 。 
5) Glucose-Ringer 氏 液 
Glucose を 0.05 2, 0.1 及 び 0.5 辺 の 割 に Ringer- 
Dale 氏 液 に 加え た も の で ある 。 

6) Pepton- で lucose-Ringer に の 

Pepton 及び Glucose を 0.05 用, 1 易 及び 0.5 
uec 5) 
及び 6) の も の は 実験 の 前 半 は pH を 7.4<7.6 に , 後 
半 の 懲 を 使用 する 様 に な つて か ら は pH を 7.2 に 調製 し 


cs 
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7) Yeast extract-Ringer 氏 液 

0.1 用 及 び 0.5 辺 の Yeast extract に Ringer-Dale 
氏 液 と 同 量 の 塩類 を 加え た も の で あり , pH は 7.2 に 調 
製 し た 。 

何 実 験 中 の 無菌 試験 は Thioglycollete 培地 に より 行 
い , pH の 測定 は 東洋 光 紙 の 試験 紙 に よ つ た 。 

実 験 成 精 

1) 人 工 骨 液 及び 人 工 腸 液 に よる 脱 殻 並 に 振 浮 の 脱 殻 
に 及ぼ す 影 響 。 

実験 に 用 いた 貝 卵 は 瓦 上 或 は 試験 管内 減 菌 水中 に 培養 

た も の で , 培養 後 35 ン 55 日 を 経過 し た も の で ある 。 
顕 昌 1 匹 か ら の 由 卵 を 1 個 の 瓦 又 は 』 本 の 試験 管内 に 菩 
養 し , その 各 4 例 に つい て この 実験 を 行 つ た 。 瓦 上 の 由 
卵 は 白金 陸 に より 数 回 採取 し , 試験 管内 の る の は ビ ベ ペッ 
ト で 遠心 沈 湾 管 に 入れ , 1, 500 回 転 5 分 間 で 集 卵 し , 上 
清 を 除去 し , 人 工 胃液 を 38"C 3 時 間 作 用 さ せ て , 再び 
遠心 沈 滅 し , 減 菌 水 で 4 回 洗 汐 し た も の を , 人 工 腸 液 4 
ml を 入れ た 試験 管 に 移し , 38"C に 7 日 間 保存 し , 1 
日 , 2 日 , 3 日 , 5 日 , 7 日 の 5 回 に 了 つ て 鏡 検 し た 。 
鏡 検 の 際 は 可 及 的 均一 の 了 卵 浮 渡 液 と し , ピペット で 静 
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か に 約 0.3>0.5ml を 吸引 し , スラ イド 上 に 拡散 させ 
カバ ー グ ラス で 覆う こと な く , それ を 観察 し , 他 下 の 有 
無 及 びそ の 率 を 検 べた 。 

卵 内 仔 虫 は 活 竣 に 運動 し て いる が , 脱出 仔 昌 を 認め た 
の は 8 例 中 2 例 で あり , 且つ その 2 例 は 5 回 の 鏡 検 中 , 
各 1 度 づ ヽ 運 動 す る 仔 昌 12 匹 が 見 られ た の み で あり , 
未 脱穀 の 虫 卵 は 数 百 個 で あつ た 。 

同一 養 下 卵 を 用 いて , 人 工 胃液 の 代り に 強 人 塩酸 ペデ 
シン 液 を 38^C 3 時 間 作用 させ る 実験 も 試み た 。 そ の 他 
の 操作 は 続 て 前 実験 と 同様 で も る 。 この 場合 + も 1 例 で 未 
脱穀 仔 虫 数 に 対し 4 用 に あ ヵ る 脱 帝 仔 東 を 認め た が , 1 
軸 の み で あり , 強 人 塩酸 ベ プ シン 液 に も 特別 の 作用 は 認め 
られ な か つた 。 全体 と し て 従来 の 大 場 , 井田 等 の 成績 と 
略 ょ 同様 の 結果 で あつ た 。 次 に 振 竣 の 脱 殻 に 及ぼ す 影 響 
で ある が , 弄 養 日 数 38 一 52 日 の 虫 卵 で , 瓦 上 或 は 試験 
管内 滅菌 水中 に 培養 し た も の を 用 い , 前 同様 に し て 集 卵 
し , 強 塩 酸 ベ プア シン 液 を 作用 させ , 洗 六 後 , 0.05 用 
Pepton-Ringer 氏 液 (pH 7.4 一 7.6) に 入れ , 毎日 3 時 
滞 30 分 間隔 毎回 50 回 振 し , 7 日 間 続け た 。 鏡 検 は 前 
同様 で も る 。 対照 は 前 多 置 を 同様 に し , Pepton-Ringer 
氏 液 に 移し て か ら は 劉 検 時 人 外 は 38"C の 磐 卵 器 内 に 静 
置 し た 。 成 績 は 第 1 表 に 示し た 通り で , 対照 で も 脱 帝 し な 
いも の で は 振 沈 し て も それ に よ つ て 脱 鼓 が 助長 され る と 
球 う こと は 見 られ な い 。 瓦 上 の 虫 卵 で 例 VITI, VIII, IX 
及び 試験 管 内 の 例 T IV で は 振 省 し た 場合 は 脱 帝 し た も の 
が 16 一 39 用 で あり , 攻 置 し た 場合 で は それ が 1222 用 
を 示 し た 。 こ の 様 な 比較 的 よく 脱 殻 し た 例 で は 振 肖 し た 
も の が 多少 高 率 に 脱 殻 し て 居り , 振 連 が 脱 帝 を 助長 し た 
mee これ ら の 例 で は 第 1 日 より 10 労 前 後 の 
脱出 仔 由 が 認め られ , 手 時 増加 し , 5 日 或 は 7 日 が 最高 
ーー - 何れ も 二 地 の 瀬 濁 を 来 し て いた 
が , それ は 綱 菌 の 増殖 を 来 し た た め と 思わ れる 。 そ の 他 
の 例 で は 9 完 或 は 6 錠 等 と い 5 脱 殻 率 を 示す こと が あつ 
た が , それ は 連続 的 に 鏡 検 時 仔 昌 を 認め た も の で は な い 。 
赤 同 一 二 杖 虫 卵 で 集 卵 後 の 強 塩 酸 ベ デシ ン 液 を 52 
Antiformin 液 30 分 間 作 用 と 負 た 本 伯 和 0 
類似 の も の で あつ た 。 

2) Pepton-Ringer 氏 液 , 
Ringer-DaTe 氏 液 で の 脱 殻 
人 工 胃液 及び 人 工 腸 液 を 用 いて も 殆 ん ど 脱 出し た 仔 虫 
は 見 られ ず , 赤 強 塩酸 ベ デ シン 液 を 作用 後 , Pepton- 
Ringer 氏 液 に 入れ , これ を 振 混 し た 場合 に も , 静 軒 し 
て も 脱 殻 する 様 な 少数 例 に 於 て 多少 よく 脱出 仔 昌 を 認 み 


Glucose-Ringer 氏 液 , 
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第 1 人 家 振 叶 の 脱 殻 に 及ぼ す 影 響 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 4 巻 * 征 1 号 








瓦 上 寺 養 虹 試験 管内 培養 昌 

5 生 上 滞 答 束 界 ーー レー レン ーー 

に 振 器 対照 振 叶 対 服 
1 0 3 0 0 
II 1 6 0 2 
EE 9 、 2 0 

IV 3 1 16( キ ) 12( 二 
V 0 0 1 0 
Vi 0 1 ょ 1 
VII 27(+) 18( 二 3 2 
VIII 17 ( 十 12 ( 十 ) 4 5 
IX 39(+) 22( 二 9 5 
1 0 


4 mm ee 


脱 殻 液 の 濁 。 数 字 は 脱 殻 仔 虫 数 の 
ト 中 卵 数 に 対す る 狐 





た 程度 で も る 。 そ こ で 瓦 上 , 石 表 斜 面 注 紙 上 及び 試験 管 
内 減 菌 水中 に 培養 し た 虫 卵 に つい て 何 の 処 置 も せ ず , そ 
れ ら を 0.05 及び 0.1 用 の Pepton-Ringer 氏 液 及び 
Glucose-Ringer 氏 液 並 に Ringer-Dale 氏 液 (何れ も 
pH 7.4 一 7.6) に 入れ て 脱 帝 を 試み た 。 

方 法 は 下 上 PKK 1 白金 耳 を , 
恋 試験 管内 滅菌 水中 の も る の は ビ ベ ペッ ト で 忠 罰 浮 渡 液 少量 
(0.1 ml 以下 人 ena 500 一 1000 個 ) を 上 記 の 液 に 
移し , 38*C 日 間 保 ち , その 間 , 1 日 , 2 日 , 5 日 
0 際 じ 。 民 MAR 1 卵 に つい て 無菌 試験 を し た 。 

の 脱 喜 試験 を 虫 卵 若 養 後 35>80 日 の 間 に 5 日 間隔 で 
大 中 10 回 行 つ た 。 


第 2 表 及 び 第 3 表 に 示し た の は 各 脱 殻 液 で の 最高 脱 殻 


率 で ある 。 全体 を 通じ て , 特に 注目 され る の は 先 つ 無菌 
的 に 弄 養 出来 , 脱 試 験 の 行わ れ た 昌 卵 で は 多々 ど 脱 殻 
し な いで , 最高 が 2 て 4 内 程度 で あり , Ne 


見 た も の は 笑 で あつ た 。 次 に よく 脱 帝 し た も の で は 最 店 
が 65 用 , 35 %, と 上 和束 を 示し て いた > ー 

の 様 な る の で は 各 脱 殻 液 と も 全部 脱出 仔 虫 の 存在 を 認 
め , Pepton 或 は Glucose を 加え た も の が Ringer-Dale 
氏 液 の み の も の より 多少 よく 脱 毅 し て い る か に 見 える 
が , 大 差 ほ な く ( 又 Pepton 或 は Glucose の 液 で その 
濃度 が 0.05 多 と 0.1 の も の 間 に は 差 暴 を 認め られ ず , 
何れ が 優れ て いる と は 革 え な い ), 耳 つ 各回 の 試験 で 騰 
殻 詩 に 高低 は あつ た も の ゝ 毎回 連続 的 に 脱 殻 し て いる の 
が 見 られ た 。 1 回 の 脱 殻 試験 に つい て 見 る と , 大 概 第 1 
日 は 8 一 15 多 程 度 を 示す も の が 多く , 時 に 35 以上 の 
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第 2 表 Pepton-R., Glucose-R. 及び 
Ringer-Dale 氏 液 で の 脱 殻 (その 1) 











中 。 擬人 
卵 9 Pepton Glucose Ringer 思 入 
I 2( 二 ) 0() 0 十 
II 65 ( 十 52( 十 ) 56 十 
 rHI 25 35 26 ー 
上 iV 0( 二 0( 十 ) 0 エ 
培 立 sg(+) 20(+) 25(+) 
壮 Vi 3 2 1 9 
語 VII 45 二 42( 十 ) 29( 十 ) 十 
卵 yrrr 40( 十 ) 24( 寺 ) 46( 寺 ) 十 
IX 0( 十 ) 0( 十 ) 0( 寺 ) 十 
X 2 0 0 ー 
1 0 0 0 ー 
石 II 2 0 0 ー 
本 3 2 ー 
面 IV 26(+) 30( 寺 ) 11(+) 
和 き V 2 0 0 we 
上 。 VI 34( 二 ) 32(+) 26 十 
ー VII 0 0 0 ー 
束 VIII 0O 0 0 ー 
卵 。 xr 16( 二 ) 20(+) 14 十 
半 。。 . 模 9 


補 中 (は 有 帝 の 濁 を 示す 


も の が ある 。 こ れ は 大 体 日 を 増す に 従い 順次 高く な り , 
5 日 目 が 最高 と な る こと が 多 か つ た 。 こ の 時 まで は 最も 
早く 脱出 し た と 思わ れる 仔 昌 が 形態 的 に は 変化 を 来 し て 
いて も , Mocha 2 日 目 が 最高 に な つ 
た 様 な 例 で は それ 以後 卵 内 仔 虫 も 脱出 し た 仔 虫 も 変性 す 
章 eS Se が 
り , 統 て 雑菌 の 混入 し た も の で あつ て , 脱 殻 液 の 著しい 
eeep 殆 ん ど 濁 を 見 な いも る の と が ある 
混入 し た 雑 次 は 程 菌 , 球菌 及び 役 等 種々 の も の ヵ Ci 
し , 従 つ て 脱 殻 液 に は 必ず 同一 の 菌 種 が 繁殖 する 
も の で は な か つた 。 表 上 或 は 石 菅 妊 面 減 ko 
が 堪 養 点 卵 と 共 在 し た 場合 に 虫 卵 の 発育 が 阻害 され た と 
思わ れる 例 は それ 程 多 く な く , 仔 虫 を 形成 し た 後に 卵 内 
仔 虫 が 変性 し 或 は 死す る こと も 殆 ん と ど と 起 ら な か つた 。 だ 
が 時 に 脱 鼓 液 中 で 雑菌 増殖 が 極度 に 害 作 用 を 与 を た の で 
は な いか と 思わ れる 様 な 場合 に も 遭遇 し た 。 即ち 球菌 の 
或 種 の も る の 赤 は 微 の 一 種 と 思わ れる も の 等 が 繁殖 し た 液 



























第 3 表 Pepton-R., Glucose-R. 及び 
Ringer-Dale 氏 液 で の 脱 殻 (その 2) 





人 汗 和 細菌 








界 Pepton Glucose Ringer 更 入 
I 0 0 0 a 
II 10(+) 10(+) 9 十 
III 0 1 0 ー 
IV 0 0 0 ー 
試 yY 0 0 0 ー 
験 Yi 0 0 0 ー 
管 vVrr 63 40 34 十 
内 yrrr o 0 0 結 
般 Trx 0 0 0 ー 
黄 。x 0 4 0 寺 
水 xn 12 6 4 十 
生ま 0 0 ー 
穫 xrr 0o 0 0 ー 
工 xiV 0 4 0 ー 
呈 。 xV 36(+) 38(+) 34(+) 
卵 xvr  o 0 0 
xVir 0 0 0 ー 
XVIII 0 0 0 ー 
xIX 0 0 0 ー 
XX 0 0 0 ー 
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表 中 () は 脱 殻 流 の 濁 を 示す 
で , 脱 鼓 開始 2 日 目 位 で 脱出 し た 仔 虫 も 卵 内 の 仔 昌 も 変 
性 し た も の が あつ た 。 然し な が ら 雑 菌 が 脱 殻 液 中 に 往 殖 
し 0: し 
肥 し , 脱出 し た 仔 昌 も その 液 中 で 5 日 間 は 生存 し て いる 
様 に 思わ れる 。 そ し て この 様 な 腕 殻 液 の 変化 が 何 に か 脱 
殻 を 誘起 し て いる 如く 見 えた 。 

次 に 雑菌 が 脱 殻 液 中 に 繁殖 し て も 全然 脱 殻 を 見 な い 例 

が あつ た の は 無論 の こと で ある が , この 場合 に も 卵 内 仔 


7 いせ 


が 変化 し て いる も の は 案外 少く 。 代 検 上 無 の 腕 
中 の 虫 卵 と 殖 ん と 同様 の あの が 多 か つ た 。 

3) 顕 虫 仔 虫 の 脱 受 方 法 

前 述 の 様 な よく 脱 殻 し た 虫 卵 に つい て 観察 する と , 仔 
虫 が 卵殻 か ら 脱出 する 方 法 は 大 場 , 豊田 , 稲 留 (1930), 
栗栖 (1982), O'Connor 等 の 記載 し た と ころ と 大 概 同様 
で あり , 仔 虫 は 2 通り の 方 法 で 脱 殻 する 様 に 思わ れる 。 
第 1 の 方 法 は 卵殻 の 一 部 が 消失 し て , 最 内 層 が そこ より 
突出 膨 際 する も る ので, この 一 層 は 柔軟 膜 様 の 感じ で , 仔 
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昌 は 成 に 運動 し これ を 破 つ て 脱出 する 。 仔 昌 脱出 後 の 
卵殻 を 見 る と , その 脱出 口 は 次 第 に 消化 され て 出来 る が 
如き 感じ を 受け る も の で あつ て , ビ ベ ペッ ト 或 は カバ ー ダ 
ラス 等 の 機械 的 刺 埋 で 卵 毅 に さけ め を 生じ , 脱出 し た 場 
合 と は 明 に 異な る 。 こ の 様 な 脱出 口 は 大 部 分 卵 帝 の 極 に 
近い 部 位 に 出来 る が (第 1 図 の A, B, C, D), 電 田 の 報 
告 に 見 られ る 小 孔 と の 関係 は 明 に 出来 な か つた 。 時 に は 
極 の 中 間 の 側 方 の 一 部 分 に 同様 の こと が 起り , 仔 昌 の 脱 
出す る の が 見 られ た (第 1 図 の E)。 第 2 の 方 法 で は 卵 愛 
全体 が 一 層 の 非 薄 な も の に な る 。 そ れ は 極め て 柔軟 で 仔 
由 の 体制 に 略 ょ 一 致し て , 長 卵 円 丈 葉 は 不正 円 形 等 種々 
の 卵 形 に 変り , その 一 部 が 裂 開 し て 仔 昌 が 脱出 する も の 
で ある 。 こ の 方 法 の も の は Pitts の 報告 し た Antiformin 
と 荷 性 ツ ソーダ の 混合 液 で 卵 帝 を 溶解 し た も の ヽ 脱 帝 と 似 
て いる (第 1 図 の F, G)。 





これ ら 2 方法 に よる 脱 殻 は 虫 卵 の 培養 を 暴 に する も の 
に 別々 に 起 る こと も あり , 同 - Mo * 同 時 に 見 られ 
る こと も あつ た 。 恋 同一 二 養 虫 卵 を 用 い , 数 回 の 脱 殻 試 
ReIcMeazm+ の ot の 2 て 回 を 増す 
毎 に 第 2 の 方 法 で 脱衣 す る も の が 増加 し た 場合 が あり , 
wi 
法 に よる も の が 高 率 で あり , 5 日 に は 第 2 の 方 法 の も の 
が 著 明 に な つて , その 間 に 移 行 が 見 られ , これ ら 2 方 法 
が 全 類 列 々 の も の で は な く , 一 連 の も の で ある 様 に 感じ 
られ た に 例 も あつ た 。 和 括 的 に 云え ば , 第 1 の 方 法 は 脱 帝 
液 の 潤 濁 を 殆 ん ど 見 な い 場合 に , 赤 第 2 の 方 法 は 脱 鼓 液 
が 著しく 潤 濁 し て 来 た 場 合 に 主 と Bcc 
る 。 休 数 匹 の ラッ テ 及 び マ ウス に 同一 虫 卵 を 与え た 場 
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(に, oo 
が 観察 され 
4) Penicillin 及び Streptomycin に よる 雑菌 の 増殖 
抑制 と 脱 帝 。 
菌 が 二 養 虫 卵 と 混在 し , 脱 殻 液 中 に 増殖 し た 場合 に 
前 述 の 如く 相当 高 率 に 脱出 仔 則 が 存在 し た も の が あつ 
た が , この 雑菌 増殖 を Penicillin, Streptomycin 等 の 
生 物質 で 抑制 し た 場合 は 脱穀 に 影響 を 及ぼ すか 否 か を 
観 才 する た め に , 0.1 Pepton-Glucose-Ringer 氏 液 
に 種々 の 濃度 に 此 等 を 注入 し , 脱 殻 を 行 つ た 。 使用 昌久 
は 石 衝 面 減 紙上 或 は 試験 管内 の も の で 蔽 養 日 数 0 
84 日 の も の で ある 。 Penicillin は 1.0ml 中 200, 500, 
1000 単位 と し, Streptomycin は 1.0ml 中 0.2, 0.5, 
1.0mg と し , 両者 を 併用 し た 。 脱 殻 試験 , 鏡 検 等 は 前 
述 の も の と 同様 で も る 。Penicillin 及び Streptormycin 
を この 程度 の 量 用 いた の で は 顕 虫 に 附 論 し て いる 可能 性 
の ある 菌 に すら 充分 で な く , 了 華 つ 実 験 室 で 操作 中 に 混入 
る 雑菌 を 繧 て 発育 阻止 出来 る と は 思わ な い が , これ ら 
を 高 単位 用 う る こと は 雑菌 の 計 を 500 する と 同時 に , 
その 毒 位 が 卵 内 仔 虫 に 作用 し , 稲 留 の 実験 に 於 ける 
Santonin 或 は Macnin の 如く , 脱 帝 を 抑制 する こと が 
起 る か も し れ ぬ と 考え , 可 及 的 少量 の も の に より op 
間 , 雑 苗 の 増殖 が 抑制 され る こと を 期待 し た 。 
その 脱 成績 は 第 4 表 に 示し た 通り で ある 。 表 中 の 数 
は 各 5 日 間 に 於 ける 最高 脱 帝 率 で あり , ( ) 内 は 雑 
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第 4 表 Penicillin, Streptomycin に より 
雑菌 の 増殖 を 抑制 し た 場合 の 脱 帝 








塔 最 高 脱 殻 率 
人 宮 。 日 P.1000u. P. 500u. P. 200u。 


対 妥 
数 S. 1mg S. 0.5mg S. 0.2mg 対 時 





1 30 10 (一 ) 12 ( 二 ) 27 ( 填 ) 13 ( 十 ) 
II 36 14 (一 ) 31 ( 王 ) 28 ( 十 ) 23 ( 十 ) 
III 41 8 ( 土 ) 9 ( 十 ) 11 ( 十 ) 16 ( 十 ) 
IV 60 15 ( 士 ) 11 ( 十 ) 15 ( 士 ) 10 ( 填 ) 
V 62 37 (一 ) 34 ( 士 ) 25 ( 士 ) 24 ( 十 ) 
VI 66 12 (-) "7 (-) 5 (-) 9 (+) 
VII 7?70 2 (一 ) 2 (-) 5 ( 士 ) 3 ( 十 ) 
VIII 70 15 (一 ) 17 (一 ) 43 ( 王 ) 12 ( 十 ) 
IX 75 15 ( 主 ) 17 ( 王 ) 15 () 11 ( 十 ) 
諾 84 25 ( キ ) 14 や の 15 (+) 10 (+) 


表 中 P. は Penicillin, S. は ee 
( ) は 雑菌 の 状態 
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の 状態 を 示す も の で , ( 十 ) は 24 時 間 で 雑菌 が 増殖 し , 
脱 殻 液 が 滞 濁 し た も の , ( 土 ) は 5 日 まで に 多少 の 潤 濁 の 
現われ た も の , (一 ) は 全然 肉眼 的 に 変化 を 見 な いも の で 
ある 。 こ の 様 な 状態 に 於 ける 虫 卵 の 脱 殻 を 比較 し て も 明 

ほな 差 は 認め られ な い 。 雑菌 の 増殖 が 抑制 され て も 仔 下 
の 脱出 は 同 程度 に 起り , 培地 が 全然 注 湯 し な いも の で 37 
, 多少 潤 濁 を 来 し た も の で 48 用 の 仔 昌 が 見 られ る こ 
と も あつ た 。 

赤 、Penicillin 1000 u/ml, Streptormmycin 1.0 ェ mg/m1l 
程度 の 併用 で は 雑 の 増殖 を 抑制 出来 な か つた も の に 
Penicillin 2000u/m1l,。 Streptomycin 2.0mg/ml を 併用 
し , 雑 苗 の 増殖 を 阻止 し た が , 脱 殻 率 に は 同様 大 し た 差 
異 は 現われ な か つた 。 然し て , この 程度 の 濃度 で は 卵 内 
仔 虫 も 活 治 に 運動 し て 居り , 脱出 し た 仔 由 も 5 日 1 週 
間 は 生存 し て い る 様 思 われ た 。 

5) 無菌 培養 虫 卵 に 雑菌 を 移 殖 し た 場合 の 脱 帝 。 

無菌 的 に 上 養 出来 た 虫 卵 で は 脱 殻 試験 を し て も 殆 ん ど 
脱出 仔 由 を 認め ず , 反 つ て 二 養 中 或 は 脱 殻 試験 管内 に 雑 
上 が 存在 し た も の に 高い 脱 帝 率 を 示す も の が あり , 耳 つ 
Penicillin 及び vpnorvo で 脱 殻 液 中 に 増殖 する 雑 
菌 を 抑制 し た 場合 に も 相当 の 脱出 仔 昌 が 見 られ た こと 等 
か ら , 下 卵 を ps で 培養 し て いる 間 に , それ ら 雑 細 が 
及ぼ す 影 響 が 大 きい の で は な いか と 考え , よく 脱 誤 し た 
材料 に 繁殖 し た 雑菌 を 培養 日 数 16 一 65 日 の も ゃ の に 移植 

し , 一 定時 日 を 経過 し た 後 , 脱 帝 試 験 を 行 つ た 。 こ れ ら 
雑 苗 に は 前 に も 述べ た 通り , 種々 の も の が 混在 し て いた 
が , それ を 唯 盲 目的 に 移植 し た 。 方 法 は 石 菅 斜面 渡 弥 上 
の 忠 卵 を 数 白金 了 と り , 新しい 石 菅 衝 面 潤 紙 上 に 貼 布 

し , 了 赤 試験 管内 滅菌 水中 の も の は 忠 六 浮 済 液 0.5ml を 
他 試 験 管 に 移し , 減 菌 水 を 追加 し て , 対照 と し , 元 の 湧 
紙上 或 は 減 菌 水中 の も の に 雑菌 を 移 村 し , これ ら を 更に 
30 日 間 28"C に 保存 し , その 間 に 5 日 間 了 で 6 回 の 脱 殻 
試験 を 行 つた 。 但し, 石 門 終 面 洲 紙 上 例 1 及び 試験 管内 
減 菌 水中 例 1 は 移植 後 15 日 より 試験 し た 。 脱 殻 液 は 0.1 
多 Pepton-Glucose-Ringer 氏 液 で あり , 鏡 検 等 は 前 同 
様 で ある 。 第 5 表 の 成績 は 4 一 6 回 の 試験 の 最高 脱 殻 率 
で ある 。 試験 管内 例 I は 最高 25 用 を 示し た が , これ 4 雑 
菌 移植 後 30 日 に 行 つ た 成績 で ある 。 こ の 例 で は 15 日 , 
20 日 , 25 日 の 試験 も 15 多 前 後 の 腕 出 仔 虫 が 見 られ , 連 
続 的 に 脱 殻 し た 。 対照 で は 4 多 の 仔 虫 を 認め た の が 最高 
で あり , この 例 で は 明らか に 雑菌 の 影響 が あつ た 様 に 思 
われ る 。 舎 本 例 で 見 られ た 脱 殻 は 全部 第 1 の 方 法 に よる 
も の で あつ た 。 こ の 他 , 石 菅 薄 紙 上 例 II 及び 試験 管内 
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例 III, VI で 6 一 15 内 程度 の 脱出 仔 虫 を 移植 後 10 て 15 
日 より 連続 的 に 認め た が , それ ら 以 外 の も の で は 時 に 脱 
帝 し て も 各回 連続 的 な も の で は な か つた 。 


策 5 表 無 曽 政 に 雑菌 を 移植 し た 場合 の 脱 殻 


束 卵 。 養 最高 脱 殻 率 

















番号 日 数 | 移植 対 照 
石渡 1 16 1 0 
を 基 30 14 ・ 0 
診 紙 ”III 65 9 7 
1 16 25 4 
II 25 0 0 
記 \ 

IIT 25 11 0 
験 IV 36 15 3 
管 V 42 0 0 
有 VI 48 5 0 

VIr 56 10 0 
2 


トー) 


VIII 65 


| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
1 
| 
| 
| 
| 
| 


全体 を 通じ , 雑菌 を 移植 し て も , 結果 は それ 程 顕著 な 
も の で な く , 前 に 述べ た 雑菌 の 増殖 し た も の で 高 率 の 脱 
帝 を 見 た 場合 に 比 す る と , ほど 遠い 感じ が する 。 こ れ は 
移植 し た 雑菌 が 数 種類 の 混合 し た も の で あり , それ ら が 
増殖 する 割合 も , 環境 の 異 る に 従 つ て 異 る の は 当然 で あ 
り , その た め に 結果 も 赤 異 つて 来る る の と 考え られ る 。 

6) 単 一 細 苗 及び 微 の 影響 

無菌 二 杖 虫 卵 に 雑菌 を 接種 し , 脱 毅 を 見 る 様 に な つた 
例 も ある が , 大 部 分 は 余り 良好 な 成績 で は な か つた 。 そ 
こ で 操作 中 に 混入 を 予想 され る Escherichia coli( 3 株 , 
Ei, Es, Es), Bacillus subtilis (B.s.), Pseudornonas 
cyanogenes (P.c.) 並 に 前 述 試験 管内 雑菌 か ら 分 離し た 
Gram 陽 作 の 大 杏 芝 (B.p.) , Gram 陰性 の 短 本 菌 (B.n.) 
及び Mucor( 毛 徹 , M.) 等 を 単 一 で 用 い , 略 ょ 前 同様 の 
実験 を し た 。 虫 卵 は 塔 養 日 数 47 一 60 日 まで の 試験 管内 
減 苗 水中 の も の で , これ ら を 各 10 本 の 試験 管 に 分 け 
滅菌 水 を 夫々 約 2ml に な る 如く 追加 し , それ た 各 菌 を 
接種 し (1 本 は 対照 で 無菌 ), 更に 28?C に 20 日 間 保ち , 
その 間 に 5 日 間隔 で 4 回 の 脱 殻 試験 を し た 。 各 菌 は 東 卵 
と 減 菌 水 の み で 栄養 に 乏しい も の に 接種 さん た の で ある 
が , 5 日 目 に は Mucor で は 白色 の 雲 状 浮 洛 物 と し て , 
赤 そ の 他 の 菌 で は 極め て 僅 に 潤 濁 が 認め られ た 。 脱 殻 液 
は 0.05 錠 及 び 0.1 Pepton-Glucose-Ringer 氏 液 で , 
脱 殻 方 法 , 鏡 検 等 は 前 同様 で ある 。 脱 殻 液 に 移し て 24. 































































第 6 表 単 一 の 細菌 及び 徴 を 移植 し た 場 








合 の 腕 帝 








0 


家中 ( ) は 股 帝 


す 前 の も の ヽ 率 


時 間 後 に Mucor 以外 は 液 の 潤 濁 を 来 し た 。Maucor は 
24 時 間 で は 白色 毛 状 の も の が 涯 消し て いる の が 判る 程 
度 で あり , 48 時 間 で 雲 状 の も の と し て 明瞭 に な り , 管 底 

と 沈 湯 し て いた 。 Ma 幸 に つい て 見 る と , Esch- 
erichia coli 2 及び Gramn 陰 吐 の 短 欄 閑 で は 時 に 2 多 程 
度 の 』 RW Mucor の 他 は 脱 殻 に 影響 し た 
と は 思わ れ な い 。Mucor で は 最高 32 用 を 示し た も の が 
あり , 耳 つ 殆 ん CPKtoretee 0 脱穀 率 は 各 
回 毎 に 高低 が あり , 汰 次 増加 する も の で は な か つた 。 そ 
し て 膨 殻 液 に 移 hr Mucor の 繁殖 と 何 に か 関係 が 
ある 様 に 見 えた 。 対照 で は 仔 虫 の 脱出 し た も の は な い 。 
第 6 表 に 示 し た 成績 は 4 回 の 試験 の 最高 脱穀 率 を 示す も 
の で あり , 赤 (  ) 内 の 数 字 は 薄い 和 柔軟 な 一 層 の み で 購 
まれ , 脱 殻 する 寸前 と 思わ れる も の ヽ 率 で ある 。 

次 に これ ら 細 菌 及 び 役 等 の 増殖 が 卵 内 仔 虫 に 及ぼ す 害 
作用 で ある が , 0.05 及 び 0.1 Pepton-Glucose-Rin- 
ger 氏 液 に 貸 殖 し て , 5 日 間 位 で は 仔 虫 は 卵 帝 内 で 活 洪 
に 運動 し , 死 せ る も の 或 は 性 し た も の 等 は 見 当ら な か 
つた 。 何 前 記 以 外 に Proteus vulgaris, Staphylococcus 


albuS, ty haemolyticus 等 人 に つい て は 0.1 


宗 及 び 0.5 多 Pepton-Glucose-Ringer 氏 液 に 島 殖 し た 
程度 で は < 人 は ょ 見 られ な か つた 。 Staphylococcus 


aureuS 及び Staphyiocoocus citreus で は 0.1 の 液 で 
は 多少 , 0.5 央 液 で 卵 内 仔 虫 は 相当 運動 不 活 治 に な り , 
変性 し た も の も 見 受け られ た 。 但 し, Proteus vulgaris 


以下 の 菌 で は 脱 殻 を 試み た の が 2 回 で ちる た めそ の 彰 響 
は 明確 で な い 。 
7) Mucot を 繁殖 させ た 脱 殻 液 で の 脱 鼓 。 


顕 虫 卵 に 対し Mucor は 何等 か の 影響 を 与え , 仔 虫 の 
脱 殻 を 容易 に する こと が 明か に な つた の で , 更に Mucor 
を 繁殖 させ た 脱 殻 液 で 無菌 培養 虫 卵 の 脱 殻 を 試み た 。 

1 Pepton-Glucose-Ringer 氏 液 に Mucor を 移植 
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ad 2(42) 






し , 28"C 2 日間 培養 し た も の に 菩 養 日 数 65 日 の 虫 卵 を 
入れ , 脱 殻 試験 を し た 。 こ の 際 Mucor は 前 に も 述べ た 
如く , 白色 雲 状 の 浮 漠 物 と し て , 液 中 或 は 管 府 に ある 。 
脱 殻 成績 は 第 7 表 の 通り で , 1 日 後に は 5 一 13 5 程度 の 
仔 虫 が 認め られ , ke s 5 日 目 が 最高 と な り , 35 辺 の 脱出 
仔 虫 を 見 た も の が ある 。 対 陣 は Mucor を 接種 し な い 脱 
有 帝 流 の も の で あり , し た も の を 全然 認め な か つた 。 
5 日 目 の 鏡 検 後 脱 帝 液 の pH を 測定 し た が , Mucor を 
筐 殖 さ せ た も の で は 7.2 の も の が 6.4ー6.6 程度 に 変動 
し て いた 。 

筑 7 表 Mucor を 繁殖 きせ た 脱 殻 液 
で の 騰 殻 (その 1 ) 





0 E な mW き yr 才 ッ き 
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3 お 5 償 "ああ 9 和夫 0 8. 倉 . 人 の 6 
35 。 0 3 0 29 0 的 9 5 6 


os rl 


Le 所 - 葛 滞 て 。 6.4 6.6 


次 に 0.1 用 及 び 0.5 用 の Pepton-Ringer 氏 液 , G1- 
ucose-Ringer 氏 液 , Pepton-Glucose-Ringer 氏 液 及び 
Yeastextract-Ringer 氏 液 の 腕 殻 液 に 28?C2 日 間 Mu- 
cor を 繁殖 させ , それ ら に 培養 日 数 55 一 85 日 まで の 忠 卵 
浮 涯 液 約 0.2ml を 注入 し , 各 液 に 於 ける 脱 殻 状態 を 観 
祭 し た 。 第 8 表 に 示し た の は 0.5 欠 溶 液 に 於 ける 最高 脱 
受 許 で ある が , Pepton-Glucose-Ringer 氏 液 及び Yeast 
extract-Ringer 氏 液 で は Mucor の 抽 殖 も Pepton 牙 
は Glucose 単 味 の も の より 良好 で あり , その 溶液 内 に 
於 ける 仔 昌 の 腕 出 率 も 赤 最 高 52 用 或 は 48 用 と 高 率 を 示 
し た 。p 是 は 表 に 見 られ る 通り 7.2 の も る の が 6.0 一 6.4 
と 可 成 り の 変動 を 示し て いる 。 

この Maucor の 繁殖 し た 液 中 で の 脱 殻 方 法 は 各 液 と も 
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第 8 表 Mucor を 繁殖 きせ た 脱 殻 液 で の 脱 殻 (その 2) 














培 最 腕 帝 率 

答 号 月 Pepton- Yae6 P.-G.-M 

数 Tepton Glucose の ee extract 上 K 浴 
に 人 ンー pH to pH 。 pH pH 
1 55 0(20) 6.8 0(3) 6.8 0(52) 6.4 3(65) 6.4 2 6.8 
II 56 0( 3) ク 0 ヶ 2(80) ヶ 8(40) 2 4 ヶ 
III 56 0(15) ヶ 0 ク 0(10) ヶ 0(47) ク 0(20) ヶ 
IV ・ 記 5(20) ヶ 0(④) ヶ 35 ク 48(30) 6.2 0O( 8) ヶ 
V 65 18( 6) ヶ 0(8) ク 10(66) 6.0 35(60) ヶ 0 ヶ 
VI 65 0(57) ヶ ク レン ヶ 32(9) 6.4 8(32) 6.4 0(25) 7.0 
VII 65 906 効 。 あ 0 0 ヶ 52 6.0 4(43) ヶ 2 ヶ 
VIII 75 0(35) 6.8 12 ヶ 24(38) し 5(27) し 0 6.8 
IX 85 6( 3) ヶ 8 ヶ 11 (35) ヶ ーー 8 ヶ 
文 85 10《 2) 70 0(7) ク 7(42) 7.0 ーー 10( 2) ク 








表 中 P.-G.-M. 上 浴 は Pepton-Glucose-Ringer 氏 液 に Mucor を 抽 殖 きせ た 上 渡 で ある 


( ) は 脱 殻 士 前 の も の ょ ゝ 率 


路 ょ 同様 で , 1 日 或 2 日 目 に 見 られ る の は 殆 ん ど 第 1 の 
方 法 に よる も の で あり , 5 日 に な る と 第 2 の 方 法 即 ち 卵 
殻 全体 が 非 に な つて 脱 殻 する 虫 卵 が 増加 する 様 で あつ 
た 。 赤 こ の 実験 で は 脱出 仔 昌 を 殆 ん と 或 は 全然 認め な い 
も の で も , 卵 帝 の 一 部 或 は 全体 が 非 薄 に な り , 卵 内 仔 東 
る 活 洪 に 運動 し , 脱出 する の で は な いか と 思わ れる 貼 卵 
が 多数 に 存在 し た 。 併 し それ ら の 材料 を 5 日 後に 続け て 
観 窪 し て も 余り 脱出 し た 仔 昌 を 認め る こと が 出来 な か つ 
た 。 そ し て 遂に は 変性 し た 。 早期 に 脱出 し た 仔 虫 は 5 日 
位 は 形態 は 多少 変化 し て も , 生存 し , 運動 し て いた 。 

更に Mucor を 増殖 せしめ た 液 の 上 溢 の 脱 殻 に 対す る 
作用 を 検討 し た 。 即ち 0.5 辺 Pepton-Glucose-Ringer 
氏 液 に Mucor な 接種 し , 28*C 2 日 間 培 養 し た も の を 
可 及 的 菌 系 等 を 入れ ぬ 様 に 遠心 沈 湯 営 に 移し , 2, 000 回 
転 5 分間 の 後 , 静か に その 上 溢 を 他 試 験 管 に 移し , その 
も の で 東 卵 の 脱 帝 を 行 つ た 。 時 に 8 一 10 の 脱出 仔 虫 を 
見 る こと が あつ て も , 全体 を 通じ 前 述 の も る の と 比 す る と 
余り 良い 結果 で は な か つた (第 8 表 )。 

以上 の 成績 に 見 られ る 様 に , Mucor を 繁殖 させ た 沙 
液 中 で 最高 52 と い 5 高 幸 の 脱出 仔 虫 を 認め , 又 そ の 
上 澄 を 用 いた 場合 で も , 10 多 度 程 の 脱 殻 率 を 示す 場合 が 
あぁ る 一 方 , 全然 脱 殻 し な いも の 或 は 相当 の 率 の も の が 脱 
芝 途 中 の ま ょ ゝ 経過 する と いう こと は , 忠 卵 が 虫 体 か ら 産 
出さ れ た も の で は な く , 人 為 的 に 採取 され た も の で あ 
り , 駐 虫 体 個体 の 差 が その 大 き な 要因 で ある と は 思う 
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が , 同時 に 本 実験 の 如く , 試験 管内 で 虫 卵 が 培養 され て 
いる 間 , 引 続 い て 滅菌 水中 に ある と いう 不 自然 さも 多少 
影響 が ある の で は な いか と 思わ れる 。 そ れ を 改変 する こ 
と に より ら か で も 脱穀 率 を 晶 め る こと が 出来 る の で は 
第 9 表 Mucor を 筑 殖 きせ た 腕 殻 液 
で の 脱 殻 (その 3) 








測 克 上 濾 枯 上 そこ エ 
I 53 0 0 0(6) 0 
TI 53 62) 0 0 0 
II 53 0(5) 17(2) 14(3) 12(25) 
IV 60 10(7) 0 0(3 0 
V 60 0(12) 0 16(15) 0 
VI 75 1(6) 2(④ 5(4) 5(8) 
VII 75 0(?) 0 0 0 


VIII 85 0 0 15( 1) 8 


表 中 ( ) は 脱 殻 士 前 の も の ょ ゝ 率 
な いか と 考え , 減 苗 水中 の 養 日 数 53 一 85 日 の 虫 卵 を 
試験 管内 渡 紙 上 或 は 寒天 斜面 上 に 散布 し , 5 日間 10*C 
の 氷室 或 は 28"C の 映 卵 器 内 に 放 暑 し た 。 対照 は 滅菌 水 
中 に 28?C で その ま ょ ヽ 保 存 し た 。 こ れ ら に 前 同様 0.5 
Pepton-Glucose-Ringer 氏 液 に Mucor を 繁殖 させ た 上 
澄 を 注入 し , 脱 毅 を 試み た 。 成績 は 第 9 表 に 示し た 如 
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く , 寒天 斜面 上 28"C5 日 間 の も の で 1416 程度 に 脱 


帝 し て いる も の が あり , 多少 よい か と 思わ れる が , 滅菌 
水中 に あつ た も の で も 12 狐 の 脱出 仔 虫 を 認め て 居り , 
大 差 は な か つた 。 


実験 に 使用 し た Mucor は 通常 の 如く , 酵母 エキ ス 寒 
天 に 繁殖 させ た も の で な く , 脱 殻 液 と 同じ も の に 移植 継 
代 し て あつ た も の で , 毎回 菌 の 一 部 を と つ て 移植 し 
た 。 赤 Mucor を 接種 し た 後 28*C で 筐 殖 さ せ , 虫 卵 の 
脱 殻 に 用 う 5 る まで の 時 日 に つい て も 調べ た が , 5 日 位 ま 
で 2 日 の 場合 と 仙 殖 状態 も 大差 な く , 脱 殻 に 及ぼ し た 影 
響 ふ 余り 違 は な か つ ヵ この 微 が Mucor に 属す る も の 
で ある こと は 東大 応 ) H 徴 物 研究 所 飯塚 助教 授 の 御 教 示 
に よ つ た が , その 種 に つい て は 未だ 決定 を 見 て いな い 。 

休 本 実験 中 , 昭和 29 年 8 月 中 旬 よ り 9 月 下旬 ま で の 
間 に , 何 の 多 置 も 施さ な か つた 滅菌 水中 に , 無菌 的 に 菩 
養 し て いた 試験 管 76 本 の 内 7 本 の 試験 管 に 10 一 30 程 
度 の 脱出 仔 昌 が 存在 し て いた 。 こ れ に つい て は 現在 検討 
中 で ある 。 

考 抽 及 び 総 括 

虫 仔 虫 の 脱 殻 機転 に 関す る 研究 報告 は 多く , 種々 な 
方 法 に よる 人 工 的 野 化 脱 帝 が 行わ れ て いる 。 豚 虫 卵 で 
は その 人 工 的 な 自然 (生物 学 的 ) 脱 殻 の 容易 で な いこ と が 
坂元 , 中 井 , Pitts 等 の み で な く , 豊田 の 論文 の 一 端 か 
ら ゃ 探知 出来 る が , 仔 虫 を 得る 目的 で その 試験 管内 脱 殻 
を 行い , それ が 如何 に 困難 な も の で ある か を 痛感 し た 。 
即ち 人 工 胃液 及び 腸 液 等 に よ つ て は 殆 ん と ど 脱 芝 す る も の 
を 認め ず , 赤 強 ee デシ ン 液 或 は 5 Antiformin 液 
を 作用 させ た 後 , me と えて も その 結果 は 他 の 方 
法 に よ ょ つて emm 腕 殻 する 様 な 虫 卵 (12 一 22 2 

の 場合 に , 多少 効果 が あつ た と 思わ れる 程度 で も つた 
(16 一 39 用 )。 赤 豊 田 が 推 賞 する 稀 薄 な Pepton 或 は 
Glucose の 溶液 中 に 入れ て 脱 帝 を 試み た が , 無菌 的 に 菩 
養 出来 た 虫 卵 で は 殆 ん ど 脱 帝 せ ず , 稀 に 脱出 仔 虫 を 認め 
て も 最高 が 2 て 4 を で あつ た 。 この 場合 で も 時 に よく 脱 
帝 す る も る の を 見 る こと が あり , 最高 10 一 65 少 を 示 し た 。 
この 如き 忠 卵 で は Ringer-Dale 氏 液 の み で も る 略 ぇ 同様 
な 成績 が 得 られ , 同一 虫 卵 で 10 回 の 脱 殻 を 行 つ た が , 
答 回 多少 の 高低 は あつ て る 連続 的 に 脱出 帝 虫 を 認め る こ 
と が 出来 を 。 こ れ ら の も の は 脱 殻 液 の 著 し き 油 濁 を 示す 
も の と , 殆 ん ど と 潤 濁 を 見 な いも の と が あつ た が , 無菌 試 
験 の 結果 は 何れ も 雑菌 の 混入 が 明か に され た 。 何 仔 下 が 
卵殻 より ) Yo の ーー 了 それ は 2 通り の 方 
法 で 行わ れ て いる が , 従来 報告 され た も の 及び 動物 の 腸 
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管 で 見 られ る も の と 同様 の も の で あり , 所 調 生 物 学 的 な 
脱 殻 で も る と 思わ れる 。 雑菌 が 混在 入 殖 し て も 全然 脱 帝 
し な か つた 昌 卵 が あつ た の は 無論 の こと で ある 。 

湘 菌 の 繁殖 に よる 腐敗 が 顕 虫 卵 の 発育 を 抑制 する こと 
は 土橋 (1932) に より 報告 され て いる が , その 混在 する 雑 
画 の 種類 或 は その 増殖 程 放 に よ つ て は 卵殻 の 諸 性 状 に 何 
等 か の 変化 を 与え , 赤 卵 内 仔 虫 に 対し その 代謝 物 が 重吉 
と な り , 脱 帝 に 好 結 果 を 来 す 様 な た こと も 起 る の で は ある 

`\ か 。 事実 , 塔 養 中 に 雑菌 が 混在 し た 時 で も 差し て 忠 

Na 赤 よ く 脱 殻 する 虫 卵 で , 
脱 殻 液 中 の 雑菌 増 殊 を Penicillin 及び Streptomycin 
で 抑制 し た 場合 に も 略 * 同 程度 に 脱出 仔 虫 を 認め , 脱 殻 
液 が 軽度 に 潤 濁 し た も の は 他 に 上 比 し て 多少 よく 脱 帝 する 
様 な 傾向 が あめ つた 。 そ し て それ ら 雑 菌 を 無菌 培養 足 卵 に 
盲目 的 に 移植 し た 実験 で は , 移植 後 10 一 15 日 より 余り 
和 高 率 で は な い が (6 一 25 2), 連続 的 に 脱 殻 し た 例 も あぁ 
る 。 

そこ で 操作 中 混入 を 予想 され る Escherichia coli ( 3 
株 ), Bacillus subtilis。 Pseudormonas cyanogenes 並 
に 前 述 雑菌 中 より 分 離し た 2 種 の 本 菌 及び Mucor 等 を 
用 い , その 単 一 の も の が 脱 帝 に 及ぼ す 影 響 を 検 べ た が , 
明か に 脱 殻 に 好 結 果 を 与え た の は Mucor の み で あつ 
た 。 Mnucor を 移植 し た 例 で は 各回 連続 的 に 脱 殻 する 様 
(に な り , 最高 は 32 ダ で あ も つた 。 これ ら 単 一 細菌 或 は 役 
の 筐 殖 に よる 審 作 用 は 0.05 一 0.1 用 Pepton-Glucose- 
Ringer 氏 液 に 繁殖 し て 5 日間 位 で は 全然 認め られ ず , 
この 他 Proteus vulgaris, Staphylococcus albus, St- 
reptococcus haemolyticus 等 も 0.5 狐 Pepton-Gluc・ 
ose-Ringer 氏 液 に 繁殖 し た 場合 に は 同 様 害 作 用 を 現 わ 
さなか つた が , Staphylococcus aureus, Staphylococcus 
citreus で は 忠 卵 に 相当 の 変化 が 見 られ た 。 

然し て He \ は , それ が 虫 卵 の 
塔 養 中 に 及ぼ す も の より も ゃ 脱 殻 液 に 於 ける 繁殖 の 状態 と 
関係 が あ Pe で , 実験 の 結果 は 0.5 衝 Pepton-Glucose- 
Ringer 氏 液 或 は Yeast extract-Ringer 氏 液 に 抽 殖 し 
て 2 と 5 日 を 経過 し た 状態 の も の が 顕 虫 仔 虫 の 脱 殻 に は 
適し て いた 様 で あり , その 時 の これ ら 脱 殻 液 の pH は 
7.2 か ら 6.0 一 6.4 に 変動 し て いた 。 Mucor の 代謝 物質 
は 各種 に つい て 明 に され て いる が , 宮路 (1953) に よれ ば 
役 は 二 養 基 , 培養 条件 等 に より 著しく 形態 を 変化 する と 
去 わ れ , その 形態 的 変化 と 同時 に 諸 種 代謝 も る 変化 する の 
で は な いか と 考え られ , 耳 つ 本 Mucor は その 種 も 不明 
で ある の で Mucor の 往 殖 が 怠 虫 仔 虫 の 脱 帝 た 影響 を 与 
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えた の は 如何 な る も の で ある か を 推測 する の は 早計 で あ 
る と 思う が , それ は Mucor の 産出 する 酵素 の 卵殻 に 対 
する 作用 に よる より は 蜜 ろ Pepton 或 は Glucose 等 脱 
愛 液 中 の 成分 の 分 解 産物 の 蓄積 或 は 酸素 の 欠乏 , 又は 
pH の 変動 等 の 理化 学 的 刺 閉 が 卵 帝 を 通し て 適度 に 仔 昌 
に 働き ( 脱 帝 途中 の ま ヽ 経過 する も の で や が て 変性 する 
も の が 多い 場合 も ある ), 脱 帝 を 起 さ し め る の で は な い 
か と 想像 する 。 

以上 より 私 は 顕 虫 仔 虫 の 脱 殻 に は 仔 昌 自体 が 星 盛 な 生 
活力 を 有する も の で ある 事 と , 同時 に 仔 虫 の 発育 が 完了 
する まで に と 卵殻 が 受け る 変化 及び 卵殻 を 透過 し で 作用 す 
る 諸 種 の 理化 学 的 刺 戦 の 度合 が 大 き な 要 因 で ある と 考え 
る 。 

稿 を 終る に 際 み 松林 教授 の 御 指導 , 御 校 半 , 浅見 護 師 
の 御 助 言 並 に 東大 応用 敏生 物 研究 所 飯塚 助教 授 の 御 助 力 
に 深 て 感謝 致し ます 。 本 論文 の 要旨 は 昭和 二 十 九 年 第 二 
十 三 回 日 本 寄生 下 学 会 総会 及び 同年 秋 の 第 十 四 回 日 本 寄 
生 躍 学会 東日本 支部 大 会 に 於 て 発表 し た 。 
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SuammmarY 


Bacteria-free cultivation of ascariS eggs wa4S 
tried on the purpose of obtaining bacteria-free 
jarvae. The larvae, however, did not hatch out 
in a sterile media. Effect of the bacterial and 
funguS contamination upon-the hatching WaS in- 
vestigated. Seven di 左 erent solutions were used 
as media to induce the hatching: 1) artificial 
gastric juice, 2) artificial intestinal juice, 3) Rin- 
ger-Dale solution, 4) pepton-Ringer solution, 5) 
glucose-Ringer Solution, 6) pepton-glucose-Ringer 
solution, 7) yeast-extract-Ringer solution。 Em- 
brionated eggs were put into these solution and 
kept in a 38?C incubator for 5-8 days in most 
cases。 Examinations for the presence of hatched 
out 1arvae were carried out from time to time 
during the incubation. 

Larvae hatched out rather in a few cases jp 
any of the media cited above, and in ahmost all 
cases in which fairly a large number of hatched 
out larvae were detected, bacterial contarnination 
was recognized. One each of pure cultures of 
several bacterial species together with 2 species 
of bacillus and 1 species of Mucor (molds) isolated 
frorn the contaminated media was added to the 
sterile media with which the embryonated eggs 
were incubated. None of the bacterial species 
seemed to promote the hatching of larvae. When 
incubated with MIucor, however, hatching occurred 
frequently. This e 邦 ect of Mucor upon the hatch- 
ing iS likely to be due to the accumulation of 
decomposed substance, low oxygen tenSsion and 
change of pH in the media, all of which were 
brought about by the growth of the molds. 
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緒 言 い 

終戦 前 後 か ら 急 に 激増 し た 本 邦 の 寄生 虫 保有 率 は , 各 
種 の 急性 伝染 病 減少 傾向 を 示し 初め た 昭和 25 年 頃 依然 
と し て 相当 ふえ つ ょ 和み 当時 寄生 虫 性 疾患 に も と 
づく 死亡 者 は 全国 で 1 ヵ年 約 8, 000 内 外 に 達する と 言わ 
れ た が , これ は 死亡 診断 書 に 明確 に 記さ れ た も の に 基く 
数 字 で , 実際 に は 上 過 ら く 数 倍 た な いし 数 10 倍 に 達する も 
の と 予想 され て いた 。 

寄生 虫 の 撲滅 は 根本 的 に は 糞便 中 の 虫 卵 の 撲滅 に あ 
る 。 然し 予防 の 一 つの 重要 な 手段 は , 有効 な 集団 駆虫 を 
し ば し ば 行 つ て 由 卵 保有 者 を 出来 る だ け 少 くし, 同時 に 
その 義 便 に よる 下 卵 の 撤 布 を 出来 る だ け 稀 薄 な らし め る 
事 で も る 。 そ れ の 基礎 と な る も の は 迅速 且 正 確 な 虫 卵 検 
査 で な けれ ば な ら な い 。 

私 は か ヽ る 見 地 に 立脚 し , 昭和 24 年 以来 当時 全く 社 
会 医学 的 に は 放置 され て 願 み られ な ヵ っ た 客 生 由 対 策 の 
基礎 を 把握 し そこ に ほど こす べき 対策 を 見 出し , 進ん 
で これ を 実施 せん と , 鋭意 愛知 , 村 阜 及び 三重 三 県 下 の 
人 口 集団 を 対象 に 寄生 虫 保有 状況 の 調査 に あたり , 正確 
有 目 迅速 に を モッ トー に し て 今日 に 及 ん で いる 。 こ こ に 昭 
和 25 年 より 昭和 29 年 に わた る 5 ヵ年 の 特に 息 天 県 全域 
に 理 る 寄生 虫 の 種類 , 慕 延 状 況 , 地域 的 特徴 , 年 次 的 推 
移 及 び 適 確 な 駆虫 対策 な ど に つき 報告 する 。 何 全国 の 窒 
生 昌 に B する 成績 は , 厚 生 省 大 官 房 統計 調査 部 発表 の 
衛生 年 報 ? 及び 厚生 省 衛 生 局 防疫 課 発 表 ? に よ つ た 。 第 
ー 報 で は 怠 虫 , 鞭 虫 , 東洋 毛 繁 線 虫 及び 時 昌 に つき , 第 
二 報 で は 多 虫 , 吸 』 業 線 虫 に つき 述べ る 。 





\。 条 息 及び 
検査 対象 及び 検査 方 法 

長野 及び 静岡 県 と 山 を も つて 境 し , 伊 
ら そ の 間 に 測 


愛知 県 は 須 阜 
ラ 流 及び 混 美 湾 等 に 面 する 長い 海 涯 線 を も ち 


7osZgz 人 27 の : The Epidemiology of Helrmin- 


thiasis in Aichi Prefecture (Report 1) Public 
陳 ealth Association 
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2 月 15 日 受領) 








尾平 野 が 横 わ り , 木 博 , 揚 斐 , 長良 , 矢作 及び 豊川 等 の 
河川 が これ を 5 る お し て いる 。 名 古屋 , 豊橋 , 剛 橋 , 一 
宮 等 の 大 都市 , これ に つづ く 工 業 地帯 , 工 漁 を 業 と する 
海 央 地方, 林 農業 に 従事 する 山岳 地 如 等 の 複雑 な 内 容 を 
持つ 息 知 県 下 全域 に わた る 昭和 25 年 より 昭和 29 年 迄 5 
ヵ年 間 の 対象 は 主 と し て 小 , 中 及び 高等 学校 生徒 で も る 
が 一 部 幼稚 園児 一 般 人 も 含ま れ 延 1. 806, 985 名 で ある 。 

検査 方 法 は 集団 的 な 検査 を し な けれ ば な ら な い の で 傘 
珠 法 を 採用 し た 。 即 ち 検 査 依頼 の あつ た 各地 に 出張 し て 
予め 指示 し て お いた 通り に 提出 され た 新鮮 な 材料 を 3 
石 大 酸 , グリ セリ ン 等 量 液 を 用 いて 硝子 板 に 浴 抹 し , 24 
x36mm 大 の セロ ファ ン 紙 を デッキ グラ ス 代 用 と し て 
お お い の ば し , 30 分 前 後 過 精 稚 に 鏡 検 し た 。 同一 個 便 に 
ヵ バ ー3 枚 の 検査 を 実施 し た 。 谷本 法 の 
砂子 デッキ 法 に まさ る こと は 先 に 報告 し た ゆ 。 

検 査 成 結 

和 29 年 度 愛 知 県 の 寄生 虫 卵 の 種類 及び そ 
の 保有 拉 

腸管 内 寄生 虫 の 保有 は いう まで も な く 義 便 中 の 貝 卵 の 
検出 に ・ に つて 確認 し て いる 。 検査 する 装 便 の 質 , 量 , 検 

査 技術 等 に より その 実際 の 慕 延 状況 と は 多少 の へ だ た り 
が ある こと は 事実 で ある が , その 要点 を 甘 銘 し 可 及 的 に 
向 度 の 技術 の で 親 度 ! し た . 震 1 , 先ず 現在 に 
お ける 和 愛 宮 県 下 の 腸 内 寄生 虫 の 慕 延 と お お む わ ね 家 知 
出来 る る の と 考え る 。 寄生 昌 保 有 ct "0 434.762 
名 中 129,301 名 で 約 30 に 当る 。 その 中 で 一 番 多い の 
は , や は り 鯛 虫 で 保有 者 は 107,722 名 で 検査 人 員 の 20 
多 を し め , 釣 虫 は 11,348 名 の 保有 者 が あり, 全 検 査 和 人 
員 の 2.6 に 相当 する 。 保有 実数 か ら み て 多い の は 鞭 虫 
(17,112 名 ), 暁 虫 (1,683 名 ), 東洋 毛 様 線 虫 (848 名 ) 等 
で 特に 双 昌 が か か 2 不 潜 で も こ れ だ け 検 則 され る の は 
注目 すべ き で ある 。 木 博 , 斐 川 流域 を 主 と し て 肝臓 デ 
スト マ も 多く , 駐 豊 川 流域 に は 横川 明 虫 も 著 明 に みとめ 
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筐 1 表 昭和 29 条 
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策 2 表 


保有 率 の 変動 
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愛 知 県 


保有 率 多 


検査 人 員 保有 者 








] ア Fr 礎 < 
昭 和 23 年 


ク 24 ヶ ク 

ヶ 25 ヶ 280,907 126,692 
ヶ 26 ヶ 307,964 136,988 
ヶ 27 ヶ 311.959 116,205 
ヶ 28 ヶ 345,768 96,780 
ヶ 29 ヶ 434,.762 107,722 


全 国 

検査 人 員 保有 者 人 有 ギア 

3.235,.986 2,302.251 71.1 

5,599.078 3,524,225 62.9 

45.1 7.026,499 4,185,757 59.5 
44.5 6,.552.143 3,612,134 55.1 
に 6,191.607 2,.991,701 48.3 
27.0 7,107,763 3,070,633 43.2 


20.4 








られ る 。 同一 人 で 2 種 以 上 を 有する も の も 少く な い 。 終 
rs の ど 100 の 保有 と 称 さ れ て いた こと か ら 考 え 
寄生 虫 の 種類 こそ 変 ち な い が 保有 率 を 補正 し て 考え 
ctmm り 減 少し て いる と 思わ れる 。 然 り と すれ ば 昭和 
25 年 検査 開始 当時 の 愛 5 べ き 慕 ee i か ら 如 何 な る 変 
居 を 和 FC 人 っ た の で ちろ ぅ か 。 以下 顕 虫 , 釣 虫 等 
の 種類 別に 成績 を あげ る 事 に する 
第 2 節 に vie 
1. 保有 幸 の 年 次 的 推移 
第 2 表 に 示す 通り 昭和 25 年 に は 45.1 少 の 保有 幸 を 示 
し た が これ は 全国 平均 の 59.5 用 に くら べ る と 低 率 で あ 
る 。 同 26, 27, 28 年 に は それ ぞ れ 44.5 狐 , 37.3 用, 
27 用 と 導 減 の 傾向 を 示し 同 29 年 に は 実に 20.4 多 迄 減 
少し て きた 。 こ れ を 厚生 省 の 集計 に な る 全国 平均 と 比較 
し て みよ う 。 喘 和 5 年 の 全国 保有 幸 は 50.6 用 で あつ た 
も の が 同 10, 15, 20 年 に は それ ぞ れ 42 め , 37.2 2%, 
40.2 辺 と 減少 の 傾向 に あつ た が , 終戦 後 急激 に また 増加 
し 昭 和 21 年 は 57.1 名 , 同 23 年 に は 実に 71.1 に 達し 
た な 。 和 た は 和音 び 謗 の 尼 が みえ て 62.9 多 , 続い て 同 
25, 26, 27, 28 年 に は それ ぞ れ 59.5 辺 , 55.1 狐 , 48.3 
劣 , 43.2 用 と な つて 現在 に いた つて いる 。 か く の 如 く 全 
時 i 和 1 25 年 以降 閣 減 傾向 に ある の と 軌 
一 弓 し て 奏 知 県 で も 減少 の 一 路 を た ど つ て いる わけ で 
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2. 顕 虫 保有 の 地域 的 分 布 


( 45 ) 


迫 知 県 が 長野 , 岐阜 , 両 県 に 接する 山岳 地帯 に ある 南 
北設楽 両 郡 及び 八 名 郡 は 7090 用 の 保有 率 が み ら れ る 。 
特に 北設楽 郡 で は 県 下 最 高 で 補正 を 考え れ ば 殆ど 100 内 
に 夢 延 し て いる と 思わ れる 。 測 尾 平野 に 位 する 中 島 , 海 
部 , 葉 栗 郡 等 は 50 前 後 , 三河 地方 の 安城 , 刈谷 地方 











で は 35 錠前 後 と 更に 低 率 と な つ て いる 。 以上 は 名 古屋 
市 が 45 の 保有 率 を 示 し た 崎 和 26 年 度 の 地域 的 分 布 で 
あぁ ある が , この 分 布 は 年 が 変 つ て も 変化 が な い 。 又 大 きく 
山 最 , ] Me 及び 海光 地 区 の 3 つ に 分 け そ れ ぞ れ に 市 街 地 
と 郡部 と に 分 け て 比較 し て 第 3 表 に 示 し た 。 県 下 を 通じ 
策 3 表 地域 的 分 布 
地 区 市 郡 数 牌 均 市 街 地 郡部 
出 岳 地 帯 2 市 7 郡 50 外 38 56. 
在野 地 区 8 市 7 郡 条 44 44 
海岸 地 帯 2 市 4 郡 40 40 40 
全 県 12 市 18 郡 44 43 47 








) 僅か に 保有 率 が < ゝ 山岳 地帯 で は 
る 。 平野 , 海岸 で は 同一 の 保有 率 で あ 
る 。 山岳 地帯 が 一 番 高 く , し 海岸 地方 の 
保有 素 が 最も 低い 。 名 古屋 市 内 で は 中 川 , 港 区 方 面 の 農 
工業 地帯 が 最高 の 保有 率 を 示し , 次 は 中 , 東 熱 田 区 等 の 
商業 地帯 で , uc た 昭和 , 瑞穂 区 で は 一 
番 低い 保有 率 で ある 。 衛生 知識 の 高低 , 生活 環境 等 に よ 


市 衛 地 で は 郡部 よ 
この 差 が 著 明 で ある 



























つて お こる 差異 と 思わ れる 。 
3. 職業 別に みた 保有 率 
職業 を 組 維 , 重工 業 , 運輸 通信 , 軽工業 及び 慕 業 の 別 
に 大 別して 保有 率 を . 比 較 し た 。 昭和 28 年 度 に お いて 最 
高 は 農 業 の 65 で , 繊維 の 52 逐 , 重工 業 の 43 用 , 運 
輸 通信 の 38 用 と つ ゞ き 軽 工業 の 37 を が も つと も 低 幸 で 
ある 。29 年 度 に お いて も ゃ 慕 業 が 高 幸 で 運輸 運 信 が 最低 素 
を 示し て いる 。 土 に 接する 農業 に 多い の は 当然 で もつ 
, 炎 維 を 職業 と する も の で は 10 代 の 女工 が 多く その 
Ne 青 壮年 者 が 多い 関係 る も ある か と 思わ れる 。 
4. 年 齢 別に みた 保有 素 
昭和 25 年 で は 幼稚 団 喝 の 50 多 が 最高 で 小学 枝 生 徒 の 
47 用 , 中 学校 生徒 の 45 用 , 高等 学校 生徒 は 31 2 の 低 謗 
を 示 し た 。 昭和 28 年 で も 保育園 の 31.7 用 が 最高 , 小学 
校 30.1 用 , 中 学校 28.1 用 , 高等 学校 は 18.1 用 と その 
順序 は 変 ち な い 。 昭和 29 年 l で も $ る 保育園 の 29 を 最高 
に 高等 学校 の 17.3 が 最低 で 年 齢 の 若い 者 ほど 高い 保 
有 素 を 示す 。 県 下 の 飛島 村々 民 2,000 余 名 の 検便 を お こ 
な い 保有 率 と 年 齢 と の 関係 を 第 1 図 に 示し た 。 5 歳 以下 








年 齢 5 義 ] 銘 虫 


第 1 図 に 
感染 図 (100 人 中 感染 数 ) (昭和 25 年 調査 ) 








3 鑑 6 217 824 734 人生 44 455 


すけ 2 JJ すす ナ J せ 


て 
て 


69- 


こと 】 
で こう 


で は 45 多 以 上 と な り 6 一 11 歳 で は 最高 の 58 多 を 示し 

12 一 24 歳 迄 は 40 2 に 下り 25 歳 以上 は 凡そ 45 用 前 後 の 

保有 率 が 続い て いる 。 即 ち 学童 期 が 最も 感染 率 が 高い 。 
5. 季 別 感染 状況 


ーー 和 28 年 3 月 に か け て , 山岳 地 杜 


学童 の 照 虫 卵 陽 転 者 211 名 を 観察, 月 別に 分 類する と 
5 月 11.8 少 , 7 月 9.0 少 , 9 月 15.6 用 , 12 月 35.0 錠 , 
1 月 22.7 用 3 月 5.7 用 で あり 
で 1, 9, 5, 7, 3 月 の 順 で を 


最も 多い の が 12 月 次 い 
ちる 。 魚 虫 卵 が 検便 に よ つ て 
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認め られ る の は 侵入 を うけ て か ら 約 2 ヵ月 内 外 と 考え る 
と , 寺 て 普 昌 卵 の 感染 を うけ や すい の は , 10 月 
ら 11 月 に か け て の 間 が 最高 で 次 いで 7 月 か ら 8 月 と 
な り , 1 一 2 月 カ wcues と を 示し て いる 。 昭和 28 年 
7 月 か ら 昭 和 29 年 5 月 に か け て の , 平野 地帯 の 学童 の 
台 虫 卵 陽 転 者 150 名 を 観察 , 月 別に 分 類する と 7 月 10.6 
錠 , 9 月 17.3 巡 , 12 月 30 錠 , 1 月 25.3 , 3 月 11.3 
錠 , 5 月 5.3 用 で あり 最も 多い の が 12 月 , 次 いで 1, 9, 
3 7, 5 月 の 順 で ある 。 感染 時 期 を 逆算 し て 調べ る と 平 
野地 帯 で 顕 虫 卵 の 感染 を うけ や すい の は 10 月 か ら 11 月 
に か け て PKPM 月 か ら 8 月 と な り , 3ー4 
が 最も 少 い こと を 示し て い 

っ 2 | 岳 地 和 T 平和 5 如 で も 昌 卵 感 
3 10-11 月 に か け て が 最も 多く , 次 いで 7 一 8 月 に 多 多 
い 。 帳 隔 陽 剃 で は ピン 2 平野 地帯 で は 3 一 
4 月 が 最も 少 い 事 を 示す 。 

6. 集団 駆虫 

児童 に 保有 率 の 高い 玉 虫 に 関し て は 社会 医学 的 見 地 か 
ら 学 校 に お ける 集団 豚 虫 を 考え ね ば な ら な い 。 勿論 学童 
の 務 虫 薬 服 用 と 同時 に 全 家 庭 の Ao cews 
を 測 来 る だ け 少 くし , その 開 便 撤 布 を 出来 る 
だ け 稀 薄 な らし め る こと が 必要 で ある 。 

有 激 虫 に 当 つ て は , アス カリ か 宇 
と し て 使用 し さら に サン トニ = ニン も 使用 し た 。 使 ) 法 は む 和 
通 食 後に 表記 の 量 を 服用 , 2 時 間 後に 下剤 使用 , 駆虫 薬 





第 4 表 集団 駆虫 の 効果 


了 用 胡 検査 陰 転 者 





駆虫 剤 の 種類 試験 対象 





g) 人 員 
(1) ヶ ン ト = ン 小 学校 0.06 82 お 
(② SE 小学 校 0.4 43 (69.8) 
3③) ッ 中 学校 06 32 66 
④ を 中 学校 0.6 35 (65 の 
⑤) ク 社会 学級 0.8 35 GA 





服用 後 14 日 | 後に 放 記 検査 法 に よ つ て 卵 陰 転 率 を 調 ら べ 
た 。 副作用 と し て は 摘 記 す る 程 の 閉 し いも る の は な か つ 
た 。 駆虫 楽 1 回 服用 後 の 駆虫 効果 は この 方 法 を 以 て し て 
は 表 に 示す 如く サン トニ ン の 59.7 宅 , アス カリ ドー ル 
「 ナ ガ 」 ア スキ ス の 69.8 一 91.4 狐 の 卵 陰 転 率 が 認め られ 
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第 5 表 駆虫 薬 の 一 定期 間 を お いた 連続 服 











用 効果 



















次 に 引 つ づき 何 回 繰り 返し 駆虫 剤 を 投与 し た ら 被 検 者 
が 完全 に 陰 転 する か を 知る た め に 駆虫 楽 服用 後 2 週間 目 
に 再 検便 を 実施 し , も し 卵 が 残 つ て いる 者 は 初回 と 同様 
の 服用 を その 場 で 実施 させ , 更に 2 週間 後に 同様 の 検査 
及び 服用 を 行 つ て 完全 際 転 を する 時 期 を 調べ て みた 。 即 


評 を 得 た 。 小 学校 生徒 の 例 で は 3 回 で も 務 虫 し きれ な 
か つた 者 が 40 名 中 1 名 有 つ た が , 頻繁 に 再 感 染 を うけ 
る 環境 に ある 児童 と も 考え る 事 が 出来 る 。 正確 な 検便 を 
基 に し て 務 虫 薬 の 14 日 間隔 の 連続 服用 は 副作用 な き 完 
全 な 販 虫 法 と 一 応 考 を えら れる と 球 え よう 。 
第 3 節 鞭 虫 に つい て 
凌 虫 は 愛知 県 で は 昭和 25 年 280.927 名 の 検査 人 員 中 
4,422 名 の 保有 者 が あり 1.6 用 の 保有 率 を 示し , 同年 の 
全国 平均 4.16 より 低 率 で ある 。 これ は 同 26, 27, 28, 
29 年 に それ ぞ れ 2.3 錠 , 3.37 , 3.75 , 3.93 と 活 
次 増加 の 傾向 に ある 。 全国 の 平均 は 昭和 23 年 3.235,986 
名 の 検査 人 員 中 145.588 名 の 保 Pa り 保 有 素 は 4.48 


22.5 錠 , 大 阪 府 下 の 41.8 央 , 神戸 の 22.9 用 , 和歌 山 , 


AV 区 は 稀 薄 で ある と 思わ れる 
, 一 個体 に お ける 鞭 虫 の 寄生 数 が 少 い た め 検 軸 減 少 の 
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に 当 つ て いる 。 そ の 後 は 4 て 5 の 間 を 上 下 し て 現在 29 年 又は 1.0 2 
に いた つて いる 。 江 ロ ? は 終戦 後 の 鞭 虫 は 京都 市 内 の 接する 東 春 日 井 郡 


存在 が 可能 な こと 


る と 山 量 地方 の 北 , 


グチ ーー 
用 を こえ る 高 率 で 


こ 寺 
@⑫ の 
ち 


W 


: 層 
も の で か は , 


重要 な 要因 を な す 
第 4 節 東洋 毛 


3 中 幸 玉 六 ティ 』 服 用 量 全 ュ < 5 豆 ー jr 月 目 K 富 Ar 一 
馬 1 楽 対 銀 (g) 第 一 回 駆 申 率 間 隔 第 二 回 間隔 第 三 回 
ho テ ダ 」 小学 生 0.4 am=69.8 多 14 日 7/o=70 を 14 日 = 66 多 
②) ヶ 中 学生 0.6 295z 三 90.62 14 日 リ 78 8022 14 日 2/。 ニ 100 央 
を も 6 表 鞭 虫 保 有 次 的 推移 
愛 知 県 人 国 
検査 人 員 保有 者 保有 率 多 検査 人 員 保有 者 保有 率 叶 
昭和 23 生 3,235.986 145,588 4.48 
ヶ 24 ヶ 5.599.078 273.032 4.87 
ヶ 25 ヶ 280,927 4,422 1.6 7,026,499 292,381 4.16 
ヶ 26 ヶ 307,964 7,314 2.3 6.552,143 265,927 4.05 
ヶ 27 ヶ 311.959 10,545 3.37 6,191.607 294,431 4.91 
ヶ 28 ヶ 345,.768 12,.983 3.75 7,107,763 20,604 4.51 
ヶ 29 ヶ 434.762 17,112 3.93 


も 同時 に 考え られ る 。 然し 地域 的 に み 
南 設楽 , 東西 加茂 郡 の 保有 率 は 50 
ある が , 時 eo 


5 va 感染 率 の 差異 が 何 に 基く 


軽々 に 予断 を 許さ な い が , yt らく 地 


生生 3 回 , 2 週間 隔 で 連続 服用 で 全員 の 理 衝 8 境 の 相違 , 駆虫 施行 頻度 の 差異 も その 一 の 


で あろ うと は 考え 得 ら れる 。 


様 線 虫 に つい て 


東洋 手 様 哲 取 は 本 各地 に みみ られ , 全国 平均 の 保有 素 
は 昭和 23 年 は 0.52 妖 , 昭和 28 年 は 0.7 用 と な つて い 


る 。 殊 に 東京 地方 , 


れる 本 寄生 虫 は , 
に 


半 城 山口 , 福岡 諸 県 下 に 多く み ら 
投 知 県 で は 昭和 29 年 0. 19 2 ら と 非常 に 


低い 。 昭和 25 年 に 0.23 用 で あつ た も の が 昭和 27 年 に 


は 0.32 辺 を 示し 


H 下 や や 減少 の 傾向 を た ど つ て いる か 


に 看 取 さ れる 。 測 尾 平野 の 尾張 部 に ある 春日 井 市 は 他 に 


比 し て 濃厚 に 汚染 


され て お り , 昭和 25 年 に は 3.2 多 翌 


年 に は 3.7 2 に を 示し た , 昭和 27 年 に は 何 3.0 用 の 高 


率 を 示し た の が , 


昭和 28 年 に は まみ 多 洪 じ 更に 昭 


と を 制 る 傾向 を 示し つ ょ ある 。 又 これ 圧 隣 


は 所 詩 溢 汚 染 地 帯 の 保有 率 で ある が , 


更に これ に 接する 名 古屋 市 は 0.02 用 (昭和 29 年 ) と 県 平 


田辺 市 郊外 の 54.3 用 の 保有 率 で ある と いう 。 これら に 均 の 6 に 当る 低 率 を 示し て いる 。 


第 5 節 暁 虫 に つい て 
塗 抹 法 に よ る 暁 虫 の 愛知 県 下 の 保有 幸 は 昭和 25 年 
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第 7 表 東洋 毛 様 線 虫 保有 率 の 年 次 的 推移 





愛 知 県 


全 国 








検査 人 員 保有 者 保有 率 欠 


検査 人 員 保有 者 保有 率 外 





280,927 614 


が 326 タ 367 , 964 893 
グ 27 ヶ 311 , 959 1,.095 
ヶ 。 28 ヶ 345.768 953 


434,762 848 


0.23 用 


0.3 


3,235,986 16,851 0.52 


5,599,078 34,217 0.61 
7,026, 499 2 487 0.46 
6,552,143 30,534 0.46 
6,191,607 41.658 0.74 
7,107,763 50,258 0.70 








第 8 表 暁 虫 保有 率 の 年 次 的 推移 
愛 外 県 国 
検査 人 員 保有 者 保有 率 狐 検査 人 員 保有 者 保有 率 狐 
昭 和 23 3.235.986 。 28,220 0.87 
の まみ 5,599.078 42.392 0.75 
の 5 か 280,927 1.578 0.56 7,026, 499 32.628 0.46 
2 半 3 1 。 307,964 1.881 0.61 6,552, 143 34,193 0.52 
が "27 か 311 , 959 2,012 0.60 6,191.607 16,747 0.27 
ヶ 28 ヶ 345,768 1,.083 0.31 7,107, 763 26,757 0.38 
1 .683 0.38 


ッ 29 ヶ 434,762 


つづ く 昭 和 26, 27 年 に は 之 よ りや や 高 


昭和 29 年 0.38 用 と その 間 著 


0.56 用 を 示し , 
く 昭 和 28 年 に は 0.31 用, 
し い 差 を 示さ な い 。 この 傾向 は 全国 平均 保有 率 が 昭和 25 
年 以降 毎年 多少 の 動揺 を 示 し つつ も その 間 閉 し い 差 を 示 
し て いな いこ と と 軌 を 一 に し て いる 。 

明 虫 卵 は 塗 抹 法 に お いて は その 保有 率 は 上 記 の 如く 低 
率 で ある が , これ は 産卵 の 位置 的 関係 か ら 考 えて 正確 な 
実在 数 を 示し て いな いこ と は 明か で ある 。 そ こ で ビニ ー 
ル , 又は モロ ファ メンテ ー プ を 用 い , 北設楽 郡 の 小学 児童 
1,448 名 及び 社会 学級 成人 152 名 の 直接 肛門 周囲 検査 を 
お こなつ て みた と ころ , 学童 で は 82 に 当る 1186 名 , 
社会 学級 成人 で は 78 名 (51 用 ) の 陽性 者 を 検出 し えた 。 
即ち 皮下 の 寄生 率 は , 肛門 周囲 検査 所 に よ つ て の み 比 較 
的 正確 に その 実状 を 把 掘 し う る も の で あつ て , 同 法 に よ 
つて 。 愛知 県 下 に あつ て は , 現在 子 科 に お いて は 高 率 に 
慕 延 し て いる の みな ら ず , 成人 に も か な り 感 菜 を うけ て 
いる 者 の ある こと が 考え 得 ら れる 。 

総括 並び に 考 投 
直接 塗 抹 同 時 枚 法 に よ つ て の 検 卵 の 結果 に よれ ば , 昭 
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和 29 年 愛知 県 に お ける 寄 生 虫 募 延 状 況 は , 検査 人 員 
484,762 名 に 対し 約 30 用 の 寄生 虫 保有 者 が あつ た 。 未 だ 
昭和 29 年 度 の 全国 平均 は 発表 され て い な い が こ れ 人 和 の 
年 次 的 推移 か ら 老 察し て , これ より は 高 率 で あろ うと 思 
われ る 。 各種 寄生 虫 の 中 で は 顕 虫 め が 最も 広く 慕 延 し , 
凌 虫 , 釣 虫 な どこ れ に つぎ , 時 虫 , 東洋 毛 欄 線 虫 , 肝臓 
ジス トマ , 横川 吸虫 , 装 窟 , ナナ 条 虫 , 縮小 条 虫 等 も 
検出 され た 。 同一 人 で 2 種 の 寄生 虫 を 有する 者 は 全 保有 
者 の 7 用 に み ら れ , 3 種 を も つつ 者 381 名, 4 種 保有 の 者 
が 13 名 も あつ た 。 愛知 県 下 の 顕 虫 保有 率 は , 昭和 25 年 
の 45.1 巡 を 最高 と し て 滞 減 の 傾向 に あり , 昭和 29 年 は 
20.4 と 著 明 な 低 率 と な つた 。 この 傾向 は 全国 平均 の 最 
高 が 昭和 23 年 の 71.1 ダ で も あつ た も の が 年 を お つて 消 減 
し 昭和 28 年 の 48.2 辺 の 低 率 を 示す の と 軌 を 一 に し て い 
る 。 日 本 人 全体 の 生活 が 安定 し つ ょ あり , 脳 虫 の 励行 と 
衛生 生活 の 向上 の 結果 と 考え られ る 。 県 下 全般 に つい て 
市街地 は 郡部 より 保有 率 は 低く , 現在 ほ ゞ 戦前 の 状態 
に か えつ た と いえ よ 3。 文 北 南 設楽 郡 等 の 山岳 地帯 は 濃 
尾平 野 の 平地 * 区 や 海 党 地区 より 高 率 を 示す 。 業務 関係 
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, 軽工業 の 37 が 最低 で ある 。 土 に 接する 農業 従事 
0 \ の は 当然 で も る が , 繊維 業 従事 者 が つぎ に 多い 
の は この 職業 に 若年 の 女工 の 多い 関係 で も あろ 5。 年 齢 
的 に は 若年 者 に 高 率 で , 幼稚 園児 , 学童 で は 50 多 内 外 
の 保有 が み ら れ る の に , 高等 学校 生 で は 31 前 後に 減 
少し て いる 。 林 ?, 伊達 ? 等 も る ふれ て いる 如く , 免疫 の 
有無 , 感染 頻度 等 と 関係 し て か か る 年 齢 的 感染 の ちがい 
が ある と 思わ れる 。 感染 の 季節 別 観察 で は , 山岳 , 平地 
の 代表 的 小学 校 で 陽 転 者 を 月 別に みる と , 両校 と も 10 
月 か ら 11 月 に か け て 感染 者 が 最も 多い こと が み ら れ た 。 

この 結果 は 林 ?, 松林 等 の それ と 一 致す る 。 つい で 多 
い の は 7 月 か ら 8 月 に か け て で ある 。 予防 の 手段 と し て 
は 集団 駄 虫 を まず 考慮 し た な た けれ ば な ら な い 。 Sg 
た 
ほぼ 全 被 検 者 ご yo0 和 Ro 
MY か aa 来 さ な い 者 が あ 
る 。 こ れ は ある い は 感染 が 極め て 頻繁 で も る た めで は な 
いか と も ゃ 考え られ る が , 人 条 お 将来 の 検討 を 必要 と する 。 
虫 卵 険 転 後 の 虫 の 再 感 染 は 6 ヵ月 で 陰性 者 の 約 半 数 に 
みみ られ , 1 年 で 7 割 の も の が 陽 吐 と な る 。 し た が つて 胡 
知 県 の 状況 で は 年 に 少く と も 3 回 の 定期 検便 と 駆虫 薬 の 
徹底 的 服用 と が 必要 で ある 。 

鞭 虫 は 昭和 29 年 3.93 用 の 保有 率 で 幾 分 全国 平均 より 
低い が , 昭和 25 年 の 1.6 用 の 保有 率 か ら み る と 薄 増 の 
傾向 に ある 。 こ れ は 全国 平均 4.5 狐 前 後 で 推移 する の と 
異 の て いる 。 鞭 虫 卵 保有 率 は 山岳 地帯 で は 50 用 を こえ 
る が , 名 古屋 市 内 で は 1 巡 以 下 で ある と いう 状態 は 注目 
に 価 す る 。 

東洋 毛 様 線 虫 は 昭和 25 年 0.2 用 の 保有 率 で あつ た が , 
その 後 昭和 29 年 の 0.19 用 に いた る まで 著しい 変動 を 示 
し て いな い が , 概して 全国 平均 0.7 用 より は 低 幸 で あ 
る 。 県 下 で は 春日 井 市 は 濃厚 汚染 地帯 で , 昭和 26 年 に 
は 3.7 を 示 し た が , 29 年 に は 1 を を 割る 傾向 を 示 し つ 
つ あ る 。 人 お 名 古屋 市 は 0.02 用 の 低 率 で あつ た 。 

通 虫 は ば ビニール か セロ ファ ン テ ー プ に よる 肛門 周囲 検 
査 の 結果 学童 に 82 の 高 率 に 認め られ , 又 成 人 で も 可 
成り 感染 を うけ て お り 赤 木 り の 検 肛 成績 と ほ ゞ 同様 の 成 
績 を 示 し た 。 

結 論 

1) 愛知 県 た お ける 寄生 虫 保有 率 は 昭和 29 年 約 30 
で 普 昌 が 最も 多く , 鞭 虫 , 銘 虫 等 が これ に つぐ 。 

2) 久 中 の 保有 率 は 和 25 年 以来 薄 減 の 傾向 に あり , 
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昭和 29 年 20.4 巡 の 低 率 を 示し , 都市 より 山岳 農業 地 吉 
に 多く , 年 齢 的 に は 若年 者 に 高 率 で ある 。 そ の 感 菜 の 時 
期 は 10 月 か ら 11 月 に か け て 最も 多く 7 月 か ら 8 月 に か 
け て 次 に 多い 。 駆虫 は 2 週間 曲 で 3 回 検便 及び 駆虫 を 繰 
返す こと に より ほ ゞ 全員 の 陰 転 を 見 た , 又 再 感染 は 6 ヵ 
月 で 半数 に , 1 年 で 7 割 に み ら れ る 。 

3) 鞭 虫 は 人 国 平 均 よ 低い か 靖 増 傾向 に あり 
農業 地帯 に 多い 。 

4) 東洋 毛 様 線 虫 は 全国 平均 より 低く 壮 滅 の 傾向 に あ 
る 如く 看 取 さ れる 春日 井 市 附近 は 濃厚 汚染 地帯 で ある 。 
5) 明 昌 は 肛門 周囲 検査 法 で 学童 に 80 の 高 率 に 認 
め ら れ , 又 成 人 に も 可 成 り 感 染 者 が み ら れ る 。 

(主要 文献 は 第 二 報 の 後に まとめ る ) 


SummarY 


In Aichi Prefecture the rate of those habouring 
helminthes ova amounted to 30 of a1l population。 
those haboured Ascaris ova representing the hig- 
hest incidence among various helmminthes in 1954。 
The incidence of hookworm and whipworrn in- 
fection followed the former. 

The incidence of Ascaris infection in this pre- 
fecture was gradually decreased since 1951 and 
showed the lowest rate in 1954. Ascariasis waSs 
seen more in the hill and mmountain agricultural 
area than in urbae districts. Ascaris jnfection 
was seen to occur mmnost highly in Octover and 
November and then in July and August. To ob- 
tain the perfect expel of worrms SuccesSive three 
times stoll exarninations and administrations of 
anthelminthics should be done at the interval of 
two weeks. The rate of reinfection was amounted 
to about 50 老 after six months and 702 after 
one Year. 

The incidence of whipworm infection was low 
as compared to that in the total Japanese Dopula- 
tion but appeared to increase gradually. ItS in- 
cidence was chiefly seen in the hill and mountain 
agricultural areaS. 

The incidence ef zzc ん gs7 ケ の gy/24S の 77677272S WaS 
low as compared to that in the total JapaneSe 
population and appeared to diminisSh gradually. 
Its heavy infection focus was in the area of the 
City of Kasugai. To clarify the jncidence of 
threadworrmn infection the exarnination of anus 
was made and as the result of this 802 of school 
children was proved to habour thbis worm. Adult 
people habour it relatively in high percentage. 
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寄生 虫 握 滅 の 根本 は 糞便 中 の 』 ! 刻 の 反 濾 に ある こと は 
自明 の 理 で ある が , 予防 の 重要 な 一 つの 手段 は 集団 豚 虫 
の 冬 底 的 実施 及び その 予防 法 の 実践 に ある 。 そ の 基礎 は 
E 確 な 便 検査 に よる 下 引 の 検出 で な けれ ば な ら な い 。 
呈 和 25 年 以来 今日 迄 の 顕 虫 , 鞭 虫 , 東洋 毛 様 線 虫 及び 
暴 昌 に つい て の 検査 成績 . これ を も と に し た 対策 及び そ 
の 効果 な ど に つき 第 1 報 に 詳細 報告 し た 。 本 論 区 に お い 
で 摘 川 下 遇 , 肝臓 チ ス トマ , 条 昌 及び 糞 線 虫 等 
の 近 知 県 下 に お ける 慕 延 状況 , 年 次 的 推移 , 適切 な 撲 減 
対策 及び その 効果 な ど に つき 報告 し , 愛 知 県 に お ける 寄 
生 昌 の 疫学 的 研究 の 第 IT 報 と する 。 
検査 対象 及び 検査 方 法 
第 1 報 に お ける 検査 対象 及び 方 法 と 同一 で ある 。 多 昌 
卵 の 養 法 は 原田 , 森 法 ⑳ に ょ つた 。 即ち 水道 水 2 と 3 cc 
を 入れ た 試験 管 に 糞便 約 2g を 黄 抹 し た 漁 紙 片 の 未 端 を 
管 中 の 水 に 接触 し め 20 一 30"C に 1 約 適 間 お く と 欧 昌 
卵 は 昧 化し 他 由 は 』 


を 鏡 検 し た 必要 あれ ば ル ゴ ー ル 氏 液 で 固定 し て 4zc%7o- 


ミ こ 中 








f 水 柱 を 示 し て 水中 に あつ まる 。 これ 





SZ の 7 の 9 の zo7e77e /Wecg7oZ 2677CgS と を 鑑別 し た 
検 査 成 結 

第 1 節 釣 昌 に つい て 

(1) 銘 昌 保有 幸 の 年 次 的 推移 

昭和 25 年 愛知 県 に お い て は 検査 人員 280,927 名 中 釣 
東 卵 保有 者 は 16,235 名 で 5.8 少 の 保有 率 で ある 。 翌年 
は 307,964 名 の 検査 和信 員 に 対し 21,037 名 の 保有 者 が あ 
り 6.8 と や や 高 率 と な つた 。 第 1 図 に 示す 通り 昭和 25 
年 の 全国 平均 は 4.49 で あり 租 知 県 の 釣 虫 の 募 延 は や 
ゝ 高 率 な る か に 見 うけ られ る 。 然し 剛 和 26 年 を 最高 に 
し て 保有 率 は 示し 昭和 29 年 の 2.6 用 まで 





[ 減 の 傾向 を 


7os/ を Zzz 27o: The Epidemiology of Helrmint- 


hiasis in Aichi Prefecture (Report JI) Public 
Health Association 





に いた つて いる 。 こ れ を 厚生 省 の 全国 集計 に ょ る 銘 虫 感 
染 全 国 平均 と 比較 し て みる 。 即ち 昭和 23 年 の 全国 平均 
保有 率 は 検査 人 員 3.235,986 名 中 保有 者 は 117,023 名 あ 
り 3.61 用 で あつ た 。 翌年 は 多少 の 低下 の 感 を 示し た が , 
昭和 25 年 以来 は 保有 率 4.49 用 , 4.83 , 4.86 , 4.88 
ーー ゆる や か 
な カー ブ で は ある が , 全国 感染 平均 は むし ろ 増 の 傾向 
を 示し , 未だ 減少 0 みせ て いな い の に 押 知 県 で は 昭 


筑 1 図 移 虫 保有 率 の 年 次 的 推移 
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和 26 年 を 最高 に し て 目下 減少 の 傾向 を た どり , 全国 平 
均 以 下 を すす みつ ヽ ょ ある 。 

(2) 釣 昌 保有 の 地域 的 分 布 

暗 和 29 年 度 に お ける 鍋 昌 保有 状態 を 地域 的 に 観察 し 

る 。 山岳 地方 の 山間 工業 地 で ある Neueode 15 

の 最 生保 有 率 を 示し , 同じ く 隣 接 の 南 設楽 郡 は 10 
西 隣 の 東 加 茂 郡 の 10 用 , 濃 悔 平野 の 尾張 部 に あつ て 先 
に 東洋 毛 様 株 虫 の 濃厚 汚染 地 と し て あげ た 春日 井 市 の 
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策 1 表 釣 虫 保有 率 の 年 次 的 推移 
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矢作 川 の 下流 を し め , 
Thi 内 する 東 変則 和 の 北方 農地 の 常 
笠 は 7 一 9 用 の 保有 率 で ある 。 名 古屋 市 , 豊橋 市 等 港 , 南 及 び 北 区 で は それ ぞ れ 3.7 , 4.5 狐 , 
な 4 で 淡 汚 染 地 と 考え られ よ 


CRE す 如 く で 3 ある 。 








434.762 


留意 op ヽ Ri 寺 ko し め る 。 


平野 地区 及び 海 岩 地区 に 分 


10 等 が これ に つい で 釣 虫 の 濃厚 汚染 地 と 考え られ る 
水田 の 多い 幡豆 , 額田 郡 , 春日 井 び 熱 田 区 で 
び 2.3 を 示 し 大 差 は な い が , 


2.7 錠 , 1.2 巡 で あり, 


人 ん ecg7o ァ 72677C の 276S が 多 か い つた が , 


商業 地区 の 中 , 


愛 知 県 全 国 

栓 人員 保有 者 保 各 率 検査 人 員 保 Be 者 保有 率 
3.235.986 117,023 3.61 
5.599,078 197 ,339 3。52 

280,927 16,235 5.8 7,026,499 316,137 4.49 

307,964 21,037 6.8 6,552, 143 316,900 4.83 

311 , 959 15,150 4.85 6,191 ,607 301 , 410 4.86 

345, 768 12 ,739 3.68 7,107,763 347,266 4.88 

11 ,348 2.6 


び が 3.0 と いずれ も 高 近 を 示し 市 内 の 浅 有 法要 地 千 を た 


る 分 布 は 昭和 25 年 以来 年 し て いる こと が 明瞭 に みとめ られ る 。 
や で 昨 作 り 変 更 は みみ られ て いな い 。 た ゞ ヾ それぞれ (3) 県 下 に お ける 釣 虫 の 種類 
謗 の 装 減 が み ら れ る こと は 答 自 鈴虫 反 滅 に 次 第 に 本 邦 に お ロ る 釣 則 種別 は 昭和 初期 に は 北海 道 を 除き 


最近 で は 全 
じ 4zcy7os7o72 zo の ezg7e が 多く な つた よう 5 ei ら 
に ある Pa 郡部 と に 分 け て 比較 し て スス れ て いる 。 愛知 県 に お いて は 未だ この 方 面 の 調査 研究 は 


県 下 の 市 街 地 と 郡部 と で 満足 に な され て お 2 ん ぎ 人 に 最近 に お ける そ 
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愛 知 県 拉 る 地域 的 分 布 


子 / ) 馬 全 


は 全く な い 。 私 は 劉 ! 
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は 鯛 昌 で も みみ られ た 通り 後者 
最も 汚染 度 が 高く 


Ms られ よ 5。 次 に 
昭和 27 年 市 内 の 全 小 学 
な つた 成績 に ょ る と 住宅 地 で は ある が いく ら か の 虚 耕 者 


を も つづ 千種 , 昭和 及び 瑞生 の 3 区 の 狂 虫 保有 率 は 1.3 22 





平 均 
9.0 
6.1 
6.1 
6.8 


に 高 率 


, 海 岩 両 地区 で 


市 街 地 


。b 
7.0 
5.3 
6.5 


ミ で ある 。 山岳 地区 は 
で は 殆 ん と 差 が み 
ゝ 。 各地 区 別に 市 特 地 と 郡部 を 比較 し て みる と 
了 和 BE で は や は り 郡 部 の 方 が 市 街 地 よ り 高 率 で 
平野 地区 で は 逆 に 都市 部 に 多い 。 こ れ け は 平野 地 
区 に 春日 井 市 の 如き 特に 濃厚 汚染 地帯 を も る つ 為 の 結果 と 
古屋 市 に つい て 観察 し て みみ る, 


F 校 1 年 生 に つき 全員 検便 を お こ 


郡 


部 


9.8 
6.8 
っ 。 ま 


られ 得る 。 


(4) 職業 別に み 


農業 の 28.3 


( 51 ) 


厚 汚 染 地 区 の 学童 を 対象 に , 春 
旬 軸 の 125 名 の 保 和 用 及び 矢作 川下 小 地 区 の 98 
名 の 保有 者 に つき 釣 虫 の 鑑別 を 培養 法 に よ つ て 実施 し て 
みた 。 前 者 に お いて は 4zcy/osZo7z2 の ogezg7e の み を 
誕 明 し た も の 68 2, 
た も の 17 , そし て 両者 混合 し て いた も の 15 用 で あつ 
た 。 後者 で も 大 体 こ の 関係 は か わ つ て いな い 。 即ち 
用 zcy/os7 の 722 207e727e の 72 2, 人 ん ecg7oZ 777677C の 424S 
の み の 20 才 , そし て 両者 混合 
で あつ た 。 即ち この 結果 か ら 見 る と 徐 知 
4zcy/os7o722 の zz の ezg7e が 多く 夢 征 し て いる も の と we… 


た 鉛 貝 卵 保有 率 

職業 別に 釣 虫 卵 保有 状況 を 観察 する た め 全 被 検 者 を 職 
業 別に 農業 , 重工 業 , 軽工業 , 運輸 通信 及び 繊維 に 5 大 
別して みた 。 各々 の 銘 虫 保有 率 は , 昭和 29 年 度 に お いて 
が , 最高 で , 軽工業 の 16.9 , 
電工 業 の 14.8 狙 , 14.6 が こ 


ゥ アァ 
ーー 多 愉 


ん ecg7o7 7677cg22S の みみ 認め られ 


% め られ た PE 
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れ に つ ぎ 運 輸 通 信 関 係 が 





中 村 , 東 , 西 及 
は それ ぞ れ 0.6 多 , 1.8 狐 , 1.8 狐 , 1.1 久 
農工 業 地 帯 で ある 中 川 , 
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策 3 表 負 虫 の 集団 駆虫 (一 回 服用 ) 
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服 用 量 (g) 検査 人 員 陰 転 率 ( 狐 ) 





0.15X3 及 0.15X2 84 22 (26.22) 
0.15X3 及 0.15x3 86 43(50 用 ) 
0.2 X3 及 0.2 xX3 34 17(50 多 ) 


0.2 X3 肥 0.2 X3 91 48(52.7 用 





種 類 対 象 
アス カリ ドー ル 『「 テ ナガ]」 St 
リ アス キス 小学 生 
り ヶ 中 学生 
3) ヶ 中 学生 
4) ヶ 社会 学級 
ご 、 馬 較 5 


第 4 表 釣 虫 の 集団 駆虫 ( 三 回 服用 ) 


種 類 対 象 服 用 量 (g) 


デス カリ ドー ル 「 ナ ガ 」 


1) Ne 小学 生 0.15x3 及 0.15x2 
2 ヶ 中 学生 0.15x3 及 0.15x3 


策 1 回 第 II 回 第 III 回 有 ー 鞭 
陰 転 率 () 陰 転 率 ( 狐 ) 陰 転 率 ( め ) 5 


22/。4 王 26.2 39/』ー72.2 用 97js 三 69 狐 807。。=90 央 


337s6 王 50 狐 3/47ー78.722 7js ニ 77.8 837s6 ニ 96.5 央 





13 の 低 率 を 示 し て いる 。 土 に 接し 是 直 接 は だ を 土地 に 
ふれ る 職業 を も つ , 工 業 , 軽工業 , 従事 者 に 保有 者 が 多 
い の は 経 皮 感染 の 結果 に も と づく と 思わ れる 。 同様 な 維 
察 を 年 次 的 に お こなつ て みろ た が 昭和 25, 26, 27, 28 年 
度 に お いて も この 保有 状況 に は 変動 が か み ム られ な い 。 

(5) 年 齢 別に みた 鉛 虫 保有 状況 

顕 虫 寄生 状況 は 若年 者 (学童 ) に 高く 年 齢 の 進む に つれ 
少く な る こと は 第 1 報 で 述べ た 。 旬 昌 に つい て は これ と 
逆 の 関係 に ある 。 即 ち 昭 和 29 年 に お いて は 銘 虫 卵 保有 率 
は 高等 学校 生 3.0 2, 中 学校 生 2.6 用 , 小学 投 児 童 1.6 
錠 , 幼 航 園 児 0.9 用 と 年 齢 の 小 く な る に つれ て 低 幸 を 示 
し て いる 。 昭和 28 年 度 で も 高等 学校 生 の 3.5 用 が 最高 
で 中 学生 の 3.4 用 が 之 に つ ゞ き , 学童 で は 2.2 と 減少 
し 稚 園児 で は 1.6 用 の 低 保 有 率 と な つて いる 。 県 下 飛 
島村 ぇ 民 2.000 名 の 鉛 虫 久 保 有 成 績 は 第 1 報 に 図示 し た 
が , 5 歳 以 下 で は 2 労 前 後に 過ぎ な い の に , 2534 歳 で 
は 46 宛 の 最高 保有 率 を 示し て いる 。 その 間 6 一 25 歳 迄 
は 急激 な 高まり を みせ て お り , 35 歳 以降 で は 40 一 45 
の 間 の 保有 率 が つ ゞ く 。 こ れ は 壮年 者 が 銘 虫 仔 虫 に よる 
汚染 地 に は いる 頻度 が より 大 な る た めか ょ ゝ る 保有 状況 の 
差異 が か み ら れ た も の と 考え られ る 。 


(6) 釣 虫 の 集団 江 虫 

現在 の と ごろ 釣 虫 の 凡 虫 は 彼 底 を 欠い て いる 感 が あ 
る 。 銘 虫 卵 の 検査 が 極め て 困難 で も る こと その 為 に 忠 卵 
陽性 者 で も 治療 後 駄 陰 転 の 厳 需 な 検討 た く 放置 され 勝ち 
の こと , 忠 卵 保有 で あつ て も 軽 感染 者 に あつ て は 苦痛 が 
な いま ヽ 積 極 的 な 治療 を 行わ な いこ と , 一般に は 治療 に 
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は 長期 の 入院 と 経済 的 負担 が 少く な いこ と 等 が その 役 底 
を 欠く 理由 と な つて いる 。 一 方 その 予防 対策 も 同時 に 従 
来 適切 , 科 底 を 欠く う 5 ら み が あつ た 。 

私 は 昭和 25, 26 年 釣 虫 間 延 の 兆 が 認め られ た 以降 , 
鋭意 適 確 な 検査 を 強調 する 一 方 , 争 虫 に お ける 如き 集団 
駆虫 の 安全 且 有 効 な 実施 法 の 確立 を 志 し 次 の 研究 を 行 つ 
た 。 如 ち 釣 虫 濃厚 地 の 春 日 井 市 の 小学 生 及び 社会 学級 , 
岡崎 市 外 の 中 学生 及び 和 八 名 郡 の 中 学生 を 対象 に , アテ スカ 
リド ー ル 「 ナ ガ 」, アス キス を 用 い 第 3 表 に 示 し た 量 を 1 
時 間 の 間隔 で 服用 させ た 。 服 用 方 法 は 前 日 の 夕食 を 軽く 
と り , 翌朝 食 を 抜い て 登 技 させ 大 上 午前 9 時 項 検 者 の 面 
前 で 服用 させ 夕方 迄 その 一 般 状 況 を 監視 し た 。 休 服 用 後 
1 一 2 時 間 に 下剤 ぼ ビ サ チ ン 2 錠 を 与え た , 後 検便 は 14 日 
後に 実施 し た 。 副 作用 と し て は 軽い 頭痛 , 傘 遍 感 , 吐 気 
な ど が あつ た が 極め て 一 過 性 の る の で あつ た 。 陰 転 率 は 
小学 生 で 26.2 狐 , 両 中 学 及び 社会 学級 で は 50 多 以 上 で 
あつ た 。 そ こ で この 方 法 を 連続 繰返し て 実施 すれ ば 曳 昌 
に お いて 得 ら れ た 様 な 良い 結果 が 得 ら れる の で は な いか 
と , 次 いで 2 週間 隔 で 再 検 と 投 楽 と を , 繰返し て 3 回 実 
施し て みた 。 副 作用 と し て は 頭痛 , 修 意 感 の あつ た 者 85 
錠 , 吐 気 を 催し た も の 42 で あつ た が い ずれ も 一 過 性 
に すぎ ず 就 床 を 要 し た も の は 1 名 も る な か つた 。 陰 転 状況 
は 第 4 表 に 示す 往 り で , 2 週間 隔 で 検便 と 服用 と を 繰 返 
し た 場合 通 計 し て 小学 生 で 90 名 , 中 学生 で 96.5 の 完 
全 駆 虫 を 認め る こと が 出来 た 。 

第 2 節 横川 明 虫 に つい て 

愛知 県 に お いて は 昭和 29 年 検査 総数 434,762 名 中 
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第 5 表 横川 吸 時 


保有 の 年 次 的 推移 





愛 知 県 会 

検査 人 員 保有 者 保有 率 検査 人 員 

昭和 23 年 3,235,986 

ク ヶ 24 ヶ 5.559,078 

ヶ 25 ヶ “ 280,927 14 0.0049 7,026, 499 

20 誠 307 , 964 42 0.0136 6,552, 143 

本 あま 人 311 , 959 51 0.0169 6,191 ,607 

ヶ 28 ヶ 345,768 55 0.0159 7.107,763 
0.0204 


ヶ 29 ヶ 434.762 89 


第 2 図 愛知 県 に お ける 横川 吸虫 
肝臓 チュ スト マ の 分 布 状況 (昭和 29 年 ) 





つ 〇 横川 吸虫 メメ X 肝臓 デス トマ 


、 ジ トン トン 


名 の 横川 暖 虫 保有 者 を 見 出し た 。 保有 素 は 0.02 作 で 
2 昭和 25 年 以来 , 保有 者 の 数 も 14 名 , 多 名 , 55 
名 と 壮 次 増加 の 傾向 が み ら れ る 。 全国 平均 は 昭和 27 年 
0.03 乏 と や ゝ 高 率 に な つて いる が , 大 体 0.01 前 後 で 
推移 し て いる 。 横川 吸虫 の 第 一 宿主 は 河 具 子 で 第 二 宿 主 
は 鮎 其 の 他 の 淡水 魚 で ある こと か ら , 河川 に 深い つなが 
り を も つ 筐 で ある 。 第 2 図 は 息 知 県 に お ける 昭和 29 年 
PP し た も の で ある 。 即ち 豊橋 市 を 

流す る 豊川 の 流 大 が 最も 濃厚 に 分 布 し , 岡崎 市 を 流れ 
る 2 ぉ ぁ 分布 し , 他 に は 殆 ん ど み be Ne 
川 の 上 流 に ある 舟 落 村 で は 451 名 中 3 名 (0.7 ), 

て 干 郷 村 で は 10.5 これ に つ ゞ く 一 宮村 は の 
下流 の 石巻 村 で は 463 名 中 61 名 (13.1 2) の 保有 者 を 認 
め た 。 卵 を 認め た 者 の 中 に は 慢性 腸 カ タル を 訴え る 者 も 
少く な く , いずれ も 鮎 や 鯉 を 不 完全 な 調理 で 食し 感染 し 
た も の で ある 如く 思わ れる 。 
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第 3 節 肝臓 デス トマ に つい て 


保 有 


800 
717 
680 
644 
2,073 
915 


者 


国 
保有 率 多 


0.0247 
0.0128 
0.0096 
0.0098 
0.0335 
0.0128 





迫 知 県 に お ける 肝臓 デス トマ の 保有 率 は 昭和 29 年 


0.024 欠 を 示 も だ 


即ち 


検査 人 員 434, 762 名 中 106 名 の 


陽 作 者 で ある 。 昭和 25 年 に は 保有 素 は 0.0035 を で あつ 
た も の が 同 26, 27, 28 年 に は それ ぞ れ 0.017 用 , 0.04 


錠 を 示し 全国 平均 


コリ 2 だ 1 


笠 23 年 0.003 用, 昭和 28 年 0.01 


劣 と 対比 し で 大 差 を 認め な v \o 


「 まめ た に し 」 を 第 - 


と する 肝臓 ジス トマ は 特徴 ある 


は 第 2 図 に 示す 如く 


海部 郡 地方 に 最も 多く woe し , 


少く な い 。 木 壇 , 指 斐 , 


大 池 を も Par る ym 


を 概 便 た だ た た トッ 52 名 の 肝 臓 チ ス 


た 。 即ち 2.6 の 保有 率 で あ 
び 半 太 川 の 鯉 鯛 等 を 生食 し て お り 是 大 池 や 美 太 川 に は 
「 ま め た に し 」 が 多数 楼 島 し て いる こと を 認め た 。 又 木 


ま 川 等 
夫 , 操 斐川 等 に よ 


宿主 と し 鯉 科 の 淡水 魚 を 2 
分 布 が ふみ られ , 
木 二 , 提 斐 , 長良 の 三 朋 
その 外 矢 作 / 
: 川 の 下流 に あ 


1 
! 
1- 


リ 
T 
』 


第 二 和 宿主 
愛知 県 で 


の 下流 域 , 
| 下流 域 に も 
ちる 市 江村 は 


る が 全 村 民 1, 3 


@ ゐ っ わ 2) か * 
トマ 卵 保有 者 
e 保有 韻 ly の ヘー 


り 電 来 た デ ル タ 地 帯 に ある 


立田 村 , 七 


取 村 , 楠 , 長島 及び 伊 赤 島 の 5 ヵ 村 を 選び 般 底 的 肝臓 ジ 


スト マ の 検査 を 


行 つ て みた 。 
は , 長島 村 の 8.4 用 
は 共に 4.3 央 ( 前 者 で は 809 名 中 35 名 , 
名 中 145 名 ), 伊 上 島 村 で 


* は 3.3 内 


最も 保有 率 の 高 か つ た の 
237 名 中 20 名 ) で 楠 及び 七 取 両 村 
後者 で は 1,051 


(1,077 名 中 35 名 ), 


立田 ie 1.8 (223 名 中 4 名 ) で あつ た 。 木 合川 デル タ 

る 5 ヵ 村 の 合計 は 3,397 名 中 4.8 用 に 当る 139 名 で 
ム 還 で も 最高 の 濃厚 地 と 考え を られ る 。 こ の デル タ 地 帯 で 
は 「 ま め た に し 」 が 接 息 し , 川 魚 を 食べ る 率 が 最も 多く そ 
れ だ け 感 染 も 高い わけ で ある 。 伊勢 湾 に 面 する 伊 二 島 村 
この 地方 で は ふつ 5 海 魚 を 食し 
淡水 漁 の 生食 は あま り 行 わな い 為 で は な か ろう 


の 幸 が 多少 低 率 な の は , 


か 。 
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策 6 表 肝臓 チ デス トマ 保有 の 年 次 的 推移 


































愛 知 県 全 国 


検査 人 員 


保有 者 保有 率 検査 人 員 保有 者 保有 率 狐 
昭 和 23 年 3,235,986 102 0.003 
ヶ 24 ヶ 5,599,078 301 0.005 
ヶ 25 ヶ 280,927 10 0.003 7,026,499 322 0.004 
/ 26 ヶ 307,964 55 0.017 6,552,143 744 0.011 
KK 7 が 311 , 959 48 0.015 6,191,607 556 0.008 
ヶ 28 ヶ 345,768 142 0.041 7,107,763 748 0.010 

ヶ 29 


ヶ 434,.762 106 0.024 


第 7 表 条 虫 保有 の 年 次 的 推移 


愛 知 全 国 平均 
ES 保 有 者 
検査 人 員 ーッ クノ 検査 人 員 保有 者 
の 計 縮 小 ナチ ナチ ナ 無 釣 





昭和 23 年 3,235,986 328 
ヶ 24 年 5,599.078 1,055 
ヶ 25 年 280.927 417 50 367 2 7,026.499 1.846 
ヶ 26 年 307,.964 120 25 95 1 6,552,143 1,582 
ヶ 27 年 311.959 1585 32 126 0 6,191,.607 10,469 
ヶ 28 年 345,768 98 27 59 2 7,107.763 2.184 
ヶ 29 年 。 434.762 80 25 54 1 


第 4 節 条 昌 に つい て 穫 8 表 装 線 束 保有 状況 (愛知 県 ) 


8 | ッッ デ ニー シレ トン 4 y 科 次 y\ 条 U ミ 二 5 MM ム 、 ホー 析 9 上 時 記 も の まっ 
無知 県 トト に み られ る 委 則 は 炊 ed 縮 作 オ 時 カ コ 検 査 人 員 保 有 者 保 有 率 
で , 時 に 無 鍋 条 昌 が 見 られ る 。 無 釣 条 虫 保有 者 は 外地 か 証 ra 人 JR 

昭和 25 年 280,927 171 0.06. 


ら の 引揚 げ 者 が 多い よ 5 で ある 。 条 虫 寄生 率 は 昭和 25 


2 ヶ 26 ヶ 307,964 144 0.05 

年 0.14 の 保有 率 を 示 し た が 以後 は 藻 減 の 傾向 に ある ae ァ 311.959 228 0.07 

か か る 手 減 傾向 は , ね ずみ 退治 を ふく め た 衛生 生活 の 向 ヶ 28 ケ ヶ 345.,768 74 0.02 

上 に より 条 小 , 縮小 条 虫 の 感染 が 減少 し た 為 と 考え られ ヶ 29 ヶ 434,762 87 0.02 
る 。 全 国 平均 で は 必ず しゃ 愛知 県 に み ら れ る よう な 経過 FE ナー 区 不 
を た ど つ て お ら ず , 多少 と も 保有 率 が あがり つ ヽ ゝ ある よ この 率 を 維持 し て いる 。 全 国 的 に は その 他 の 寄生 昌 と 一 
ぅ うに みう けら れる 。 双 従 来 縮小 条 虫 な どの 人 体 寄 生 事 例 括 さ れ て いる の で 直接 に 比較 は 出来 な い が , 本 虫 は 佐 
は 一 般 に 少 いと 考え られ て いた が 私 の 検査 の 結果 で は 必 賀 , 熊本 , 鹿児島 等 に 多い と いわ れ , 近く で は 滋賀 等 に 
ず し も そう で は な いと 考え られ る 。 も み ら れ る 。 感 染 の 方 法 , 感染 後 の 体内 移行 は 大 体 釣 虫 
第 5 節 線 虫 に つい て の それ と 同一 で ある 。 先 に 述べ た 多 虫 の 保有 率 は 瀬 減 の 


日 本 各地 に 散発 的 に み ら れ る と い 5 義 線 虫 は 知 県 は 傾向 に ある か ら , これ に 働い た 有効 因子 が 全て この 糞 線 
0.02 辺 (昭和 29 年 ) の 保有 率 で 県 下 各地 に みとめ られ 昌 に 対し て も 働い た も の と 考え た い 。 
る 。 昭和 25 年 か ら 27 年 迄 の 保有 率 は 0.06 用 前 後 で あ 総括 並び に 考 接 
つた も の が 昭和 28 年 に は 0.02 と "/。 に 減少 し , 目下 愛知 県 下 の 鈴虫 保 有 率 は 昭和 26 年 の 6.8 を 最高 に 
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滞 次 減少 の 傾向 に あり , 昭和 29 年 に は 2.6 多 の 著 明 な 
低 率 と な つた 。 こ れ に 対 し 全国 保有 者 の 平均 は 昭和 23 
年 の 3.61 辺 か ら 治 増し 同 26, 27, 28 年 に は それ ぞ れ 
4.83 , 4.86 , 4.88 と な つて いる 。 両者 決 減 の 軌 
を 一 に し た 鯛 虫 の 場合 と は 異 る 傾向 と いえ る 。 愛知 県 の 
場合 は , 先 に も ふれ た 如く 県 下 全域 に る 検便 の 実施 と 
適切 な 駆虫 こと に 集団 江 虫 の 実施 及び これ に 関す る 衛生 
別 識 の 普及 な ど へ の 共 力 が か か る 尊 減 領 向 の 一 因 を な す 
も の と 考え た い 。 北 南 設楽 郡 や , 平野 地区 の 春日 井 市 等 
は 釣 虫 の 極め て 濃厚 な 汚染 地帯 と な つて お り , 矢作 川 流 
域 , 春日 井 市 に つら な る 附近 は 淡 汚 染 地 と 考え られ る 。 

古屋 市 内 で は 農工 業 地 で ある 港 , 中 川 , 南 及び 北 区 に 
著しく 慕 延 し , 住宅 地 の 千種 区 な ど に は 少 い 。 釣 虫 の 種 
類 か らい えば 濃厚 汚染 地帯 二 ヵ 所 に つい て の 成績 で は 
4zcy/os7o722 の zo の ez の 7e ( ヅ ビ ニ 釣 虫 ) が 60 以 上 で 
ん ecgZgz 7677C622S (アメ リカ 多 虫 ) は 約 30 宗 位 迄 の 募 
延 が み ら れ る 。 小林! は 中 部 日 本 に お いて は ヅ ビ ニ 銘 虫 


感 菜 者 は アメ リカ 釣 虫 感 泉 者 より 傍 か に 多い と いう 。 同 , 


様 な 成績 は 富山 や 兵庫 ゆ , 京都 》, 島根 , 鳥取 の 農 
村 %, 群馬 の 山間 地区 に お いて も 認め られ る 。 小宮 や は 
靖 玉 の 行田 部 落 こ お いて は 初め アメ リカ 釣 虫 が 圧倒 的 で 
あぁ つた が 冬期 集団 駆虫 を 繰返し た と ころ ヅ ビ ミニ 狂 虫 が 逆 
に 多く な つた と 報告 し て いる が 香川 県 で る 駆虫 の 結果 
アメ リカ 鉛 虫 は 全然 検出 され な く な つた 例 が ある 。 職業 
別 で は 土 に 接する こと の 多い 農業 従事 者 に 高 率 で 年 齢 的 
に は 幼 若 者 に 少く 年 齢 の 進む に 従い 高 率 と な る 。 顕 虫 が 
幼児 学童 に 割合 に 多い の と 送 の 関係 に ある ゆ 。 小 宮 和 の 
報告 に よる と 集団 駆虫 に よる 感 業 率 の 低下 は 幼少 年 者 及 
び 老 年 者 に 著しく 現われ る が , 壮年 者 に お いて は それ ほ 
ど 著 明 で な い 。 壮年 者 に お いて は 前 者 に 比 し て 集団 江 虫 
に よる 感染 源 の 稀 藻 化 , し た が つて その 感染 機会 の 減少 
以上 に , その 「 感 染 の 場 」 た る 畑 園 へ の 立入 り が 頻繁 で あ 
る と いう こと に ある と 考え られ る 。 

集団 駆虫 が 顕 虫 対策 の 重要 な 予防 手段 で あり 且 良 い 効 
果 を あげ て いる こと か ら す れ ば , 多 虫 で も 之 を 考 應 すべ 
き で ある と 考え , 主として アス カリ ドー ル ( ナ ガ ), アス 
キス を 使用 し て その 可能 性 を し ら べ た 。 月 曜日 に 早朝 検 
便 し 保有 者 に すぐ 服用 させ , 終日 看 視 し て 帰 え し 2 週間 
目 に 再 検 を お こなつ た 。 殆ど 副作用 な し に 26.2 一 52.7 
の 完全 駆 昌 の を みた 。 然 し 駆虫 の 目的 は 全 被 検 者 に 完 
全 駆 虫 を お こ な 5 事 を 必要 と する 。 即ち 再 検 査 の 際 , 卵 
が みとめ られ た も の に 直ちに 投薬 し , 2 週 後に 検便 し , 
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こなつ た と ころ , 3 回 目 に は 90 一 96.5 多 の 完全 駆 昌 を 
認め た 。 こ の 場合 一 過 性 の 副作用 し か 認め られ な か つた 
上 良好 な 成果 で あつ た こと か ら , 人 怖 重 な プ ラン を 立て 
周到 な 集団 駆虫 を 繰 返 す な ら ば , 経済 的 に も 肉体 的 に も 
著しい 負 担 を か けず に 有 虫 が 出来 . ひい て は 銘 虫 卵 の 撤 
布 を 稀 薄 に し 汰 次 之 を 撲滅 し 5 る と 考え る 。 之 に 関し 山 
田 は 四 人 塩化 エチ レン に よる 集団 駆虫 の 繰返し が 良い 成 
績 で あつ た と 述べ て いる 。 

横川 吸虫 は 迫 知 県 は 濃厚 な 募 延 地 の 一 つ で ある 。 大 
分 , 東京 , 徳島 , 兵庫 , 秋田 , 福岡 , 山口 , 千葉 等 が 比 
較 的 多く 検 届 され て いる が , 迫 知 県 は 更に 之 を 上 廻る 。 
と り わ け 豊 橋 を 流れ る 豊川 の 下流 域 に 濃く 募 延 し 矢作 川 
下流 に も 少く な い が , 全体 と し て は 導 次 増加 の 傾向 に あ 
る 。 横川 吸 虫 濃厚 感染 地 に は 河 具 子 が 棲息 し , 旦 鮎 等 の 
淡水 魚 を 生食 し て いる 人 が 感染 し て い る の は 当然 で あ 
る 。 

本 邦 に お ける 肝 吸 虫 の 淫 浸 地 と し て は か つて は 岡山 県 
児島 湾 地 方 が 極め て 濃厚 な 人 体感 染 地 で あつ た 。 宮城 県 
黄 重 地方 , 新潟 県 の 一 部 , 秋田 県 能代 川 , 八郎 濁 附 近 , 
関東 地方 と り わ け 霞 ヶ 浦 , 北浦 府 近 一 帯 , 富山 県 の 一 部 
滋賀 県 葬 琶 湖畔 , 貞 阜 県 の 濃 尾 平野 地方 , 広島 県 の 一 
部 , 佐賀 県 筑後 川 流 大 地 方 な ど , 概して 平野 沼沢 地帯 が 
その 淫 浸 地区 で ある ⑦。 肝 吸 昌 感染 者 は 県 下 で は , 木 
胃 , 指 斐 , 長良 の 三河 川 の 下流 城 及 び こ れ の 支流 域 に 多 
く 認 め ら れる 。 本 地方 に は 「 まめ た に し 」 の 本 鳥 が 認め ら 
れ 住民 は 淡水 魚の ュ イ , フナ の 生食 の 傾向 が あり 肝 吸 昌 
の 散 延 は 極め て 著 明 で ある 。 木 協 川 デ ル タ の 長島 村 は 
8.4 の 高 率 の 保有 考 が 認め られ , 隣接 の 桶 , 七 取 村 で 
も 4.3 の 保有 率 を 示 し た 。 一 般 に は ほとん ど 了 臨床 症状 
を 認め な い 程 度 の 軽 感染 者 が 多い 。 肝 吸虫 の 予防 の 重点 
は , 肝 吸 虫 の 発育 圏 の いち ば ん 容易 な 切断 と し て 湊 水 魚 
の 生食 を と りや め る と ころ に 軒 か れ て いる が , イヌ や ネ 
ュ が 保 虫 宿主 で も る こと を 考え る と 完全 で は な い 。 根 本 
的 な 一 つの 方 策 は 撲滅 し や すい 中 間 宿 主 を 根絶 や し に す 
る と いう 方 法 で ある 。 従来 その 第 1 中 間 宿 主 の 撲滅 に い 
ろ い ろ の 方 法 が 講 ぜ られ , その 一 つが 天敵 を 利用 する 方 
法 で ある が , 実際 に は 各地 で 最近 マメ タニシ が 減少 の 傾 
向 に あり 興味 ある 事実 と し て 注目 したい?。 

条 虫 は 和 抑 小 , 縮小 条 虫 が 主 で 外地 より の 帰還 者 に 時 々 
無 鍋 条 昌 が み られ る 。 縮小 条 虫 は 単に 寄生 し , 人 体 に は 
偶然 に 寄生 し 余り 多く な い 3 と 考え られ て 来 た 。 然し 松 
崎 等 めも いつ て いる 如く 決し て 稀有 の も の で は なく 大 竹 


虫 卵 を 認め れ ば 再び 投 業 と い ぅ 繰返し て の 集団 度 中 を お 箸 の 北部 埼玉 地方 の 成績 も これ を うぅ ら がき し て いる 
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し , 愛知 県 に も 相当 に みとめ られ る 。 又 ナナ 条 虫 も 応 の 
条 虫 と 考え られ る が 相当 数 に 見 出さ れる 。 然し 主 と し て 
涼 に 関係 を も つ 条 虫 は 近 時 滞 浅 の 傾向 に あり , 結局 上 渦 退 
治 を ふく め た 衛生 思想 の 向上 に よる も の と 考え る 。 義 線 
由 は 熱帯 及び 亜熱帯 に 広く 分 布 し , 日 本 に お いて る 各地 
散発 的 に み ら れ る が , 愛知 県 で は 現在 0.02 に 検出 
され る 。 南 九州 な ど に 多く , 近く は 滋賀 県 に み ら れ る が 
愛知 県 も 少く な い 。 感染 の 方 法 , 感染 後 の 体 内 移行 路 は 
大 体 鍋 の それ と 同 規 で ある が , 釣 虫 の 保有 率 は 最近 減 
少し つ ょ ある の で 同様 姜 線 虫 の 寄生 率 も 滞 減 の 傾向 に あ 
る こと を 思え ば 釣 虫 撲滅 に 働い た 有効 肉 子 が 当然 開 線 虫 
に も 作用 し た も の で あろ う 。 
結 議 

1) 愛知 県 で の 釣 虫 の 夢 延 は 目下 , 全国 の 滞 増 央 向 と 
こと な り 減 少 の 傾向 に ある 。 保有 率 は 全国 平均 以下 の 
2.6 (昭和 29 年) で ある 。 山岳 工業 地帯 , 春日 井 市 等 の 
濃厚 汚 楽 地 が 存在 し , ヅ ビ = 釣 虫 が 多く 慕 延 し , 土 に 接 
する 上 虹 業 従事 者 に 感染 者 が 多く , 幼年 者 に は 少 い 。 集団 
応 虫 を 2 週間 隔 で 連続 3 回 繰 肥 すこ と に より 完全 駆虫 が 
可能 で ある 。 - 2" 
2) 横川 表 虫 は 滞 増 の 傾向 に あり , 豊川 , 矢作 川下 流 
域 に 濃厚 に 分 布 する 。 

3) 肝臓 チ ス トマ は 木川 デル タ 地 帯 及 びそ の 附近 に 
夢 延 し , 汰 増 の 傾向 に ある 。 

4) ね ずみ に 関係 ある 縮小 , ナナ 条 虫 広く 分 布 す る 。 
然し 洒 減 の 傾向 を 示す 。 

5) 義 線 虫 も 釣 虫 と , 同様 次 第 に 減少 し つ ょ ある 。 
6) 積極 的 な 検査 法 及び 予防 法 に つき 考 宗 を 加え た 。 
む も わ す ぜ び 
迫 知 県 下 数 年 に わた る 寄生 昌 の 疫学 的 研究 を 行い , 咽 
虫 , 釣 虫 は 近年 汐 減 の 傾向 に ある 事 を 指摘 し , 又 肝 吸虫 
お よび 横川 吸虫 の 分 布 状態 を 明 に し た 。 又 釣 東 の 集団 駆 

昌 方 策 に つい て 攻 究 し た 。 
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SunmrmarY 


The incidence of hookworm infection in Aichi 
Prefecture was seen to decrease gradual1Y, reDre- 
senting 2.6 少 of all examined in 1954, which data 
was below the level of the saverage of the Japa- 
nese. The population of the hill and mmountain 
agricultural area and Kasugai City area were 
heavily infected. The majority of the infected 
was those professionally treating soil. ItS inci- 
dence was low among the children and the young. 
The species of hookworrmn was mostly 4cy/ の Ss792@ の 
zo9eZg/e. When repeating the mass treatrment 
for three timnes the worm was comptetely expelled. 

The incidence of MetagonismuSs was Seen to 
increase gradually and was distributed in Toyo- 
kawa area and that along the River Yahagi. 

The incidence of liver fuke was seen in the 
delta area of the river Kiso and appeared to in- 
crease gradually. The incidence of 万 ye の 7e カ ZS 
2746 and 万 y22. 9 の 272722672 were distrib:ted widely 
but were seen to decrease. The incidence of 
S72 の gy7 の の es s/ezco/27zS waS Seen to decrease as 
that of hookworrmn. 
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北米 産 肺 吸虫 Paragonimus Kellicotti に 関す る 研究 
特に 糞便 内 虫 罰 排 出 状況 に つい て 


檎 川 宗 雑 
国立 公衆 衛生 院 


(昭和 30 年 2 月 22 日 受領 ) 


Paragonimus kellicotti Ward, 1908 は , Ward(1894) 
が 北米 ミシガン に 於 て 猫 の 肺 臓 か ら 発見 し た の が 最初 で 
その 後 全米 各地 の 各種 の 動物 即 も, 豚 , 犬 . ミン ク , マ 
ワイ ルド キヤ ッ ト , 山 甘 ,。 イタ チ , アナ グ 
マ 及 び カ ワッツ 等 か ら 報告 され て いる 。 然し 人 体 寄 生 例 
と 。 し で 継 kz 

日 本 及び 東洋 各地 に みみ られ る P. westerrmani Brawn, 
1899 Cee 本 種 と 近似 し て いる の で 両者 
の 暴 同 に つい て 長く 論議 さ れ て 来 た 。 即 ち Ward 及び 
Hirsch (1915) 等 は , 本 種 成虫 の 大 き さ , 形態 及び 皮 科 の 
排列 の 状況 か ら , Paragonimus westermani と は 別種 
で ある こと を 主張 し た が , 小林 晴 治 郎 (1918) は Ward 
及び Hirsch に よ つ て あげ られ て いる 両 種 の 異同 は , 個 
体 差 の 中 に 含ま れる と し て , 両 種 を 同一 種 と し て Par- 
agonimus westermani と 呼ぶ べき こと を 主張 し た 。 そ 
の 後 Ameel (1934) は , 0 排列 の 差異 は 種 の 同定 
の 尺度 に は 不適 当 だ と 述べ て いる 。 更に Chen(1940) は 
肺 吸虫 の 卵巣 に は 2 つの 形 が あり , ケリ ュ ッ ト 肺 吸虫 と 
ウゥ ウエ ステ ルマン 肺 喚 虫 と は それ ぞ 別 の 型 に 属す る と い 
, 中 崎 (1949) . も ケリ ュ ッ ト 肺 吸虫 成虫 の 皮下 の 排列 
は , ウエ ステ ルマン 肺 吸虫 成 昌 の それ と 同じ く 殆 どす べ 
て 孤立 し て お り , 区 別 点 と は な ら な い が , その 卵 巣 は 複 
雑 に 分 岐 し て お り , ウエ ステ ルマン 肺 吸 虫 の それ と 容 外 
に 区 別 が つく と 革 つ て いる 。 

ケリ ュ コッ ト 肺 吸虫 の 第 一 中 間 和 宿主 は Pomatiopsis 
japidaria, Say で あり 第 二 中 間 宿 主 は ザリガニ で Ca- 
mbarus propinquus, Girad 以下 11 種 が ちあ げ ら れ て い 
る 。 

私 は 1953 年 夏 か ら 1954 年 春 に か け て 北米 ボル ケモ ア 


スク ラッ ト 。 


に 人 タ て いる に ぎ な い 。 


に 


Mken AO Studies on gz の g の 7477274S ん e/- 
7zco77 が . The egg production of アア ZZgO72777224S ん e@/- 
7 が co7 が 2. (Division of Parasitology, Institute of 
Public Health, Tokyo, Japan) 


( 57 ) 


の ジョ ンス ホプキンス 大 学 の 寄生 虫 学部 で , ケリ ュ コット 
肺 吸虫 に 関す る 2 一 3 の 実験 及 び 観察 を 行う こと が 出来 
た の で , こ ゝ に だ 報 各 し た いと 思う 。 
実 験 材 料 

1953 年 10 月 15 日 に ケリ ュ ッ ト 肺 吸虫 の : 第 2 中 間 宿 
主 ザリガニ (Cambarus propinquus.Girad) が 生 
きた ま ゝ 私 の 手許 に 届け られ た 。 此 は ミシガン 大 学 の 動 
ES ecetu2202E 
で , Ann Arbor 附近 の 沼沢 地 で 採集 し た も の で あつ 
た 。 Woodhead 氏 は , 最近 Michigan の Ann Arbor 
附近 の ザリガニ の 調査 は し て いな い の で , は つき り し た 
こと は 云 えな い が , 寄生 率 は 以前 より は か な り 低 下 し て 
いる 様 に 思わ れる と 云わ れ て いた 。 

検 査 成績 

(1) ザリガニ = の 感 業 状況 

此 れ 等 13 匹 の ザリガニ を 20 日 間 水 槽 に 飼 つ て お き , 
11 月 3 日 に 全部 の ず ザリガニ を 解 宮 し て , 各 臓 器 別に メタ 
セル カリ ア の 寄生 状況 を 調べ た 。 そ の 結果 検 出 され た ォ 
タ セ ルカ リア は 全部 で 9 コ ュ で , これ ら は すべ て 心臓 に 寄 
生 し て いた も の で ある 。 即ち ザ リ り ガ = の 脊 部 の 有明 を ハ サ 
ミ で 切り 開き , 心臓 部 を 霞 出 する と , 薄 黄 色 の 方 形 の 心 
臓 が 鼓動 し て いる の が 見 られ る が , メタ セル カリ ア は そ 
の 薄 黄 色 を 帯び た 心臓 部 に 白色 の 小さ い 点 状 物 と し て み 
られ た 。 之 は 丁度 モク ヅ ガ ニ の 鯉 を 検査 し た 場合 , メタ 
セル カリ ア は 人 負 の 血管 内 に 小さ い 白 色 の 点 状 物 と し て み 
られ る の と 同じ く , 肉眼 で も な れる と 簡単 に 見 出す こと 

が 出来 る 。 即 ち 1 ュ 寄 生 の ぁ の 4 匹 , 2 ュ 寄 生 の も の 1 
匹 , 3 ュ 寄生 の も の 1 匹 で あつ た 。 そ の 成績 は 第 1 表 に 
示し て ある 。 

Ameel (1934) は , メタ セル カリ ア は ザリガニ = の 心臓 外 
膜 に 附 苦し て いる の が 最も 多い が , 時 に 心臓 か ら 出 て い 
血管 内 或いは , 心 状 膜 腔 内 に も 見 出さ れる こと が ある 
と 去 つて いる 。 本 例 で は メタ セル カリ ア は すべ て 心臓 外 




















cece 衣 ザリガニ 検査 成績 
心臓 部 に 寄 心臓 部 に 


大 コ 
燈 和 査 寄生 『、 衣 
特 : 束 4 メタ モ 生 の み ら れ 寄生 の み 
he ルカ リ た カメ タ セ られ た が 


ルリ ア 数 リガ = 数 





1 ヶ 寄 生 4 匹 
2 ヶ 1 ヶ 
3 ケ 1 ヶ 





膜 に 附 半 し て お り , 顕微 鏡 下 に 2 本 の 解剖 針 を 使 つて 心 
臓 外 膜 か ら 人 容易 に 流離 さす こと が 出来 た 。 

(2) メタ セル カリ ア の 形態 

と り 出 し た 9 コ の メタ セル カリ ア の 大 き さ は 第 2 表 の 
如く で , 生生 円 形 の も の も 見 られ た が 正 円 形 を 呈 し て 
いる も の も あり , 大 き さ 及 び 形 態 共 に ウエ ステ ルマン 肺 
吸虫 の それ と 全く 同じ で あつ た 。 即ち 極め て 薄い 被膜 
( 外 膜 ) と 光 屈 折 率 を 異 に する 2 層 の 膜 (内 膜 ) より な つ 





て いる 。 
策 2 表 メタ セル カリ ア の 大 きき さ ( 圧 を 加え ず ) 
1. 415.0※415.0 6. 415. 0X415。 生 
2. 431.6 メ 436.1 ん 7. 365.2x381.8 ん 
3. 348.6 メ 415.0/ 8. 398.4x398.4 
4. 381.4※448.2 ん 9。 415.0※415.0 み 
5.。 431.6X398.4 ん 
在 均 400.3 412.2 ん 





メタ セル カリ ア の 形 能 に 関し て は Ameel (1934) の 本 
種 メ タ セ ルカ リア の 観 窪 と , 山口 (1942) の ウエ ステ ル マ 
ン 肺 吸虫 メタ セル カリ アテ の 観察 と が ある が , 詳細 に 両者 
を 比較 し た も の は な い 

(3) 動物 感染 実験 

生後 5 ヵ月 の 猪 ( 雌 , 体重 2.51 kg, 検便 の 結果 少数 の 
融 虫 卵 Toxocara canis を 認め た ), に 6 コ の メタ セル 

カリ アテ を 1 夜 水 室 に 伯 ド 存 後 翌日 (11 月 4 日 ) に 与え て , 5 
週 後 か ら は , 1 日 乃至 2 日 お き に 検便 を 実施 し た 。(2 gr 
の 便 を ホル マリ ン ・ エ ー テ ル 法 に よ つ た )。 

Ameel は 猫 で は . メタ セル カリ ア を 与え て か ら 5 週 
半 乃 至 6 週 で 産卵 を 開始 する と 広 つて いる が , 著者 の 場 
合 は , 57 日 征 (12 月 30 日 ) に 始め て 1 ュ の 虫 卵 が 検出 さ 
れ た 。 そ れ 以 後 は 毎日 連続 し て 虫 卵 が 排出 され , その 数 
も 次 第 に 増加 し て 来 た 。 ウ エス テル マン 肺 吸虫 は , 猫 で 


は 義 便 内 に 貝 卵 が 排 油 さ れる の は 通常 70 日 前 後 で ある 。 
放 卵 開始 後 最初 の 2 週間 は 検出 され る 貝 卵 数 も 少 か つた 
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が , 第 3 表 の 如く 次 第 に その 数 を 増加 し , 産 卵 開始 後 約 
36 日 (感染 後 93 日 ) 項 に は 300 乃至 800 の 虫 卵 が 検出 き 
だ 3 


第 3 表 忠 卵 排出 状況 ( 代 便 2gr. ホル マ 


リン ・ エ ー テ ル 法 ) 





犬 経過 日数 昌久 数 感染 後 経過 日 数 躍 卵 数 


57 日 目 30XIL 





2 ュ 80 日 目 22T 9= 
62 ヶ 47I 2 ヶ 82 ヶ 24II 12 ヶ 
65 ヶ  Z/I 4 ヶ 86 ヶ 8II 20 ヶ 
69 ヶ 11/I 4 ヶ 88 ヶ 10/II 29 ヶ 
71 ヶ 13I 2 ヶ 93 ヶ 15/T 300 以 上 
73 ヶ 15I 6 ヶ 98 ヶ 20II 800 以 上 


(4) 忠 卵 の 形態 

ヶ ケリ ュ ッ ト 肺 吸虫 卵 の 形態 に 関し て は , Ameel(1934) 
は 蓋 の な い 敵 は 多少 肥厚 し て お り , し ば し ば 小さ い 結 節 
或いは 小 突起 を 有 し て いる こと が あり , 卵 細胞 は 通常 中 
心 部 に ある が 見 難く , 卵黄 細胞 は 通常 5 一 10 で ある と 均 
つて いる 。 駐 虫 卵 の 大 き さ に つい て は , 次 の 如く 宿主 列 
に 大 き さ を あげ る と 短 径 は 殆ど 差 は な い が , 長径 は 宿主 
に より か な り 変 動 が 強い と 球 つ て いる 。 


ke ケリ ュ コッ ト 肺 吸虫 卵 





宿主 美 便 内 点 の 大 き さき (Ameel 1943) 

mink : 0.075 一 0.088x0.053 一 0.06 mm 
(0.083 x0.065) 

muskrat : 0.075 一 0.105 メ 0.053 一 0.065 ヶ 
(0.089 x0.057) 

cat : 0.083 一 0.1 ※0.055 一 0.065 ヶ 
(0.09 0.058) 

white rat : 0.073 一 0.09 x0.05 一 0.058 ヶ 
(0.079x0.055) 





ッ ウッ エス テル マン 肺 吸虫 卵 の 大 き さ に 関し て は , Faust 
は 80 一 118 ム メ 48 一 60 み と 球 い 横川 は 82 て 86 ム x46 一 52 
g と 芯 い 何れ も る その 大 き さ の 変動 が 着 し いこ と を あげ て 
いる 。 試 に これ 迄 の ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 卵 の 大 き さ に 
関す る 報告 を みる と 第 5 表 の 如く で ある 。 

か く の 如 く 量 卵 の 大 き さ に は 変動 が 大 きい の で , 大 き 
さ の みか ら は 到底 区 別 は 困難 と 思わ れる が , その 形態 の 
特徴 は か な り 違 つて いる 様 に 思わ れる 。 

宮崎 (1954) に よれ ば , ウエ ステ ルマン 肺 吸虫 卵 と 大 平 
肺 吸虫 卵 と の 比較 で , ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 卵 は 薔 の な 


い 端 に お いて 卵殻 の 肥厚 が 相当 広 今 囲 に つ て お り , 駐 



















#) 








第 5 表 ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 卵 の 大 き さ ( 加 者 喘 内 ) 


昭和 30 年 3 月 (1955)〕 ^ 





Ward, Hirsch (1915) 0.080 一 0.097 X0.0483ー0.0499 


Baelz 
Leuckart 
桂 田 
Mackengie 


小林 ( 晴 ) 


虎 ぅ Vevers 


大 : 横川 , 鷹 (1939) 0.082 一 0.086 0.046 一 0.052 


遇 ii 


(1883) 0.08 
(1889) 0.08 


(1900) 0.0875 一 0.1025x0.057 

(1904) 0.0855 一 0.0997 <0.048 一 0.069 
(0.09130.0552) 
・(1918) 0.082 一 0.086 X0.046 一 0.05 


(1923) 


0U05mm 


005mn 


(0.0812 0.0492) 
0.1 ※0.05 
0.1 0.05 


0.085 ※0.055 


6 
り 
U 


ウェ エス テル マン 肺 吸虫 卵 
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最大 幅 径 が 蓋 の ある 端 に 近く 存在 し て いる が , 大 平 吸虫. 
卵 で は 卵殻 の 厚 さ が 一 様 で 蓋 の な い 端 に 通常 小さ い 和 突起 . 
物 を 有 し て いる の で 両者 の 貝 卵 は 比較 的 区 別 し 易い と 評 
つて いる 。 著者 が ケリ ュ ッ ト 肺 吸虫 卵 と , ウエ ステ ル マ 
ン 肺 吸虫 卵 と を 比較 し て みた 結果 で は , ケリ ュ ッ ト 肺 吸 
東 卵 は 第 1 図 の 如く , 卵殻 の 厚 さ は 略 ょ 一 様 で 形 も 正 短 
策 円 形 を 呈し , 蓋 の な い 敵 に は し ば し ば 小さ い 結 節 状 世 
い は ュ ン マ 状 の 突起 が み られ る も の が 多く , 又 蓋 と 卵 吉 
の 境 は ウエ ステ ルマン 肺 吸虫 卵 に 比 し て 策 ょ 著 明 に 隆起 
し て 居り , 薔 も ウエ ステ ルマン の それ に 比べ て 局 平 た の 
が 多い 様 で ある 。 之 に 反し ウエ ステ ルマン 肺 吸虫 の 卵 は 
第 2 図 の 如く 蓋 の な い 端 に お げ る 卵殻 の 肥厚 が 著しく 又 
その 形 も ケリ ュ ッ ト 肺 吸虫 卵 の 如く 左右 殆ど 対称 の も の 
は 少く 不正 形 の も の が 多い 。 第 1 図 及 び 第 2 図 は 両者 の 
卵殻 の 形態 を 描画 器 で 写生 し た も の で ある 。 従 つて ヶ ! 
ュ ッ ト 肺 吸虫 卵 と ウエ ステ ルマン 肺 吸 虫 卵 と は 数 多く 比 


第 2 図 ケリ コット 肺 吸虫 卵 





較 す れ ば , その 形態 学 的 特徴 に よ つ て 区 別 出来 る か , 大 
平 肺 明 虫 卵 と は 極め て 類似 じ し て お る よ うに 思わ れる 。 両 
種 の 虫 卵 の 大 き さ を 50 ュ 宛 測定 し た 結果 は 次 の 如く で 
ある 。 何れ も 獲 に 感染 後 120 一 130 日 前 後 の ゎ の で 便 
内 虫 卵 を 10 用 ホ ル マ リ ン 水 で 固定 し た も の で , カバ ベー 
グラ ス を か け て 測定 し た 。 


ケリ ュ ッ ト 肺 吸虫 卵 ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 卵 


短 径 | 長 径 短 径 | 長 径 
46.2 一 61.6 72.0-90.2 41.8 一 57.270.4ー103.5 
平均 54.8 | 81.6 50.6 | 94.4 


uー4.5| uー3.8 は 王 き 。 uー7.6 


(5) 業 便 内 虫 卵 排出 状況 

釧 昌 や 釣 昌 の 如く , 宿主 の 小腸 上 部 に 寄生 する 場合 
は , そこ で 産卵 され た 昌 卵 は すべ て 義 便 内 に よく 混 と て 
排出 され て 来る の で , 一 定量 の 糞便 内 に み ら れる 昌 罪 
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数 , 例え ば E.P.G か ら , 1 日 の お よそ の 産卵 数 E.P.D 
を も 推定 する こと が 可能 で ある と 斑 わ れ て いる 。 所 が 肺 
家 虫 の 如く 宿主 の 肺 臓 内 に 寄生 し て いる 場合 , 肺 臓 内 で 
産 基 さ れ た 虫 卵 は すぐ その ま ょ 全部 が 義 便 内 に 排出 され 
る と は 限ら ちな い 。 た と え 猫 の 如く 肺 吸虫 卵 が 里山 され る 
こと は 殆ど な くす べ て 距 下 され る と し て も , 糞便 内 に 排 
出さ れ て いる 上 虫 卵 に は 新旧 色々 の 時 期 の 虫 卵 が ある と 
思わ れる 。 
横川 , 膚 (1939) は , 肺 吸虫 に 感染 し た 犬 を 用 いて 治療 
実験 を 試み た 際 , その 義 便 内 に 出 て くる 忠 卵 数 か ら , そ 
の 感染 の 程度 或いは 薬効 を 推定 する こと は , 消化 管 或 い 
は 胆管 に 寄生 する 寄生 虫 の 場合 と 比較 し て , 困難 で ある 
と 革 つ て いる 。 然し その 報告 に お いて 横川 , 膚 (1939) が 
治療 前 に ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 感染 大 に つき , 分 島 氏 是 
卵 計 算法 に よる 義 便 内 の 虫 卵 計算 を 行 つ た 結果 で は ( 括 
弧 内 の 数 字 は 1 匹 の 換 覚 ) 
17 現 寄生 : 
E.P.D 288,896 一 464,727 (16,900 一 27,300) 
18 匹 和 寄生 : 
E.P.D 479,541 一 480,354 (26,600 一 26, 700) 
26 匹 寄 生 : 
E.P.D 275,1000 一 285,731(1040,00 一 11 ,000) 
と な つて お り , E.P.D は 1 匹 に つき 最小 11.000 か ら 最 
多 104.000 と な つて お り そ の 変動 は 著 し い 。 
これ は 寄生 虫 数 が 多けれ ば 多い 程 ( 虫 導 の 数 多い), 
虫 卵 が 便 内 に 排出 され る 場合 , 宿主 側 の 条件 ( 主 と し 
て 忠 状 か ら 小 気管 披 を 経て 虫 卵 が 排出 され る 条件 ) に 左 
圧 さ れる 程度 が 大 きく な り , その 結果 日 々 の 貝 卵 数 の 変 
動 ふ 当然 大 きく な つて くる と 思わ れる 。 顕 昌 そ の 他 の 腸 
管内 寄生 由 の 場合 で も Stoll その 他 の 忠 卵 計算 法 で は , 
日 々 の 変動 は か な り 著 し いこ と が 知ら れ て いる 。 そこで 
著者 は ケル ュ ッ ト 肺 吸虫 の 少数 寄生 例 に つい て 比較 的 長 
期 に 写 つて 連日 糞便 内 虫 卵 数 を 算定 し , 種々 の 考察 を 試 
みて ろ みた 。 此 の 例 で は 割 検 の 結果 は , ケリ ュ ッ ト 肺 吸虫 
は 同じ 程度 に 発育 し た 成虫 が 3 匹 , 1 ュ の 虫 内 に 同 接 
し て いた こと が 明か と な つた 。 
検 査 方 法 
感 薬 俊 約 3 ヵ月 か ら 23 日 間 の 間 即 ち , 2 月 28 日 か ら 
3 月 23 日 に 互 る 間 , 毎日 一 定時 刻 に 全便 を 採集 し , 計 
量 後 そ の 中 2gr は Stoll の 変 法 に より , 残り の 全便 は 
之 を 沈 湯 後 その 沈 溶 全部 を 稀釈 し 虫 罪 計算 を 行 つた 。 
食 餅 と し て は 水 の 他 に は Cat food can !/。 ポン ド を 
1 日 1 回 午前 11 時 に 与 を た だ け で ある 。 
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I Stoll の 変 法 : 先ず 2gr の 糞便 を 中 試験 管 に と り 
約 15cc の 水道 水 で よく 揚 捧 し, これ を 1.,500 回 転 2 分 
間 遠 心 沈 滅 し , 上 清 を 捨て 沈 溶 を 飽和 食塩 水 (比重 1200) 
と 共に デム 栓 つき の 大 試験 堂 に 入れ て , 50ml の 目盛 の 
所 迄 飽和 食塩 水 を 充 す 。 強 く 約 100 回 位 上 下 に 振 混 し て 
中 の 液 を 混和 し , 直ちに ビ ピペット で tube の 中 心 部 か ら 
0.5cc 吸引 し 5 枚 の スラ イド に 0.1cc 宛 滴 下 し , カバ 
ー グ ラズ ス (24x24mm) を か け て 検 鏡 し 虫 卵 を 数 える 。 此 
の 操作 を 3 回 くり 返し , その 平均 を と る 。0.5cc 中 の 虫 
卵 数 を 50 倍 し た も の が 1gr 中 の 虫 卵 数 (E.P.G) で あぁ 
る 。 和 之 に その 日 の 便 の 重量 (単位 瓦 ) を か けた も の が 全便 
中 の 貝 卵 数 で ある (E.P.D) 。 

II 沈 油 法 : 2gr を 除い た 残り の 全便 は 之 を 大 き な 
1,000 cc 容量 の 円 椎 ユ ル ベ ン に 入れ て , 水 を 充 し ょ よく 控 
措 し た 後 沈 滅 さ せ 上 清 を 捨て る 。 此 の 操作 を 数 回 繰 返 
す 。 上 清 が きれ い に な つた 所 で 之 を 一 枚 の 大 き な ガ ー ゼ 
で 渡 過 し た 後 , その 沈 湾 を 全部 と り , ム 栓 つき の 200 
cc 容量 の 大 試験 息 に と り , 150cc の 目 礎 の 所 まで 飽和 
食 吉 水 を 加え る 。 前 回 と 同様 約 100 回 強く 振 肖 し た 後 , 
0.5cc 殊 ピペット で と り , 0.1cc 宛 ス ラム ド に とり, 
その 中 の 昌 卵 を 数 を る 。 此 を 3 回 返 し 平均 を と る 。 
0.5cc 中 の 虫 卵 数 を 300 倍 し 之 を 重量 数 (単位 瓦 ) で 割 
つた も の が , 1gr 中 の 上 虫 卵 数 で ある (E.P.G) 。 1 gr 中 の 
由 卵 数 に その 日 の 全便 の 重量 数 を か け て 全便 中 の 貝 卵 数 
を 出 し た (E.P.D) 。 

23 日 間 の 観察 期間 中 実際 に 虫 卵 計算 を 行 つ た の は , 水 
様 下 導 便 の 場合 1 回 を の ぞ き 22 日 間 で あつ た 。 倫 下 痢 
便 に 近い 軟便 の 場合 は , 1 の Stoll 変 法 は 省略 し , TI 
の 全便 を 使用 する 方 法 に よ つ た 。 

成績 

その 結果 は 第 6 表 の 如く で ある 。 以下 の E.P.G 及び 
E.P.D は すべ て 3 匹 成虫 に 対す る も ので, 1 贅 宛 の 数 値 
で は た ない 。 

1 の 方 法 取 も 2gr の 義人 便 より 出し た E.P.G (3 現 分 ) 
は 262 一 1,192 (平均 601, =230), E.P.D は 19,510 
66,150 (平均 33,100, u=12.800) と な り , II の 全便 を 
用 いた 方 で は E.P.G は 293 一 1.099 (平均 617, u=268), 
E.P.D は 21,820 一 58,880 (平均 33.090, u=12,500) 
と な つて いる 。 E.P.G 及び E.P.D 共に 此 の 両者 の 方 法 
に よる 有意 の 差 は 認め られ な い 。 こ の こと は 恐らく 肺 吸 
貝 卵 が 半 便 内 に 略 ぼ 均等 に 混入 され て いる も の と 思わ れ 
る 。 

次 に 前 述 し た 如く 排出 され る 貝 卵 の 日 々 の 変動 は 相当 
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重量 


73 
50 
70 
52 
59 
85 
60 
77 
45.5 
62 
42 
36 
74.5 


70.5 
26.5 
42 


70 
63 
49 
55.5 


科す ed 


ユエ 
( 3 匹 分 ) 

計 P.G EFD 
440 29.920 
475 34,670 
562 28,100 
675 35,110 
312 26,520 
250 19,250 
488 22.200 
725 44 950 
700 25,200 
262 19,510 
620 43.710 
460 12,190 
675 28,350 
812 31 ,680 
679 47,530 
652 41,070 
850 41,.650 

1.192 66,150 
601 33,100 
230 12,800 


1 人 を 


を 試み る と その 変動 に 一 定 の 傾向 が 
休 お 本 実験 は 22 日 間 の 観察 で 


* の II の E.P.D- の 平均 値 に 対す る 
95 の 信頼 区 間 は 土 5,280 (n= ニ 22) と な り 倫 か な り 動 揺 


Braun (1927) に よれ ば 顕 虫 の 産卵 数 E.P.JD を 出す 場 

6 日 間 の 平均 を 出す と , か な り 規 則 正 し い 数 値 を 示す 
肺 吸虫 の 場合 
お 充分 と は 云え な い 。 休 お 此 の 実験 で 仮り に 16 日 間 の 
観察 に 短縮 する と 信頼 区 間 は 土 6,120(n ニ 16), 9 日 間 で 


と 云 つて いる が , 


は 22 日 間 の 観察 


で $ 休 


う 様 に 秋 


( @1 ) 
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( 3 現 分 ) 
E.P.G E.PD 
372 25,660 
498 36,359 
497 24.,850 
610 44,272 
599 31.140 
643 37,930 
334 28,390 
499 29,940 
268 20,630 
348 15,830 
695 43,090 
955 40,110 
799 28,760 
293 21,820 
503 35,460 
691 18,310 
1.091 45,820 
1.099 42,860 
693 48,510 
509 32,060 
760 37,240 
1.061 58,880 
617 33,090 


268 


全便 使用 


12,500 


に 3 匹 の 成虫 が 居 た 場合 
ら , 若 し 多数 寄 


は 土 8,160 (n= ニ 9) と な り 顕 虫 の } 
之 は 忠 体 の 側 の 条件 に 更に 


ぽ ぎ 同 様 で も つた と する と , 
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354 


場合 
ガロ 


( 1 匹 に 換算 ) 
 . PIG E.PD 
124 8,550 
166 12,110 
165 8,280 
230 14,750 
196 10,380 
214 12.640 
111 9,460 
166 9,980 
89 6,.870 
116 5,270 
231 14.360 
318 13,370 
266 9,580 
98 7,270 
160 11.,820 
230 6,100 
364 15,270 
366 14.950 
231 16,836 
169 10,680 
253 12.413 


19,620 


の 様 に は 行か な い 。 
主 側 の 複雑 な 条件 が 加わ る 
た めで あろ 23。 今 仮り に 此 の 3 匹 の 成虫 の 産 駆 能 力 が 略 
1 匹 に つい て の 1 日 の 便 内 
の 排出 卵 数 は 7.000 か ら 15,000 の 間 で ある 。 1 ュ の 導 胞 
で すら か く の 如 き 変 動 を 示す か 
ぎ 生 の 場合 然 も 短期 間 の 観察 で は 横川 , 
の あげ た 如く 1 匹 の E.P.D が 11.000 か ら 104,000 と 到 
変動 の 大 きく な る の も る 当然 と 思わ れる 。 
正確 に 知る に は 著者 の 例 で も 更に 長期 の 観察 が 必要 と 
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思わ れる 。nー50 と する と 信頼 区 間 は 士 3.000 と 更に 小 
さく な る 。 

犬 島 (1954) は ウゥ ウエ ステ ルマン 肺 吸虫 の 成虫 の 体外 飼育 
の 際 , 最初 の 24 時 間 に は 25,000 乃至 29,000 の 虫 卵 が 
産出 され る こと を 認め て いる の で , ケリ ュ ッ ト 肺 吸虫 に 
お いて ぁゃ 著 者 の 観察 し た 数 値 と そう 著しく か け 離 れ て い 
る と 皿 わ れ な い 。 

休 お 割 見 の 結果 と り 出 され た 3 匹 の 虫 体 を 軽く 2 枚 の 
スラ イド で 圧 平 し て 計測 し た 所 で は , 


長 径 幅 径 厚 さ 
(1) 11.5mm 6.0mm ′ 2.8mm 
(2) 11.0 ヶ 6.0 ヶ レン 
(3③) ト 穫 - 二 4 5.8 ヶ 2.8 ヶ 


で あつ た 。 之 を 形 の 如く ホル マリ ン 水 内 で 徐々 に 圧 平 L 
て ( 度 款 の 状況 及び 卵巣 の 形態 を 調査 する た め ), その ま 
ゝ 持ち 帰 つて 来 た 。 成虫 の 形態 に 関し て は 改め て 宮崎 氏 
より の 報告 が ちあ る の で こ ヽ ゝ に は 省略 する 

Paragonimus Kellicotti に 就 い て 2 一 3 の 観 窒 を 行 つ 
た 結果 次 の 如き 事 を 明か に し 得 た . 

(1) ケリ ュ ゥ ト 肺 吸虫 の メタ セル カリ ア は , その 外 稚 
上 の 形 衣 は 全く ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の それ と 区 別 が つ 
か な い 。 然し ザリガニ = に 於 ける 寄生 部 位 は 心臓 で 之 は ウ 
エス テル マン 肺 吸虫 の それ と 著しく 異 つ た 点 で ある 。 

(2) 猫 に 経口 的 に メタ セル カリ ア を 与え た 後 , 57 日 目 
「 SR 之 は Ameel 等 が 感 
染 後 6 一 6 リ s 週 よ り 虫 卵 の 排出 を 認め る と 球 つ て いる の 
比べ る と 稽 + お くれ て いる が , ウエ ステ ン 肺 史 虫 
の 場合 が 70 日 前 後 で も や る の に 比べ る と 6 され 
て いる , 

(3) 虫 卵 の 形態 は ケリ ュ ッ ト Rd 正 短 

天 円 形 で , 卵 帝 の 厚 さ は 一 様 で , 下端 に 小 突 起 が し ば し 
ば 見 られ る 。 これ に 及 し , ウエ ステ ルマン ッ 及 虫 で は . 
その 陳 卵 は 不正 形 の も の が 多く 卵 帝 も る 下記 が 著しく 肥厚 
し て いる も の が 多い 。 従 つて 形態 的 に は 両者 の 区 別 は 制 
来る が , ケリ ュ ッ ト 肺 吸虫 卵 と 大 平 肺 吸虫 卵 と で は 非常 
に 似 て いて 区 別 は 困難 の 様 に 思わ れる 

(3④⑫) ケリ ュ ッ ト 肺 吸虫 の 産卵 数 は , 本 吸虫 に 感染 し て 
いる 猪 に つい て 約 3 週間 の 観察 結果 で は 1 匹 当 り 1 日 に 


7,000 か ら 15,000 前 後 の 虫 卵 が 連日 糞便 内 に 排出 され 
る こと を 認め た 。 即ち 平均 11,.000 で 信頼 区 間 は 王 1.400 


で あつ た 。 
終り に 了 臨床 み 本 研究 に 当 つ て 材料 を 和 送 つ て 下さ つた 
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Woodhead 博 土 (ミシガン 大 学 動物 教室 ) 及び 種々 の 研 
究 の 便宜 を 与え を られ た Bang 教授 (ジョ ンス ホプキンス 
大 学 寄生 虫 学 部 ), 及び 種々 の 助言 を 惜 ま し ん な か つた 
Cort 教授 (フー スカ ロラ イナ 大 学 寄生 虫 学 部 ) に 厚く 御 
礼 申し 上 げ る 。 
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SurmrmarY 


The daily examination of egg out puts in the 
feces of the cat experimentally infected with 
アア 2zg の 274S ん ge/7zco777 has been carried out for 
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twenty-two days. The techniques used in this 
experiment were the both of Stoll egg counting 
technique and its modifcation. The cat was 
autopsied after the observation and three adult 
worrnS of 2z2g の 277224S ん e/77co777 were found toge- 
ther in the same cyst in the under jobe of the 
right lung. The average number of egg Droduc- 
tion per worm and per day for twenty-two ob- 
servationS waS about 11.000 and its confidence 
interval was 1,400. 

The author also discussed on differences of 
shape of the eggs and the incubation periods 
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between ア . ん ezco72 and ア . zoes7e の 7 in the 
experimental infection. 

The author was indebted to Dr. A. E. Wood- 
head, Professor of the Departrment of Zoology, 
Michigan University, for collecting 72672ZCe@7 ど 477 の @ 
of ア . eco777。 It iS also a pleasure to expDreSS 
my appreciation to Dr. W. W. Cort, Professor 
of the Department of Parasitology, North Caro- 
jina School of Public Health, and Dr. F. B. Bang, 
Professor of the Department of Parasitology, 
Johns Hopkins School of Hygiene and Public 
Health, for their valuable help and advice. 
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緒言 

寄生 虫 は 近 時 減少 の 傾向 を 示し , 特に 虫 は 近年 可 成 
減少 し つ ょ あり , 従 つ て 顕 虫 窒 も 同様 の 傾向 を 示 し て 来 
た こと は , 国民 衛生 上 鹿賀 に 堪え を ない 。 面 し , 釣 虫 は 顕 
虫 と 同様 に 減少 の 傾向 を 辿 つ て いる か 否 か は 甚だ 疑問 に 
堪え な い 。 何故 な れ ば , 私 共 が 潜血 反応 と 釣 虫 症 と の 関 
係 に 関す る 検索 の 際 , 感染 者 は 17 用 で 本 県 の 一 般 の 検 
査 成績 9.1 用 に 比 し て 極め て 高 率 で も る か ら で あ る 。 随 
つて , 近 来 検査 方 法 は 吉 練 され て 来 た と 言う も , 大 体 馴 
虫 を 目標 と し て いる 現況 で ある た め , 釣 虫 卵 の 発見 率 は 
悪い 様 で ある 。 

宇 つ て 見 る と , 古 ぐ は 釣 虫 は トン ネル 工夫 に 多く 発生 
し た 関係 で , Tunnelanamie 或 は St. Gothardanamie 
と 呼ば れ た 程 で , 土工 或 は 鉱夫 に 関す る 調査 が 多い が , 
土管 業 に 従事 し て 年 中 土壌 を 取扱 者 に 関す る 検査 は 殆 
ん ど 見 当ら な い 。 特に , 山口 県 に 於 て は 見 当ら な い の 
で , 本 検査 を 企図 し た 。 

幸 に も , 防府 労働 基準 監 督 署 の 御 後 授 に より , 防府 市 
末田 土管 組合 従業 員 の 定期 健康 診断 を 実施 する 機会 を 得 
た の で , 産業 衛生 学 的 見 地 か ら 種 々 の 検索 を する こと が 
出来 た 。 特に , 寄生 虫 卵 保有 者 に 就き 細 な 検査 の 結 
果 , 相当 高 率 の 釣 虫 卵 保有 者 を 発見 し , 之 が 身体 障 旭 , 


刀 272226 共 の 7 の zz, 如 の s2 YS7772 77 7c777O 7 2 ん 2- 
gzs/7・ Ppidemiological Studies on Ancylostomi- 
asis ReporfT. Investigation on Precalent Situation 
of Ancylostomiasis TI. Investigation on Workmen 
at the Sueda Earthware Pipe Workshop, Hofu- 
City, Yamaguchi-Prefecture, Japan. Department 
of Pathology, Yamaguchi Medical School (Dire- 
ctor : S. Hosokawa) 





特に 血液 学 的 変化 , 疲労 度 並 に 釣 虫 感染 経路 と 予防 策 を 
究明 する と 共に , 治療 を 施し , 其 の 経過 を も 観察 報告 し 
た い 。 本 報告 が , 産業 医学 方 面 に 若干 で る 役立て ば , 望 
外 の 望み で ある 。 

偶々 本 検査 時 期 が 農繁期 に 当り , 半 農 工員 多い た め , 
11 工場 約 180 名 に 対し , 121 名 検診 並 に 血液 像 検査 を 行 
い , 内 僅 に 32 名 に 就き 開 便 検査 を 行い , 此 の 内 29 名 に 
就 て 血球 算定 , 碧 色素 量 を 測定 する こと を 得 た 。 更に 基 
時 追加 報 舎 する こと ょ する 。 

検 査 方 法 

浴 抹 法 : 直接 稀釈 法 に 拠り , 1 載 物 硝子 に 2 枚 の (大 
さ 24x24mm) 被 杉 硝 子 標本 作成 , 負 検 す 。 

集 卵 法 : 念 和食 塩水 に 拠る 浮遊 法 を 行う 。 

培養 法 : 宇佐 氏 炭 未 寒 天 培 養 法 に 拠る 。 採取 開 便 量 
は 2gr と す 。 仔 虫 は 透過 光線 下 に 於 て , ルー ベ に より そ 
の 存在 を 確認 し , 固定 後 鏡 検 に より 種別 の 判定 を する 。 
潜血 反応 : ピラ ミド ン 法 に 拠る 。 義 便 液状 又は 泥 状 
で あれ ば 其 伴 , 硬 便 で あれ ば 洛 水 を 加え て 泥 状 と な し 
何れ る 試験 裳 に 2cc を 採り , 之 に 水 酷 酸 2cc を 加え , 
振 泥 し た 後 , 等 量 の テー テル を 重 加 する 。 次 に 別 の 試験 
管 に エー テル 層 を 分 注 , 等 量 の 10 用 ビラ ミド ン 酒 精液 
を 加え , 更に 10 狐 過 酸 化 水素 液 数 滴 々 下 , 振 治し 判定 


す 。30 秒 一 1 分 間 後 同 液 の 紫 藍 色 の 程度 に より , 紀陽 性 

十 )・ 中 等 度 陽 叶 (人 せ ) ・ 強 陽性 (H) に 区 分 し , 全く 変化 
の 無い も る の を 陰性 (一 ) と す 。 陽 仁 の 強弱 の 程度 は , 別に 
3 


標準 色調 表 を 定め ,. これ た 従 つた 。 (標準 色調 表 省 略 ) 本 
反応 に 当 つ て は , 特に 療 出 血 ・ 其 の 他 消化 器 系 腫瘍 等 に 
よる 抽 杯 を 除外 する こと な く 実 施し た 。 

赤血球 沈降 速度 : ウエ スタ ー グ レン 氏 法 に 拠る 。 月 
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第 1 表 養 便 検 査 成績 
( 釣 虫 寄生 24 咽 虫 単 独 寄生 2 束 卵 保有 者 26 寄生 率 81.2 逐 ) 























昌 卵 成 績 
ーー 凍 要 電 2 
So 紗 抹 法 浮遊 法 次 抹 ・ 浮 遊佐 用 法 培 養 法 
成績 
検 査 数 32 17 32 32 
殺 中 卵 陽 人 性 15 5 20 ズ ビ = 仔 虫 24 
其他 の 了 晶 卵 陽 任 功 東 卵 10 ン 東 卵 10 4 
問 昌 卵 の み 陽 企 2 ノン 2 の 
釣 虫 寄 生 率 46.9 29 62.5 75 
虫 寄 生 呈 31.3 と 31.3 ン 
混 合 寄 生 計 53.2 メ 68.8 ど 
浴 想 反 応 
5 ーー 大 本 捧 流 導 ・ 浮 遊人 用 法 。 培養 法 
、 療 邊 反応 検査 数 所 +) 中 分 率 検 数 二 ) 理 分 率 検査 数 2 
弱 陽 企 11 5 45g 11 8 22.7 11 11 100 
Y 中 。 陽 企 11 8 22.8 11 10 90.9 1 1 100 
Mi 張 陽 人 性 2 2 100 2 2 100 2 2 100 
陰 條 8 半 み . 人 8 0 ノン 8 0 ノン 
32 20 62.5 32 24 75 


計 32 15 46.9 








経 日 と の 関係 は 考慮 せ ず 行 う 。 

た 碧 液 像 : 耳 条 を 家 刺 載 物 硝子 に 薄 共 , メチ ー ル 酒 
精 中 に 5 分 間 固 定 , ギ ム が 氏 液 に より 染色 , 標本 作成 
す 。 全数 200 を 数 へ 百分率 を 算出 し た 。 





計 血球 算定 : トー マツ ッ ア ィ ス 式 に 拠る 。 
3 正 色 素 量 : ザー リー 氏 法 に 拠る 。 
検 査 成 緒 
大 1. 寄生 率 
第 1 表 参 照 : 検査 数 32 例 に 対し 釣 虫 卵 保 有 者 は , 沙 
抹 法 に より 15(46.922)・ 塗 抹 浮遊 併用 法 に より 20(62.5 
催 錠 )・ 芋 養 法 に より 24(75 用 ) で ある 。 菩 養 法 に より 得 た 
(4 鉛 虫 仔 昌 は 全 例 ズ ビ = 釣 虫 で も つた 。 祭 お 釣 昌 卵 陽 性 者 
E の 義 便 に は 全 例 に 於 て 潜在 性 出血 ( 潜 血 反応 陽性 ) を 認 
生 め , 中 に は 相当 強度 の 潜在 性 出血 を 認め た も の が ある 。 
L 玉 虫 卵 保有 者 は 10 (31.3 用 ), 鯛 虫 卵 並 に 釣 虫 卵 保有 者 
と 8, 鯛 虫 卵 の みみ の 保 有 者 2 で , 其 の 他 の 寄生 虫 卵 は 認め 
に な か つた 。 
っ 2. 職種 別 釣 虫 寄 生 敵 況 
第 2 表 参 照 : 事務 隊員 と 工員 に 分 け , 家業 は 土管 業 
3 (土管 業 専業 者 )・ 媒 業 ・ 其 の 他 の 職業 (農業 に 関係 な き 
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も の ) と し た 。 更に 前 述 せ る 如く , 当地 区 は 農業 地区 で あ 
り , 工員 中 に は 農繁期 に 農耕 に 従事 する 者 多き た め 農 耕 
従事 者 に 就 て も 併せ て 分 類する こと ヽ し た 。 即 ち 銘 虫 卵 
保有 者 は 職員 男子 2 名 中 2 (土管 業 1・ 農 業 1, 共に 農耕 
従事 者 ), 工員 30 名 (男子 11・ 女 子 19) 中 男子 7・64.2 
多 (土管 業 9 名 中 6 内 農耕 従事 者 2 名 中 2 ・ 農 業 2 名 中 
2 共に 農耕 従事 者 ), 女子 は 15・78.9 ( 土 管 業 11 名 中 
9 内 農耕 従事 者 3 名 中 3・ 農 業 1 名 中 1 農耕 従事 者 な し ・ 
其 の 他 の 職業 7 名 中 5 農耕 従事 者 な し ), 計 男 女工 員 30 
名 中 22・73.3 内 農耕 従事 者 7 名 中 6 ・85 の 成績 を 
得 た 。 何 女子 の 感染 度 は 男子 より も 僅 に 高 率 (男子 69.2 
完 ・ 女 子 78.9 多 ) を 示 し て いる 。 

3, 血 液 像 の 変化 

第 3 表 並 に 第 1 図 参照 : 117 名 に 就き 血液 像 を 検索 し 
下記 の 如き 成績 を 得 た 。 

好 中 球 平均 核 数 1.96 以上 39 ・ 1.95 以下 78 即ち 左 方 
核 推移 (Cooke. Ponder, 杉山 氏 法 ) 78 例 ・66.7 
し て 居る 

好 酸 球 は 5.9 狐 以下 80・6.0 生 以 上 37 即 ち 好 酸 球 増 
多 は 37 例 31.6 宅 を 示 し て いる 。 
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ce こい 本 職 員 エ 
本 本 ーーーm 計 9 
が 1 諾 耕 従事 者 om 
家業 に 検査 人 員 ( 十 ) 百分率 検査 人 員 人 卵 ak 模 食 人 了 ke 
男 1 100 1 1 100 9 
管 女 0 が の 半 グ ノ 11 
業 計 1 1 100 1 1 100 20 15 
農 男 1 1 100 1 1 100 2 1 
女 0 ,0 の だ ノ 1 1 
業 計 1 1 100 1 1 100 3 2 
其 の 明 0 グ の デ だ の 0 だ 
の 職 女 0 ノ ノ デ ノン 7 5 
他 業 計 0 / ど の 。 が 7 5 
総 男 2 2 100 2 2 100 11 7 
女 0 0 誠 ど と ノ 19 15 
計 。 証 2 2 100 2 2 100 30 22 
EE N 均 核 数 と の 関係 
汐 巴 球 は 44 多 以 下 73・45 以 上 45 即ち 相対 的 汐 巴 
球 増 多 は 45 例 38.5 を を 示 し て いる 。 | | | 
上 記 正 液 像 所 見 に より , 血液 像 に 就 て も 相当 数 の 病 的 | | | | 
所 見 を 見 出す こと が 出来 る 。 時 | | | 
赤血球 沈降 速度 に 就 て は 特異 の 所 見 を 見 出し 得 な い の | | | 
が , 好 中 球 平均 核 数 の 減少 が 頭 閉 で も る の で , 之 が 自沈 衣 | | 
値 (1 時間) と の 関係 を 点 図示 表 ( 第 1 図 参照 ) に よ り 表示 Ja | | 
し た 。 即ち 好 中 球 平均 核 数 1.5 以下 17 例 ・15.2 中 赤 際 2 
血球 沈降 速度 (1 時 間 値 )20 mm 以上 5・29.4 , 19 一 10 球 | け 
mm 4・23.5 多 , 9mm 以下 8・47.1 多 , 平均 核 数 1.51 用 
ー2.0 67 例 ・ 64.3 中 赤血球 沈 除 加 記 (1 時 間 値 )20mm ぎー トー ニー トー 
以上 14・20.9 , 19ー10mm 20・29.9 名, 9mm 以下 。 JP 仁和 | 
33・49.3 迷 , 平均 核 数 2.01 一 2.5, 28 例 25 中 赤血球 ー 箇 た | | 
沈降 速度 (1 時 間 値 )20 mm 以上 3・10.7 を 19 一 10 mm 往 o る 
DO0 j50 "200 z50 30 


9 ・32.1 2, 9mm 以下 16・50.7 錠 , 平均 核 数 2.51 


以上 2 例 1.9 2 中 赤血球 沈降 速度 (1 時間 値 )20mm 以 
上 1. 9mm 以下 1 と な る 。 即ち , 血 沈 値 0 て 9mm・ 平 
均 核 数 1.50- 多 .00 に 於 て 最も 濃厚 に 存在 し 次 で , 血 沈 
値 10 一 19 mm ・ 平 均 核 数 1.51 一 2.00, 血 沈 値 0ー9 mm・ 
平均 核 数 2.01 一 2.50 と な る 。 双 平均 核 数 2.00 以下 に 於 
て , 血 沈 値 21 mm 以上 の も の は , 僅 に 17 例 に 過ぎ ず , 
他 は 殆ど 正常 値 で ある 。 


( 66 ) 


数 核 的 中 球 中 好 一 * 


4. 赤血球 数 ・ 白 瑞 球 数 ・ 正 色素 量 

第 4 表 参 照 : 検便 者 32 名 に 対し , 当 検査 を 行い 例 数 
僅 に 29 例 に 過ぎ な い が ,, 赤血球 減少 と 認 む べき も の (350 
万 以下 ) 12・41.4 用 , 白血球 減少 と 認 む べき も の (5,000 
以下 )13・44.8 錠 , 相 色 素 量 減少 と 認 む べき も の (70 只 
以下 ) 16・55.2 巡 で ある 。 




































































軸 和 30 年 3 月 (1955)〕 
(鈴虫 卵 寄 生 状 況 ) 表 
の す 員 計 
さ ィ ea 耕 従事 者 6 農 耕 従事 者 
百分率 ^ 旬 束 卵 。。 、. 検査 人 員 百分率 多 本 久 
検査 人 員 百分率 検査 人 員 連 百分率 
間際 端 半生 ンー 
56.7 2 2 100 10 7 70 3 3 100 
81 .8 3 3 100 11 9 81.8 3 3 100 
75 5 5 100 21 16 76.2 軸 6 100 
50 2 1 50 3 2 66.7 3 2 66.7 
100 ( ッ ノン 1 1 100 どっ の っ 。 
66.7 2 1 50 4 3 7 3 2 66.7 
ジン レー レン 5 0 ング レン ジン と と 
71.4 アン 2 だ ゲ 5 71 .4 ジ / ジン ン 
71.4 2 シア ピン : 5 71.4 レレ 。 レー 人 
64.2 4 3 73 13 9 69.2 6 5 83.3 
78.9 3 3 100 19 15 78.9 3 3 100 
73.3 7 6 85 32 24 75 9 8 88.9 
第 3 表 血 液 像 (非負 虫 卵 寄生 者 も 含む ) 
好 中 球 好 酸 球 単 核 球 洒 選 球 
3 以上 1 2.9 以 下 41 2.9 以 下 64 30 以 下 21 
2.99ー1.96 38 3.0 一 5.9 39 3.0 一 5.9 36 31 一 44 52 
1.95 一 1.61 54 一 一 , 6.0-10.9 28- 6.0-10.9 14 一 45 一 60 7 一 
1.60 一 1.10 19 | 左 推 11.0 一 15.9 6 「 11 .0 一 15.9 あー 61 以 上 8 一 「| 
マ Se 方 移 or Ei 増 増 の 増 
1.09 以 下 5 一 女 16.0 20.0 3 ー 。 に し 
計 117 計 117 計 117 計 117 
左 方 核 推移 78(66.7) 好 酸 球 増 多 37(31.62) 単 核 球 増 多 17(12 寺 光 巴 球 増 多 45(38.5 狐 
第 4 表 赤血球 数 ・ 白 血球 数 ・ 血 色素 量 ( 非 移 虫 寄 生 者 も 含む ) 
本 陸 5 宮 0 室生 用 NM ag ws 
_ 数 。 量 分布 数 是 分布 表 分 率 分 布 
3.000,000 以 下 3 一 3,000 以 下 2 一 30 50 を 
3-3,500.000 9 一 上 3 一 4,000 51 70 1ー 
3,5 一 4,000.000 11 大 4ー5,000 5 一 自 カー 80 8 色 
4 一 4,500,000 6 5 一 6,000 3 寺 す 81 一 100 5 和 
区 4,500,000 以 上 0 少 6 一 7,000 4 減 減 
> 少 
0 7.000 以 上 3 ッ 
の 計 29 計 29 計 29 
赤血球 減少 12 (41.4) 白血球 減少 13 (44.8 多 ) 血色 素 量 減少 16 (55.2) 
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第 5 表 釣 虫 卵 保有 者 と 諸 検査 成績 (陽性 / 検 査 数 ) 














竹 検 検 便 成 績 潜血 反応 血液 像 変化 貸 血 度 諾 検査 
年 釣 虫 寄生 問 事 中 張 陰 好 方 好 単 汐 赤 上 白 画 貧 重 
3 ニー テー 中 酸 権 . 選 血 想 色 一 つ 
訟 傘 浮 示 ト > 陽 陽 陽 球 推 球 球 球 球 球 素 皮 結 
別 数 抹 遊 養 1 核 増 増 増 減 減 減 
2 法 法 法 生 性 尾 性 性 左 移 多 多 多 少 少 少 膚 
男 13 59:s 2326 。 76 9js 5 4 5 0 4 5。 35 1/。 579 9 679 間際 “ 
女 19 19,。 9/ 26 。 7。 5 7 6 2 4 1475 976 77。。 ss 77js 197s 92 3 8 
計 32 153s 577 js 735 10 11 11 2 8 13193。 784 9 41955s 85 aa 4 9 
策 6 表 赤血球 ( 銘 虫 卵 保有 者 ) 第 8 表 血色 素 ( 釣 虫 卵 保有 者 ) 
IS た 油 還 MEW ea ーー 分 布 
赤 血球 数 cos ee 血 色素 量 ーー ニー ー 
数 百分率 数 百分率 
3,000,000 以 下 み 9.1 30 以下 0 
! 赤 生 球 減少 ek を 
33, 500,000 8 36.4 30 50 用 2 ? 血色 素 量 減少 9 
3,5 一 4,000,000 7 31.8 51… 75 用 12 55 
4 一 4,500,000 5 2 グ .7 76-100 内 8 36 
4.500,.000 以 上 0 人 計 クン 
言 22 思 に 2 つこ て た も と のか る 半 
時 区 平均 71.6 血色 素 量 減少 14 (71.62) 





平均 数 3,744.500 赤血球 減少 10 (45.5 用 ) 


第 7 表 白血球 ( 銘 虫 卵 保有 者 ) 











等 布 

白 血球 数 ーー 
数 百 分 導 

3,000 以 下 0 4 
3 一 4, 000 5 22.7 
45.000 4 白血球 減少 18.2 
5 一 6,000 7 31.8 
6 一 7,000 3 13.6 
7,000 以 上 3 13.6 

計 22 〆 
平均 数 5,200 白血球 減少 16 (72.72) 





5. 銘 虫 卵 保 有 者 と 諸 検査 と の 関係 

第 5 表 参 照 : 外見 上 皮膚 ・ 結 膜 に 各 血 所 見 を 認め る も 
の は 僅少 で ある が , 血液 検査 上 碧 色素 量 の 減少 が あり , 
特に 女子 に 顕 (男子 9 例 中 4・ 女 子 13 例 中 9) 。 
双 赤 血球 数 ・ 白 血球 数 の 減少 も 男女 共に 著 明 に 現われ て 
居る 。 こ れ に 比 し , 好 酸 球 増 多 は 少な く ( 男 子 9 例 中 2・ 


ーーー タ ーーーーーーー 一 


大 寺 、 


自 ご め る や 


女子 15 例 中 4 ) 慢 性 釣 虫 症 の 経過 を と つて いる 者 が 多い 
こと が 推測 され る 。 又 好 中 球 の 核 左 方 推移 を 示し た も の 
が 目立つ て いる 。 特に 女子 に 多い (男子 9 例 中 4・ 女 子 
15 例 中 14) 。 
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第 9 表 好 酸 球 ( 釣 昌 卵 保有 者 ) 
AKKO 分 布 
好 酸 球 数 
dE こる 考 数 百 分 導 
2.9 守 以 下 6 25 
3 5.9 12 50 
6 一 10.9 央 5 21 
11>15.9 1 ? 好 酸 球 減少 4 
16 一 20 用 0J デ 
計 24 レン 
平均 4.1 好 酸 球 増 多 6 (252) 
6. 釣 虫 卵 保有 者 の 有 気 血 に 就 て 


第 6・7・8・9・10 表 参 照 : 
に 就き , 血液 所 見 に より 筆 血 の 状態 を 観察 する に , 赤 血 
球 に 就 て は (第 6 表 )22 例 中 10・45.5 (350 万 以下 ) の 
減少 あり , 赤血球 平均 数 は 3,744,500 を 算 し て いる 。 

白血球 に 就 て は (第 7 表 )22 例 中 16・72.7 多 (6,000 以 
下 ) の 減少 を 認め , 相当 強度 の 減少 を 示し て いる 。 白 血 
球 平均 数 は 5,200 を 算 し て いる 。 

血色 素 量 に 就 て は (第 8 表 ) 22 例 中 14・63.6 2 (70 
以下 ) の 減少 を 示し , 血色 素 量 平均 量 は 71.6 用 を 示 し て 

















いる 。 





更に 鍋 昌 卵 保有 者 24 名 










思 。 で ょ 6 一 
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昭和 30 年 3 月 (1955)} 


第 10 表 赤血球 数 と 好 酸 球 ・ 好 中 球 と の 関係 ( 銘 虫 卵 保有 者 ) 





2 一 3,000,000 3ー4 ,000,000 


4.000,000 以上 














赤 血 球 数 2,000,000 以 下 
好 酸 球 と 4.0 4.1 を 2.42 を 
好 中 球 平 均 核 数 1.80 1.70 1.76 
塔 養 仔 虫 平均 数 Pd 1.5 隻 2.3 隻 1.8 隻 
第 11 表 就業 年 限 と 面 液 所 見 と の 関係 ( 多 虫 卵 保有 者 ) 
就業 年 限 数 。 生生 欄 数 多 。 六 。 赤 融 球 数 自生 球 数 。 2 
1 年 未満 1.98 1 42 3,220,000 4,800 61 
12 年 8 1.67 3. る 48 3,620,000 5,040 74.8 . 
23 年 3 1.71 3 31 4,180,000 7,167 83.7 
3ー5 年 5 1.67 4.7 35 3,480,000 4,980 67.6 
5 


5 年 以上 


1.85 4.6 





好 酸 球 は (第 9 表 )24 例 中 6・25 2(6 用 以上 ) の 増 多 が 
認め られ , 平均 数 値 は 4.1 を 示 し て いる 。 

赤血球 と 好 酸 球 ・ 好 中 球 並 に 培養 仔 虫 数 と の 関係 に 就 
て は (第 10 表 ), 赤血球 数 2 一 300 万 に は , 好 酸 球 平均 値 
4.0 用 ・ 好 中 球 平 均 核 数 1.80・ 仔 虫 平均 数 1.5 隻 , 赤 血 
球 数 3 一 400 万 に は , 好 酸 球 平均 値 4.1 用 ・ 好 中 球 平均 
核 数 1.76・ 仔 虫 平均 数 1.8 隻 に し て , 流血 球 数 400 万 以 
下 に 訟 て は , 仔 酸 球 平均 値 は 4.0 一 4.1 辺 で あり 400 万 
以上 の 2.4 用 に 比 し 好 酸 球 増 多 の 傾向 を 示し , 好 中 球 平 
均 核 数 に 就 て は , 共に 桜の 左 方 推移 を 示 し て いる 。 仔 下 
平均 数 は , 好 中 球 核 左 方 推移 の 強 さ に 正 比 例 し て いる こ 
と を 識 る 。 

7. 釣 虫 卵 保有 者 の 就業 年 限 と 血液 所 見 と の 関係 
第 11 表 参 照 : 就業 年 限 1 年 未満 (10 ヵ月 ) に 就 て は , 
具 1 例 の み で あ る が , 好 中 球 平均 核 数 1.98 に し て , 桜 
左 方 推移 は 顕著 で は な い が , 赤血球 数 ・ 由 血球 数 ・ 血 色 
素 量 は 共に 著 明 な 減少 を 来 し て いる 。 好 酸 球 の 増 多 は 認 
め ら れ た な い 。 12 年 に 就 て は , 好 中 球 平均 核 数 1.67 に 
し て , 最も 強く 核 左 方 推移 の 像 を 示 し て いる が , 赤血球 
数 ・ 白 血球 数 ・ 碧 色素 量 の 減少 は 僅少 で ある 。 何 汐 思 球 
は , 48 内 を 算 し , 相対 的 光 巴 球 増 多 が 出現 し て いる 。2 
3 年 に 就 て は , 好 中 球 平均 核 数 1.71 で 核 左 方 推移 は 強 
い が , 赤血球 数 ・ 白 血球 数 ・ 碧 色素 量 の 減少 は 顕著 で は 
な い 。3 っ 5 年 に 就 て は , 1 一 2 年 と 同じ く , 好 中 球 平 均 
核 数 1.67 を 示し , 好 酸 球 4.7 用 で 最も 高 率 で あり , 赤 
碧 球 数 ・ 白 血球 数 ・ 碧 色素 量 の 減少 も 赤 著 明 で ある 。 5 
年 以上 に 就 て は , 好 中 球 平 均 核 数 1.85 を 示し , 桜 左 方 
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46 3, 440.000 4.600 65.7 


推移 は 少な た い が , 好 酸 球 は 4.6 で 比較 的 多く , 特に 赤 画 
球 数 ・ 白 血球 数 ・ 血 色素 量 の 減少 が 目立つ て いる 。 

8. 某 一 工場 健康 診断 成績 , 特に 釣 虫 と の 関係 

第 12 表 参照 : 前 記 諸 検 査 を 終了 し た 某 工 場 の 事務 戦 
員 並 に 工員 に 就 て の , 健康 診断 所 見 は 下記 の 如く で あ 
や わ o 

男子 5 名 (事務 職員 2・ 工 員 3) ・ 女 子 8 名 (工員 ) 計 13 
名 に つき 記載 する 

既 住 症 : 履 * 脳 符 血 発作 ちあ る も の 1 名 , 其 の 他 胃 腸 
障 旭 2 名 ・ 肝 臓 疾 患 2 名 ・ 釣 虫 症 2 名 等 ある も , 結核 性 
疾患 は な い 。 

自 ・ 他 覚 的 所 見 : 節 血 症状 を 呈す る 者 5 名 (5 名 共 釣 
虫 卵 保有 者 ), 消化 器 系 障 旭 (悪心 , 嘱 吐 , 胃腸 障 奄 等 ) 
3 名 ( 3 名 共 釣 虫 卵 保有 者 ), 循環 器 系 障 旭 ( 心 蛋 元 進 , 
呼吸 促 迫 , 心臓 雑音 等 ) 5 名 (4 名 釣 昌 卵 保 有 者 ), 栄養 
障 旭 ( 脱 力 感 , 全身 修 怠 , 爪 光沢 滅 等 ) 3 名 (3 名 共 狗 東 
卵 保有 者 ), 神経 症状 を 呈す る 者 (耳鳴 ・ 頭 痛 ・ 岐 井 ・ シ 
ビレ 感 等 ) 6 名 (5 名 釣 昌 卵 保有 者 ) で ある 。 

X 線 間接 写真 所 見 : 肺 臓 に 結核 性 所 見 を 認め る も の 
な し 。 

検便 成績 : 是 卵 : 浴 抹 法 に より 釣 昌 卵 陽性 8・ 浮 遊 
法 に て 1, 沙 抹 ・ 浮 遊 法 に より 共に 陰性 で あり , 菩 養 法 
に て 色 虫 仔 由 を 認め た も の 2, 計 11, 顕 虫 卵 保有 者 は 5 
で ある が , 内 1 例 の み 昭 虫 単独 寄生 で あり , 他 は 鍋 虫 と 
の 混合 寄生 で ある 。 培養 法 に て 得 た 仔 虫 は , 前 記 の 如 
く , 全 例 ズ ビ = 仔 虫 で も つ た が , 仔 虫 数 は 1 一 3 隻 で あ 
る 。.- 上 記 鍋 昌 卵 保有 者 中 , 釣 虫 駆除 法 を 行 つ た も の は , 
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第 12 表 (1) 茶 工 場 健康 診断 成績 一 覧 表 
健 | 性 | 年 | 就 | 職 家 | 農 浮 | 既 | 既 | 他 自覚 的 所 見 
| 時 | 貸 生 ae 
叶 員 | | | 多 | 貸 | 消 | 循 | 栄 | 神 
| 2 の ゃ 邊 | を 李 | 衝 ] 
は | 事 皮 そ 駆 | 
草 | 土 | 除 | 維 准 
す | 列国 | 数 | 竹 抹  | 無 | 謙 | 肛 | 睡 | 定 。 | 無 | 状 | 理 | 砕 | 礎 | 状 
35| 男 | 57| 2| 吾 務 職 員 | 土 穫 泉 | 有 | 一 | 一 | 一 | 唱 圧 元 進 古 | 無 | 一 |-|-| 一 
還 I5y | トド 研 lw|-ー ト に | 一 - | < に | ン e|=|= 
me| > |e5l45l エ 員 | 管 業 | 無 |+|+| 一 | ーー ヶ | -|-|-|-|- 
5| > |ezl45| ヶ | 憂 業 | 有 有 | 一 |-|- | 臣 騰 炎 ・ ・ 項 呈 症 | ヶ | 一 | 一 | -| | 一 
wl mlsl > =*mlm に に に | 一 上 に に に に に 
nm 婦 |48|4| ヶ | ヶ | |+|+| ーーー ヶ | 二 | + |+|+ 
lm 引 > し に に | ーー | は に に 
6| ヶ | 4| ヶ | 祭 半 上 肌 | ヶ |+| よ | 一層 貸 馬 ・ 胃 靖 | ヶ |+ |+|+|+|+ 
2| ヶ |zel2| ヶ | 一 | 一 | 箇 品 。 | 有 | 一 | 一 |-|+|+ 
7| 2| | タク | 等 業 | ヶ |+|+| 一 | 計 職 病 ・ 骨 病 | 無 ] す | 二 | 二 | 一 |+ 
EE 旧 本 PE 思 FitrrEEi 幅 貴 に 
26| > |4sl 2 ヶ 農 業 | 有 一 | 一 | 一 | re | 無 ー-|- |+|+|+ 
10 | ヶ 9| 2| 業 | 無 |- | 一 | -| ーー | タリー|+ キ | キー|+ 
六 5| | | 事務 職員 | 土管 業 7 | 有 | は (( 二 )|((+) 有 | 
婦 | | 男 2 0| 明 業 814|315|1 2 | 
計 13| | 7 
Sh 人 基 所 | 無 (ー )ー )( ご ) 無 | 
守 | | 陽 9 女 1 19 | 8 |12 1 | 














1 名 に 過ぎ ず , 他 は 殆ど と 病 感 な く 就 業 を 続け て いる こと 
が 推 知 さ れる 。 潜在 性 出血 : 潜在 性 出血 は , 釣 忠 卵 保有 
者 全 例 に 陽性 反応 を 呈し た が , 内 強 陽 性 1・ 中 等 度 陽 性 
5 の 強度 の も の が ある 。 

赤血球 沈降 速度 : 1 時 間 値 28mm の も の に , 仔 虫 3 


袋 , 23 mm の も の に 2 袋 を 見 出す が , 其 の 他 に 於 て は , 
血 沈 と 仔 虫 数 どの 関係 に 就 て は 大 な る 所 見 を 認め る こと 
は 出来 な い 。 但 し 血 沈 値 高き も る の に , 好 中 球 左 方 核 推 移 
が 強く 現われ て いる 。 

碧 圧 : 銘 虫 卵 陰性 者 の 血圧 は 略 ょ 正常 で も る が , 保 
有 者 は 一 般 に 最高 血 圧 の 低下 が 認め られ る 。 1 一 2 最低 血 
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圧 の 低下 と 思わ れる も の が ある が , 玉 閉 で は な い 。 

赤血球 : 銘 虫 卵 保有 者 の 赤血球 数 減少 と 見 区 され る 
も の (350 万 以下 ) 8 例 あ る も , 他 の 3 例 は 略 正常 値 で 
ある 。 釣 虫 卵 陰性 者 2 例 に 就 て も , 赤血球 数 減少 が ある 
が , 之 が 完 明 は , 次 の 機会 に 立 る こと ゝ する 。 

白血球 : 赤血球 同様 , 減少 が 現われ て いる 。 又 赤 血 
球 の 場合 と 同じ く , 銘 昌 卵 陰性 者 の 2 名 に 就 て も , 減少 
が 認め られ て いる 。 

血色 素 量 : 赤 碧 球 ・ 白 血球 数 の 多 宴 と 一 致し て 増減 
し て いる 。 血色 素 量 減少 (70 多 以 下 ) と 認め られ る も の 
9 例 ( 内 釣 虫 卵 陰性 者 2) あ り 。 
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第 12 表 (2) 某 工 場 健康 診断 成績 一 覧 表 
| 血 | 栓 便 成 績 | 血 
血 必 | 交 一 pp の Sp 
| | 銘 了 東 寄生 | 映 | 潜血 反 応 | 赤 白 血 
Eo 4 値 | | | Sn = ro アイ mr ed 想 想 色 
| | っ | 開 | 1 寺 | 東 | 
本 | 全 | 但 | 区 | も 。 券 。 ト 生計 
| 半 」 閑 」 間 養 玄 | 者 | 偽 | 佑 | 佳 人 | 義 [ 間 量 
高 低 | 還 | ま | 法 ml = | の ll (-) | 2 本 。 し 2 
9| 90| 91-ー| 一 < 元 2|+|+|+| | | 142 7200| 9 
15 104| 2 | 一 |+| オオ +| 一 | |# せ | | Anoo.oow so| gm 
146| 20| 3 | 一 |+| |]+| せ |+ | | 3.400.000 5,500| es 
120| 75s|12 | 一 |+| 計 。|+ 了 | - | # せ | | 3.600.000 4100| es 
| ee| 3|-| 一 | た |+|-| gl | 4.160,000 6.200| sz 
120| 80| 1 | 一 | +| テ z|+|ー | | 2.900.000 5,.100| 50 
102| 20 10 一 | 一 | - |-|- 拓 ー | 3.1g0,oo0 3.700| ss 
32| sol s| 一 | -| オ ェ | -|+| | | 3.100.000 5,400| sz 
10| 90 6| 一 一 ー トー| 替 | | | ー |3.050,000 3.900| so 
108| so| 2s | + es 直し ド / 仙 軍 | 3.20o.o00 4400| 70 
118| 80| 10 | + オ |+ ェ | ェ |+| | | |z.2o. s.o| 5 
-108 | 80| 10 |+ | | ] | # | | | 3.400.00g| 3.800| 64 
ms5| ss| 22 | | オキ + | +| gl | 3.980,000 6.100| 86 
| (+) | (+) | (+) | (+) | (+) | (+) | GH) | GR) | (-) | 
| | | | | | 
4*「 を で | 本 「W 反証 
計っ コ | | | | 
| | | | | 
(-) | ( こ ) | (-) | に) | ー) | | | 
| 9 5 2 | 2 8 | | | 
碧 液 父 : 好 中 球 平均 村 数 : 9 例 に 核 左 方 推移 あり 。 認め られ る 。 就業 年 数 4 年 3 名 に 就 て は , 2 例 は 相当 強 
面 し 貧血 強度 に 存 し , 釣 昌 卵 険 性 の 前 記 2 例 中 1 例 に 度 の 貧血 所 見 が 認め られ る が , 好 酸 球 増 多 は 認め られ な 
は , 核 左 方 推移 を 認め な い 。 い 。 僅 か 生 ら , 好 中 球 核 左 方 推移 が ある 。 就業 年 数 3 年 
好 酸 球 : 3 例 に 於 て , 好 酸 球 増 多 (6 以上 ) を 認 む 。 2 名 に 就 て は , 内 1 例 に 自 ・ 他 覚 的 に 委 血 所 見 を 認め , 
休 お 銘 虫 卵 陰性 2 例 に 就 て は , 夫々 1・0 で ある 。 血液 所 見 で も 和 貧血 の 父 を 呈 し 年 ら , 釣 息 卵 陰 性 ・ 好 中 球 
単 核 球 : 2 例 に 於 て , 単 核 球 増 多 (6 以 上 ) を 見 る 。 核 左 方 推移 を 認め な い 。 他 の 1 例 は 釣 虫 卵 保有 者 で ある 
光 巴 球 : 5 例 に 於 て , 相対 的 光 巴 球 増 多 (45 多 以 上 ) が , 貧 碧 所 見 を 呈 し な い 。 就業 年 数 2 年 5 名 に 就 て は , 
を 見 る 。 1 例 は 血液 所 見 に よ り 筆 血 の 父 を 呈し 年 ら , 釣 旨 卵 陰 
就業 年 限 : 就業 年 散 45 年 2 名 に 就 て は , 共に 狗 虫 卵 性 ・ 好 中 球 核 左 方 推移 が な い 。 他 の 4 例 中 2 例 は , 相当 
は 認め る が , 節 血 所 見 は 閉 明 で は な く , 赤血球 数 ・ 白 血 強度 の 貧血 の 血液 所 見 を 呈 し て いる 。 就業 年 数 1 年 は , 
球 数 ・ 血 色素 量 の 減少 も 著 明 で は な い が , 好 酸 球 増 多 が 1 例 に 過ぎ な い が , 潜在 性 出血 は 強 陽性 で ある が , 未だ 
( 21 ) 




















[寄生 躍 学 雑誌 ・ 第 4 巻 ・ 第 1 号 














































2| | も 1 に 


18 | 2|10| 4 oh 


第 12 表 (3) 工場 健康 診断 成績 一 覧 表 
液 所 見 | 生 休 | 
血 液 人 | | 
に 菩 
好 中 球 | 好 | 単 | | 備 考 
区 巴 球 閑 al | 
。 入 数 平均 酸 | 枚 | 。 拉 | 
ェ |mmml Ivy| 計 隊 弟 束 球 大 | 小 庄 見 長 | 重 
10|18|ie|4|o|48301|4|1|55| | 5 陣 夫 (+) 赤 中 球 ・ 和 球 ・ 名 正和 
19|so| 6|2|2|59h833|5| 3|30 El にし. 
| 2|o|1|2E726 | 9 | 40 49| 一 | | 隆 酸 球 増 多 ] ho 
EN 9|4|14|49EOO 6| nls| | 一 | | mee・ ・ 楼 左 方 失 移 な し 
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血液 の 筆 血 所 見 は , 左 程 強く な い が , 好 中 球 平 均 核 数 
1.04 で , 甚 し く 諾 方 推移 を し て いる 。 又 好 酸 球 も , 5.5 
あ り , 増 多 の 傾向 に ある こと が 推 知 され る 。 

結 語 

寄生 昌 は 近 時 減少 の 傾向 を 示し , 特に 昌 は , 可 成 り 
減少 を 示し て いる 。 面 し , 釣 虫 は , 虫 と 同様 に 減少 し 
て いる か 否や は 鞭 だ 疑問 に 堆 え な い 。 

当 未 田 土 管 工場 組合 に 於 て も , 検便 例 数 僅 に 32 例 で 
あぁ つた が , 塗 抹 ・ 浮 遊 併用 法 に よ り 62.5 有 , 更に 培養 
法 を 行い , 75 之 の ズ ビ = 仔 昌 を 証明 し て いる 。 従 来 土 壌 
を 取扱 う 工 管 業 に 対す る 之 等 報告 に は 殆ど 接し な い 。 特 


12|22|1| 2 | 0 | 鐘 | 061|o| 3l PE 回 EE 隊 方 参 な し - 
HPE 2|o ghe 17| PE4 世 LE 
2 5| 1 | o elh.es ol 1 | s|sy ] 40 ド ー | 140| 43 仁和 ( ご ee di 
39.517.5| 3.5 1 10 55.51.04 5.8| o| slsl 四 回 51 | て すこ っ 
2 | 0|oleth.el313| 6| タ ml 1 人 45 赤血球 ・ 白 血球 ・ 血 色素 量 
時 | 91 os h. 73 科 】 | o| 3| 42 | 65 | 也 = 半 2 | 

le 1.68 6 | 6 | 6| 33| 39| 一 | 150|50 酸 球 ・ 間 核 球 増 多 , 校 左 方 失 移 
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に , 山口 県 に 於 て は , 未だ 見 当ら な い 。 諸家 の 報告 に よ 
り , 当 県 に も , アメ リカ 釣 虫 も 相当 検出 され る も の と 予 
想 し て いた が , 今回 は 例 数 少な いた めか , 検出 する こと 
が 出来 な か つた 。 

従業 員 中 , 釣 虫 症 の 覚 症 を 訴え る も の は 比較 的 僅少 
で ある が , 血液 像 に より , 未 検便 従業 員 中 に も , 前 述 検 
査 成績 の 如く , eno 人 L を 
起 し て いる も の が ある こと ょ ゝ 推測 され る 。 

本 検査 に 於 て 銘 虫 卵 保有 者 の 顕著 な 所 見 と し て は , 好 
中 球 核 左 方 推移 並 に 正 色素 量 の 減少 で も る 。 双 赤血球 ・ 
白血球 数 の 減少 も 強度 で ある 。 又 未 検便 者 の 血液 像 所 見 
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る, 同様 接 左 方 推移 が 強く 起 つ て いる 。 好 酸 球 増 多 は , 
余り 高 率 で な く ,。 慢性 経過 を と つて いる も の が 多い こと 
が 推 衝 され る 。 

更に , 引続き 同 工場 組合 全員 と , 同 家族 並 に 附近 居住 
者 に 対 し て る も, 諸 検 査 を 実施 し , 随時 報告 する こと ヽ ゝ す 
る 。 

握 筆 に 当り , 本 調査 に 種々 御 挨 助 を 賜 つ た 防府 労働 基 
準 監督 署 に , 深 甚 の 謝意 を 表す と 共に , 御 指導 ・ 御 校 団 
を 賜 つ た 細川 教授 に , 満 腔 の 感謝 を 捧げ る 次 第 で ある 。 
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Abstract 


After the war, parasitic diseases were noticed 
and were enforced exhautively, preventive and 
therapeutics。 However recentry, aScaris iS folloW- 
ing to decrease especially, and yet it seems to 
have doubts whether hookworm is following to 
decrease as well as ascaris. In literature, this 
disease is found in many earth-workers and nine- 
workkers. In Yamaguchi prefecture,。 we Could not 
find such investigation that could cormmrmence in- 
vestigation。 

The results gaind are as follows。 

1. We investigated on workmen at the Sueda 
earthwear pipe workshop, Hofu-city, Yarmaguchi 
Prefecture, and observed it from industrial hyginic 
Standpoint. 

2. The number of cases on variouS Stool eXa<- 
mnination (streak preparation, concentratiVe mmne- 
thod, culture method, and occult blood reaction ) 
were merely 32, but demonstrated 24 positive 
(75 Dubini larva ) . 

3. There were a few workmen who cornplained 
of subjectice symptormes of anchylostormniasiS in 
them, but it was infer from the blood picture 
that so many hookworm-egg-CarrierS and hernato- 
logic alterations remain in workmen Of univesti- 
gation aS Our reSultS. 

4. As remarkable finding of egg-carriers : Shift 
to the left of neutrophilic leucocytes, hyDochrO- 
matic anemia, and leucopenia : eosinophilia 1S not 
high percentage, because it may be chronic an- 
cylostomaSiS. 

5. Still more。 about the whole workmmen of 
this workshop, their family, and neighbouring 
dwellers, we will practice the variouS eXxarnina- 
tions one after anuther, and intend to report 


occaSionalIY. 
























鉛 虫 仔 昌 の 行動 に 関す る 研 完 


1. 犬 釣 是 4zcy/osZozzZ cg722222622 感 要 仔 虫 の 
溜 度 に 対す る 動 性 kinesis に つい て 


安 雑 岡 


ei 抽 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 躍 部 
(昭和 30 年 2 月 28 日 受 領 ) 


4: 介 が 者 

鉛 虫 仔 虫 の 宿主 皮膚 へ の 接近 侵入 機転 の 解明 に は 仔 虫 
の 行動 生理 学 的 研究 を 必要 と する の は い 5 まで も な い 。 
従来 この 方 面 の 研究 に は Brumpt (1921), Khalil(1922), 
小 管 (1924), Chandler(1925) 及び Lane(1930) 等 の 断片 
的 記載 , そし て Fulleborn(1924, 32), 平井 (1929), 分 
鳥 (1933), 北山 (1935) 及 び 原 田 (19534) 等 の 系 統 的 研 
究 が ある 。 これ ら の 研究 は よう や く 仔 昌 の 行動 を 明 ら 
か に し つ ょ ある けれ ども , 休 お 幾多 の 知見 の 明らか で な 
い , 或 は 不一致 の 点 を 残し て いる 。 これ を 例え ば 仔 虫 の 
光 に 対す る 行動 に つい て も , Filleborn, 平井 は 向 光 性 
が ある と し て も それ は 極め て 微弱 な も の で ある と い ょ ゝ , 
分 島 は あき ら か に 陽 計 の 向 光 性 あり と し , 最近 に お いて 
原田 は これ に 陰性 の 向 光 性 を 認め て いる 。 こ れ ら の 見 解 
の 相 異 は お そら く 除 去 し 得 な た か つた 実験 条件 以外 の 他 の 
要因 (例え ば 刺 戦 光 の 熱線 除去 が な され た か , この 点 に 
関し て 現在 迄 の 研究 者 は 一 言 も 触れ て いな い ) に よる も 
の と 考え られ る 。 そこ で 筆者 は 鈴虫 仔 虫 の 行動 に 関し 
て , これ ら の 不明 , 不一致 の 点 を 一 挿す べく 詳細 な 実験 
的 研究 を 行い つ ゝ ある が , 先 づ 温度 に 対す る 仔 昌 の 動 性 
kinesis に つい て 落 干 の 知見 を 得 た の で こ ヽ に 報告 す 
る 。 

2. 実験 材料 

本 実験 に お いて 用 いた 犬 釣 虫 仔 虫 は 成 誤 仔 150 個体 
を 符 口 感染 せ し め た 生後 2 ヵ月 の 仔犬 より 得 た 犬 多 虫 々 
卵 を 28*C に 瓦 培 養 し て 得 た も の で ある 。 可 及 的 正常 の 
運動 活 深 な 仔 虫 を 得る た め に , 又 仔 虫 水 を 清 滞 に する た 
め に これ を 再び 瓦 上 に と り , 一 昼夜 経過 後 周 暑 の 水中 に 
流出 し た 個体 を 中 いた 。 実験 は 培養 開始 後 7 一 14 日 間 に 





Behaviour of Hookworm Larvae. 1. Thermo- 
kinesis of infective larvae of .4zcy/os/ の 2 Cg222- 
2 in water、 Kazuo Yasuraoka (Parasitology 
division, National Institute of Health) 
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行 つ た 。 
3. 仔 虫 の 運動 の 律動 性 

仔 虫 の 動 性 を 観察 する に は 仔 虫 の 運動 量 を 定量 的 に 表 
現す る こと か 必要 で ある 。 水 中 に お ける 銘 虫 仔 虫 は 他 の 
自由 生活 線 虫 聞 と 同様 に , 頭 端 と 尾 端 を 同時 に し か る 同 
じ 側 に 交互 に 屈曲 させ る 運動 を 示す 。 そ こ で 筆者 は 仔 虫 
の 頭 端 の 皇 動 を 10 回 な す の に 要する 時 間 を スト ッ プ ウ 
オォ オッ チ で 計測 し , これ を 運動 量 と し て あら わす こと に 
し た 。 長 時 間 に わ た つて 鈴 察 を 続け る と 仔 虫 の この 運動 
は 次 第 に 組 慢 と な り , や が て 完全 な 伸展 状 と な つて 停止 
する の で , 測定 は すべ て 所 定 水温 を 有する 容器 中 に 投入 
後 2 分 か ら 10 分 の 間 に 行 つた 。 

包 虫 仔 虫 が 水中 で 示す この 運動 は 一 見 し て ほ ゞ 律動 的 
に 行わ れ て いる と 思わ れる が , これ を 統計 学 交 に 検討 し 
て 果して その 通り で ある か ど うか を 確 め て 見 た 。 そ の た 
め に 先 づ 仔 虫 の 運動 量 の 分 布 を 検査 する こと ヽ し た 。 

培養 開始 後 8 日 目 の 仔 虫 1 個体 に つい て 31"C 全 温 下 
に 連続 観察 し て 10 回 提 動 に 要する 時 間 を 80 回 に わた つ 
て 測定 し た 。 こ の 測定 値 を 級 問 0.2 秒 と し て 9 階級 に 分 
類 し 度数 分 布 表 を 作り , これ に 相当 する 正規 分 布 の 期待 
度数 を 算出 し て 実測 度数 と の 適合 度 を 検定 し た 。 そ の 結 
果 は 第 1 表 左 の よ うに 平均 所 要 時 間 テ は 3.6 秒 で 分 布 型 
は 5 以 下 の 人 危 険 率 で 正規 型 と 見 仙 す こと が 出来 た 。 

叉 , 上 養 後 10 日 目 の 仔 虫 の 集団 と し て の 度数 分 布 を 
25.5"C 恒温 下 で 仔 虫 80 個体 に つい て 検査 し た の が 第 1 
表 話 で ある 。 こ の 場合 に は それ ぞ れ の 仔 虫 に つい て at 
random (に 一 回 だ け 所 要 時 間 の 測定 を 行 つ た 。 こ の 測定 
値 を 級 問 0.4 秒 と し 12 階 級 に 分 け て 度数 分 布 表 を 作り 
適合 度 を 検定 する と 矢 張り 5 狐 以下 の 和佐 険 率 で 正規 型 を 
示 し た 。 平均 所 要 時 間 * は 6.4 秒 で あつ た 。 
以上 の 結果 か らし て 狗 虫 仔 虫 の 運動 の 周期 は 個体 に お 
いて も 集団 に お いて も る 正規 分 布 に 収 れん する の で , この 
運動 は 安定 し た 律動 性 の ある も の と 見 人 す こと が 出来 
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Fig. 1。 


Frequency distribution showing the fctuation of the time required for ten 


Strokes of head calculated by Kenney's mathematics of statistics. 
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る 。 
4。 種々 の 温度 に お ける 仔 虫 の 動 性 

鋼 虫 仔 虫 の 温度 に 対す る 態度 に つい て 箇 井 (1924), 小 
県 925) ら の 報告 が ある が , これ ら は 予防 撲滅 と い ぅ 立 
場 か ら 主 と し て 40*C 以上 の 高温 に お いて な され た 研究 
で あり , し か る 温度 が 高く な る と 仔 虫 の 運動 が 時 盛 に な 
る こと を 述べ て いる が , これ も 主観 的 記載 に 過ぎ な い 。 

上 述 の よ 5 に 仔 虫 の 動 運 は 律動 性 を 有する も の で ある 
こと が 分 つた が , 更に この 運動 が 種々 の 水温 中 で どの よ 
う な 変化 を 示す か に つい て 前 章 の 場合 と 同様 に 仔 虫 頭 端 
の 10 回 捕 動 に 要する 時 間 を 測定 し た 。 1?C 間隔 の 所 定 
の 温度 を 示す 水中 に 仔 虫 約 50 個体 を 投入 し , これ を 顕 
微 鏡 用 信 温 装置 中 で 低 倍率 の 拡大 下 に その 運動 量 を 集団 
と し て 測定 し 、 その 平均 値 及 び 標 準 偏差 を 算出 し た (第 
1 表 )。 仔 虫 の 実験 前 の 適応 温度 は すべ て で 20?C, 一 回 
実験 に 用 いた も の は す て ょ ゝ , 各 温 度 に お いて 常に 新しい 
材料 が 用 いら れ た 。 

仔 虫 は 10"C 以下 で は 全く 運動 せ ず , 12^C14?C 附 
近 か ら か すか な 頭 端 の 振動 を 見 せる が 極め て 不 活 肖 で あ 
る 。16"C 附近 か ら 正 常 の 運動 を 見 せ 始 め る が , 10 回 揚 
動 に 要する 時 間 は 平均 29.0 秒 で 非常 に # 綴 徐 で あり , 値 
の ば ら つ きゃ 大 きく 標準 偏差 は 10.4 を 示す 。 し か し よ 
う や く 温 度 の 上 昇 と 共に その 運動 も 活 洪 , 律動 的 と な 
り , 標準 偏差 も 小さ く な つて くる 。 し か し 33*C 以上 に 
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strokes of head (second) 


@-- 一 -@ exDected 
80 worms (25.5“C) 
s 三 0.94 


巡 三 (0.05) 1.145 


メー6.4 


2% 三 0.536 


43 48 53 58 63 68 73 78 83 89 93 98 


Table 1 The time required for ten strokes 
of head of larvae in several ternperatureS. 





Temperature 
?C 


15 
16 
17 
18 
19 
21 
23 


25 
26 


28 


30 
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Time required for ten 


29.0 
19.1 
16.6 
14.7 
12. 5 
11.3 
9.9 
8.2 
7。Z 
7.0 
6.3 
5.8 
5.1 
4.0 
4.1 
3.5 


2 
5 
.3 
0 
3 


いい の いい の の 


| 


strokes of head 


Standard 
_ deviatiorm 





Average Logarithm 


1.46 
1.28 
1.22 
1.16 
1.10 
1.05 
0.99 
0.91 
0.89 
0.85 
0.80 
0.76 
0.71 
0.60 
0.60 
0.54 
0.51 
0.54 
0.52 
0.48 
0.52 


10.41 
4.97 
4.16 
2.52 
2.92 
2.33 
1。12 
1.67 
1.72 
1.43 
1.83 
0.89 
1.54 



































Fig. 2 Correlation between the logarithm 
of time required for ten strokes of 
head and temperature。 
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な る と 運動 量 は 温度 に 無関係 で 。 その 値 は ほ ゞ 一 定 と な 
り , 37"C 以上 で は それ まで に 見 られ た 律動 的 な 運動 が 
消失 し , けい れん 的 な 不 規則 運動 が 見 られ た 。 以 上 の 結 
果 か ら 16*C32?C の 箇 囲 内 で は 温度 と 運動 量 の 間 に 相 
関 関係 が 認め られ , 10 回 揚 動 に 要する 時 間 ( 秒 ) の 対数 
を 縦 軸 (Y ) に と り , 温度 を 横 軸 ( メ ) に と つて 作図 する と 
両者 の 間 に 直 線 関係 が 認め られ た (Fig. 2 )。 最小 自 乗法 
(こよ りこ の 直線 の 実験 式 を 求め る と 次 の よ うに な つた 。 
Y =2.2166 一 0.0545X 

この 式 の 相関 分 析 表 は 第 2 表 の 通り で, 
険 率 で 回 慎 の 有意 で ある こと が 分 つた 。 

次 に 仔 虫 は 前 述 の よ うな 律動 的 運動 と 共に , し ば し ば 
体 軸 の 方 向 変換 を 見 せる 。 こ の 運動 は 尾 端 を 器 底 に 固 落 
し と これ を 中 心 と し て 一 挙 に 180” 近く の 角度 を 回 転 する 
こと も あれ ば , 。 僅 か の 角度 を 徐々 に 回 転 す る こと も あ 
る 。 1 分 間 に お ける 体 軸 の 回 転 度 を 種々 の 温度 下 で , 変 


錠 以 下 の 人 危 


換 角 度 360" を 1 と し て 維 察 し た の が 第 3 表 で ある 。 す 
な わ ち 温度 16*C 一 30“C の 範囲 内 で は 温度 の 上 昇 と 共に 
その 方 向 変換 角度 の 増加 する 傾向 が 明瞭 に 認め られ た 。 
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Table 2 Analysis of regression table. 





S f V F 








Factor 

Regression 1.211651 1 1.211651 _800. 65** 
Residual 0.0227 15 0.0227/15 

Total 1 .234351 


F (1 多 ) =8.6831 


Table 3 The change of the body-axis 
of hookworm larvae in several 
ternDeratureS. 





Change of body-axis 
(per mninute 





Temperature 二 】 
CO Avera Max- MMini- Standard 

- 6 _imum mum deviation 
18 0.4 1。0 0 0.10 
20 2.5 5.0 0.75 1.23 
22 3.4 5。5 +。5 1.59 
24 3.8 5.5 2。5 0.93 
26 4.8 6.5 2.75 』。51 
28 5.9 10。25 3。.0 4.35 
30 9.1 13.5 6.5 3.82 
32 人 13.0 6.5 6.88 
34 6.5 3 ウ 。 和 4.25 5.98 

5. 論 護 


従来 釣 虫 仔 虫 の 運動 に つい て は , 常に 主観 的 記述 す な 
わ ち 極め て 活 藻 で ちる と か , 緩徐 な 運動 で も る と か い 5 
よう な 表現 が 用 いら れ て 来 た 。 こ の 場合 仔 虫 の 運動 を 量 
的 に あら わし て 種々 の 比較 論評 する こと が 望ま し い 。 文 
刺 戦 に 対 し て 明瞭 な 定位 運動 , い 、 か えれ ば 走 性 を 示さ 
な い 動 物 の 刺 載 に 対す る 集合 や 迷 避 と い 3 ぅ 現象 の 機構 に 
つい て 説明 する に は , 何ら か の 基準 に お いて その 運動 を 
量 的 に あら わす こと か 必要 で ある 。 筆者 は これ ら の 観点 


か ら 銘 虫 仔 昌 が 見 せる 線 貝類 特有 の 運動 を , 頭 端 の 揚 動 
数 に お いて 把握 し , 推計 学 的 に 検討 し て その 値 が 個体 に 
お いて も 集団 に お いて も 正規 分 布 を 示し , し た が つて こ 


れ が 安定 し た 律動 性 の ある 運動 で や る こと を 明らか に し 
た 。 し た が つて 種々 の 実験 的 環境 条件 下 で の 仔 虫 の 運動 
状態 の 変化 , すなわち 運動 の 活 洪 さ , 或 は 律動 性 の 消失 
等 に つい て は , 正常 の 環境 下 で の 対称 と 常に 量 的 に 比較 
論 譲 する こと が 可能 で ある 。 

すなわち 次 いで 行わ れ た 各種 温度 に お ける 仔 虫 の 動 性 
の 観察 で , 温度 16*C32?C の 範囲 内 で は , 温度 と 頭 端 
持 生 数 の 対数 値 の 間 に 明瞭 な 直線 関係 の 存在 する こと が 
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分 つた 。 水 中 に お ける 仔 昌 の 頭 端 の 揚 動 は それ 自身 顕著 
な 体 の 移動 運動 と は な ら な い が , 寒天 板 上 で 観察 する と 
この 揚 動 に よ つ て 仔 昌 が 体 の 移動 を 行う こと が 明瞭 に 認 
め ら れる 。 し た が つて 温度 の 上 昇 は 単位 時 間 に お ける 仔 
虫 の 移動 距離 を 増大 させ る と いう こと が 出来 る 。 

令 , 仔 虫 の 体 軸 の 変換 角度 も 温度 上 昇 に し た が つて 増 
加 す る こと が 分 つた が , この よう な 温度 の 上 昇 が 体 頭 敵 
の 揚 動 数 , 体 の 移動 速度 及び 体 軸 の 方 向 変 換 度 を 増大 さ 
せる , い ょ か えれ ば 動 性 kinesis が 高まる と いう こと 
は , 仔 虫 が 定 温 動 物 で ある 宿主 の 皮膚 に 接近 する 機構 の 
説明 に 極め て 重要 で ある と いえ る 。 す な わ ち 温度 が 比較 
的 低い 環境 下 で は その 附近 に 宿主 の 接近 は な く , 温度 が 
高く な る と いう こと は 仔 昌 が 宿主 に 接近 し た こと を 示 
し , この 時 仔 虫 の 運動 が 活 洪 に な り , 頭 端 の 提 動 数 , 体 
の 移動 速度 及び 体 軸 の 方 向 変換 度 が 増加 し て 30"C 随 近 
で それ が 最高 に 達する と いう こと は , 仔 昌 が 宿主 皮膚 の 
存在 方 向 を 知る の に 非常 に 好都合 と な る 。 勿論 仔 虫 の 宿 
主 友 膚 へ の 接近 侵入 と い 5 現象 に は , 他 の 物理 化学 的 要 
因 も 大 い に 関 与 し て いる こと ヽ ゝ 思わ れる が , 温度 も 重要 
ょ 要因 の 一 つと し て 大 き な 人 役割 を 演じ て いる も の と 考え 
られ る 。 


6. 要 約 

犬 多 虫 感染 仔 虫 の 水中 に お ける 運動 を 観察 し て 次 の よ 
うぅ な 結果 を 得 た 。 

1) 水中 に お ける 釣 虫 仔 虫 の 頭 端 糧 動 10 回 に 要する 
時 間 を 測定 し , 推計 学 的 に 検討 し て その 値 が 正規 分 布 を 
な すこ と を 証明 し た 。 こ の 事実 は 仔 虫 の この 運動 が 安定 
し た 律動 性 の ある こと を 示す も の で , し た が つて 頭 端 の 
提 動 を 運動 量 と し て 表現 する こと が 可能 で ある 。 

2) 頭 敵 皇 動 数 と 温度 と の 間 に は 相関 が 証明 され , 提 
動 10 回 に 要する 時 間 の 対数 を Y, 温度 を 双 と すれ ば , 
Y =2.2166 一 0.0545X の 実験 式 で も あらわ され る 。 

3) 仔 虫 の 体 還 方 向 変換 の 度合 は 温度 上 昇 と 共に 増加 
する 。 

4) 温度 に 対す る 仔 虫 の 動 性 kinesis か ら 仔 虫 の 宿主 
皮膚 接近 機構 を 考 窪 し た 。 

稿 を 終る に 当り , 種々 御 指導 を 賜わり , 耳 つ 御 校 開 下 
さき つた 部 長 小宮 義孝 博士 に 深 て 感謝 の 意 を 表す る 。 
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The behaviour of infective larvae of 4zcyos/272 の 
cg22224272 1mn water waS observed。 The results. 
obtained were as follows : 

1) The quantity of the movement of larvae was: 
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neaSured by recording the time required for ten 
Strokes of head with a stop watch. The frequency 
distribution showing the fuctuation of the tirme 
required waS made by mneasurerments of the time 
required 80 times in one worm。 In a jike man- 
ner 80 worms were taken and the frequency 
distribution of the tirme waSs measured once at 
randorm in each. As the results of such Droce- 
dures it was found that they belong ccnsistently 
to the “normal type "which indicates the stable 


nature of the rmovemnent. 
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2) The relation between the tirme required for 
ten strokes of head and the ternperature W3S 
able to manifest ss the equation of the first de- 
gree: Yー2.2166 一 0.0545 双 in which Y ogarithm 
of the required, and 双 the termperature. 

3) The increase of temperature resulted an in- 
creaSe in the change of the body-axiS。 

4) The fact that the larvae have such a thermo- 
kinmesiS iS considered to play an imnportant role 
on getting in contact with their host. 
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権 訂 


< ・ 油 衝 
阿 部 正 武 千葉 市 双 鼻 町 千葉 大 医学 部 衛生 学 教室 
阿 部 康 男 鹿児島 市 際 池 町 鹿児島 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
会 田 忠 次 郎 埼玉 県 大 宮 市 大 宮 埼玉 県 衛生 研究 所 
相 崎 徳 治 郎 浦和 市 白幡 586 3535 
赤 木 勝 雄 東京 都 千代 田 区 飯田 町 2 日 本 医科 大 学 
赤 木 孝 広島 県 三 阪 市 木原 町 1529 日 本 寄生 虫 病 研究 所 
赤 座 奨 坪 阜 県 稲葉 郡 那 加 町 西 市 場 喜 市 日 之 出町 伊那 波 保健 所 
赤 松 高 之 東京 都 新 宿 区 信濃 町 35 慶応 大 学 医学 部 小児 科 教室 
秋 元 展 二 約 前 市 本 町 53 弘前 大 学 病院 棋 外 科 
秋 貞 恭 還 小倉 市 真鶴 町 74 九州 歯科 大 学 
安 保 寿 札幌 市 北 12 西 5 北大 医学 部 病理 学 教室 
安 訂 発 名 古屋 市 中 区 春日 町 19 
青 影 金 吾 広島 県 三原 市 大 原町 1529 日 本 寄生 虫 病 研究 所 
新 美 大 四郎 鹿児島 市 鹿児島 大 学 農 学部 
有 田 道夫 福岡 市 大 学 孔 灯 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
麻 布 卓 郎 長崎 県 練 早 市 長崎 大 学 風土 病 研究 所 
浅 田 順 一 広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 虫 学 病 研究 所 
朝 食 滋 約 前 市 弘前 大 学 医学 部 横 外 科 
浅 見 区 三 東京 都 武蔵 野市 吉祥 寺 塵 大 医学 部 寄生 虫 学 教室 
浅 野 清 子 横浜 市 南 区 浦 竹 町 横浜 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
熱 海 徳 夫 青森 市 合 浦 町 浪 打 病院 外科 

B.D の 部 
板 東 元 夫 東京 都 順天堂 大 学 医学 部 薬理 学 教室 
醍 楓 暗 二 大 阪 市 大 阪 大 学 医学 部 生化 学 教室 


第 一 楽 品 工業 株 式 会 社 研究 所 富山 県 放水 郡 小杉 町 
寺 


枝 阜 県 立 大 学 医学 閣 岐阜 県 上 C 阜 市 枝 阜 局 区 内 北野 町 1 


" 群馬 県 学校 保健 会 群馬 県 前 橋 市 群馬 県 庁 教 育 委員 会 事務 局内 
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幸 枝 広島 県 尾道 市 吉 和 町 38 日 本 寄生 虫 病 研究 所 


の 部 
正 義 大 分 県 北海 部 郡 佐賀 関 町 日 鉱 佐賀 関 製 便所 病院 
季 雄 岐阜 市 比 野 町 寺 阜 県 立 大 学 医 学部 病理 学 教室 
静 雄 千葉 市 衣 鼻 町 千葉 大 医学 部 衛生 学 教室 
皿 衝 新潟 県 小千谷 町 403 魚沼 病院 内 
敏 夫 神奈 川上 高座 郡 相模 原町 土 鈴 間 国立 相模 原 病院 
寿 作 名 古屋 市 中 区 南 外 堀 町 愛知 県 衛生 研究 所 


。 千 代 東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
『. 東京 都 中 央 区 丸の内 三菱 東 7 号館 406 医学 統 合 研 究 所 


稔 福岡 県 穂 郡山 田町 三菱 鉱業 町 病院 
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旧 の 部 
浜 田 背 
浜 田 義 雄 
添 家 宣 
Hunter III G. W. 
馬 時 実 '~ 末 
原 田 義 道 
原 田 隆 
原 博 
原 誠 基 
原 赦 造 
春 田 豊 作 
長 谷 川 恩 
長 谷 川 恒 治 
橋 口 稚 治 
橋 本 紳 宏 
橋 本 典 秋 
橋 村 秋 雄 
晶 田 吉 人 郎 
林 田 正 典 
林 直 敬 
林 PJ 
林 滋 生 
林 普 
東 出 弘 
生 田 憲太郎 
樋 渡 吉 治 
肥 後 正 上 典 
平野 志 数 子 
平 野 引 開 
日 野 真 申 
弘前 大 学 医学 
本 田 信 義 
本 間 誠 
掘 ロ 武 二名 
堀 克 重 
堀 見 利 昌 
堀 た 
星 直 利 
無 攻 _ 旭 王 
保 坂 幸 男 
細 川 修 治 
細 谷 英 夫 













米子 市 鳥取 大 学 医学 部 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 7 阪 大 微生物 病 研究 所 寄生 虫 部 
東京 都 中 央 区 丸の内 三菱 東 7 号館 406 医学 研究 所 

東京 都 中 央 区 丸の内 三菱 東 7 号 406 館 医 学研 究 所 

横浜 市 南 区 中 村 町 3 の 3 神奈 川 県 衛生 研究 所 

鳥取 県 米子 市 西町 36 の 1 鳥取 大 学 医学 部 第 2 内 科学 教室 
京都 市 左京 区 聖護院 川原 町 53 京都 大 学 医学 部 内 科 第 一 講座 
千葉 市 長州 町 1 の 69 高橋 方 千葉 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
長野 県 西 筑摩 郡 三岳 村 

前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 第 一 内 科学 教室 

北海 道 札 幌 郡 江別 町 西野 幌 三 札幌 医科 大 学 衛生 学 教室 
神戸 市 訣 区 畑 原 通 3 の 22 

鹿児島 県 鹿児島 郡 谷山 町 和田 農林 省 家畜 衛生 試験 場 九州 支場 
千葉 市 衣 鼻 町 千葉 医大 病理 

熊本 市 城 の 内 二ノ 太 町 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

東京 都 練馬 区 豊玉 北 1 の 8 

新潟 県 新発田 市 寺町 畠田 病院 

熊本 市 城 の 内 二の丸 町 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
東京 都 港 区 芝 愛 容 町 2 の 105 東京 慈恵 会 医大 内 科 

山梨 県 南巨摩 郡 身延 町 梅 平 身延 山 病院 附属 療養 所 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 伝 研 寄生 虫 研究 部 
東京 都 武蔵 野市 吉祥 寺 慶応 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
協 市 大 仙 町 浪速 大 農学 部 

久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 病理 学 教室 
鹿児島 市 西田 町 154 

鹿児島 市 利 池 町 鹿児島 大 学 第 一 内 科学 教室 
横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 医大 寄生 虫 学 教室 

新潟 県 直江 津 市 安国 寺 区 直江 津 保健 所 

香川 県 三豊 郡 桁 田村 


部 概 外科 教室 弘前 市 本 町 53 


東京 都 千代 田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医科 大 学内 科 
山形 県 酒田 市 下 中 町 57 

東京 都 千 代田 区 神田 錦町 1 の 6 日 本 基 碑 教団 診療 所 
金沢 市 仙台 町 金沢 大 学 理学 部 生物 学 教室 

東京 都 武蔵 野市 境 170 日 本 獣医 畜産 大 学 寄生 虫 学 教室 
福井 県 志 比 国 町 福井 県 衛生 研究 所 

東京 都 板橋 区 板橋 町 9 の 1817 東京 都 寄 生 虫 病 診療 所 
横須賀 市 久里 浜 東京 水産 大 学 増殖 学科 

埼玉 県 大 宮 市 大 字 大 宮 埼玉 県 衛生 研究 所 生活 科学 部 第 二 科 
山口 医科 大 学 病理 学 教室 

東京 都 世 田谷 区 下馬 町 3 東京 獣医 畜産 大 


( 8 ) 





下 獲 因 可 政 届 履 人 牙 狐 戸外 少 避 剖 癌 早 憶 癌 癌 癌 秒 遇 


1! 牙 防 
- 
| 回 


革 藤 居 装 問 問 癌 や 己 論語 算 簿 党 簿 半 


人 
誤 
Re 


S 


| 


妨 


酸 半 授 絡 並 


舌 


乱 葉 下 選 座 人 3 
財 革 馬 前 且 当 題 
葛 避 股下 層 司 下 


上 外 
則 選 
同軸 中 


茹 遇 当 





[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 4 乱 ・ 第 1 号 


司 群馬 県 勢多 郡 木 瀬 村 釣 形 町 24 
意 小樽 市 砂 留 町 82 北大 医学 部 薬理 


長崎 県 

東京 都 文 京 区 向 ヶ 岡 記 生 町 東京 大 学 農 学部 内 科学 教室 
長崎 市 坂本 町 長崎 医大 笑 生 学 教室 

と 横浜 市 金沢 区 六浦 市 立 大 学 

人 福岡 市 塩原 町 226 福岡 学芸 大 学生 物 学 教室 

務 鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 第 一 内 科学 教室 
雄 鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 

光 大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 上 
一 大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 

男 大 阪 市 福島 区 上 福島 北 1 ノ 13 吉 矢 方 


昭 
信 
孝 
夫 


満 京都 市 上 京 区 京都 府立 医学 大 学 医 動物 学 教室 

浩 山形 県 酒田 市 酒田 病院 

業 京都 市 下京 区 西 七条 上 る 比較 田 74 藤沢 薬品 工業 株 式 会 社 京都 研究 所 
雄 藤 沢 市 稚 沼 1.851 

猛 横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 医大 寄生 虫 病 学 教室 

子 東京 都 千 代田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医科 大 学 第 1 医院 内 科 

裕 京都 市 河原 町 広小路 府立 医科 大 学 医 動 物 学 教室 

夫 島根 県 仁多 郡 横田 町 

策 東京 都 文京 区 向 ヶ 剛 旗 生 町 東京 大 学 工学 部 獣医 学科 病理 学 教室 


男 山口 市 山口 県 衛生 部 

Departrment of Zoology National Taiwan University.。 Taipeh, Formosa China 
純 兵庫 県 豊山 市 立野 公立 豊岡 病院 

動 東京 都 武 蔵 野市 境 日 本 獣医 畜産 大 学 


部 
東京 都 千代 田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医大 第 1 医院 内 科 
福岡 県 若松 市 協 町 市 立 若松 病院 内 科 
名 古屋 中 央 局 区 内 西区 押切 町 5 の 40 
長野 県 南佐久 郡 昨 田 町 佐久 病院 
山梨 県 甲府 市 錦町 山梨 医学 研究 所 
長崎 県 諫早 市 永 員 町 210 長崎 大 学 風土 病 研究 所 病理 部 
奈良 県 高 市 郡 責 修 町 奈良 県 立 医 大 小児 科 
大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 貝 
横浜 市 南 区 浦 朋 町 横浜 医科 大 学 寄生 虫 病 学 教室 
東京 都 港 区 芝 愛 容 町 東京 慈恵 医科 大 学 薬 理学 教室 
東京 都 港 区 芝 白 金 三光 町 北里 研究 所 
郎 東京 都 世 田 ヶ 谷 区 上 時 町 1 の 528 
岡山 市 岡 164 岡山 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

ヶ し 病理 学 教室 
大 阪 市 北 区 堂島 西町 7 阪 大 微生物 病 研究 所 寄生 虫 部 
東京 都 板橋 区 東大 泉町 東京 学芸 大 学 大 泉 分 校 


| 混 球 


到 
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千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
群馬 県 前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 小児 科 
宮崎 県 宮崎 市 船 塚 町 宮崎 大 学 農学 部 獣医 学科 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
大 阪東 局 区 内 法 円 坂町 3 大 阪 赤十字 病院 外科 
岡山 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 


東京 都 文 京 区 向 ヶ 岡 紀 生 町 東京 大 学 工 学部 獣医 学科 病理 学 教室 


浜 失 市 中 ノ 町 1217 
山口 県 下 議 市 長 府 町 山口 大 学 農学 部 家畜 病理 学 

川 崎 市 市 役所 笑 生 課 

米子 市 西 所 鳥取 大 学 括 学部 

千葉 市 衣 鼻 町 千葉 大 学 医学 部 病理 学 教室 
東京 都 北 多摩 郡 小 平 町 家畜 衛生 試験 場 小平 分 場 
神奈 川 県 川崎 市 木 月 法政 大 学 教養 部 生物 学研 究 室 
東京 都 港 区 麻布 我 善 坊 20 

東京 都 北 多摩 郡 小平 町 農林 省 家 畜 衛 生 試 験 場 
東京 都 文 京 区 ダ 向 ヶ 岡 納 生 町 東京 大 学 農学 部 獣医 学科 
東京 都 武 蔵 野市 吉祥 寺 慶 大 医学 部 寄生 虫 教室 

名 古屋 市 西区 兆 心 町 2 の 11 

福岡 市 騨 御 1276 九 大 医学 部 寄生 虫 学 教室 
千葉 市 衣 鼻 町 千葉 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
福山 市 府中 町 1 

名 古屋 市 中 村 区 穫 鳥 町 名 古屋 鉄道 管理 局 衛生 試験 室 
東京 都 目黒 区 平 町 88 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 衝 生 研究 所 寄生 虫 部 
福岡 県 大 牟田 市 不知 火 町 3 の 4 大 訓 田 市 立 病院 小児 科 
熊本 県 上 益城 郡 御船 町 御船 保健 所 

武蔵 野市 境 170 日 本 獣医 畜産 大 学 病理 学 教室 
千葉 市 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛 主 学 教室 

大 阪 府 堺 市 大 仙 町 浪 束 大 農学 部 獣医 科 

東京 都 文 京 区 向ヶ丘 紅 生 町 東京 大 学 農学 部 獣医 学科 
東京 都 世 田 ヶ 谷 区 太子 堂 町 342 

北海 道 帯 広 局 区 内 帯広 畜産 大 学 

大 阪 市 東住吉 区 田辺 東 ノ 町 8 の 5 大 阪 市 教育 委員 会 
静岡 市 大 岩 町 3 丁目 静岡 大 学 教育 学部 保健 学 教室 
山口 県 阿武 郡 大 井町 大 井 家畜 保健 衛 皇 所 
札幌 市 南 八条 西 15 丁目 

熊本 市 城 の 内 2 の 丸 熊本 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
東京 都 板橋 区 板橋 町 9 の 2338 

愛知 県 知多 郡 横須賀 町 

奈良 市 奈良 学芸 大 学生 物 学 教室 

大 阪 府 高槻 市 大 阪 医 大 第 一 内 科 

山口 県 宇部 市 山口 県 立 医 科大 学 病理 学 教室 
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_ 東京 都 千 代田 区 飯田 町 2 日 本 医大 第 一 病院 内 科 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 4 巻 ・ 第 1 呈 


大 阪 市 東成 区 大 今里 北 之 町 4 丁目 149 
東京 都 大 田 区 新井 宿 6 の 687 


宮崎 市 清水 町 65 宮崎 衛生 研究 所 
厚生 省 公衆 衛生 局 予 訪 研 究 課 
長野 県 下高井 郡中 野 町 北信 病院 


大 阪 市 北 区 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 
大 阪 府 中 河内 郡 松原 町 阿 保 231 大 阪 市 東 住 宅 保健 所 


熊本 県 荒尾 市 原 方 田倉 持 
福岡 市 西新 町 807 

武蔵 野市 吉祥 寺 鹿 応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
東京 都 千 代田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学内 科学 教室 
京都 府 何 鹿 郡 佐賀 村 何 鹿 中 央 病院 
福岡 市 大 字 堅 条 九州 大 学 医学 部 小児 科学 教室 
東京 都 目 黒 区 下 目黒 3 の 541 亀谷 医院 
東京 都 新宿 区 信濃 町 鹿 応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
大 阪 府 高槻 市 大 字 高 槻 1.363 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 
福岡 市 大 字 了 堅 灯 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
東京 都 千代 田 区 霊 ヶ 関 厚生 省 公 衆 衛生 局 
広島 県 三原 市 木原 町 1925 日 本 寄生 虫 病 研究 所 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
東京 都 江東 区 深川 藤倉 電線 診療 所 
東京 都 文 京 区 湯島 東京 玄 科 医科 大 学 
静岡 県 富士 郡 宮 士 町 町 立 富士 中 央 病院 

長崎 市 坂本 町 93 長崎 大 学 医学 部 風土 病 研究 所 
大 阪 市 北 区 堂島 西 7 大 阪 大 学 微 生 学 病 研究 所 
滋賀 県 坂田 郡 相原 村 大 字 相 原 2222 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 

名 古屋 市 中 村 区 ニッ 橋 町 4 の 60 太 上 衆 保健 協会 中 部 日 本 寄生 虫 予防 有 会 


東京 都 大 田 区 雪 ヶ 谷町 396 


大 阪 府 池田 市 建 石 池田 回 生 病 院 楽 局 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 ぁ 京 都 府 立 医大 医 動物 学 教室 
現 市 東 浅香 山 町 16 

岩手 県 盛岡 市 志 家 2 の 22 

東京 都 港 区 麻布 宮村 町 69 都立 城南 高校 
千葉 県 館山 市 北条 1703 川名 医院 

千葉 県 館山 市 北条 1703 川名 医院 
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表 和 30 年 3 月 (1955) ] 


島 弘 
津 哲 郎 
房 子 
谷 謝 大 
地 正 
学 工業 株 式 会 社 
衣 泰 介 
地 善 秀 
地 滋 
村 博 夫 
村 道 也 
村 素 郎 
村 玩 子 
村 静 雄 
村 正 雄 
下 武 男 
田 。 久 埋 
田 了 
田 綱 太郎 
川 徳 三 人 郎 
原 経 太 
健 栄 太 郎 
村 誠 
の 
谷 威 男 
山 博 
沢 器 
林 昭 夫 
林 晴 治 郎 
林 英 一 
林 。 瑞 穂 
林 豊 一 郎 
林 芳 人 
平 蔽 子 
玉 威 
2 
泉 鹿 全 
松 貞 人 術 
松 寿 子 
松 周 作 





福岡 市 千代 町 九州 大 学 医学 部 第 二 内 科 
長崎 県 長崎 市 大 橋 町 200 長崎 大 学 学芸 学部 保健 科 
広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 虫 病 研究 所 
小倉 市 真 鈴 町 74 九州 歯科 大 学 病理 学 教室 
熊本 市 城内 二 輝 丸町 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 


福岡 市 氷 親 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
福岡 市 下 州 崎 町 57 

岡山 県 勝山 局 区 内 勝山 町 西 困 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

甲府 市 古 府 中 町 3 の 123 

横須賀 市 久里 浜 自 衝 際 衛生 学校 

岡山 市 岡山 大 学 寄生 虫 学 教室 

岡山 県 都窪 郡 早島 町 

大 津 市 衛生 課 

山形 県 北村 山 郡 東根 町 東根 赤十字 病院 内 科 

宮崎 市 船 塚 町 宮崎 大 学 農 学部 水産 学科 

岡山 市 津島 岡山 大 学 官舎 

東京 都 練馬 区 小竹 町 2352 農事 試験 場 比 虫 部 

山形 県 酒田 市 本 町 5 の 23 

京都 市 右京 区 竜 安寺 衣笠 下町 35 

三重 県 度 会 郡 十 保 村 肢 原 

鹿児島 市 池 町 51 鹿児島 県 立 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 

弘前 市 本 町 弘前 大 学 医学 部 第 1 病理 (寄生 虫 部 ) 

東京 都 北 区 志茂 町 1 の 2340 日 本 化 楽 王子 製薬 工場 

長崎 市 坂本 町 98 長崎 大 学 医学 莉 友 膚 科 教 室 

大 阪 市 福島 区 大 阪 大 学 附属 病院 第 二 内 科 

大 阪 府 豊中 市 桜 随 本 通 3 の 38 

松山 市 樽 味 町 松山 岩科 大 学 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 

京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医大 医 動物 教室 

栃木 県 栃木 市 下都賀 病院 

北海 道 旭 川 市 北門 町 9 北海 道 学芸 大 学 旭川 分 校生 物 学 教室 

肢 阜 市 大 阜 医科 大 学 和 寄生 虫 学 教室 

宮崎 県 南那珂 郡 福島 町 福島 診療 所 

東京 都 文 京 区 本 富士 町 1 番地 東京 大 学 医学 部 薬理 学 教室 

前 橋 市 岩神 町 280 群馬 大 学 医学 部 小児 科学 教室 

神奈 川 県 横浜 市 南 区 中 村 町 3 の 185 神奈 川 県 衛生 研究 所 

福岡 市 潟 州 町 58 古賀 胃腸 病院 


宮崎 市 広島 通り 3 の 15 医療 法人 同心 会 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 公衆 衛生 院 
東京 都 港 区 芝 新 橋 3 の 18 

高知 市 朝倉 高知 大 学 教育 学部 
山形 県 酒田 市 


公立 酒田 病院 内 科 
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鹿児島 市 更 池 町 鹿児島 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
東京 都 北 多摩 郡田 無 町 1765 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
川崎 市 高津 保健 所 

東京 都 北 多摩 郡 府 中 町 東京 都 東京 農工 大 学 衛生 学 教室 
大 阪 市 北 区 天神 橋 筋 5 の 48 大阪 医 学 大 学 病院 

久留 米 市 高良 内 診療 所 

東京 都 北 多摩 郡 府 中 町 都立 農業 高等 学校 
東京 都 千 代田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 第 1 医院 内 科 

米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 附属 図書 館 
熊本 県 著 尾 市 大 島 52 

兵庫 県 豊岡 市 新屋 敷 兵庫 県 立 豊岡 保健 所 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
東京 都 千 代田 区 飯田 橋 2 日 本 医科 大 学 第 一 医科 内 科 
広島 市 西新 町 91 の 1 広島 県 衛生 部 予防 課 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
東京 都 北 多摩 郡 府 中 町 東京 農工 大 学 農 学部 獣医 学 教室 
東京 都 北 区 西ヶ原 農業 技術 研究 所 経営 土地 利用 部 生活 環境 研究 室 
札幌 市 北 七条 東 4 丁目 松原 テル 方 北海 道 大 学 獣医 学部 
京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医大 医 動物 学 教室 学 
東京 都 杉並 区 和泉 町 13 

東京 都 千 代田 区 神田 鎌倉 町 9 神田 診療 所 

宮崎 県 南那珂 郡 福島 町 国民 健康 保険 組合 診療 所 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
長野 県 下水 内 郡 太田 本 

山形 県 酒田 市 公立 酒田 病院 内 科 

熊本 県 和 代 郡 鏡 町 大 字 鏡 町 字 郷 開 1159 日 産 化学 工業 株 式 会 社 鏡 工 場 


九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 福岡 市 堅 灯 


仙台 市 新 河 原町 52 東北 大 学 医学 部 黒川 内 科 
東京 都 千代 田 区 駿河 台 1 の 8 日 本 大 学 歯学 部 楽 理学 教室 
兵庫 県 竜 野市 掛 保 町 西 構 

広島 県 猿 獲 橋 町 84 

弘前 市 本 町 弘前 大 学 医学 部 外科 学 教室 
鳥取 市 上 段 

福岡 県 小倉 市 小倉 市 立 病院 

柄 浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
京都 市 上 京 区 柴 野 南部 基 草 町 9 1 
京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 胃腸 科 
兵庫 県 城崎 郡 香住 保健 所 

鹿児島 市 夫 池 町 鹿児島 大 学 医学 部 第 一 内 科学 教室 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
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武蔵 野市 吉祥 寺 鹿 応 義 地 大 学 医学 部 
広島 市 梨 町 1825 

北海 道 空知 郡 三 等 町 三笠 町立 病院 内 科 
新潟 県 小千谷 市 本 町 魚沼 病院 

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 2 朝日 新聞 大 阪本 社内 (大 阪 寄生 下 予 防 会) 
横浜 市 鶴見 区 北 寺尾 1592 

岡山 県 邑久 郡 愛 掛 村 虫 明 6253 国立 療養 所 邑久 光明 園 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

前 橋 市 岩神 町 905 茹 馬 大 学 小児 科 

大 阪 市 生野 区 林寺 町 3 の 96 大 阪 赤十字 病院 研究 笠 
滋賀 県 高島 郡 朽木 村 字 市 場 

横浜 市 南 区 浦舟 町 2 の 32 横浜 医科 大 学 寄生 貝 学 教室 
和歌 山 笑 生 研究 所 

久留 米 市 旭 町 久留 米 医科 大 学 寄生 虫 病 学 教室 
福岡 県 小倉 市 小倉 市 立 病院 

神奈 川 県 愛甲 郡 高峰 村 三 増 773 

東京 都 千 代田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 第 一 内 科 

千葉 市 千葉 県 衛生 研究 所 

東京 都 目黒 区 緑ヶ丘 生物 理化 学研 究 所 東生 病院 

埼玉 県 大 里 郡 折原 村 大 字 立 原 533 

東京 都 港 区 芝 自 金 台 町 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 

大 阪 市 東 区 法 円 坂町 3 大 阪 赤十字 病院 研究 科 

高槻 市 大 阪 医科 大 学内 科学 教室 

熊本 県 熊本 市 城内 二の丸 町 角 本 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
大 阪 府 高槻 市 大 阪 医 科大 学 病理 学 教室 

東京 都 大 田 区 田園 調布 1 の 3 の 10 

徳島 市 蔵本 町 徳島 大 学 医学 部 内 科学 教室 

東京 都 世 田 ヶ 谷 区 玉川 奥沢 町 1 の 430 

了 館 市 春日 町 7 の 1 

西宮 市 圭 町 103 

千葉 市 作 草 部 町 482 国立 千葉 病院 内 科 

福岡 市 大 字 堅 粗 九州 大 学 医 学部 寄生 昌 学 教室 
山口 県 字 部 市 中 字 部 山口 県 立 医科 大 学 病理 学 教室 
広島 県 広島 市 比治山 米国 原爆 傷害 調査 委員 会 字 品 研究 所 生化 学部 
千葉 市 矢作 町 785 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 

横浜 市 鈴 見 区 生麦 町 518 内 科 門 還 医 院 

東京 都 品川 区 平塚 6 の 1016 昭和 医科 大 学 医 動 物 学 教室 
札幌 市 北海 道 大 学 農学 部 

奈良 県 生駒 郡 葉 鳩 町 服部 奈良 医大 

鳥取 県 米子 市 西町 36 の 1 鳥取 大 学 医学 部 第 2 内 科 
京都 市 中 京 区 王 生 下溝 町 38 の 2 日 本 新 楽 株 式 会 社 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 
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岐 邊 県 立 大 学 医学 部 寄生 中 学 教室 
東京 者 新宿 区 信 江 町 鹿 応 大 学 医学 部 寄生 中学 教室 
島根 県 那賀 才 江 東村 尾 浜 

福岡 市 荒戸 町 238 の 7 

福岡 市 加 組 九州 大 学 医 学部 寄生 中学 教 室 


名 古屋 市 中 村 区 花 車 町 2 の 30 有限 会 社 衛生 科学 サー ビス セン ター 


神戸 市 生田 区 中 山 平 通 6 の 91 神戸 披 済 会 病院 内 

大 阪 市 北 区 西 羽 町 大 阪 市 立 医大 医 動物 学 教室 

東京 都 板橋 区 板橋 町 9 の 1817 東京 都 寄生 貝 病 診療 所 
千葉 県 市 川 市 高 1283 


. 福 岡市 千代 町 九州 大 学 医学 部 第 2 内 科 教 室 


山梨 県 中 巨摩 郡 大 鎌田 村 
京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医大 医 動物 教室 
破 阜 県 稲葉 郡 鏡 島 1302 寺 阜 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
大 阪 府 高槻 市 大 阪 医科 大 学 小児 科学 教室 
京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 医 動物 学 教室 
山口 県 久 列 郡 広瀬 町 Nozoeokaine 
鳥取 県 米子 市 鳥取 大 学 医学 部 衛生 学 

熊本 県 熊本 市 城内 二の丸 町 mr 02 
大 阪 市 北 区 法 円 坂町 大 阪 赤十字 病院 研究 科 
福岡 市 隊 御 九州 大 学 医学 部 第 3 内 科 
山梨 県 吉田 局 区 内 明 見 町 
兵庫 県 豊岡 市 新屋 敷 兵庫 県 立 豊 岡 保健 所 
富山 市 下 奥井 入 富山 化学 工業 株 式 会 社 東京 支店 
横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 


米 学 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
大 阪 府 布施 市 薦 屋 西 106 の 6 
諫早 市 長崎 医科 大 学 風土 病 研究 所 
横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 医科 大 学 皮膚 科学 教室 
横須賀 市 野比 2769 国立 久里 浜 病 院 官舎 
東京 都 港 区 芝 白 金 = 光 町 北里 研究 所 
門司 市 貴船 町 4 浅尾 外科 

東京 都 品川 区 北 品川 6 の 387 財団 法人 長尾 研究 所 
福岡 県 三 区 郡 木佐 木村 入 丁 牟田 三 区 診 療 所 
千葉 市 作 草 部 町 482 国立 千葉 病院 内 科 
宮崎 市 船 塚 町 宮崎 大 学 

宮崎 市 南那珂 郡 福島 町 福島 町 立 病院 


名 は 』 恨 大 学 医学 部 名 古屋 市 千種 区 城山 * 
名 本 民放 生研 究 所 


中 瀬 





名 古屋 市 中 村 区 日 比 津 町 道 下 名 楽 町 4 の 6 

徳島 市 蔵本 町 2 丁目 徳島 大 学 医学 部 第 二 内 科 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研 究 所 寄生 躍 学部 

大 阪 市 北 区 堂島 西 7 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 
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富山 県 伯 波 市 三郎 丸 油田 診療 所 
東京 都 葛 飾 区 下 千 葉 町 283 
東京 都 台東 区 上 野 東京 都 恩 賜 上 肢 動物 園 獣医 衛生 室 
東京 都 大 田 区 雪 ヶ 谷 895 都立 在原 病院 

大 阪 府 高槻 市 大 阪 医 科大 学 第 1 内 科学 教室 

3 北 多摩 郡 昭和 町 大 神 1325 

一 東京 都 千 代田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 第 一 内 笠 
東京 都 港 区 芝 愛 岩 町 215 東京 慈恵 会 医科 大 学 薬理 学 教室 
長崎 市 坂本 町 93 長崎 大 学 医学 部 楽 理学 教室 
東京 都 千代 田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医科 大 学 赤木 内 科 
東京 都 北 区 志茂 町 2 の 1670 日 本 化 薬 株 式 会 社 
千葉 市 千葉 県 衛生 研究 所 

熊本 市 京町 2 の 173 

大 阪 府中 河内 郡 嗜 川村 大 阪 府立 衛生 研究 所 

東京 都 中 央 区 日 本 橋 卵 町 2 の 12 中 島 病 院 
横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 医科 大 学 寄生 虫 病 学 教室 

並 河 大 分 県 佐伯 郡 西田 病院 

座 万 実 東京 都 港 区 赤坂 新町 1 の 1 

日 本 薬品 株 式 会 社 福岡 市 西 堅 灯 二 丁目 

日 本 出版 貿 旧 株 式 会 社 東京 都 千 代田 区 神田 局 区 内 猿楽 町 1 の 1 

日 本 専売 公社 東京 病院 東京 都 港 区 芝 赤 羽 町 3 

日 本 冷蔵 株 式 会 社 研究 所 東京 都 中 央 区 湊町 3 の 8 食品 研究 課 
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西 垣 吉 彦 静岡 市 北 安 東 町 74 
西 川 潔 利 大 阪 市 東 区 法 円 坂町 3 大 阪 赤十字 病院 研究 科 
西 川 美 博 大 阪 市 ッ 
西 村 猛 大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 部 
西 崎 正 男 岡山 市 岡山 保健 所 
西 山 実 光 鹿児島 市 鹿児島 大 学 農学 部 
新 田 左 内 大 阪 府 北 河内 郡 四条 暖 町 字 南 野 大 阪 府 四 条 明 保 健 所 
根 洛 活 大阪 市 大 阪 市 立 東 高等 学校 
肢 田 昇 大阪 市 西区 北 拠 江 御 池 通 2 の 26 
有野 田 亮二 下 市 大 仙 町 浪速 大 学 農 学部 獣医 学科 
野 口 英 彦 宮城 県 柴田 郡 船 岡町 
野 口 政 輝 静岡 市 小黒 1 丁目 静岡 県 衛生 研究 所 
能 勢 好 夫 静岡 県 吉原 市 昭和 通り 小野 医院 
有野 村 弘 東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 東 学 教室 
野 沢 孝 東京 者 豊島 区 西 巣 鳴 2 の 2601 
有野 崎 恭 勝 横須賀 市 野比 国立 久里 浜 病院 
沼 田 義 友 富山 県 西 波 郡 石動 町 後 右 5 番 地 
O の 部 
小 田 多 三 岡山 市 岡山 医科 大 学 病理 学 教室 
小 有川 元 治 郎 山形 県 酒田 市 公立 病院 内 科 
小 有川 渉 佐賀 県 東 松 浦 郡 相知 町 大 字 平 山上 
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長崎 市 坂本 町 長崎 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
久留 米 市 旭 町 久留 米 医科 大 学 寄生 虫 病 学 教室 
佐賀 県 杵島 郡 武 雄 町 大 字 武 座 神崎 保健 所 
福岡 県 朝倉 郡 甘木 町 横内 矢野 倉 次 郎 方 
画 館 市 鍛冶 町 31 剛 本 病院 
広島 県 深 安 郡 神辺 町 片山 病 予防 研究 所 
東京 都 杉並 区 上 高井 戸 5 の 2166 
熊本 市 城内 二の丸 町 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
福岡 市 堅 特 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
広島 市 南 観 音 町 3 丁目 県 公告 
横 須 費 市 佐野 町 4 の 23 衣笠 療 園 
東京 都 板橋 区 日 本 大 学 医学 部 附属 病院 斎藤 内 利 教室 
武蔵 野市 境 170 日 本 獣医 畜産 大 学 病理 学 教室 
福岡 市 楽 院 相 割 町 28 
東京 都 渋谷 区 円 後 町 11 
福岡 市 西新 町 西南 学院 
福岡 県 筑紫 郡 筑 紫野 町 字 下 日 焼 642 西鉄 二日市 診断 所 
東京 都 文 京 区 向 ヶ 剛 殆 生 町 東京 大 学 農 学部 獣医 学科 家畜 内 科学 教室 
東京 都 文 京 区 本 郷 本 富士 東京 大 学 医学 部 柿沼 内 科 教 室 
長崎 県 諫早 市 永昌 町 210 長崎 大 学 風土 病 研究 所 

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 朝日 新聞 厚生 文化 事業 団 内 
福井 市 志 比 口 町 福井 県 衛生 研究 所 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 公衆 衛生 院 微生物 学部 寄生 虫 室 
千葉 市 矢作 町 農業 技術 研究 所 
彦根 市 橋 向 町 44 志賀 楽 品 工業 所 
広島 県 三原 市 木原 1529 日 本 寄生 虫 病 研究 所 
埼玉 県 行田 市 長野 3704 行田 保健 所 
東京 都 千 代田 区 神田 松 富 町 14 富山 化学 工業 株 式 会 社 東京 支部 
甲府 市 県 立 医学 研究 所 
新潟 市 旭 町 通り 1 新潟 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
東京 都 千 代田 区 丸の内 3 の 2 三菱 東 7 号 館 406 医学 統合 研究 所 寄生 貝 部 
福井 県 武生 市 東 元町 53 
旭川 市 宮下 通 6 丁目 
横須賀 市 佐野 町 6 の 35 
広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 虫 病 研究 所 
広島 県 三原 市 木原 町 1592 日 本 寄生 虫 病 研究 所 
広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 虫 病 研究 所 
鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 
大 阪 府 高槻 市 大 阪 医大 第 一 内 科 
久留 米 市 旭 町 67 久留 米 大 学 医学 部 附属 病院 吉住 内 科 
前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 小児 科 
人 台 落 台 北 市 国立 台湾 大 学 医学 院 寄 生 虫 学 教室 
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大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 
広島 市 広島 大 学 動物 学 教室 
甲府 市 古 府中 町 560 国立 甲府 病院 


東京 都 武 蔵 野 吉祥 寺 慶応 大 学 寄生 貝 学 教室 
福岡 市 荒戸 町 131 

東京 都 文 京 区 東京 大 学 医学 部 物 療 内 科 教 室 
熊本 市 城内 二の丸 町 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

現 市 走 三国 丘 町 1 の 15 

東京 都 太田 区 雪 ヶ 谷 895 在原 病院 

名 古屋 市 中 区 西 州 崎 町 36 公衆 保健 血 会 中 部 日 本 寄生 虫 予防 婦 会 
東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
高知 県 高岡 郡 浦 ノ 門 村 奥 浦西 分 1085 

大 阪 府 河内 郡 長野 町 木戸 国立 大 阪 病 院長 野 分 院 

東京 都 港 区 芝 白 金 三光 町 北里 研究 所 寄生 虫 部 

仙台 市 北 4 番 町 東北 大 学 医学 部 黒川 内 科 
山形 県 酒田 市 公立 酒田 病院 内 科 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 医 動物 学 教室 
鹿児島 市 山下 町 70 鹿児島 県 立 医大 第 1 内 科 

前 橋 市 岩神 町 280 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

東京 都 中 央 区 銀座 2 の 1 

甲府 市 橋 町 18 山梨 県 笑 生 民生 部 予防 課 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 伝染 病 研 究 所 寄生 虫 研究 部 
三重 県 員弁 郡 東 藤原 村西 野尻 

鹿児島 市 際 池 町 鹿児島 大 学 医学 部 

山梨 県 甲府 市 錦町 山梨 医学 研究 所 

弘前 市 弘前 大 学 医学 部 概 外 科 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 貝 部 
京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 医 動物 学 教室 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 伝染 病 研究 所 寄生 昌 研 究 部 
高槻 市 大 阪 医 笠 大学 病理 学 教室 

奈良 市 奈良 学芸 大 学生 物 学 教室 

福岡 市 博多 局 区 内 大 字 特 九州 大 学 医学 部 内 科学 教室 
前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

京都 市 下京 区 吉祥 院 西 の 庄 門 口 町 日 本 新 楽 研究 所 

大 阪 市 淀川 区 三国 本 町 250 黒田 製 楽 味 式 会 社 三国 工場 
佐世保 市 島 池 町 市 民 病院 内 科 

山形 市 映 間 町 140 富士 細菌 研究 所 
新潟 県 長岡 市 新栄 町 2 長岡 保健 所 

久留 米 市 旭 町 久留 米 医 大 寄生 虫 学 教室 

福岡 市 堅 灯 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

神奈 川 県 横須賀 市 大 津 116 
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愛知 県 南 設 楽 郡 新城 町 新 抜 国保 病院 病理 検査 室 

肢 阜 県 大 井 局 区 内 恵那 郡 大 井町 国立 岐阜 療養 所 
東京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 1 の 16 

埼玉 県 大 宮 市 埼玉 県 衛生 研究 所 

埼玉 県 大 宮 市 大 成 町 6 の 2853 

福岡 県 小倉 市 北方 国立 小倉 病院 

山梨 県 甲府 市 錦町 山梨 医学 研究 所 

神奈 川 県 高座 郡 相模 原町 上 鈴 間 

大 阪 府 高 槻 市 大 阪 医科 大 学内 科学 教室 
武蔵 野市 吉祥 寺 2214 

神戸 市 生田 区 中 山手 通 神戸 披 済 会 病院 
東京 都 目 黒 区 自由 ヶ 丘 110 

千葉 市 支 鼻 町 313 千葉 大 学 医学 部 病理 学 教室 

課 大 阪 市 東 区 道修 町 3 の 12 

武蔵 野市 吉祥 寺 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 教室 
福岡 市 堅 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

富山 市 西 公 文 名 1 の 1 

肢 阜 県 恵那 郡 大 井町 枝 阜 県 大 井 保健 所 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 医 動物 学 教室 
京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 医 動物 学 教室 
京都 市 左京 区 聖護院 川原 町 京 大 医学 部 小児 科 教 室 
東京 都 品川 区 平塚 6 の 1016 昭和 医科 大 学 医 動物 学 教室 
東京 都 目黒 区 駒場 町 861 東京 水産 大 学 増殖 学科 
山梨 県 甲府 市 錦町 山梨 医学 研究 所 

群馬 県 前 橋 市 岩神 町 6 の 5 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 微生物 学 教室 
神奈 川 県 横浜 市 南 区 中 村 町 3 の 185 神奈 川 県 衛生 研究 所 
東京 都 新宿 区 信濃 町 塵 応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

大 牟田 市 三井 病院 

仙台 市 覚 性 院 丁 16 宮城 県 衛生 研究 所 
宮城 県 登米 局 区 内 登米 保健 所 


千葉 県 香取 郡 衛 川 町 

福岡 県 田川 市 伊田 2 の 47 

仙台 市 北 4 丁 目 東北 大 学 医学 部 黒川 内 科 教室 

長崎 県 西彼杵 郡 村 松村 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 予防 衛生 研究 所 獣 疫 部 
岐阜 県 枝 阜 市 北野 町 1 肢 阜 県 立 大 学 医学 部 病理 学 教室 
熊本 県 荒尾 市 荒尾 市 立 病院 

東京 都 新宿 区 柳町 20 新井 方 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 部 
千代 田 区 神田 駿河 人 台 2 の 2 杏 雲 堂 病院 
札幌 市 南 十 三条 西 17 丁目 北向 
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新潟 県 小千谷 市 本 町 魚沼 病院 

岩手 県 盛岡 市 内 丸 89 岩手 医科 大 学内 科 
富山 市 北新 町 9 番地 の 1 日 本 新薬 株 式 会 社 高山 出張 所 
東京 都 文 京 区 東京 大 学 農 学部 獣医 学科 

豊中 市 息 ヶ 池 大 阪 大 学 医学 部 薬学 科 生 楽 学 教室 
学部 市 中 宇 郡 山口 医科 大 学 病理 学 教室 
栃木 県 那須 親 園 村 滝 沢 355 


小倉 市 真 鈴 町 74 九州 歯科 大 学 
大 津 市 橋本 町 大 津 市 笑 生 課 

福岡 県 福岡 市 下 州 崎 町 57 近藤 化学 工業 株 式 会 社 

中 央 町 銀座 4 の 2 聖書 館内 

豊中 市 盤 ヶ 池 大 阪 大 学 薬学 科 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医科 大 学 胃腸 科学 教室 
岡山 市 岡山 大 学 医学 部 平林 内 科 

名 古屋 市 中 区 西 州 崎 町 36 公衆 保 健 協 会 中 部 日 本 寄生 予防 陣 会 
福島 県 石城 郡 植 田町 種田 病院 

広島 市 段原 未 広 町 218 広島 市 西 保健 所 予防 課 
東京 都 新宿 区 信濃 町 塵 応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

大 阪 市 旭 区 大 宮 町 2 丁目 城北 市 民 病 院内 科 

人 熊本 市 城内 二の丸 町 角 本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
千葉 市 矢作 町 千葉 医科 大 学 病理 学 教室 

山形 県 酒田 市 公立 酒田 病院 内 科 

東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 由 学 教室 

大 阪 府 高 槻 市 大 阪 医 科大 学 病理 学 教室 
広島 県 佐伯 郡 平良 村 廿日市 病院 

東京 都 港 区 芝 自 金 台 町 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 
東京 都 板橋 区 板橋 町 9 の 1817 東京 都 寄生 虫 病 診療 所 
埼玉 県 川口 市 本 町 4 の 28 川口 市 民 病院 
徳島 市 蔵本 町 徳島 県 中 央 病院 徳島 大 学 医学 部 第 二 内 科 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 伝 当 病 研究 所 臨床 研究 部 検査 室 
新潟 県 新発田 市 寺町 畠田 外科 第 院 
長崎 県 諫早 市 永昌 町 長崎 大 風土 病 研究 所 
神戸 市 長田 区 間 宮 通 2 の 2 

京都 市 中 京 区 千本 松原 日 本 新薬 株 式 会 社 
東京 都 新宿 区 信濃 町 鹿 応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

世 田 ヶ 谷 区 下馬 3 丁目 東京 獣医 畜産 大 学 

千葉 市 衣 鼻 町 3 の 13 千葉 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

川 時 市 東芝 生物 理化 学研 究 所 病院 

岡山 市 岡山 大 学 医学 部 細菌 学 教室 

千葉 市 千葉 大 学 医学 部 石川 内 科 

前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 小児 科学 教室 
千葉 県 夷隅 郡上 野村 上 野村 診療 所 


( 98 ) 





戸 
富 
戸 
戸 
友 
富 
富 


因 郊 導 細 ざさ 己 呈 


届 


部 計 若 鞍 下 甘 墜 ※ 可 漫 隊 


| 


ーー 
1 


中 


互選 己 己 互選 王 世 互 吾 


時 オ 





〔 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 4 乱 ・ 第 1 号 


神戸 市 生田 区 中 山手 通 6 の 91 日 本 海員 披 済 会 神戸 病院 


東京 都 品川 区 大 井倉 田町 3219 
広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 中 病 研究 所 


東京 都 港 区 芝 愛 央 町 2 の 165 慈恵 医大 附属 東京 病院 南 病棟 林内 科 
東京 都 文 京 区 東京 大 学 農学 部 獣医 学科 家畜 内 科学 教室 


大 阪 府 堺 市 大 仙 町 浪速 大 学 農学 部 獣医 学科 教室 
前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
長崎 県 計 早 市 永昌 町 210 

東京 都 中 央 区 京橋 2 の 1 


名 古屋 市 千種 区 覚 山 通 1 の 2 名 古屋 市 立 城東 病院 


米子 市 鳥取 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
佐賀 県 西松 浦 郡 大 川村 立川 立川 鉱業 町 診療 所 
金沢 市 金沢 大 学 医学 部 第 3 病理 学 教室 


東京 都 北 多摩 郡 小平 町 家畜 衛生 試験 場 小平 分 場 寄生 貝 部 


千葉 市 千葉 大 学 医学 部 石川 内 科 
大 阪 府 三島 郡山 田村 大 阪 市 立 弘 済 院 附属 病院 
熊本 市 西 外 坪 井町 53 


松坂 市 京町 116 本 内 科 診療 所 

前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 小児 科 

武藤 野市 吉祥 寺 慶応 大 学 医学 部 寄 自学 教室 
横 須 貨 市 野比 2796 国立 療養 所 久里 浜 病院 
東京 都 江東 区 深川 平 久 町 1 の 4 藤倉 診療 所 内 
中 央 区 京 貸 2 の 1 東京 寄生 虫 予防 有 会 
東京 都 新宿 区 信 漠 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
岡山 市 間 164 剛 山 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
徳島 市 蔵本 町 徳島 大 学 話 学部 第 1 病理 学 教室 
蘭 城 県 行方 郡 潮来 桂 潮来 保健 所 


東京 都 文 京 区 向 ヶ 岡 旗 生 町 東京 大 学 虹 学 部 獣医 学科 病理 学 教室 


京都 市 右京 区 意 安 寺 培 の 下町 2 
大 阪 府 堺 市 大 仙 町 浪速 大 学 農学 部 獣医 学 財 


会 社 学術 課 東京 都 中 央 区 日 本 橋 小 表 町 


間 


其 活 


世 王 王 王 巨石 王 三 王 所 上 所 E 
時 
ay 
当 還 記 理 弟 叶 決 号 萬 加 


洪 
困 _ 豆 天 


導 
半 。 洛 混 


叶 





岡山 市 岡山 大 学 医学 部 寄生 下 学 教室 
鹿児島 市 夫 池 町 鹿児島 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
札幌 市 北海 道 大 学 農学 部 動物 学 教室 

横浜 市 幾 子 区 中 根 震 2 の 100 横浜 日 赤 病 院 

大 阪 府 高槻 市 大 阪 医科 大 学 放射線 教室 
千葉 市 千葉 216 

東京 都 中 央 区 明石 町 12 日本 冷蔵 株 式 会 社 研究 所 


川崎 市 登戸 病院 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
東京 都 新 宿 区 信濃 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
甲府 市 爺 町 














品 和 30 年 3 月 (1955)) 
柳 内 番 
柳 治 
柳 沢 利 喜 雄 
柳沢 十 四 男 
負 田 義 男 
安 井 広 
安 維 剛一 男 
宏紀: 一 間 
和英 稀 「9 間 
矢 島 敏夫 
丘 等 楽 :. 措 
横 川 宗 雄 
横 川 定 
横 田 科 
横 尾 有 秀 供 
米 沢 療 士 
吉 田 耕 
吉 田 邦 男 
吉 田 貞 雄 
吉 田 幸 雄 
者 朋 、 林 :ー 
守 、 弄 。 閉 専 
吉 村 武 男 
きき 琶 林 ' 美 
吉 沢 利 雄 
吉 矢 佑 
吉 伸 臣 仁 
寺 短 。 半 容 
横浜 医大 寄生 虫 学 教室 

り の 部 
上 阪 武 典 
海 野 泉 
植 木 敏 之 
梅 本 元 彦 
梅 野 正 人 
梅 谷 蔽 之 
報 大 衣 補 
部 揚 圭 
筆 結 : 竹 : 委 
内 回 敵 天 
内 野 文 疫 
移 川 侍 郎 
ト 部 昭 






蔵 玉 県 所 沢 市 仲町 576 

大 阪 刑務 所 医学 部 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
東京 都 千 代田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医大 第 1 医院 内 科 
愛知 県 幡豆 郡 横須賀 村上 横須賀 池端 82 

東京 都 品川 区 上 大 央 長者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 部 
東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
横浜 市 港北 区 日 吉本 町 1790 
東京 都 港 区 芝 愛 容 町 慈恵 会 医科 大 学 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 公衆 衛生 院 微生物 学部 寄生 虫 
東京 都 中 肢 区 肢 方 町 1 の 697 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医科 大 学 川井 内 科 
長崎 県 諫早 市 有 喜 町 205 

鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 

石川 県 衛生 部 

奈良 県 奈良 市 奈良 医科 大 学 小児 科学 教室 

大 阪 府 豊能 郡 笑 面 町 桜井 70 の 2 

京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 話 学部 公衆 衛生 学 教室 
広島 県 西条 町 広島 農業 期 大 学 


布施 布 三 屋 西 1 布施 診療 所 内 

東京 都 新 宿 区 信 渡 町 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
大 阪 市 福島 区 上 福島 北 3 の 14 

横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 

久留 米 市 旭 町 67 久留 米 大 学 医学 部 附属 病院 吉 好 内 科 
横浜 市 南 区 浦舟 町 


山形 県 酒田 市 酒田 病院 

福岡 市 応 粗 九州 大 学 医 学部 寄生 虫 学 教室 
熊本 市 城内 二の丸 町 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
千葉 県 市 川 市 国府 台 千 葉 県 血清 研究 所 

福岡 県 鞍手 郡 古 月 村木 月 1296 

東京 都 娘 京 区 向 ヶ 岡 綱 生 町 東京 大 学 農学 部 獣医 学 財 
和歌 山 市 小 原 通 4 の 1 和歌 山 赤十字 病院 内 科 
東京 都 中 央 区 京橋 2 の 1 寄生 虫 予防 脇 会 附属 診療 所 
前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
宇部 市 中 字 部 山口 県 立 医大 病理 学 教室 

仙台 市 東北 大 学 医学 部 黒川 内 科 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 医 動物 学 教室 


( 95 ) 
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小倉 市 真 稚 町 74 九州 歯科 大 学 
栃木 県 足利 市 山川 1 の 474 日 赤 足 利 赤 十字 病院 毛 野 診療 所 


有 氷 部 
民 汗 海 


東京 都 千 代田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医科 大 学 第 1 医院 内 科 
東京 都 臣 谷 区 竹下 町 3 東京 酵素 医学 研究 所 

埼 玉 県 大 宮 市 大 宮 3535 埼玉 県 衛生 研究 所 
東京 都 武蔵 野市 吉祥 寺 鹿 応 大 学 医学 部 寄生 部 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 医 動物 学 教室 
広島 県 豊田 郡 忠 海 町 療 広 勝子 方 

横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

新 発 由 市 寺町 畠田 病院 

新潟 県 刈羽 郡 荒浜 村 農林 省 家 畜 衛 生 試験 場 北陸 支場 
辺 漂 久留 米 市 旭 町 69 久留 米 大 学 医学 部 附属 病院 吉住 内 科 
綿 謝 恵 太 山形 県 酒田 市 公立 酒田 病院 内 科 

Wykoff, D.E. 東京 都 中 央 区 三菱 東 7 号館 406 医学 研究 所 
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沼 当 当 記 消 交 各 ふ 雪 
画 肝 昔 
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R, 乙 の 痢 
Ritchie, L. S. 東京 都 中 央 区 丸の内 三菱 東 7 号館 406 医学 研究 所 
林 松 生 東京 都 中 央 区 丸の内 ヶ ヶ 
慈恵 会 医大 古閑 内 科 教 室 東京 都 港 区 芝 愛 容 町 2 の 105 慈恵 会 医科 大 学 東京 病院 南 病棟 
財 津 吉 憲 門司 市 大 里 黄 金町 三 丁目 
慈恵 医大 林内 科 教 室 東京 都 港 区 芝 愛 岩 町 2 の 105 








